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はじめに




　この本は、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ エンターブレインから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というＴＲＰＧをプレイした様子を、「リプレイ」という形式でお伝えするものです。

　すでに発売されている『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえあんてぃーく（以下、『るるいえあんてぃーく』）』、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえはいすくーる（以下、『るるいえはいすくーる』）』、『クトゥルフ神話 ＴＲＰＧリプレイ るるいえばけーしょん（以下、『るるいえばけーしょん』）』、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえばーすでい（以下、『るるいえばーすでい』）』、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえとらべらーず（以下、『るるいえとらべらーず』）』、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえぐりもあーる（以下、『るるいえぐりもあーる』）』に続く第七弾となります。

　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』についてもっと知りたいという方には、このシリーズの姉妹本である『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ入門 るるいえびぎなーず』という本が出版されております。入門の名にふさわしく『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』について一から解説しておりますので、興味のある方は、ぜひ、そちらもご参照ください。




　今回は、新たに『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のソースブックとして追加された『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフ・バイ・ガスライト（以下、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』）』を存分に活用してのリプレイとなっております。

　以前、『るるいえばーすでい』では、探索者たちのデータはそのままに、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフと帝国』を活用して、昭和初期を舞台とした探索をしてもらいました。

　しかし、今回は『クトゥルフ・バイ・ガスライト』のルールに従って、新たな探索者を創造してもらっています。ただし、キャラの基本設定はおなじみの探索者のままですので、ファンの方もご安心ください。

　ガス灯の浮かぶ19世紀末のロンドンで、るるいえ堂の面々がいったいどのような活躍をするのでしょう？

　これまで地道に成長させてきた技能も、ロンドンの探索者になって初期値に戻ってしまい、プレイヤーたちはヒヤヒヤしている様子。

　みなさまもプレイヤー同様に、ロンドンでの探索を新鮮な気持ちでお楽しみください。

　では、読み終えた皆さんの正気度が残っていることを祈りまして――




　クトゥルフ・フタグン！


内山靖二郎










『プレリュード』




「まだ決まらないんですか、佐さ々さ原はらさん？」

「さやかちゃん、せっかくのお客さんに、そういう言い方はないんじゃないかなぁ」




　いつもは、るるいえ堂で暇つぶしをするだけの佐々原さんが、珍しく買い物に来てくれました。

　なんでも、幼なじみの智とも美みさんへの誕生日プレゼントを探しているそうなのです。

　智美さんは、佐々原さんにとってはお姉さんみたいな方です。

　ハウスキーパーをしていて、両親とお爺じいさんを亡くして、一人きりになってしまった唯ゆい花かちゃんという女の子の母親代わりをしています。私もるるいえ堂にあった多面体寄せ木細工がきっかけで、智美さんと知り合いましたが、働き者で、とってもいい人なんですよ。

「うちで買い物をしてくれるのはうれしいですが……智美さんへのプレゼントだったら、骨董品より、もっといいものがあるんじゃないですか？」

「毎年、毎年、プレゼントをしていると、マンネリになってくるんだよ。だから、たまには変わったモノをプレゼントしようかと思ってね」

「骨董品よりは、マンネリでもかわいいプレゼントの方がうれしいと思いますけどねぇ」

　私はカウンターで頰づえをついて、佐々原さんの方をぼんやりと見つめます。

　離れて見ていれば、背も高いし、まあまあイケメン。

　詳しくは知りませんけど、大学に通いながら作家をしていて、意外にもそれなりに人気があるそうです。あの唯花ちゃんもファンだったそうだし、いろいろとモテる要素はあるのに……どこか残念な人なんですよね。

「ん～、どれもこれもピンと来ないなぁ」

「……だったら、なっちゃんの洞窟から盗んだっぽい、この怪しい純金の指輪とかどうです？」

「なっちゃん……って、アトラック＝ナチャのこと!?　いやだよ、そんな呪われていそうな指輪！」

「じゃあ、佐々原さんがいつも着けているフィブラをあげちゃうのは？」

「もっと嫌だよ！　これはボクの生死を分ける、大切なお守りなんだから！」

「そういう必死なところが、佐々原さんの女性にモテない理由なんですよ」

「もういいよ。智美姉さんのブログを見て、最近の好みをリサーチしてみるから――」

　佐々原さんはすねた顔をして携帯電話をいじっています。

「どうです？　さりげなく、佐々原さんの悪口とか書いてありましたか」

「そんなこと書いてないよ！　書いてあったらすごいへこむよ！　えーと、なんだか智美姉さん、いまはアンティークのレースに凝っているみたいだね」

　智美さんのブログには、素敵なレースの写真がたくさん載せられています。

「ふーん、アンティークレースですか……そういえば、るるいえ堂には、この店が東京に開業する前から伝わっている、古いレースがありましたっけ」

「るるいえ堂って、昭和初期から続いているんだよね。その前というと……？」

「前に、蘭らん弗どる叔父さんから聞いたんですけど、るるいえ堂の元になった店が、百年くらい前のロンドンにあったんですって」

「なんでロンドンなんかに!?」

「さあ……それで、そのアンティークレースというは、るるいえ堂と縁のあったメリローという方の作品だそうですよ。いちおう、売り物なんですが、ちょっと条件があって『レースを大切にしてくれる人』にだけ譲るようにってことなんです。それがレースの作者のメリローさんからの願いだったからだそうで」

「ふ～ん、なんか、いわくつきって感じだね」

「そうそう、蘭弗叔父さんは、メリローのレースについて、こんな話をしてくれましたっけ……」




　19世紀のロンドンは、えんどう豆のスープのような濃い霧に包まれて――








ロンドン探索者の創造




キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと。以降、ＫＰ）：えーと、突然ですが、今回のシーズンでは、るるいえ堂の皆さんに19世紀末のロンドンで探索をしてもらおうと思っています。

辰たつ巳み：ほう、ということは『クトゥルフ・バイ・ガスライト』を使うわけだな。

睦むつみ：シャーロック・ホームズが活躍した、19世紀末のイギリスを紹介しているソースブックですね。

佐さ々さ原はら：『るるいえばーすでい』で昭和初期の東京に行ったみたいな感じでしょうか？

ＫＰ：いや、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』には「探索者の特徴」という追加ルールが掲載されている。これを使ってみたいし、あと19世紀ならではの技能などもあるので、せっかくだから当時の探索者として新たに創造してもらおうと思っている。

辰巳：つまり、これまでとは別の探索者を作るということか？

ＫＰ：いやいや、探索者の設定や能力値はそのままで、ロンドンに応じた技能を新たに取り直してもらうという感じかな？

さやか：正気度とか〈クトゥルフ神話〉はどうなるんです？

ＫＰ：すべて初期の数値に戻る。だから、ティンダロスの猟犬とかに吸われた辰巳先生の能力値も元に戻していいですよ。やったね！

辰巳：おおっ、それはうれしいな！

ＫＰ：あと、せっかくヴィクトリアンメイドの本場が舞台なのだから、京みやこにも復活してもらおうかと思っている。

全員：ええ～～～っ!?（笑）

ＫＰ：19世紀末にいる京のご先祖様は、まだ正気度は残っているというわけだ。

睦→京：つまり、私は睦ではなく、京をやれということですね。久しぶり過ぎて、どんなロールプレイをすればいいのか忘れちゃったなぁ。

ＫＰ：辰巳先生の背後で「うーふふふふ」って笑っていれば、たぶんそれらしくなるかと。

京：私って、そんなキャラでしたっけ？（笑）




　といったわけで、今回、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』をたっぷり堪能してもらうため、かなり変則的ではあるけど、これまで使用してきた探索者たちと同じ能力値を持った、19世紀末ロンドンを生きる新探索者を創造してもらうことにした。

　技能などは当時の職業に合わせて、ルール通りに新たに習得してもらうことになる。

　そのため、これまで地道に技能を成長させてきた現代日本の探索者に比べると、だいぶ弱体化した感じだ。

　一方で正気度や〈クトゥルフ神話〉は初期値に戻っているため、京を除いた探索者たちはひと安心だろう。




ＫＰ：さて、みんなにはロンドンにふさわしい職業に就いてもらうことになる。

さやか：私はロンドンで探偵をやりたいなぁ～。

ＫＰ：安心してくれ。そんなさやかちゃんには「調査探偵」というバッチリの職業があるよ。

さやか：調査探偵……というのは、普通の探偵と違うんですか？

ＫＰ：うん、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では、探偵は「私立探偵」の一種類しかなかったけど、シャーロック・ホームズが活躍した時代である『クトゥルフ・バイ・ガスライト』では「調査探偵」と「諮し問もん探偵」の二つに細分化されたんだ。

さやか：「調査」と「諮問」……？

ＫＰ：さやかちゃんが就く「調査探偵」は、いまでいう興信所みたいに、依頼人から求められた事案について、足で情報を集める行動派の探偵だね。

さやか：私がイメージしている探偵と同じですね。

ＫＰ：一方、「諮問探偵」というのはもっと知性派だ。警察や調査探偵が集めた情報を元に、知識とひらめきを生かして、事件の解決をするといったタイプだね。

辰巳：いわゆる安楽いす探偵というやつだな。

ＫＰ：『クトゥルフ・バイ・ガスライト』によるとホームズはこの諮問探偵らしいね。ホームズの場合、自身でも調査のために動き回っているイメージがあるけど、あのずば抜けた知性の持ち主を調査探偵とは呼べないだろう。

さやか：私が足で情報を集めて、それを元にホームズが推理してくれるみたいな関係なんですね。

ＫＰ：まあ、このゲーム中にホームズに会えるかどうかは不明だけど。

さやか：うう～ん、会ってみたいな～！

ＫＰ：では、ロンドンに暮らすさやかちゃんには、どんな特徴があるのかロールをしてもらおうか。

さやか：その「探索者の特徴」って、どんなものがあるんです？

ＫＰ：能力値がアップする有利な特徴から、呪いのような不利な特徴までいろいろある。基本的にはロールをしてランダムで決定していくので、どんな特徴が探索者に追加されるのかはやってみないとわからない。以前、ボクがロンドンの探索者を作成したときは「アル中」という不利な特徴が出てしまい、しょんぼりしたよ。

さやか：ランダムというのは怖いですね……。

ＫＰ：もちろん、必ずそれでプレイしろとは言わない。どうしてもプレイしにくいものだった場合は、キーパーと相談して変更してもらうのもアリだろう。かなりどぎつい特徴もあるから、そこは慎重に考えて決めた方がいいと思うよ。楽しくプレイできなきゃあ、意味がないからね。

さやか：とにかく、まずはロールしないと始まりませんね。有利な特徴出ろ～！　コロコロ……コロコロ……「３」と「13」が出ました。

ＫＰ：………………（なんだと!?）。

さやか：ど、どうしました。キーパー、動きが止まってますよ！

ＫＰ：いや、なんかいきなりすごいのが出たな。さやかちゃんの特徴は「男たらし」だ。

さやか：なんですか、それは！（笑）

ＫＰ：ＡＰＰに＋１Ｄ３。異性と付き合うことに関するコミュニケーション系の技能に＋［１Ｄ３×10］％のボーナスが付くそうだ。

さやか：やったぁ！

ＫＰ：うむむ……しかし、さやかちゃんが男たらしというのはどうなんだろうか？

辰巳：あのホームズを翻弄した美女、アイリーン・アドラーみたいなものかな。

さやか：魔性の女探偵として、ロンドンの男たちを手玉に取っていますよ～！（笑）

ＫＰ：（うーん、さやかちゃんが気に入っているのなら、まあいいか……）




　その結果、さやかちゃんのＡＰＰは18となり、異性と付き合うことに関するコミュニケーション系の技能には＋30％のボーナスを得ることになった。

　職業で交渉系の技能を伸ばせる調査探偵としては、かなり使える特徴と言えるだろう。




ＫＰ：あと、さやかちゃんは特別にホームズ直伝の〈バリツ〉を習得する権利をあげよう。

さやか：なんですか、それは？

ＫＰ：『クトゥルフ・バイ・ガスライト』で、ホームズのみが習得している特殊な格闘術だ。ホームズの原作にも登場していて、日本の武術の一種ではないかとされている。具体的なルールはあとで教えるけど、ざくっと説明すると〈バリツ〉に成功すると、そのラウンドは相手を転ばせるなどして弱体化させた上、さらに〈キック〉などの追加攻撃ができるという反則技だ。

さやか：す、すごい！

ＫＰ：普通は探索者が習得できる技能ではないのだけど、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』の期間限定特典オーディオドラマ『るるいえぐれーとぶりてん』では、さやかちゃんが華麗に〈バリツ〉を披露するシーンがあったので、今回は特別に許可しよう。〈バリツ〉はホームズファンなら誰もが憧れる技能だよ（笑）。

京：〈バリツ〉は、習得できるなら、絶対に習得しておきたいオモシロ技能の一つですよね！

さやか：でも、〈バリツ〉に〈キック〉に〈マーシャルアーツ〉に、あと男をたらす技能……これじゃあ、いくら技能ポイントがあっても足りません！（泣）

ＫＰ：そこはなんとかやりくりしてもらおう。




ＫＰ：お次は辰巳先生ですが、教授という職業ではちょっとロンドン滞在が不自然な気もするので「医者」になってもらえますか？

辰巳：まあ、ほとんど立ち位置は変わりないな。

ＫＰ：あと、〈精神分析〉ですが、これは19世紀末では非常に先進的な学問で、職業技能として習得できる探索者がいないくらいです。普通の探索者が〈精神分析〉にあまり高い技能ポイントを割り振るのは不自然で、辰巳先生が習得するにしても、当時では珍しい精神医学について先駆的な医師であるという設定が必要になります。

辰巳：〈精神分析〉はワシの得意技能だから押さえておきたいな。ロンドンにいる辰巳源吾郎も、最新の精神医学の研究に没頭していることにしよう。

ＫＰ：了解です。では、運命の特徴を決定するロールをどうぞ！

辰巳：き、緊張するな……コロコロ……コロコロ……「６」と「９」が出たが？

ＫＰ：おっ、これはお似合いの特徴が出ましたね。辰巳先生は「決然とした性格」だそうです。

辰巳：なんだそりゃ？

ＫＰ：ざくっと言うと、肝が据わっているので、血を見たくらいでは動じないということです。ルール的には血に関する正気度ロールによる正気度喪失が最低で済みます。あと、無残な死体を見ても、半分の正気度喪失で済むそうな。

辰巳：それはすごい。医者にぴったりの特徴だな！

ＫＰ：まさしくそうですね。長年の医者をやっていたから、流血や死体くらいでは動じなくなったのでしょう。

辰巳：それで、〈バリツ〉のようなロンドンの辰巳専用の特殊技能は？

ＫＰ：そんなものはありませんな。

辰巳：ちっ……。




ＫＰ：続いて、佐々原だけど……君の場合は、そのまま「作家」という職業になる。

佐々原：了解です。

ＫＰ：イギリスには留学をしているのだろうけど、20歳で渡英ということは国を代表するくらい優秀なのか、もしくは裕福な家のボンボンってことだろうな。

佐々原：英文学を研究して、自分の小説執筆に役立てようとしている感じですかね。

ＫＰ：当時の――といっても、亡くなってから数十年が経過しているが、人気作家ならチャールズ・ディケンズ。定番なら、シェイクスピアやチョーサーなど、英文学は研究材料には事欠かないね。このゲーム的には、『宇宙戦争』で火星人を描いたＨ・Ｇ・ウェルズや、シャーロック・ホームズの生みの親であるコナン・ドイルも見逃せない。もっとも、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』の世界は火星人やホームズなどの架空の存在が実在する世界だから、その創造主である作家の扱いについては、なかなか難しいところがあるな。

佐々原：まあ、ボクはロンドンへ行っても、英文学より〈オカルト〉と〈歴史〉を研究しているんですけどね。

ＫＰ：当時のロンドンでは、悪名高い「銀の黄昏教団」のオマージュ元である「黄金の夜明け」なんてオカルト結社が実在しているからねぇ。

佐々原：では、ボクの特徴を決定させてもらいます。コロコロ……コロコロ……「２」の「14」と出ました。

ＫＰ：佐々原の特徴は「料理上手」だって（笑）。

佐々原：なんですか、その地味な特徴はっ！

ＫＰ：〈製作（料理）〉技能に［ＩＮＴ×５］か［ＥＤＵ×５］をプラスしていいそうな。

佐々原：ボクはＩＮＴの方が高いから、〈製作（料理）〉が最低76％からスタートさせられるってことですね。うう～ん、なんか微妙だなぁ。

ＫＰ：〈製作（料理）〉が76％って、それを仕事にできるレベルだけどね。

佐々原：子供の頃から神の舌を持っていたけど、なぜか作家を目指してしまいました。

ＫＰ：おそらくこの時代の佐々原は、一流の料理屋か旅館の次男坊とかなのだろう。料理の才能はあるから、とりあえず親はたっぷり仕送りをして好きなことをさせているけど、夢が破れたら実家の料亭で働け……みたいな感じかな？




ＫＰ：最後は、ロンドンにいるまだ正気度がゼロになっていない京の番だな（笑）。

京：何度見ても、この正気度30スタートというのは不安になりますね。

ＫＰ：京の職業は当然のことながら「使用人」となる。裕福な人の家で働く、召使いやメイド、馬車の運転手や庭師などが含まれる。

京：これで名実共に、辰巳先生のメイドになりましたぁ～（笑）。

ＫＰ：あと、るるいえ堂の面々では、京だけ社会階級が「下層階級」という分類となる。

京：使用人ですから仕方ないですね。

ＫＰ：19世紀のロンドンでは社会階級が厳しく決まっている。上流階級の集まる場所に、下層階級の人間が同席することはありえないし、逆に上流階級の人間が下層階級のたまり場に出入りしたりすれば、瞬く間に社交界で悪いうわさが流れたりする。

京：他のみんなは中流階級なんですね。中流というのは、階級はどんな扱いなんですか？

ＫＰ：職業によるけど、医者の辰巳先生は背伸びすれば上流階級の集まりにも顔を出せるくらいかな。調査探偵のさやかちゃんや、作家の佐々原は、依頼者かパトロンから招待でもされないと同席するのは無理だろうね。反面、あまり治安の悪いところに行けばカモにされかねないという、どっち付かずな微妙な立場だったりする。

京：下層階級だと、そうした治安の悪いところにも平気で出入りできるわけですね。

ＫＰ：その場の空気に溶け込みやすいんだろうな。

京：なるほど、使用人だからこそできる情報収集とかもありそうですね。

ＫＰ：うん、使用人同士から雇い主の情報を集めたり、貧民のスラムをウロウロするのは、下層階級の探索者の仕事となるだろう。もちろん、他の階級の探索者でも〈変装〉をしたりすれば話は別だけどね。

京：あと……職業技能に〈エチケット〉という見知らぬものがあるのですが、これはなんでしょうか？

ＫＰ：〈エチケット〉はデザイナーがうっかりしたのか『クトゥルフ・バイ・ガスライト』でも紹介されていない技能なんだよね。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』と根を一緒とする『Basic Roleplaying 2008』によると、あらゆる社会階級における立ち居ふるまいに関する技能らしい。具体的にはご主人様が夜会に参加するときに、ふさわしい服装や、あいさつの仕方を助言してあげる老執事を想像するといいだろう。そういうときに使う技能だよ。

京：「旦那様……このような席では、かくかくしかじかな立ち居ふるまいがマナーとされております」みたいな感じですね。なんか面白そう。これがあれば上流階級の席にも潜入できるのでは？

ＫＰ：うん、あとは〈変装〉があれば完璧だね。ちなみに〈エチケット〉の基本成功率は５％だ。

京：では、私も特徴を決定しますよ。コロコロ……コロコロ……「３」の「18」です。

ＫＰ：京には「魔術的素質」があるようだな。

京：なんと!?（笑）

ＫＰ：ルール的には呪文を学ぶために必要な期間が半分で済み、呪文を習得するためのロールの成功率に＋［ＩＮＴ×１］のボーナスがつく。

京：それはうれしい……けど、なんで私のＰＯＷは６しかないの!?（泣）

ＫＰ：なるほど、このロンドンの京の魔術的素質が、現代日本の京ゼロにも受け継がれたのだな。納得だ（笑）。




　かくして、それぞれの特徴を得た探索者は、それも生かしながらの技能を習得していく。

　突然、佐々原が名料理人になったりしたけど、おおむねこれまでの探索者のイメージと大きな違いのない技能ポイントの配分をしたようだね。











































































キャンペーン開始前夜




　さて、こうしてロンドンのるるいえ堂の探索者たちが完成したのだけど、キーパーにはシナリオ作りという大切なお仕事が残っている。

　せっかく19世紀末のイギリスを舞台とするわけだから、当時の雰囲気をたっぷりと味わってもらいたい。

　そして、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』で紹介されている、当時の小説などで活躍したキャラクターたちも登場させたいよね。

　紹介されているのは、ジキル博士にフランケンシュタイン博士、ドラキュラ伯爵から火星人まで、有名人（？）たちが勢ぞろいだ。そんな中、ボクが一番悩んだのは、シャーロック・ホームズを登場させるかどうかだ。

　名探偵に憧れるさやかちゃんにはピッタリのＮＰＣだし、個人的にも思い入れのあるキャラクターだけど、どうも『クトゥルフ・バイ・ガスライト』というとシャーロック・ホームズというのが定番になり過ぎている気がしないでもない。実際、オーディオドラマ『るるいえぐれーとぶりてん』では、さやかちゃんがホームズの捜査に協力するという物語となっている。

　そこで、ちょっと残念だけど、今回はあえてシャーロック・ホームズを封印することにしたんだ。

　これはかなり悩んでの決断だった。

　そして、19世紀末のイギリスだけでなく、現代日本のるるいえ堂ともリンクするような事件にしたかった。

　時空を超える、壮大な物語となると――今回は『るるいえばーすでい』や『るるいえとらべらーず』と同じく、全三話で完結するショートキャンペーンとした方がよさそうだ。

　では、そんな時空を超えるキャンペーンを飾る神格にはなにがふさわしいのか……いろいろ考えた結果、ボクはとうとうあの有名な神格を選んだ。ボク個人としては、あまりゲームに使ったことのない神格なのだけど、知名度は抜群の神格だ。

　アレがどのような姿で現れるのか……それは本編を読んで確認をしてもらうとしよう。




　ラスボスは決まったので、まずは19世紀末のるるいえ堂デビューを飾る第一話のシナリオを考えなくては……といっても、ボクはあまり気負いはしなかった。

　むしろ、第一話は、あまりがっつりと探索をしない、小粒のシナリオにするように意識したくらいだ。

　それは、まずプレイヤーたちには19世紀末のイギリスの雰囲気を味わってもらい、探索者たちにこの時代になじんでもらおうと思ったからだ。いきなりあまり難解な事件を起こすと、その調査にばかり気を取られて、時代性を味わうどころじゃないからね。

　あと、シナリオの舞台をどこにするかも重要だ。

　実は、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』に掲載されているシナリオは、案外と探索者がロンドンで行動するシーンが少ない。探索者はロンドンを離れて、田舎の村で起きている怪事件を調査するという展開が多いんだ。

　この当時のロンドンは、世界有数の大都市であり、貿易港でもあった。

　ビッグベン、ロンドン塔、ロンドンブリッジ、タワーブリッヂ、スコットランド・ヤード、どこかで聞いたことのある名所がたくさんあるのも魅力だけど、ボクとしては面積としてはさほど広くもない街に、上流階級から下層階級までがギュウギュウ詰めに集まっているというごった煮感も興味深いと思っている。

　となれば、『るるいえがすらいと』の舞台は、霧深いロンドンに決定するしかないよね！

　ロンドンの上流階級たちが集う社交界。歴史ある家名を持つ貴族と、新興の資産家がしのぎを削る……というのも魅力的だけど、るるいえ堂の面々の社会階級からすると、そうしたところでの探索は厳しそうだ。

　華やかなロンドンに埋もれた、中流から下層にかけての庶民たちの日常風景の中に、宇宙的恐怖も潜んでいる……なんて感じのシナリオにしようかな。

　ロンドンの貧困層については、ヘンリー・メイヒューの『ヴィクトリア時代 ロンドン路地裏の生活誌 上・下（原書房刊）』がとても参考になった。これは19世紀中ごろの資料なので、厳密に言えば、ボクがプレイしようとしている19世紀末だと時代が古過ぎる気もしたけど……まあ、これは厳密な歴史書じゃなくて、ゲームリプレイなのだからそのへんは大目に見てもらおう。

　この本にはかなりひどい生活をしている人たちのことが綴られていて、もしかするとプレイヤーのロンドンのイメージが変わってしまうかもしれない。ボクは「当時のロンドンって、ホントはこんなにひどかったんだ！」なんて露悪趣味は嫌いだけど、こういった暗い面からも、当時の雰囲気を伝えられればいいかなと思っている。

　あと、ゲーム的な観点から、ボクは日本人である辰たつ巳み先生や、未成年の女の子であるさやかちゃんたちが、異国のロンドンの街で動き回ることに、それほど強い制限を与えるつもりはなかった。リアリティを追求すれば、日本人であるというだけで探索のさまざまな障害となるだろう。けれど、そういったところはあえて抑えて描写をするつもりだ。

　世界を旅するキャンペーンシナリオとかなら、たまにはアウェイ感の漂う異国で肩身の狭い思いをするのもいいけど、今回はみんなにもっと地元民としてロンドンを楽しんでもらいたかった。だからそのへんはゆるくやるつもりだよ。

　そもそも、かなり無理をして、るるいえ堂の面々にはロンドンに来てもらっているんだから、そのくらいはおまけしないとね。




　ゲームの前準備として気を遣ったのは、探索者の日常風景に、当時を思い起こさせる小道具を配置することだ。

　例えば、佐々原の下宿の設定や、るるいえ堂に運び込まれる骨董品、辰巳先生への相談事など……なるべく19世紀末のロンドンらしいものを選んだ。

　１９２０年代のアメリカを舞台にするときでも同じだけど、プレイする前に、キーパーが延々とその時代についての講義をするというのは、あまりいただけないやり方だ。プレイヤーは、早くゲームをしたくてうずうずしているからね。

　だから、まずはプレイを開始して、序盤や中盤の日常風景の中で、当時ならではの部分を描写して、プレイヤーが興味を持っているようならば補足説明をしてあげるといったやり方がよいだろう。

　その日常風景の描写が、今後のシナリオの伏線になっているのならば申し分ないよね。

　日常風景と言えば、プレイヤーになじみのない舞台でのゲームをするのなら、ヴィジュアル面の補強もしたいところだ。簡単に言えば、探索者の暮らす街や小道具などの写真やイラストを用意してあげるということ。

　キーパーの頭の中と、プレイヤーのイメージをなるべくすりあわせることこそが、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』のような別の時代を楽しむゲームの成功の秘訣とも言えるだろう。

　ちょっと面倒でも、キーパーが説明した情景を表すような写真を事前に用意しておくと、プレイヤーには受けが良いものだ。逆転の発想で、気に入った当時の写真があったら、そこからシナリオイメージを膨らませるという手だってあるね。

　ボクが当時の風景からイメージを膨らませるのに役立った資料は『写真で見るヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活（原書房刊）』だ。当時の有名な建物の写真ならいくらでも見つかるのだけど、この本には労働者たちの暮らす平凡な町並みや、街路で見掛ける人々の姿など、貴重な写真がたくさん載っていて、ヴィジュアルイメージの宝庫となっている。キーパーにはお勧めの一冊だよ。




　そんなわけで、短編だけど、ロンドンの雰囲気をたっぷりと注ぎ込んだ、シナリオの第一話が完成した。

　プレイヤーたちは、当時のロンドンを楽しんでくれるかな？

　設定は同じとはいえ、新たな探索者たちとのゲームだから、ボクも新鮮な気分でキーパーができそうだ。

　うーん、これはワクワクするね。



















佐さ々さ原はら環たまきの下宿事情




　えんどう豆のスープのように濃い霧は街全体を覆い尽くし、昼でも室内ではランプが必要なほど。

　おまけに互いの建物がへし合うように密集して建てられたせいで、窓は通りに面した部分しか開かれていない。

　まるで日本とは違う、ここは１９００年のロンドン。世界の中心地の一つであり、混沌に包まれた大都市だ。




ＫＰ：気のめいる曇り空ばかり続く11月のロンドン、佐々原はオーウェル夫人の下宿で暮らしている。住所はロンドンの中心部シティから東にあるイースト・エンドだ。ここはあまり治安の良い所ではなく、テムズ川に近いため風向きによっては川からの悪臭が漂ってくることもあるが……その代わり、家賃は安いし、室内はオーウェル夫人の掃除も行き届いている。もちろん、食事だって出してくれて、住宅難のロンドン市内ではかなりの良物件だね。これがその間取り図だ。













さやか：おお～っ、間取り図まで！

ＫＰ：土地不足だったロンドンでは、平屋建ての建物は少なく、この下宿もレンガ造りの三階建てだ。両脇の建物と密着しているため、なんと窓は通りに面した部分にしかないという採光性、通気性の悪さ。

さやか：この部屋なんて、窓がないのに、暖炉がありますけど……煙くないのなぁ。

ＫＰ：だからこそ、ロンドンの定番の職業である煙突掃除はとても大切な仕事だったんだね。ちなみに、間取り図には書いていないけど、台所やトイレなどの水回りは地階にある。当時、ロンドンの建物では、台所などは地下にあったようだ。たぶん、排水の都合なのだろう。

佐々原：ボクの他には、一階にオーウェル夫人とマート。二階のお隣さんは夏なつ目め金きん之の助すけ（のちの夏なつ目め漱そう石せき。佐々原とはオーディオドラマ『るるいえぐれーとぶりてん』からの知り合い）。三階にはメリローという人が住んでいるんですね。どんな人たちなんですか？

ＫＰ：オーウェル夫人は60歳くらいの未亡人だ。旦那は軍人で、十年ほど前に任地の上海で不慮の事故に遭い亡くなったそうな。マートは下宿の東にある船舶の整備をするドックの工員で、さほど裕福ではない。

さやか：だから、こんな奥まった、暖炉もない狭い部屋に暮らしているのかな？

ＫＰ：それでもいい部屋に住んでいる方だといえる。稼ぎの悪い人たちは、このくらいの部屋に、何家族も一緒になってギュウギュウ詰めになって暮らしていたそうだよ。生活するというよりは、寝るだけの部屋だね。

佐々原：そんなに住宅難なんですか。窓付きで、二部屋もある下宿に住めるなんてラッキーでしたね。

ＫＰ：佐々原は、実家が裕福な高級料亭らしいからね、生活費の仕送りについては潤沢なのだろう。

佐々原：この三階にいるメリローさんというのは……？

ＫＰ：それが人付き合いが嫌いらしく、オーウェル夫人からは勝手に会いに行ったりしないようにと注意されている。佐々原はこの下宿に引っ越してしばらく経つけど、いまだに一度も顔を合わせたことがないね。

佐々原：引きこもりなんでしょうか。

ＫＰ：食事や洗濯などの身の回りのことは、オーウェル夫人が世話してくれるので、ほとんど外出しないで暮らすことも可能だからね。ここで佐々原は〈目星〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：では、大切な情報がするりと手からこぼれ落ちていった（成功していれば、なぜかマートがこっそりと三階に上がるところを佐々原は目撃したとするはずだった）。

佐々原：ううっ、現代日本のボクなら〈目星〉は81％もあるのに、ロンドンのボクは30％しかないんですよ～。

京みやこ：このパーティー、〈目星〉が得意な人が少ないんですよね。心配です。

ＫＰ：さて、そんな、周りに注意の向かない佐々原は、夜が更けるのも忘れて、ヨーロッパのオカルトと歴史の研究に没頭しているのだが……居間の窓の外から、妙な笛の音のようなものが聞こえる。

佐々原：笛の音？

ＫＰ：「へぷー、へぷー」という、変な音だね。そして、風向きが変わったのか、テムズ川の汚水が原因と思われる悪臭までもが漂ってくる。

佐々原：「さーて、金之助の様子でも見に行こうかな」と、窓から離れて、奥の部屋に――

京：こらぁ～っ、ちゃんと窓の外を見てよ！

佐々原：嫌だよっ、見たくないよ！　そういうホットスタートはもういいから！（泣）

ＫＰ：見たくなければ、見なくてもいい。見なかったときのイベントを発生させるだけだから（冷たい目で）。

辰たつ巳み：ここで見ることで重要な情報が手に入るのなら、見ておくべきだと思うぞ。

佐々原：わかってます、ホントはわかってるんですよ。ちょっと冗談を言っただけですよ。

さやか：いや、みんなが止めなかったら、あのまま金之助さんのところに行ってましたよね（笑）。

佐々原：そ、そんなことはないよ。「何の音だろう」って、カーテンをちょっと開けてみます。

ＫＰ：すると、すぐ外には、窓を覆い尽くすほど巨大な赤ん坊の顔の上半分がぺったりとガラスに張り付くようにして、君を見つめている。部屋のランプに照らされたその顔は、頭から汚水に濡れており、君と目が合うと「いあ……いあ？」と、やけに甲高い声で問い掛けてきた。

佐々原：なっ、なんじゃこりゃあぁぁっ!?　怖過ぎます！（泣）

ＫＰ：さあ、ロンドンでの一発目の〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

佐々原：キーパー、ひど過ぎますよ。コロコロ……ううっ、失敗してしまいました。

ＫＰ：失敗した場合は１Ｄ６の正気度ポイント喪失だ。

佐々原：やっぱりそのくらい減りますか……コロコロ……ぎゃあっ、「６」が出た！

ＫＰ：この赤ん坊の真の恐ろしさに気づけるかどうか〈アイデア〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……〈アイデア〉も成功です。

ＫＰ：では、一時的狂気に陥るな。ここはランダムで決定するか。コロコロ……どうやら、佐々原はあまりの恐怖から現実逃避をするために、その場にうずくまって胎児の姿勢をとり続けるようだ。

佐々原：「バブ、バブ……ボクは赤ん坊だから、なにもわからない。なにも聞こえない……」

ＫＰ：そして、初めて狂気に陥ったので〈クトゥルフ神話〉を＋５％しておいてもらおう。

辰巳：かつてこれほど早く〈クトゥルフ神話〉を手に入れた探索者がいただろうか（笑）。

さやか：シナリオが開始して、たった５分で〈クトゥルフ神話〉に穢けがれてしまうとは。

京：さすが人類最速のＤＥＸ18だけあるね（笑）。

ＫＰ：笑っているけど、まだ恐怖は去っていないんだよ。佐々原がその場でうずくまると、窓がミシミシときしみ始める。たぶんあの巨大な赤ん坊が押しているのだろうけど、佐々原は胎児の姿勢のまま現実逃避を続けている。

佐々原：「バブバブ……」って、まさかこれでもうおしまいとか!?

京：次の探索者として、夏目金之助が用意されております（笑）。

ＫＰ：さ～て、ここで佐々原は〈幸運〉をロールしてもらおうか。

佐々原：な、なんか、これは生死を分ける〈幸運〉のような。コロコロ……やった、成功だ！

ＫＰ：では、窓はミシミシと音を立てているが、やがてそれも収まり、それ以上なにか起きることはなかった。やがて路地のあちこちの窓を棒でたたく音で、佐々原は悪夢から目を覚ますように正気に戻ることができる。あの音は、ボビー（スコットランド・ヤードの警官の愛称）が無料でやっている目覚ましのサービスだ。目覚まし時計なんて普及していない時代なので、ボビーが早朝の巡回をしながら、頼まれた家の窓をたたいて起こしてやっているそうな。

さやか：へえ、面白いですね。おまわりさんがそんなことをしていたんですか。

佐々原：ていうか、それどころじゃないから！　ボクの正気度が６ポイントも減ってるから！

ＫＰ：そのとき、佐々原は外で女性の悲鳴がしたのに気づく。

佐々原：女性の悲鳴？　すぐに外に出て駆け付けますよ！

辰巳：こういうときだけは反応が素早いな。

ＫＰ：まだ夜が明けたばかりの薄暗い中、外に出ると、異様な生臭さを感じる。そして、寝間着にガウンを羽織っただけのオーウェル夫人が、下宿の壁を見て「なんてひどいことを！」と、猛烈に腹を立てているようだ。

佐々原：……なんだ、下宿のお婆ちゃんか。

京：露骨にガッカリしないの！

佐々原：「どうかしましたか、オーウェル夫人？」

ＫＰ：「どうもこうもないわよ。あの壁を見てちょうだい！」と、オーウェル夫人は激怒しながら指さしている。見ると、下宿の壁にはネバネバとしたものがべっとりと付着しており、これが生臭いにおいを発しているのだとわかる。

佐々原：これって、昨日の巨大な赤ん坊の痕跡でしょうか。いったいなんだかわかりますか？

ＫＰ：〈生物学〉でロールしていいよ。

佐々原：コロコロ……失敗です。ひとまずサンプルを取って、辰巳先生に調べてもらいましょう。あと、ネバネバはどこまで続いているんですか？

ＫＰ：佐々原の部屋の窓を通り過ぎて、三階の窓にまで続いているね。

佐々原：引きこもっているメリローさんの部屋か……怪しいですね。「あのネバネバは三階の窓まで付いているようですが、あそこの住人にもなにか気づいたことはないか聞いてきましょうか？」

ＫＰ／オーウェル：「……いいえ、メリローさんには私の方から話をしておくので、佐々原さんは三階には行かないでちょうだい」

佐々原：「えっ、駄目なんですか。まだあいさつもしていないし……」

ＫＰ：（ここで佐々原の〈心理学〉は、コロコロ……失敗か）「そういうことをされるのは嫌いな人だから。三階には登らないこと。いいですね？」と、佐々原はオーウェル夫人にぴしゃりと言いつけられてしまう。

佐々原：大家さんにそこまで言われてしまっては仕方ないですね。その粘液は道路にも残っているんですか？

ＫＰ：残っているね。佐々原は〈追跡〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：では、この粘液がテムズ川まで続いていることがわかる。

佐々原：もしかして、テムズ川から何かが上がってきて、三階の窓から部屋に入っていったとか……？

ＫＰ：そういう可能性もあるな。

さやか：それ怖過ぎです。いったい、どんな人が三階に住んでいるの!?

ＫＰ：――と、ここでそろそろ舞台をロンドンのるるいえ堂に移そうか。



◆京のワンポイントご奉仕「るるいえぐれーとぶりてん」

　どうも、お久しぶりです。好きなロンドンの観光地はロンドン自然史博物館な、京です。

　今回のゲームで使用されているソースブック『クトゥルフ・バイ・ガスライト』には、発売当時、期間限定でオーディオドラマ『るるいえぐれーとぶりてん』がダウンロードできる特典が付いていました。

　19世紀末のロンドンを舞台に、普通になじんでいるるるいえ堂の面々が、かのシャーロック・ホームズの依頼を受けてロンドンを駆け巡り、事件の鍵となるアーティファクトを探し求めるといった内容でした。

　今回のリプレイでも、その設定はそのまま使われているようですね……ただ、そのドラマには、残念ながら京は登場していないんですよ～。しょんぼり。








るるいえ堂の新捜査法検討会




　ロンドンのるるいえ堂は、有名なロンドンブリッジの近く、サザーク地区のバラ・ハイ・ストリートに店を構えている。ここは賑やかな商店街で、さまざまな専門店が立ち並び、近くの肉屋では焼いた肉を路上販売しており香ばしい匂いを漂わせている。オーウェル夫人の下宿に比べると、治安の良い地区だ。




ＫＰ：この時代、骨董品という趣味はまだ庶民にまで広まっていないので、ロンドンのるるいえ堂は古道具屋という側面もある。露店でガラクタを売っているような古物商よりは格調が高い店という感じだ。店の奥にはソファーが置かれた商談用のスペースが広く取ってあり、そこはロンドン在住の日本人のたちのサロンにもなっている。

さやか：この店も、蘭らん弗どる叔父さんが開いたんですか？













ＫＰ：そうだね。相変わらず世界を旅していて、店に顔を出すことはめったにないのだけど……ちなみに、一階はるるいえ堂の店舗。二階、三階は住居になっており、さやかちゃんと睦むつみちゃんはそこで暮らしている。

さやか：むったんは、ロンドンでなにを……？

ＫＰ：ロンドンのさやかちゃんは「探偵を目指す女子高生」ではなく、ちゃんとした「調査探偵」だから、君が探偵の仕事をしている間、睦ちゃんが店番をしているのだ。というか、主に睦ちゃんが店番をしている。

さやか：ああっ、そうか。私、女子高生じゃなかったんだ。だったら、るるいえ堂の表に「さやか探偵事務所」って張り紙をしておこうっと。

ＫＰ：まあ、暇なときは店番を手伝って、時には探偵の仕事をするって感じだろうね。

さやか：「依頼人こないかな～、こないかな～」

ＫＰ：すると、午前中、店にやってくる紳士がいる。

さやか：「へいっ、らっしゃい！」

京：寿司屋じゃないんだから……。

ＫＰ：「や、やあ、さやかくん。相変わらず元気がいいな」と、戸惑いながら店に入ってきたのは、誰であろうスコットランド・ヤードのレストレード警部その人であった。

さやか：ええっ、レストレード警部って、あのブルドッグの人ですか？

佐々原：それはアニメの『名探偵ホームズ』ね。

さやか：「いったい何の用でしょうか？」

ＫＰ：「実は、辰巳先生とここで待ち合わせをしていてね」と、レストレード警部は答える。スコットランド・ヤードでは、犯罪捜査に関することで、これまで辰巳先生に医者としての意見を求めたことが何度かあったのだ。

さやか：それならワトソンに聞けばよいのに……。

ＫＰ：ワトソンに尋ねると、ホームズに筒抜けになって、手柄を奪われてしまうかもしれないので嫌なのだ。

さやか：なるほど、なるほど。

ＫＰ／レストレード：「すまないが、ここでしばらく待たせてもらうよ」

さやか：むったんに紅茶を入れてもらって、お相手をしていますよ。

ＫＰ：この時代、インドやセイロンで栽培した茶葉が多く出回るようになって、ようやく庶民も紅茶を楽しめるようになってきていた。といっても、下層階級には手の届かない高級嗜好品だけどね。

さやか：「最近、なにか面白い事件とかありましたか？」

ＫＰ／レストレード：「いや、世の中、不景気な話ばかりさ。外国の生産力は増すばかりで、わが国が『世界の工場』と呼ばれたのも、もはや過去の栄光。街には貧乏人と犯罪ばかりが増えている」

さやか：「そうですか……」

ＫＰ：「だというのに、アメリカではマッキンリーが大統領に再選して、さらなる景気対策に乗り出すらしい。なにが、〝Four more years off the full dinner pail／たっぷりの弁当箱をもう四年間〟だ……まったく、フィリピンやキューバだけでは飽き足らず、どこまで帝国主義を進めるつもりだ」と、レストレード警部は不機嫌な顔で文句を言っている。

さやか：その"Four more years of the full dinner pail"というのは……？

ＫＰ：いま一番勢いのある国であるアメリカの、ウィリアム・マッキンリー大統領の選挙スローガンだ。マッキンリーの在任していた四年間は景気対策のおかげでたっぷりの食事をしてきたけど、もう四年間たっぷり食事をしようぜ、という意味合いがある。一方、イギリスの方は産業革命初期の繁栄はどこへやら――外では、第二次ボーア戦争の泥沼化。中では、貧困層の増加が深刻化しており、世界の覇者の座からズルズルと下りつつある。

さやか：なんだか暗くなるような話ばかりですねぇ。

佐々原：そろそろ、ボクも合流していいですか。ロンドンのむったんに早く会いたいです！

ＫＰ：うん、佐々原も辰巳先生も、ここからは好きなタイミングで登場していいよ。

辰巳：では、るるいえ堂を訪ねよう。「やあ、さやかくん。もうレストレード警部は来ているかい？」

佐々原：「むったん、お茶しに来たよ～」

さやか：「もうっ、ウチは喫茶店じゃないんですから……」




　こうして、るるいえ堂にいつものメンバーがそろったところで、レストレード警部は相談事について語り始めたのだが――なんでもスコットランド・ヤードでは、増加する犯罪に対抗するため新たな捜査方法の導入に関する検討会が開かれているらしい。

　そこで辰巳先生をはじめとした、るるいえ堂の面々にも専門家としての意見を求めたいというのだ。




ＫＰ：レストレードいわく、現在、候補に挙げられている新捜査方法は三つあるらしい。

さやか：「探偵として興味あります。ぜひ、聞かせてください！」

ＫＰ：まず一つ目は、骨相捜査法。人の頭蓋の形や顔つきを見れば、その性質がわかる。歴史ある骨相学に基づいた捜査方法だ。

さやか：それって、なんだか人種差別につながるような……。

ＫＰ：〈医学〉か〈人類学〉をロールしていいよ。

辰巳：コロコロ……成功したのはワシだけだな。

ＫＰ：さやかちゃんの言う通り、骨相学は科学的根拠が薄く、人種的な優生学にもつながるとして、良識のある学者の間ではとっくに廃れている学説だ。ただ、人の顔形で性格を診断するという、素人にもわかりやすいところからもてはやされた時期もあったため、根強い人気がある――ということを、医者である辰巳先生は知っている。

辰巳：うう～む、これはお勧めできないな。

ＫＰ：続いては、夢判断捜査法。夢はその人の精神状態が強く反映される。夢の内容がわかれば、その人物が犯罪を犯したのかどうかズバリとわかるというものだ。ただし、レストレード警部いわく「これはオーストリアのジークムント・フロイトとかいう医者が発表したばかりの本を参考にしているそうだが……私としてはそんな聞いたこともないやつは信用できないんだがね」とのことだ。

辰巳：そうか……まだ、この時代だと、フロイトの『夢判断』が出版されたばかりなのか。

ＫＰ：今度は〈心理学〉か〈精神分析〉をどうぞ。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功。

ＫＰ：二人はわかるのだけど……夢による精神分析法は先進的な学説ではあるけど、その診断は犯罪捜査に利用できるほど精度の高いものではない。「チョウになって空を飛ぶ夢を見たのは、おまえの逃避願望の現れである。つまり、おまえが犯人だな！」なんて警察に言われたらたまらないよね？

辰巳：〈精神分析〉を研究する身としては微妙な気持ちだが、まだこれは時代が早過ぎるだろう。

ＫＰ：最後は、指紋捜査法というものだ。「指の先についている渦巻き模様は、どうも人それぞれ違うらしいのだ。もしも、現場にこの指のあとが残されていれば、それを利用して犯人の特定に役立つのでは……というものなのだが。こんな細かいものを、どうやって同じだと判別できるのやら」と、レストレード警部は自分の指先を見つめながら首をかしげている。

さやか：「透明のフィルムに写し取って、重ね合わせればいいんじゃないですか？」

ＫＰ：その意見には「なるほど、それは良いアイデアだな！」と、レストレード警部は感心しているぞ。

佐々原：この時代、フィルムなんてあるんですか？

ＫＰ：数年前に、映画に使うようなロールフィルムが発明されたばかりだね。ここで〈医学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……ワシが成功している。

ＫＰ：指紋については、統計学的にも個人特定に有効な方法であるというのは事実だ。実際、すでにインドでは現場の血痕に残された指の跡と容疑者の指紋が一致したことで、犯人が特定されたという事例もあるくらいだ。

辰巳：「レストレード警部、医学的見地からすると、指紋捜査法が将来有望かと思いますな」

ＫＰ／レストレード：「しかし、容疑者の指紋を採集して、いちいち照らし合わせて調べるのは現実的ではないような。私としては、顔を見れば一目でわかる骨相捜査法を推しているのですが……」

辰巳：「いやいや、指紋の照合法については技術の進歩を待つとしてですな――」

さやか：「さっきの私のアイデアを採用すればいいんですよ」と、〈言いくるめ〉はできますか？

ＫＰ：まあいいだろう。

さやか：じゃあ、さっそくレストレード警部の隣に寄り添うように座って、上目遣いで〝男たらし〟ます！

辰巳＆佐々原＆京：男たらすの!?（笑）

さやか：男性相手の交渉は、常に〝男たらし〟てますから。抜き身のさやかと呼んでください。鞘さやだけど、抜き身とはこれいかに？

ＫＰ：なにを言っているんだ、この子は……（困惑してる）。

さやか：では、＋30％ボーナスがついて〈言いくるめ〉の成功率は75％です。コロコロ……うにゃっ「95」!?

ＫＰ：あははははっ。じゃあ、レストレード警部は、さやかちゃんの色仕掛けに気づいた様子もなく「指紋を照合させるための道具とかがあればよいのだけどねぇ」と、腕を組んで悩んでいるな。

さやか：しょぼーん、突然、自分の魅力に自信を失いました。すぐに元の席に戻ります……。

辰巳：「そうですね……例えば、ガラス板の裏に明かりをつけて、そこに指紋のサンプルを置いて照合させるような台を作ればよいのではないでしょうか？」

ＫＰ／レストレード：「なるほど、それは便利そうですね。サンプルを固定したり、微調整できるアームのようなものがついていると、なお良いですな。辰巳先生、そうした装置を作ることは可能でしょうか？」



◆京のワンポイントご奉仕「レストレード警部」

　どうも、好きなホームズシリーズの登場人物はワトソン博士な、京です。

　るるいえ堂に訪ねてきたレストレード警部は、コナン・ドイルのホームズシリーズの登場人物です。ロンドンの警察機関であるスコットランド・ヤードの有能な警部で、ホームズと何度も協力して事件を解決してきました。

　ホームズを原作とした派生作品では、独自の理論で捜査を進めるホームズをライバル視する、頭の固い警察側の人物として描かれたりもしていますね。有能なホームズと、無能な警察の対比を描くのに便利な人物とされているのかも。

　『クトゥルフ・バイ・ガスライト』でもそんなレストレード警部のデータが紹介されていますが、超高性能のホームズに比べると、正気度がかなり高めなこと以外はあまりパッとしないスペックだったりして……真面目で、勤勉で、有能な警部なのに、ちょっとかわいそうですね。






　こうして指紋捜査法に興味を持ったレストレード警部は、辰巳先生に指紋を簡単に照合できる装置の開発を依頼することにした。幸いなことにるるいえ堂の近所には、ヴィクター・ハザリーという自称発明家の電気技師が住んでおり、まずはその人物に相談してみようということになったのだが――




ＫＰ：ちょうどそこに荷物の運搬人がやってきて、小さな机くらいの木の箱のようなものを運んできた。どうも、また蘭弗叔父さんが買い入れた、るるいえ堂の商品らしい。

さやか：ううっ……なんか嫌な予感。なんなんですか、それは？

ＫＰ：みんな〈知識〉をしてみて。

さやか＆辰巳＆京：コロコロ……成功。

ＫＰ：これはキネトスコープという映画を見る機械だね。この箱の中にはフィルムがセットされていて、穴をのぞくと、映画が見られるという仕組みになっている。ニューヨークではヒットして、見世物的な感覚でロンドンやパリにも広がったそうな。ちなみに、これを発明したのは、かの発明王トーマス・エジソンだよ。

さやか：でも、スクリーンに映せないと不便ですよね。

ＫＰ：おっしゃる通り。キネトスコープには、フィルムを簡単に交換できないことと、大勢で同時に見られないという致命的な欠点があった。そのため、すぐあとにリュミエール兄弟が発明した、スクリーンに映像を映し出すシネマトグラフが登場すると、すぐに廃れてしまうのだった。




　ここでボクは当時のキネトスコープによる実際の映像を、プレイヤーたちにｉＰａｄで見せてあげた。百年以上前のぎくしゃくとしたモノクロ映像を、最新のタブレットＰＣで視聴するというテクノロジーの格差が面白いね。




さやか：骨董品というよりは、いらなくなった古道具みたいな感じで、ウチに来たのかな……これは動くのですか？

ＫＰ：どうも故障しているようだね。箱には『ミストレス（女主人）』という銘板が貼っている。おそらく中に入っているフィルムのタイトルだろう。

さやか：直せそうですか？

ＫＰ：直したいなら〈電気修理〉に成功する必要がある。

さやか：じゃあ、みんなでガチャガチャといじってみましょう。コロコロ……失敗です。

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

京：〈機械修理〉ならまだ得意なのですが……コロコロ……わっ、「01」が出ました！（笑）

全員：おお～～～っ！（笑）

ＫＰ：なんだと……じゃあ、京が適当にいじったら、キネトスコープは動くようになったよ。

佐々原：これって、ヴィクター・ハザリーのところに持っていって修理してもらう流れだったのでは？（笑）

京：そちらもあとで行くとして、まずは映画を見てみましょう。「これで動くかな？」って、のぞいてみます。

ＫＰ：ほんの数分程度の映像だね。内容はベッドの前で、派手な中国風の着物をまとった東洋人の美女が、黒い扇せん子すをあおぎながら、こちらに流し目をしているという、ちょっと色っぽいものだ。

佐々原：「美人だって。ボクにも見せてよ！（笑）」

ＫＰ：佐々原も同じ映像を見ることになるのだけど、君の場合はＰＯＷに対する抵抗表ロールをしてくれたまえ。こちらのＰＯＷの数値は教えられないので、面倒だけど佐々原がロールをして、相手のＰＯＷがいくつまでなら成功していると教えてくれるかな？

佐々原：なぜ、ボクだけそんなロールをさせられる!?

京：男性だと、たらしこめられちゃうとか？

佐々原：コロコロ……おっ、「09」ですので、相手のＰＯＷが21なら耐えていますよっ！

ＫＰ：ほう……だったら、佐々原はすごい美人だとは思うが、ハートまでは奪われなかった。

佐々原：「辰巳先生、すごい美人ですよ。これを見てみてください！」

辰巳：ワシも見るのかよ……まあ、見るけど。「どれどれ？」

ＫＰ：では、辰巳先生も同じロールをどうぞ。

辰巳：やっぱり、男はロールをさせられるのか。コロコロ……ううっ、相手がＰＯＷ８なら成功。

ＫＰ：だったら、辰巳先生はこの東洋美人にすっかり心を奪われてしまい、彼女に会いたいという気持ちが抑えられなくなる。

佐々原：やっぱり、そうなったか～（笑）。

さやか：佐々原さんが抵抗できたのは奇跡でしたね（笑）。

辰巳：「なんと美しい……この美女はいったい何者なのだ。どこかに名前とか手掛かりはないのか？」

ＫＰ：「ミストレス」という銘板以外はないけど、ここで下層階級の京だけが〈知識〉をロールできる。

京：私だけ……なんでだろう？　コロコロ……ごめんなさい、失敗してしまいました。

ＫＰ：ロンドンの西には、船着き場や造船所が集中したドックと呼ばれる地域があるのだけど……そこで働いている日雇い労働者の間で「ミストレス」という美女のことが話題になっていたことを小耳に挟んだことがある。ただ、〈知識〉に失敗したので、それがどんな人物であるかまでは知らないね。

京：「そういえば、ドックの人がミストレスのことをうわさしていたような……」

辰巳：「ちょっと、ドックまで行ってくる」

京：「辰巳先生、いきなりどうしたんですか！　まさか、そんなにこの女性のことが気になるとか!?」

辰巳：「いや、そういうわけじゃないのだが……ゴニョ、ゴニョ」

さやか：その前に、ヴィクター・ハザリーのところに、指紋照合装置のことで相談に行かないと。

辰巳：「うーむ、じゃあ、さっさと用事を済ませてしまおう」

京：「キネトスコープを見てから、辰巳先生の様子がおかしい……なんか怪しい……ブツブツ」

佐々原：ミストレスを追いかけるのって、ボクの仕事のような。なんで、ああいうときだけ出目が良いのかなぁ？

ＫＰ：ホントにそうだよ。辰巳先生に謝れ（笑）。




　京の「01」のせいでキネトスコープがあっさり直ってしまい、イベントの順番がひっくり返ってしまったが、るるいえ堂の面々は指紋照合装置の相談のため、近所の発明家ヴィクター・ハザリーを訪ねた。

　ヴィクター・ハザリーは、見たところ平凡な、四十歳くらいの痩せぎす男であった。商店街にある建物の一階に作業所兼事務所を開いて、電灯の設置や、蓄音機の修理、はたまた新たな電気仕掛けの装置の開発まで、なんでも相談に乗っている。

　そんな彼は仕事柄、発明王トーマス・エジソンに心酔しており、キネトスコープを話題に出したところ、いきなり大演説を始めるのだった。




……………………

●ヴィクター・ハザリーの演説




　神は言葉を投げ掛けてくれているが、その真の意味を読み取ることは難しい。

　神の言葉を理解できるのは、ごく一部の人間のみ。

　そして、神は奇跡を望まず、人の手に言葉の解釈を委ねる。

　そうしなければ、それは真の英知となりえないからだ。

　しかし、真の英知を理解したとき、人々は栄光の王国へと誘われる。

　そして、もっとも神の英知に近い者こそが、トーマス・エジソンなのだ！

　決して、あの三文作家などではない！

……………………




さやか：なんかすごい危ないことを言ってますけど、大丈夫なんでしょうか？

ＫＰ：これはエジソンの言う、努力だけではなく、ひらめきがなければ偉大な発明は生み出せないという言葉を、彼なりに解釈しての演説らしいね。ただ、言動は怪しいけど、ヴィクターは辰巳先生の要望する装置については、きちんと理解して、安定した光源としての最新式の電球や、ゆがみの少ない透明度の高いガラス板の提案をするなど、技術者としては信頼できそうな感じだ。

辰巳：ならば、これはスコットランド・ヤードの仕事だと言い含めて、とりあえず試作品を作ってもらうとしよう。

佐々原：ところで、演説にあった三文作家というのは誰なんでしょうか？

ＫＰ：Ｈ・Ｇ・ウェルズのことらしいね。どうも、ヴィクターはウェルズのことがかなり嫌いらしい。

京：『タイムマシン』とか絵空事の小説を書いているからかな……？




　出だしからちょっと情報多めになってしまったけど、プレイヤーたちは、この時代についてのキーパーからの蘊うん蓄ちくとして軽く流したようだ。けれど、実は、このるるいえ堂のシーンでの小道具や歴史についての蘊蓄の多くがのちの伏線となるので、皆さんは忘れないでいただきたい。







ロンドンの三大異国美女




　ヴィクターへの仕事の依頼を終えたあと、佐々原は思い出したように、下宿の壁に付着していた粘液について、辰巳先生に調べてもらった。〈生物学〉でロールをしたところ、それはウナギなどが出す粘液に似ており、ただの汚水ではないことがわかった。

　とはいえ、佐々原の語る「巨大な赤ん坊が窓の外から見ていた」という話には、みんな半信半疑であり、とりあえず下宿の様子を見に行くことにしたのだが……。




辰巳：「ワシはちょっと用事があるので、ここで別れさせてもらおう」

京：「私もご一緒しますけど……？」

辰巳：「いや、ワシ一人で大丈夫だから」と、馬車を拾って、こっそりとドックに向かおう（笑）。

ＫＰ：辰巳先生がドックへ行けと命じると、御ぎょ者しゃはけげんな顔をして「あそこは旦那のような紳士がウロウロするような場所じゃあありませんぜ。そんなシャンとした身なりで歩けば、スリや強盗のカモにされるのがオチでさぁ」と、警告してくれる。

辰巳：「なんと、そうなのか。そんなところにあの美しいミストレスがいるとは……」

ＫＰ：ドックには労働階級の貧困層が集中して住んでいて、とにかく治安は悪く、さらに荒くれ者の外国人の船乗りもうろついている。下層階級の京ならば、そういった貧民街でも自然となじむかもしれないけど、辰巳先生のようなタイプが歩き回るのは、自らトラブルを招き寄せるようなものだろう。

京：なんなら、私がドックにふさわしい服装に〈変装〉をしてあげましょうか？

さやか：いやいや、この調査探偵の私が、ボディーガードとしてついていきますよ。

辰巳：うーむ、ありがたい申し出だが、年がいもなく美女を探しにドックに行くなんて、るるいえ堂のみんなには知られたくないのだ。「とりあえず、ワシが行っても大丈夫そうなところで、できるだけドックに近いパブに案内してもらえないだろうか。ガイドをしてくれるのならチップもはずむよ」

ＫＰ：では、〈言いくるめ〉か〈信用〉をどうぞ。

辰巳：得意の〈信用〉でやろう。コロコロ……成功した。

ＫＰ：では、紳士である辰巳先生のことを心配して、御者は案内を引き受けてくれる。




　内陸にあるロンドンだが、テムズ川をさかのぼってやってくる船の港としての側面も持つ。ただ、テムズ川にはロンドンブリッジをはじめとした多くの橋が架けられているため、大型船は通り抜けることができない。そこでロンドンの外れにある、橋の架けられていない最下流部にある湿地に、船に関する施設を集中させた。それがドック、またの名をアイル・オブ・ドッグズ／犬の島である。

　埠頭には帆を持った蒸気船がぎっしりと並び、ここで荷下ろしや、船の修繕などを行なった。

　ドックに通じる道は少なく、川と壁によって隔絶された区画になっていて、独自のコミュニティが形成され、ギャング、密輸団などの巣そう窟くつとなっている。

　辰巳先生は親切な御者（気前よくチップをもらえればたいがい親切になる）によって、そんなドック界隈にある比較的程度の良いパブで、ミストレスの情報を聞き回っていく。

　ドック界隈のパブは、斡旋人がその日の荷役仕事を告知して、日雇い労働者を集める場所だった。もちろん、酒場としても機能しており、さまざまな情報の飛び交う社交場でもある。




辰巳：このパブはどうだろうか……また、店主にビールを二つ注文して、ミストレスについてのうわさ話を聞くぞ（〈幸運〉ロールに失敗をしたため、前の店ではミストレスの情報が得られず、これで二軒目のパブである）。

ＫＰ：じゃあ、もう一度、〈幸運〉をどうぞ。ここで失敗すると、いろいろやっかいなことが起きるからね（辰巳先生がスリに狙われる予定。当然、御者にチップも払えなくなる）。

辰巳：治安の悪いドックで単独行動だっていうのに……怖いなぁ。コロコロ……よしっ、成功した！

ＫＰ：すると、店の主人は「爺さん、年の割には好き者だなぁ」と、ニンマリしている。

辰巳：「いやいや、そういうわけではないのだがね。あくまで美しいものに興味があるだけだよ」

ＫＰ：「いまロンドンには三大異国美女がいる。その筆頭が、爺さんのいうミストレスさ。ドック界隈に現れる謎の妖婦ってやつさ」と、主人は説明してくれる。おそらく、ミストレスはドックを根城にしている娼婦なのだろう。

辰巳：「ふーむ、そうなのか……ところで、三大異国美女のあとの二人も気になるので教えてくれ」

京：辰巳先生、ミストレスのことを調べに来たんじゃないんですか!?（怒）

辰巳＆佐々原：まあまあまあまあ……（笑）。

京：男が二人して……まったく。

ＫＰ／主人：「もう一人は、南洋の占い師メリローだ。彼女の体から漂う、蠱こ惑わく的な香りは一度嗅いだら忘れられないらしく、その汗一滴に五ポンド（五万円くらい）を払うという御ご仁じんだっているそうな」

辰巳：南洋というと……やはり、ポナペとかなんだろうか？

佐々原：あれっ、メリローって聞いたことありますね。ウチの三階の住人じゃあありませんか？

辰巳：……そういえばそうだな。「主人、その占い師はどこに住んでいるのかね？」

ＫＰ：主人も詳しくは知らないのだが、どこかの下宿の自宅で、ひっそりと占いを営んでいるらしい。常連客か、上客から紹介された人物しか相手をすることはなく、そこがまたミステリアスで良いのだそうな。美女と言われているけど、顔を見たことがある人はほとんどいないようだね。

佐々原：人嫌いの占い師だから、オーウェル夫人はボクに会わせようとしなかったのかな？

さやか：それはありそうな話ですね。美人を佐々原さんに会わせたりしたら大変ですもの（笑）。

辰巳：「では、最後の一人は？」

ＫＰ／主人：「るるいえ堂の看板娘。樋ひ口ぐちさやか嬢だよ。かわいらしいお嬢さんだが、うっかり手を出すと、東洋武術のバリツで投げ飛ばされるそうな」

辰巳：なんと……さやかくんが三大異国美女!?（笑）

さやか：うわ～～い！　まったく予想してませんでした！（笑）

佐々原：すごいな、さやかちゃん……。

ＫＰ：ロンドンのさやかちゃんはＡＰＰ18で、男たらしボーナスが最大値の＋30％だからね。珍しい東洋人の少女ということもあって、男たちのうわさ話に上ることもあるだろう。




　ロンドンの三大異国美女と聞かされて、辰巳先生のミストレスへの好奇心は増すばかり。

　下手な〈変装〉をするよりはと考え、親切な御者と上から下まで服装をすべて交換するという荒技に出る。

　こうしてみすぼらしい御者の身なりでドックに潜入した辰巳先生は、たき火に当たっている荷役夫や、船員たちにミストレスを尋ねて回るのだが、これといった情報は得られなかった。

　それどころか、日焼けした柄の悪い船員たちに「ミストレスのことを嗅ぎ回るな、スケベ爺」と袋だたきにされる始末。辰巳先生は耐久力が２ポイント減るくらい痛い目に遭わされ、ドックから逃げ出すのだった。




辰巳：「イタタ……あの船員たちと、ミストレスはいったいどういう関係なのだ……？」

京：船員たちのアイドル的な存在なのではないでしょうか？

佐々原：これって、たぶんボクの役目だよね。ドックを歩き回るのは面白そうだから、ボクがやりたかったなぁ。

さやか：ロンドンでは、辰巳先生がすっかり汚れ役ですね……。

辰巳：ワシだってやりたくてやってるわけじゃないからな！




　一方、オーウェル夫人の下宿へと向かった、佐々原とさやかちゃんと京の三人は、壁の掃除を手伝って夫人の機嫌を取りながら、謎の三階の住人メリローの情報を聞き出そうとするのだが……〈信用〉も〈言いくるめ〉もことごとく失敗。オーウェル夫人の堅いガードの前に、なすすべもなしといった状態であった。




さやか：オーウェル夫人が男だったら、三大異国美女パワーでたらしたのに……。

京：いつもの探索者の感覚でやってると、ロンドン探索者の技能の成功率の低さに戦慄するね。

佐々原：作りたての探索者って、やっぱり弱いよねぇ。

ＫＰ：（こうも失敗ばかりだと話がちっとも進まないな……それに、技能の成功率以前に、みんなダイス目が悪過ぎなのでは）では、下宿の壁の掃除が終わったところで、辰巳先生はドックから帰ってきていいよ。

辰巳：自宅で御者の服を着替えてから戻るとしよう。

さやか：「あれ……辰巳先生、服が違っているような？」

辰巳：「ああ、馬車に泥をはねられてね。着替えてきたんだ」

京：「汚れた服は、私が洗濯しますけど？」

辰巳：「いや、あまりに汚れがひどかったから、前の服は捨ててしまった。気にしないでくれ」

佐々原：どんだけ汚れたんですか（笑）。

ＫＰ：そこに、なぜか辰巳先生が着ていた背広に身を包んだ御者が通りかかったりして（笑）。

京：「あれは辰巳先生の服……まさか、本当は追いはぎにあったとか!?」

さやか：「ちょっとあの御者を捕まえてきます！」

辰巳：「ま、待ってくれ。あの御者は、親切ないい男なんだ……」




　ミストレスにぞっこんという、キャラ崩壊をしつつある辰巳先生をみんなでいじったあと、メリローが異国三大美女の一人らしいと知った佐々原は、オーウェル夫人に内緒でメリローの部屋を訪問することにした。




佐々原：ミストレスは辰巳先生の担当ですから、ボクはメリローを担当しますね！

辰巳：うーむ、ミストレスは露骨に怪しいから……ワシもメリローの方がいいなぁ。

さやか：では、私の担当は誰なんですか？

ＫＰ：さやかちゃんには、睦ちゃんがいるでしょ？

さやか：そういう路線は、ちょっと……ノーサンキューです。

佐々原：みんなは二階の部屋にいてください。まずは、ボクがあいさつをしてきます。三階のメリローの部屋をノックしてみますが……？

ＫＰ：すると、扉が小さく開いて、女性が顔をのぞかせた。黒いレースのベールのようなもので目元を隠しており、服装は黒を基調とした地味なものだ。ただ、非常に肉感的な体つきをしており、体からほのかに漂う甘いような香りと相まって、顔半分は見えなくとも、とても魅力的な女性であると感じる。肌がやや浅黒いことや、ぽってりとしたボリュームのある唇から、おそらくは南方の血が入っているのではないかと推測できるな。

京：このシリーズにしては、珍しくお色気たっぷりな女性ＮＰＣが登場しましたね。

佐々原：「ボクは二階に引っ越してきた佐々原と言いますが、ちょっとごあいさつを――」

ＫＰ：「それはご丁寧にどうも……ただ、いまはちょっと立て込んでいまして……」と、彼女は慇いん懃ぎんに話を切り上げようとしているようだ（コロコロ……〈心理学〉は失敗か。佐々原は、彼女が恐怖と不安を抱えていることまでは気づけないようだな）。

佐々原：ちなみに、その香水の種類がなにかボクはわかりませんか。話のきっかけになると思うのですが。

ＫＰ：非常に珍しい香りなので〈薬学〉か〈生物学〉をどうぞ。

佐々原：そんなのわかるわけないじゃないですか。コロコロ……失敗です。

辰巳：どうやら、〈薬学〉も〈生物学〉も得意な、ワシがあいさつをしに行った方がよさそうだな――。

佐々原：駄目です、辰巳先生にはミストレスがいるでしょ！　えーと、じゃあ、話題を変えて「実は、昨日の晩、妙な音と気配を感じまして、もしかしたらメリローさんも何かご存じかなと思ったのですが？」

ＫＰ：昨日の出来事の話題になると、佐々原は〈心理学〉する必要もなく、彼女が動揺しているのがわかる。「あなたもなにか見たのですか？」

佐々原：「信じてはもらえないかもしれませんが、昨日の夜、妙な音に気づいて、カーテンを開けてみると、そこには巨大な赤ん坊の顔が――」

さやか：そのあと、佐々原さんも赤ん坊になってしまって……（笑）。

佐々原：それは内緒にしておくよっ！




　話によると、三階のメリローも、佐々原と同じように巨大な赤ん坊の顔を見たのだという。どうやら巨大な赤ん坊は、佐々原のいる二階を通り過ぎて、三階にまで顔をのぞかせていたようだ。

　同じ恐怖体験をした者同士という立場を利用して、佐々原がさらに詳しく話を聞き出したところ、一か月ほど前から、彼女は誰かに付きまとわれているような気がしたり、下宿の外にこちらを見張っている男がいるような気がするというのだ。




ＫＰ：最近では、外出も控えて、オーウェル夫人には訪問客を断らせていたのだが……そうしたら、今度は巨大な赤ん坊まで現れて、すっかり精神的に参っているようだね。

佐々原：赤ん坊はともかく、付きまとわれているのは、彼女が美人だからストーカーに狙われているのでは？

ＫＰ：そうかもしれないね。そのせいで、メリローは占いは一時閉業して、いまはレース編みの内職をして生計を立てているらしい。ただ、このレースの手編みも、近年では機械編みが台頭しており需要は激減しているそうな。

佐々原：「それはお困りでしょう。妙なやつに付きまとわれているというのでしたら、ボクの知り合いに信頼できる探偵がいるので紹介しましょうか？」

ＫＰ／メリロー：「そんな方がいらっしゃるんですか。ぜひ、ご紹介いただけましたら」

さやか：二階で待機しているので、呼んでくれればすぐに行きますよ。

辰巳：ついでにワシらも一緒に紹介してもらいたいな。

佐々原：だったら、メリローさんをボクの部屋に招待した方が早いですね。




　ようやく探索者たちは、シナリオのメインとなる事件の依頼人である、メリローと接触することができた。

　彼女は南洋の孤島の出身で、天涯孤独の身らしい。ちょっとした運命のいたずらから、幼い時にロンドンにやってきて、それ以来、島で習った占い（複数の貝殻をテーブルに投げて、その位置で運勢を見る）とレース編みの内職で生計を立ててきたのだという。

　オーウェル夫人との交渉系ロールがもっと成功していれば、もっとすんなりと会えたはずだったが、作りたての探索者ならではの技能の成功率の低さと、みんなのダイス運の悪さのせいで、やや遠回りをした感じがする。

　長らく成長した探索者たちを相手にしていたせいで、キーパーの勘も狂っているのかも。

　こんな調子で、探索者たちは物騒なロンドンを生き残れるのか……ちょっと心配だ。




さやか：「話はわかりました。ストーカーなら、この調査探偵のさやかにお任せください！」













ＫＰ：では、メリローと話をしていた探索者は、まずは彼女の香りの正体に気づくかどうか〈薬学〉か〈生物学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功したのはワシだけだな。

ＫＰ：彼女の体から漂う香りは、アンバーグリス――日本語で言うと、龍りゅう涎ぜん香こうを彷ほう彿ふつとさせるね。マッコウクジラの体内で生成される非常に高価な香料で、媚び薬やくとしても珍重されたそうな。

さやか：どんな匂いなんでしょう？

ＫＰ：ボクも嗅いだことはないので、なんとも……花のような香りというよりは、もっと独特な香りだと思うよ。

京：「素敵な香水ですね？」と、尋ねてみますけど。

ＫＰ：すると、メリローは恥ずかしそうに、この香りは香水ではなく自分の体臭だと説明してくれる。

京：「そ、それは失礼しました」って、女性に恥ずかしいこと聞いちゃった。反省。

さやか：でも、体臭がそんな高価な香料と同じ香りなんて……さすがは、汗一滴が五ポンドの美女！

佐々原：レース編みなんかしなくても、汗を売って暮らせるよね（笑）。

さやか：それは女として嫌過ぎます……。

ＫＰ：あと、彼女と会話をした探索者は〈アイデア〉をロールしていいよ。

辰巳＆京：コロコロ……成功です。

ＫＰ：彼女からは、ややお酒のにおいもするのに気づく。しかも、これはジンのにおいだね。この時代、女性がジンを飲むなんてはしたないことだと考えられている。品の良い女性に見えるメリローにしては意外な感じだ。

辰巳：恐怖を紛らわすために、酒に頼っているのかもしれんな。

ＫＰ：ジンのにおいに気づいた人は、続いて〈薬学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……ワシだけ成功だ。

ＫＰ：彼女の体からは、アンバーグリスやジン以外にも、ほのかに　阿ア片ヘンのようなにおいも漂ってくる。ただ、その香りは薄く、阿片のパイプを常用しているというほどではない。

辰巳：うーむ、酒はいいとして、阿片に頼るのは医者としては止めねばならないな。しかし、どのように話を持っていけばよいのやら……彼女からは、阿片中毒の症状らしきものは見て取れるだろうか？

ＫＰ：目に見えてそういった症状は見受けられないな。もしかすると、阿片に似た、別の薬品を使用している可能性もあるけどね。

さやか：今晩もストーカーや巨大な赤ん坊がやってくるかも知れないので、今日はこの下宿で見張りをさせてもらいたいですね。

佐々原：ボクの部屋に泊まっていっていいよ。布団なら用意するから。

ＫＰ：ロンドンの下宿で布団を敷くな（笑）。

京：私とさやかちゃんは、メリローさんの居間にいさせてもらえないでしょうかね。辰巳先生と佐々原さんは、二階の部屋で待機という感じで……。

ＫＰ：女性だけということならメリローも承諾するね。




　こうしてメリローのために動き出した探索者たち。夜になって、さやかちゃんと京は、メリローに気にせず先に寝てくれと勧める。

　ところが、メリローはなにやら落ち着かない様子で、やがて我慢しきれないといったふうに、居間のタンスに隠していた瓶からジンをコップに注ぐと一気に飲み干すのだった。

　すると、ようやくメリローは一息ついたようになって、そのまますぐに就寝してしまった。




ＫＰ：人前で酒を飲むなんて恥ずかしい行為だけど、どうしても飲まずにはいられなかったといった感じだね。

さやか：寝酒にしているというより、あれはもう禁断症状に近いのでは。ちょっと心配です。

京：ところで、メリローさんは完全に寝ちゃった感じですか？

ＫＰ：たぶんね。

京：……では、〈忍び歩き〉でこっそりと寝室に入りたいのですが？

全員：なんでっ!?

京：だって、あのベールの下の素顔が気になるじゃないですか～。

辰巳：それはワシも気になってはいるが……。

京：だったら、いまがチャ～ンス！（笑）

ＫＰ：〈忍び歩き〉に失敗したらメリローは目を覚ますからね。それでもいいのならどうぞ。

京：私は隠密行動に特化させた探索者なので、辰巳先生のお世話以外では、こういうところで活躍をしないとやることがないんですよ。コロコロ……やった、成功しました！

ＫＰ：京は寝息を立てるメリローの寝室に忍び込むことができた。ランプに照らされる彼女の素顔は……。

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：確かに美人だが、それ以外、特に変わったところもないように見えるな。

京：あれぇ～～～～～～～っ!?（笑）

ＫＰ：ただし、ここで〈アイデア〉か〈人類学〉をロールして良いよ。

京：これは大事なロールかも。〈アイデア〉で行きます。コロコロ……ううっ、失敗だぁ～。

ＫＰ：じゃあ、特に気づくところはないね。

さやか：もしかすると、目の色が変わっているとかなのかもしれませんね。

京：なるほど……仕方ないので、メリローさんが目を覚ます前にこっそりと居間へと戻ります。

ＫＰ：了解した（気になるからって、普通、人の寝室に忍び込むかね……）。

京：お次は、家や捜しタ～イム！　まずはタンスをあさって、さっきの瓶を調べますよ～（笑）。

佐々原：このメイド、やりたい放題だ！（笑）

京：この部屋に泊めてもらったのは、こういう理由があったのです。あっ、さやかちゃんは窓の外を警戒しててね。

辰巳：久しぶりに探索者として復帰したせいか、京くんが生き生きしているな……（苦笑）。

ＫＰ：タンスをあされば瓶はすぐに見つかるよ。ラベルは貼られておらず、中には透明の液体が入っている。

京：においを嗅いでみますが……。

ＫＰ：おそらくロンドン・ジンと呼ばれる、イギリスでよく飲まれた度数の高い安物のジンと思われるけど、ほのかに別のにおいもするような気がする。詳しく調べるには〈薬学〉が必要だね。

京：辰巳先生に持っていった方がいいかな。「ペロッ」と味見してみますが――。

ＫＰ：（うかつになめるねぇ。やっぱり、久しぶりに京をプレイしてテンション上がってるのかな）じゃあ、ＰＯＷ１に対する抵抗表ロールをしてもらおうか。こいつは毒とはちょっと違うので、ＣＯＮでは抵抗できないよ。

京：し、しまった。ちょっと油断してました。

佐々原：ＰＯＷ１だったら楽勝でしょう？

京：私のＰＯＷは６しかないから、成功率は75％なのです。コロコロ……「96」!?　大失敗です！

ＫＰ：あははははっ、こりゃまずいね。ジンをなめた京は、突然、頭がフラフラしてきて、意識が遠のいていく。そして、なにか暗い悪夢を見てしまい、自動的に正気度を１Ｄ８ポイント失う。

全員：ええ～～～～っ!?

京：お、思った以上に危険なお酒です。コロコロ……うぎゃ、「８」が出た！（泣）

ＫＰ：この正気度はゆっくりと減っていくので、狂気に陥ることはない。では、そんな恐ろしい悪夢の内容を覚えていられるかどうかは〈アイデア〉をどうぞ。

京：せめて〈アイデア〉は成功させて、情報をゲットしたいです。コロコロ……よし、成功。

ＫＰ：悪夢は、深淵の奥底にいる大いなるものからの呼びかけのようなものだ。時間や空間を超越したある概念について伝えようとしているかのようだが……まだ、正気を保っているロンドンの京には、そんな宇宙的な知識を完全に理解することはできない。

京：これって、クトゥルフ様からのテレパシーみたいなものでしょうか？

さやか：京さんが悪夢を見ているようなら起こしてあげたいのですけど！

ＫＰ：〈精神分析〉に成功すれば、悪夢から引き戻すことはできる。

さやか：「辰巳先生、来てくださ～い！」

辰巳：よし、二階にいるからすぐに駆け付けるぞ。

ＫＰ：では、大サービスで〈精神分析〉の成功の度合いによって、京の正気度がそこまで減らなかったことにしてあげましょう。

辰巳：ただ成功させるだけでは駄目なのか。ここは責任重大だな。コロコロ……「37」だから、たとえ〈精神分析〉の成功率が２分の１でも成功しているぞ？

ＫＰ：……だったら、京は減った正気度を２ポイント取り戻していいよ。悪夢によって正気度が６ポイント減った時点で、辰巳先生にたたき起こされたという解釈だね。

京：「はっ、辰巳先生！　私、恐ろしい夢を見ていました！」

辰巳：「目を覚ましてくれてよかった……その酒には感受性を強める麻薬みたいなものが入っているのかもしれんな。さっきの阿片のような香りは、これが原因だったのだろう」

佐々原：こんなものを飲んでるメリローさんって……もう、正気度はゼロ？

京：いや、ＰＯＷが高かったら平気だから。私はＰＯＷが低いからいきなり悪夢を見ちゃっただけで。

佐々原：でも、「ペロッ」であれなら、コップ一杯飲んだらどんな悪夢を見ることになるのやら……。

辰巳：なんだか、メリローさんも怪しくなってきたなぁ。

さやか：でも、さっき恥ずかしそうにお酒を飲んでいたところを見ると、そこまで悪い人ではない気がするんですよね。

京：このお酒の出どころが気になります。誰かがメリローに悪夢を見せるために、宇宙的な薬を盛っているのかも……だとしたら、かなり危険な相手ですよ。

さやか：お酒を飲むだけで恥ずかしがっているんですから、自分で買うようなことはないと思うんですよね。

辰巳：となると、誰かがこっそりとメリローさんに酒を渡しているとか。

佐々原：けど、メリローさんは下宿から外出をしていないんですよね。犯人は下宿の住人？

京：オーウェル夫人が怪しい？

辰巳：なんかピンと来ないな。あの人はホームズで言うところのハドソン夫人的な立ち位置だと思うのだが……。

佐々原：夏目金之助も除外するとして……じゃあ、マートが犯人とか？




　いろいろ怪しいことをしながらも、夜明けまで交代で見張りを続けた探索者たちであったが、この晩は巨大な赤ん坊は現れなかった。

　ただ、朝になって下宿の外に出てみると、玄関脇の壁に妙な絵が描かれてあった。通りすがりのイタズラ書きのようにも思えたが、その絵はプレイヤーにとっては妙に引っ掛かるものであった。
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さやか：タコですよね、これ。

辰巳：タコだねぇ。

京：このタコと、昨日の悪夢とを合わせると、もう嫌な予感しかしません。

佐々原：このタコの絵は〈オカルト〉でなにかわかりませんか？

ＫＰ：〈オカルト〉ではちょっとわからないねぇ。

佐々原：うーん、たぶんこれは「ここにメリローがいるぞ！」っていう、仲間たちへの符丁だと思うんですけどね。とりあえず、絵を描き写したら消してしまいましょう。

ＫＰ：早朝、君たちが玄関前でそんなことをしていると、マートが出勤するため下宿から出てきた。彼はいまどきあまりはやらない古びた背の高いトップキャップをかぶっているが、服装は工員らしいみすぼらしいものだね。

さやか：ここはもうカマをかけて、お酒のことを聞いてしまいましょうか？

辰巳：まあ……そうするか。たとえ間違っていたとしても、マートが相手ならさほど困らないしな。

さやか：では、「すべてわかってるぞ」って顔つきで「マートさん、おはようございます。今日もメリローさんのお酒を取りに行くんですか？」とカマをかけてみます。そして〈心理学〉で顔色を見たいです。

ＫＰ：ふむ……（コロコロ……成功したか）、さやかちゃんの言葉に明らかに動揺しているようだね。下宿の前でそんな話をされたくないのか、彼は足早に離れていく。

さやか：「待ってください。別にあなたを責めているわけではなくて、そのお酒の出どころを知りたいだけなんです」

ＫＰ：だったら、〈言いくるめ〉をしてみてちょうだい。

さやか：では、男たらします！（笑）

佐々原：たらした！（笑）

さやか：上目遣いで「ねえ、教えてくださいよ～う」って、甘えながら聞き出しますけど、ボーナスは付きますか？

ＫＰ：まあいいだろう。たらしボーナスを付けてロールしてくれ。

さやか：今後こそたらす！　成功率は75％。コロコロ……うにゃっ、「77」です。また失敗！（泣）

ＫＰ：あはははっ、いくらさやかちゃんが寄り添っても、マートは「なんだこいつ？」みたいな顔をして、「そんなことを言われても、オレはなにも知らんよ」と突っぱねるね。

京：三大異国美女の魅力が通じないとは！（笑）

佐々原：きっと、マートはメリロー萌もえだから、さやかちゃんはタイプじゃないんだよ（笑）。

さやか：私なんかが三大異国美女に名を連ねていいのかしら……だんだん、恥ずかしくなってきました。

辰巳：しかし、ここでマートを逃がすわけにはいかないな。ドックに行かれたら、いろいろやっかいだ。

佐々原：さっき書き写した絵を見せて、「メリローさんがよからぬやつらに狙われているようなんです。やつら、こんな目印まで残して、なにかをするつもりなんですよ！」と、マートの良心に訴えてみましょう。

ＫＰ：すると、マートは足を止めて、その絵をじっと凝視するね。

佐々原：「なにか心当たりが……？」

ＫＰ／マート：「旦那、メリローさんが狙われてるとか……それはどういうことですか？」

佐々原：実は、窓の外に巨大な赤ん坊を見たんだけど――。

辰巳：そういう、こちらの正気を疑われるようなことを言うな！（笑）

さやか：「私は調査探偵なのですが、メリローさんからストーカー被害の相談を受けているんです。よかったら、協力していただけませんか？」

ＫＰ：「お嬢ちゃん、あんた探偵さんだったのか……」と、マートは意外そうな顔をしている。

さやか：もしかしたら、最初から素直にこうやってお願いした方がよかったかもしれませんね。

京：さやかちゃんは、すぐにたらそうとするから……（笑）。

さやか：この「男たらし」という特徴がわななんです。ついつい、試したくなっちゃうのです。

佐々原：それはいいんだけど、せめて成功させてくれないと。

さやか：なんか、もう三大異国美女の称号を返上したい気分です。しょんぼり。




　メリローがストーカーに悩まされており、探索者が彼女を助けようとしているのだと知ると、マートは態度を軟化させた。

　マートによると、あの怪しいジンはドックで知り合った、メリローのファンからの贈り物だそうで、彼は小銭をもらってその運搬役をしていただけだという。




ＫＰ／マート：「そのファンだってやつの左の頰に、旦那の見せてくれた絵と同じタトゥーがあったんだよ」

さやか：なっ、こんなタトゥーを顔にしているなんて怪し過ぎ！（笑）

辰巳：「そのタトゥーの男はどんなやつだったのかね？」

ＫＰ／マート：「名前はチェスとか言ってました。日焼けしていて、南洋の船乗りって感じだったな」

辰巳：「そいつとはどこで会えるだろうか？」

ＫＰ／マート：「向こうからオレの仕事場に来るだけで、こちらから連絡する方法は知らないんだ……」

京：名前だけでは、あのドックで人を探すのは大変ですね。そもそも、チェスというのも偽名かもしれないし。

佐々原：「なんでもいいから、やつの居場所の手掛かりとなるようなことを覚えていないですか？」

ＫＰ／マート：「そういえば、あいつラッティングが好きだって言ってたな。いまどきあんなことをしている店は少ないだろうから、そこに行けば会えるんじゃないかな」

佐々原：そのラッティングというのは？

ＫＰ：区切られた競技場に大量のネズミを放して、それを飼い犬に殺させる見世物のことだ。

さやか：……そんな気持ちの悪いものを見て楽しいんですかね。

ＫＰ：昔のイギリスでは、闘犬みたいな感覚で人気があったけど、19世紀末のいまでは野蛮な遊びとしてすっかり下火になってしまっているようだね。マートの言う通り、ラッティングをやっているところなんて、ロンドンに何軒も残ってないはずだ。

辰巳：ドックの近くにあるラッティングをやっている場所を探してみるか……。

佐々原：ボクはこの絵についてもっと調べてみたいですね。顔にタトゥーをするくらいだから、よっぽど重要なシンボルなんだと思うんですよ。こいつを調べればメリローさんを狙っている連中の正体がわかるかも。

ＫＰ：さすがは佐々原。なかなか鋭いね。

佐々原：ボクは〈図書館〉に行って、なにかの事件でこんなシンボルが見つかった事例はないか調べてきます。

さやか：〈図書館〉なら、私もお手伝いできますよ。

辰巳：ワシは医者として、メリローにあの酒は飲まないようにと説得しよう。不安障害があるというのなら、この先駆的な〈精神分析〉と薬物治療によって症状を和らげてやるつもりだ。

京：では、私は下層階級なところを生かして、ドックでラッティングについての情報収集に行ってきましょうか。

辰巳：うーむ、京くんだけに行かせるのは心配だが……。

京：潜入活動は得意なので大丈夫ですよ。京にお任せください！

辰巳：うう～～む、あまり無理をしないようにな。







テムズ川に浮かぶ異形




　辰巳先生はメリローの健康診断を兼ねて、あの酒がよからぬことをたくらむ者が差し入れた危険な薬物であることを説明する。お金持ちは信用されやすいという『クトゥルフ・バイ・ガスライト』の世知辛いルールにより、この時代の辰巳先生の〈信用〉は89％もある上、〈医学〉と〈説得〉を組み合わせたロールによって、彼女は完全に探索者たちに信頼を寄せるようになってくれた。




ＫＰ：一方、図書館チームだけど、この時代の立派な図書館は会費制だったり、紹介制だったりと、誰にでも開かれたものではなかったようだね。もちろん、ボクたちが想像するような図書館も多くあったようだが、貸出にはいろいろ制限があったらしい。

佐々原：各地の過去の新聞が充実している図書館に行きたいのですが。

ＫＰ：それなら特にロールの必要はないかな。ロンドン図書館や、大英博物館の読書室などに入りたいのなら、ちょっとしたコネか〈信用〉が必要だろうけどね。

佐々原：とりあえずは、普通に入れる範囲の図書館であのタトゥーについて調べものをしてみます。

ＫＰ：手掛かりが、あのイタズラ書きみたいな絵だけだといくらなんでも探すのが大変になるので、もうちょっと条件を絞ってもらえないだろうか？

さやか＆佐々原：もうちょっとですか……うう～ん。

京：船乗りの顔に掘られているくらいだから、海に関連して調べてみたら？

佐々原：じゃあ、ボクはそれで行こうかな。主に南洋で――というか、ポナペで！（笑）

京：それはやり過ぎ！　ポナペって、まだ一度も情報として出てないから！（笑）

さやか：私は、あの模様が犯罪現場に残されていたりした事件がないか調べてみます。メリローさんを狙ったみたいに、他の事件を起こしているかも。

ＫＰ：なるほど、なるほど。では、二人とも〈図書館〉をロールしてくれ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：だったら、さやかちゃんは、以前、ヨークシャーで起きた殺人事件で、被害者の体にあの模様とそっくりの傷が残されていたという記事を発見するね。ただ、その事件がどのような解決をしたかについては、新聞では見つからないな。そして、佐々原の方は、ほとんど空振りといった感じだな。南洋の船乗りの間にこのようなタトゥーをしている者がいるといった程度の情報しかつかめなかった。

京：たぶん、ヨークシャーの事件というのは『クトゥルフ・バイ・ガスライト』に収録されている「ヨークシャーの怪事件」のことでしょうが……いまいち、重要な手掛かりはなかったですね。

ＫＰ：あの模様が物騒なものであることは間違いないけどね。図書館で得られる情報としては、これが限界だろう。




　さやかちゃんと佐々原は、念のため、午後も図書館に粘って別のアプローチから情報収集をするのだが、あまり成果はなかった。

　あのタコの絵については、スコットランド・ヤードを訪ねれば、もっと重要な情報が得られたのだけど、普段、警察を避けているせいか、プレイヤーたちはそれは思いつかなかったようだ。ちゃんと事前に、頼れるコネとしてレストレード警部を登場させておいたのに……残念。

　図書館チームがいまいちな成果だったのを見て、ロンドンに来てやたらとアクティブになっている京は、ドックでの情報収集に張り切っていた。




京：ラッティングにハマっている駄目亭主を探しに来た、貧乏子だくさんの肝っ玉母さんみたいな変装をします。

ＫＰ：やたらと具体的だな（笑）。

京：「ウチの宿やど六ろくを探しているんだけど、このへんでラッティングをしている店は知らないかい!?」みたいなノリで探し回りたいので。

ＫＰ：なるほど、だったら〈変装〉をしてもらおう。もともと下層階級の探索者なので失敗しても大きなペナルティーはないけど、成功すれば、誰もがメイドとは思わないだろう。

京：ここは成功させたいなぁ。コロコロ……よしっ、成功しました。もう、完全にドックの住人に溶け込んでます。

ＫＰ：では、辰巳先生とは違って、京はまったく違和感なくドックをうろつくことができる。すると、その途中で干上がった川岸に人だかりができているのがわかる。

京：……なんでしょうか？

ＫＰ：堰せきのないテムズ川は、潮の満ち引きによって水位が変化するのだけど、そのとき出来る干潟に流れ着いたガラクタを拾う、泥ひばりという仕事がある。石炭のクズや、ロープの切れ端、釘などの金属類を拾い集めて、二束三文で買い取ってもらうんだ。下層階級の多いロンドンでも最下層のつらい仕事だけど、子供から老婆までが半裸で泥をあさっている。この時代はテムズ川の汚染がひどくなり、そんな仕事をする人も減ってはいるけどね。

京：なにか珍しいものが流れ着いているのかな。人だかりに近づいてみますけど。

ＫＰ：すると、老婆が「ああ、マリア様！　罪深きレジーをお許しください！」と、泥の中にひざまずいて泣き叫んでいる。そんな彼女の前には、奇妙な生物の死体が横たわっている。体長は四十センチほど。顔は人間の赤ん坊のようだが、体は細長く魚のよう。ひれの形はセイウチのようでもある。しかも、こいつの腹にはへその緒のようなものが付いているのだ。この不気味な生物を見た京は〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

京：「な、なんなの、この生き物は……」と、コロコロ……やった、成功！

ＫＰ：では、正気度は減らない。ただ、これがただの生き物ではないことは直感的にわかるね。

京：といっても、〈生物学〉は専門外ですし……辰巳先生のところに持っていくわけにもいかないですよね。

辰巳：そんなものを持ってこないでくれ！

京：「あのお婆さんの言っている、レジーってなんのことです？」と、近くの人に尋ねてみます。

ＫＰ：レジーというのは、数年前、このへんで商売をしていた娼婦らしいね。ただ、このレジーは器量も頭も良くなかったため、客が見つからないときは、泥ひばりたちに混ざって仕事をしていたらしい。そんな彼女は父親のいない子を妊娠して子供を産んだのだけど、やがて正気を失い、川に身投げして、それっきり死体は上がらなかったらしい。

京：「なぜ身投げなんかを……？」

ＫＰ：これ以上、突っ込んだ話を聞きたいのなら、それ相応のロールをしてくれ。

京：……といっても、私は隠密活動が専門で〈言いくるめ〉も〈信用〉も〈説得〉も持っていないんですよね。ニコッと愛嬌のある顔で笑うので、誰か話してくれませんか？

ＫＰ：まあ、さっき〈変装〉で成功しているから、おまけして［ＡＰＰ×５］でロールさせてあげようかな。

京：さやかちゃんほどではないけど、ＡＰＰは16もあるんですよ。コロコロ……成功です！

佐々原：素晴らしい。京ちゃんにはドック三大美女の称号をあげよう。

京：…………なんかそれうれしくない。

ＫＰ：食い詰めていたレジーは、他の娼婦たちが気味悪がって相手をしなかった、不気味な船乗りたちとも商売をしていた。そして、そんな船乗りとの間にできた赤ん坊の姿が、いかなる因果か、この謎の生物と似ていたらしい……レジーはその赤ん坊を周りから隠して育てていたのだが、やがて他の人に見つかり、追い立てられるようにしてわが子と一緒にテムズ川に飛び込んだそうな。ちなみに、あの老婆も、レジーを呪われた子を産んだ罪深き女として追い詰めた一人だそうな。

さやか：気分が落ち込むような話ですね……。

京：その不気味な船乗りというのは、どんな人たちなんですか？

ＫＰ：（スコットランド・ヤードで情報収集をしてくれなかったから、ここで情報を出しとくか）フィッシュターク団と呼ばれる、密輸船の一味らしいね。奇妙なことにその船はドックに停泊しても、あまり船員が下船しないらしい。好奇心旺盛な泥ひばりの若者がその船に忍び込んだところ、暗い船底にはみっしりと船員たちが居残っており、異様な生臭さを感じたという……。

京：フィッシュターク団、駄目過ぎ！

佐々原：それって、船員は深きものたちってこと？

辰巳：おそらく、まだ深きものへの変身が進んでいない人間っぽい姿をした船員だけが船を下りているのだろう。

京：なんとなくだけど、その人たちが例のタトゥーをしていたかどうか聞いてみたいです。

辰巳：ドックであのタトゥーについて聞き回ったりすると、連中に目をつけられたりしないだろうか？

佐々原：フィッシュターク団を嗅ぎ回る、怪しい女……みたいな感じで、京ちゃんが拉致られちゃう。

京：それはそれで面白そうな展開のような気も（笑）。

辰巳：頼むからやめてくれ！

さやか：京さんの正気度は24しかないんですよ！

京：う～ん、さすがに自殺行為かな。じゃあ、やめておきます。

辰巳：それにしても、その謎の死体はなんなんだろうな。レジーの子供なのかな？

ＫＰ：死体はへその緒がついていることからして、生後間もないものだろうね。

京：ということは、フィッシュターク団が、別の女性に孕はらませた子供……？

佐々原：これって、ボクの下宿に来た怪物と同じじゃないですかね。

ＫＰ：それは佐々原が実際に見てみないとわからないなぁ。

京：やっぱり持っていこうか？

佐々原：ううん、だったらわからなくていいです（きっぱり）。

京：……もうちょっと、フィッシュターク団のことが聞きたいなぁ。




　このあとも、京は下層階級の立場を生かして、あちこちの船員やパブの店員と世間話をする。

　いろいろ苦労して、最近、このフィッシュターク団の頭目であるフィッシュタークは、ドックの娼婦であるミストレスにぞっこんで、すっかり骨抜きにされているといううわさを聞き付けた。

　思わぬところでミストレスの名前が出て、同じく彼女にぞっこんの辰巳先生は微妙な顔をする。




辰巳：ぜひ、その情報はもっと深く調べてもらいたいところだが……ワシからはとても言いにくいな。

佐々原：京ちゃんに辰巳先生が「気になる女性がいるから捜してきてくれ」とか頼んだら、一気にヤンデレ化しちゃいますよ（笑）。

京：捜すことは捜しますけどね。そのあと、どうするかはわかりませんが（笑）。

さやか：私は調査探偵ですから、人捜しは得意ですよ？

辰巳：さやかちゃんにだって頼みにくいよ！（笑）

さやか：映画で見た女性を捜しているとか……ロマンチックだと思いますけどねぇ。

京：ミストレスのことはさておき、本当の目的であるラッティングの店も探さないと。

ＫＰ：では、そんなふうに慣れないドックを京がフラフラしていると……〈聞き耳〉をしてくれるかな？

京：コロコロ……うっ、失敗です。

ＫＰ：突然、後ろから五人の子供たちが駆け寄ってきて、君を乱暴に突き飛ばしていった。

佐々原：んっ、スリかも？

ＫＰ：そんなテクニックのいる上等なものではなく、よろけている京の体を集団でまさぐって、一人の子供が小銭の入った革袋の財布を奪い取っていく。スリと言うより、ほとんど強盗だな。

京：盗んだ子供を追いかけます！

ＫＰ：バラバラになって逃げる似たような格好をした子供たちから財布を盗んだ相手を見極め、さらに追いかけるためには〈目星〉と子供のＤＥＸ14に対する抵抗表ロールに同時成功する必要がある。

京：私の〈目星〉は25％しかないので、ちょっと厳しいかも……。

ＫＰ：〈目星〉に失敗したときは財布を持っていない子供を捕まえてしまい、真犯人を取り逃がすことになる。

京：コロコロ……あっ、いい目が出た。成功です。子供のＤＥＸが21でも追いつきますよ～！

ＫＰ：では、京は子供をとっ捕まえた。子供は「離せよ、クソババア！」と、乱暴な口を利いている。

京：「ババア…………う～ふふふ、悪い子にはお仕置きが必要ね」って、背中からフライパン・カッコ・小さい棍棒を抜いて、子供に突き付けます。命中率は40％です。

ＫＰ：そのただならぬフライパンの構え方に、子供はガクガクと震え始める。すっかりおとなしくなったよ。

京：……財布を取り戻せたのなら、許してあげましょう。なんか初めてこのフライパンが役立ったかも（笑）。

佐々原：ていうか、背中に隠しているんだ、それ（笑）。

京：ついでだから、その子供にラッティングの店を知らないか聞いてみましょう。

ＫＰ／子供：「そんなの知らないよ（即答）」

京：「……教えてくれたら、このぴかぴかのペニー硬貨をあげようかと思ったのに」

ＫＰ／子供：「オレ、知ってるよ（即答）」

さやか：あ、怪し過ぎる……京さん、だまされないように。

京：うーん、けど、手掛かりもないので、駄目元でその子に道案内をさせましょう。「もしも、妙なところに連れて行ってたら、フライパンでたたきのめすからね。その代わり、ラッティングの店まで連れて行ってくれたら、もう一枚、ペニーをあげるから」

ＫＰ：（京は変装に成功しているし、この交渉の流れならだますようなことはしないかな）では、子供はドックの対岸にある、ちょっとだけ上等な区画の路地裏に京を連れて行く。そこではもじゃもじゃ頭の太った大柄の男が、子供たちから小銭と引き替えに、カゴを受け取っているようだ。

京：なんのカゴでしょう？

ＫＰ：あのカゴ、なんかゴソゴソ動いているね。

佐々原：ネズミを買い取っているのかな？

さやか：なるほど、毎日、ネズミを殺しているんだから、たくさん集めないといけないですよね。

京：ロンドンのネズミは子猫を襲うほど凶暴だと言いますが……（笑）。

辰巳：ドック界隈ならいくらでもいそうだな。

ＫＰ：いや、それが案外と少なかったらしいよ。現代と比べて残飯が少なかったから、排水口とかにネズミはいなかったそうな。おかげで食肉加工業を営む人たちの多い区画に行って、わざわざネズミ探しをしないといけなかったみたいだね。この子供たちは、そんなネズミを売って、生活費の足しにしているのだろう。

さやか：ラッティングなんて、そこまでしてしたいものなんですかね……。

京：そのネズミを買い取っているらしいおじさんに話しかけましょう。「ねえ、あんた。このへんでラッティングをやっているって本当かい？」

ＫＰ：「……ああ、やってるもなにも、オレの店で毎晩盛り上がってるよ」と、男はあごで店を指して答える。ちなみに、この店は一見したところはさえないパブで、店名は「グールドマン・レッグ亭」という。

佐々原：グール――食屍鬼!?

ＫＰ：グールドマンというのは、この大柄の男の名前だよ。どうやら彼が店主らしい。

京：「その店ってのは、誰でも入れるようなものなのかい？」

ＫＰ：すると、店主は京の身なりをジロジロと見て「ウチはそこそこの紳士を相手にしているからね……男あさりに来るつもりならやめてもらいたいな」と、素っ気ない態度を取る。上流階級が集う店というわけではないけど、日雇いの労働者がくだを巻くような低俗な店というわけでもないようだ。

京：でも、ウチにも紳士はいますから。ここは辰巳先生の出番ですね！

辰巳：ラッティングというのにも興味はあるし、夜、チェスを探すために、その店に行ってみるか。

京：では、報告をするために、すぐ戻りますよ～。







意外と楽しいラッティング




　メリローに怪しい薬物を盛ったチェスを捜すため、その唯一の手掛かりであるラッティングの店を探索者たちは訪ねることにする。ただ、メリローの方も心配なため、いろいろ迷った結果、下宿の住人である佐々原だけは見張りとして残ることにした。




佐々原：これから事件が起きそうなので、この機会に、下宿のみんなと親睦を深めて、なにかあったときには素直に指示に従ってもらえるよう信頼関係を結んでおきたいのですが……。

ＫＰ：別にいいけど、どんなことをするの？

佐々原：せっかく料理上手という特徴があるので、自慢の日本料理をごちそうしようかと。

ＫＰ：専門のコックでもないのに男性が料理をするというのは、ちょっと珍しい気もするが……まあ、余興としてならいいだろう。ただし、ロンドンで日本料理を作るとなると、いろいろ素材や調味料を工夫しないといけないから〈製作（料理）〉そのままでロールを成功させないと、いまいちな味になるので注意すること。

京：いつもは〈製作（料理）〉の４倍に成功すれば、家庭料理として十分としていますからね。

佐々原：いいでしょう。ロンドンで完璧な日本料理を再現してみせる。そして、経験ロールにチェックを入れる！

辰巳：それが本音か（笑）。

佐々原：コロコロ……よしっ、成功しました！

ＫＰ：なるほど、では、一階のオーウェル夫人の居間にて、ちょっとした日本食パーティーが始まった。メリローや夏目金之助もそろって、佐々原のオリエンタルな料理を楽しんでいる。この食事会を成功させた佐々原は、ここで〈言いくるめ〉の２倍に成功させれば、ちょっとしたお役立ち情報が得られるよ。

佐々原：２倍にしても成功率は10％なんですけどね。コロコロ……失敗。

ＫＰ：では、信頼関係を深めることはできたが、なにか特別な話が聞けたというわけでもない結果となった（成功していれば、機嫌を良くしたオーウェル夫人が、倉庫に旦那の遺品のライフルが隠してあることを教えてくれた）。

佐々原：うむむ……残念。けれど、この下宿がよからぬ連中に狙われているかもしれないことを説明して、気をつけるように言っておきますね。

ＫＰ：それは了解した。オーウェル夫人はこのあたりは夜になると人ひと気けがなくなり、治安が良くないそうなので、佐々原の話を聞くと不安そうにしているね。

佐々原：「夜が遅くなったら、調査探偵のさやかちゃんたちが見張りに来てくれるのでご安心を」




　佐々原が食事会をしている頃、辰巳先生率いるラッティング観戦組はグールドマン・レッグ亭を訪ねていた。




京：今夜は辰巳先生の付き人的な感じで、使用人らしい地味な格好でついていきます。

さやか：私はどんな格好が良いんでしょう。そもそも、女の子が入れるような店なんですかね？

ＫＰ：本来は場違いだと思うけど、ここではあまり気にしなくていいよ。

さやか：じゃあ、いつものホームズスタイルで、辰巳先生の用心棒っぽいふるまいをしています。

佐々原：巨乳のメイドと、美少女のボディーガードを連れて、ラッティングを見に来る老紳士とか……辰巳先生、怪し過ぎますよ（笑）。

ＫＰ：想像してみると、すごい光景だね……『００７』の悪役みたい。

辰巳：かなり倒錯した趣味の人間と思われそうだ（苦笑）。

ＫＰ：では、夜のグールドマン・レッグ亭だが、思った以上に繁盛しているね。いちおうはお酒を飲ませるパブとしての機能もあるようだけど、酒樽のタガにはサビが浮いて、カウンターも汚れ放題で、あまり飲食について気を遣っていないことがわかる。店の隅には勇ましいブルドッグの剝製。壁にはラッティングの景品らしい、犬の首輪が並べられている。店の中央には、板で四角く囲まれた十メートルくらいのラッティングの競技場がある。周囲には踏み台があって、客たちはその上に立って観戦することができる。

さやか：どんなお客さんが来ているんですか？

ＫＰ：中流階級の人たちが多そうだけど、ちょっと身なりの良い身分の高そうな人もチラホラといるな。悪趣味な殺戮ショーを楽しむため、こっそりとやってきているのだろう。また、犬を連れている客が多いのは、この店ならではだね。ブルドッグやテリアといった中型の猟犬を連れながら、飼い犬の自慢話をしている。

京：その犬でネズミを殺させるのでしょうか？

ＫＰ：希望者がいれば前座として、自由に無料でラッティングに参加させてくれるみたいだ。ただ、飼い主たちは犬の自慢ばかりで、いざラッティングを勧められると「今日は体調が……」とか言い訳して、おじけづいてしまう。

辰巳：頰にタトゥーをしたチェスらしき男はいないのだろうか？

ＫＰ：まだ来ていないようだね。大柄な店主が「飲み物もありますよ。注文をどうぞ」と、客たちに声を掛けて回っているが、ほとんど無視されているな。

さやか：そんな調子で、もうかるのでしょうか？

辰巳：店主はラッティング賭博の胴元みたいなことをしているんじゃないのかな？

ＫＰ：そうこうしているうちに、勇気ある飼い主が自慢の犬にラッティングに挑戦させるようだ。急に店内は盛り上がり、客たちは犬の周りに集まって、品定めをしている。同時に、あちこちで小規模な賭けが始まった。どうやら、店主が大々的にやるというより、客同士で好き勝手に賭けているようだね。ちょっと柄の悪い男が仕切って、客たちから金を集めて、小さな手帳に賭けた金額をメモしている。

辰巳：そうやってやるものなのか……ちょっと、ワシもやってみるか。その犬はどのくらいの実力がありそうだ？

ＫＰ：〈生物学〉に成功すれば、犬の実力がわかるけど。

辰巳：コロコロ……うっ、油断した。失敗だ。

ＫＰ：それだと犬の実力は読み取れない。ちなみに、ルールとしては、犬が４戦闘ラウンド戦って、与えたダメージのポイント分だけネズミを殺したということになる。０～４匹、５～９匹……と、５匹刻みで、どのくらいのネズミを殺せるかを賭ける遊びだ。

京：犬は〈嚙みつき〉で攻撃するんですか？

ＫＰ：そうだよ。技能の５分の１で成功したら、貫通してダメージは２倍になる。

京：犬の〈嚙みつき〉って……命中率が50％、ダメージは１Ｄ４くらい？

辰巳：中型犬だそうだから、ダメージ・ボーナスはないだろう。

佐々原：ざっと計算すると、４ラウンドで出せるダメージは４ポイントってところですか。

辰巳：０～４匹に賭けるのが無難のようだな。

京：一回でも貫通すると、５～９匹に簡単に届きそうですが……。

辰巳：まあ、お遊びだ。手近な胴元に言って、試しに０～４匹の本命に１ポンドほど賭けてみよう。

ＫＰ：すると、若い店員が大きなカゴを持ってきて、競技場に素手でネズミを放していく。すると、たくさんのネズミはおびえて競技場の隅に集まり、黒い塊となる。そんなネズミの塊に、囲いから身を乗り出した客が「ふーっ」と息を吹きかけると、ネズミは驚いて散り散りになり、また別の場所に集まるのを繰り返している。その動きがこっけいらしく、客たちはゲラゲラと笑っている。

さやか：「あんなことして、なにが面白いんでしょう……？」

京：「えっ、面白いよ」って、私はネズミをふーふー吹いてるけど。ネズミはメイドの敵だからね。

さやか：「京さん、なにをやってるんですか……もう」

ＫＰ：さて、ネズミが15匹ほど放された競技場に、いよいよ主役のブルドッグが投入された。ここから４戦闘ラウンドで、何匹のネズミを殺せるか……実際にやってみよう！

ＫＰ：この犬の〈嚙みつき〉の成功率は、京の予想通り50％。ただし、ダメージは１Ｄ６ポイントだ。

さやか：案外と強いんですね……私の護衛として飼いたいくらい。

ＫＰ：では、オープンダイスで、コロコロ……コロコロ……くっ、ちっとも当たらないな。

京：「全然、ネズミを捕まえてないじゃないの。だらしないなぁ！」

辰巳：「よしよし、その調子だぞっ！」

佐々原：なんだか、向こうは楽しそうだなぁ（笑）。




　このラッティングでは、キーパーのダイス目が振るわず、ブルドッグの〈嚙みつき〉はたった一度しか命中しなかった。結果、ダメージの合計はたった１ポイントという、しょんぼりな結果となった。




辰巳：ふふふっ、たった一匹とはね。楽勝だったな。

ＫＰ：他の客たちは情けない犬に大ブーイングだね。飼い主は、戦いを終えたブルドッグを抱きかかえて、気まずそうに小さくなっている。この店内の雰囲気を見ると、よほど飼い犬の実力に自信がないとラッティングに挑戦する気にはなれないだろう。

辰巳：しかし、ワシは賭けに勝ったのでホクホクしているぞ。「悪趣味な遊びかと思ったが、やってみるとなかなか楽しいものだな」

佐々原：うーん、ボクもやりたかったなぁ。

ＫＰ：賭けに勝ったのならば、みんなは〈目星〉の２倍でロールをしていいよ。

さやか：ん、なんでしょうか。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：見事、賭けに勝った辰巳先生の方を、一人の船乗り風の男が興味ありそうな顔でじっと見ているのに気づくね。その男の頰には、例のタコの絵のタトゥーがあるぞ。

さやか：「辰巳先生、チェスがいました。こっちを見ています……ヒソヒソ」

辰巳：どうしてワシの方を見ているのだろうか。とりあえず、視線に気づいたふうを装って、軽くあいさつをしてみるか。「やあ、こんばんは。あの犬は期待外れでしたな」

ＫＰ：「あれは前座だからな。次のメインイベントは、あんなペットじゃなく、本物の猟犬が出てくるから見ものだぜ」と、男は割と気さくに応えるね。どうやら、辰巳先生を同じ趣味の仲間と見なしているようだ。

さやか：辰巳先生の後ろに控えて、どんな男なのかを観察しています。

ＫＰ：一見したところ、普通の若い白人男性だ。かなり日に焼けていて、体に染みついた潮のにおいを漂わせており、服装は小さな商船の上級船員といった感じだね。さやかちゃんは〈目星〉をどうぞ。

さやか：辰巳先生のボディーガードとして、なにも見逃しませんよ。コロコロ……成功です。

ＫＰ：チェスは背中に大型のナイフを隠しているね。ずいぶんと物騒な感じだ。

さやか：……わかりました。辰巳先生をすぐかばえるような位置にいて、警戒をしています。

辰巳：「本物の猟犬とは楽しみですな。ワシは辰巳と言います。どうぞよろしく」

ＫＰ／チェス：「オレはチェスっていうんだ。爺さんは目が利くようだが……次の犬でオレと賭けないかい？」

辰巳：ここは話を合わせて油断させよう。「その勝負、乗らせてもらいましょう」

ＫＰ：といったところで、いよいよ、こよいのメインイベント。この店で最強と呼ばれている、大きなテリアが連れてこられると、客たちのボルテージも最高潮を迎える。

辰巳：しっかりと目利きをして、〈生物学〉をロールさせてもらうぞ。コロコロ……よし、今度は成功だ！

ＫＰ：この犬……ただ者ではないね。〈嚙みつき〉の命中率は85％。ダメージは１Ｄ６だが、ネズミ殺しに関してのみ、ダメージ・ボーナスが＋１Ｄ４付くようだ。

京：つ、強い……さすがはメインイベントの犬！

辰巳：しかし、ダメージ・ボーナスがあるのなら期待値の計算はしやすくなるぞ。

ＫＰ：そして、ネズミは50匹ほど競技場に投入された。

さやか：50匹は多過ぎでしょう！

ＫＰ：ちなみに、店の隅で剝製になっているブルドッグは４ラウンドで50匹を殺した伝説の猛者らしいよ。

京：毎ラウンド貫通させる勢いでないと無理ですね。

辰巳：（計算をしている）うーむ、15～20匹が本命だな。ワシはそこに賭けさせてもらおう。

ＫＰ：すると、チェスは21～25匹に賭けるね。

京：それは多過ぎるでしょう。貫通でいい目が出ないととても届かないですよ。

ＫＰ：（ここで〈心理学〉かな。コロコロ……辰巳先生は成功か）辰巳先生はこのチェスの態度から、賭けで金をもうけるよりも、大量の血を見ることを望んでいることがわかる。だから、ついつい多めに賭けてしまうのだろう。

辰巳：うーむ、気さくなようだが、やはり危険な男のようだな。

ＫＰ：「で……爺さん、なにを賭ける？」と、チェスは露骨に好色な目で、辰巳先生の後ろにいるさやかちゃんの方を見つめている。

さやか：じゃあ、ＡＰＰ18のオーラを発しています。これってうまくすれば情報を聞き出せるんじゃないですか？

辰巳：ワシが勝ったら、ミストレスのことを教えてほしい……。

さやか：それはいいかもですね。私も異国三大美女として興味あります！

佐々原：ち、違うでしょ。なんでメリローに付きまとっているのかを聞くんでしょ！

辰巳：とりあえず、どんな質問にでも一つ答えてくれとしておくか。

ＫＰ：「……なにをたくらんでいるんだか知らないが、まあいいだろう。だが、オレが勝ったら、あんたの連れを一晩貸してもらうぜ」と、さやかちゃんの方を見て、舌なめずりしている。

辰巳：うむむ……それはどうしよう……。

佐々原：さやかちゃんは、この時代でも深きものに狙われるんだねぇ（笑）。

さやか：こんなやつのためにＡＰＰ18になったつもりはないのですが……まあ、最悪のときは〈バリツ〉で倒してしまいますから、勝負を受けちゃってもいいですよ。

佐々原：でも、呪文とか使ってきたらどうする？

さやか：そ、それはちょっと……。

辰巳：妙な手を使うとしても、たぶんジンに薬を混ぜるとかだと思うが……それでも、負けたときのことを考えると怖いな。

さやか：こちらは本命に賭けているんですから大丈夫ですよ。やってみましょう！




　そんなわけで、互いに大事なものを賭けた辰巳先生とチェスのラッティング勝負が始まった。

　ところが、ここでもまたキーパーのダイス目が振るわない。さすがに攻撃は命中はするのだが肝心のダメージが少なく、結果は14匹と期待値を大きく下回る結果となり、どちらも賭けを外すという締まらないオチがついた。




京：あと一匹だったのに。キーパー、ダイス目悪過ぎ！

佐々原：でも、今日のキーパーのダイス運だったら、もし戦闘があっても楽勝ですよ（笑）。

ＫＰ：いや、いまのうちに悪い出目を使っているだけだから。本番ではすごい目ばっかりだから！

辰巳：しかし、ここで賭けに勝てば、スマートに話が進んだのだが……どうしたものやら。

ＫＰ：メインイベントが終わると、店主は犬に殺されたネズミを「犬のオモチャにどうですか？」と、客たちに売り歩いている。これが店じまいの合図のようだね。パラパラと客も帰っていき、チェスも白けた顔をして「締まらない勝負だったが……またな、爺さん」と、さっさと帰ろうとしているよ。

京：尾行して拉致しますか。

辰巳：フィッシュターク団と本格的に敵対するのはどうかと……。

さやか：情報を引き出したら、チェスにはテムズ川に浮かんでもらえばいいのでは？

佐々原：さやかちゃん、怖いよ！

辰巳：帰ろうとするチェスに「勝負が盛り上がらなかったことだし、どこかで飲み直して、犬の話でもしようじゃないか」と、誘ってみよう。

ＫＰ：ふむ……ラッティングの話ができるのならば、チェスはすぐに誘いに乗ってくるね。




　かくして、辰巳先生たちは、別のパブへとハシゴをすることになった。

　チェスは機嫌良く酒に付き合っているが、ラッティングの話から、どうやってメリローの話題に持っていくか……それが難しく、探索者たちは頭をひねらせた。




京：チェスは女好きみたいですし、三大異国美女の話題を振ってみたらどうでしょう？

佐々原：実はここに三大異国美女の一人がいるのです！

さやか：もう、すっかり自信をなくしているので、その三大異国美女と呼ぶのはやめてください（泣）。

辰巳：さやかちゃんの正体はばらさないが、三大異国美女の話をするのはいい手かも知れないな。自然とミストレスのことも聞けて、一石二鳥だしな！（笑）

さやか：では、私はチェスのお酒に付き合って、口を軽くさせますね……って、未成年がお酒を飲んでいいのでしょうか？

ＫＰ：19世紀のロンドンなら大丈夫なんじゃないの。こんなパブで飲むのは、はしたない女性だと思われるだろうけど。

さやか：むしろ、そんな親しみやすさを演出するつもりで飲みます。

ＫＰ：では、チェスと一緒に［ＣＯＮ×５］のロールをしてもらおうか。コロコロ……チェスは成功した。

さやか：ＣＯＮは自信があるので楽勝かと。成功率は80％。コロコロ……成功です。

ＫＰ：チェスはさやかちゃんに合わせて、調子よく飲んでいるね。いまなら話もしやすそうだ。

辰巳：「ところで、チェスはロンドンの三大異国美女について知っているかね？」

ＫＰ／チェス：「ああ、まあね……」

辰巳：「一人はミストレス、もう一人はメリロー……」

さやか：次の名前は出さなくていいです！

ＫＰ：（辰巳先生の〈心理学〉だな。コロコロ……成功か）辰巳先生がミストレスの名前を口に出した途端、チェスは酔いが覚めたような顔をして、急に静かになってしまう。

佐々原：ボスの女だから、あまり話したくないといったところでしょうか？

辰巳：それにしても、ずいぶんと過敏な反応だな……では、ミストレスのことはひとまず置いといて、「メリローというのは、かなり美人だそうですな」と、尋ねてみよう。

ＫＰ／チェス：「たくっ、あんたも年の割に好き者だな」

辰巳：「いやいや、まあそれほどでもないがね。興味があるだけで」

ＫＰ／チェス：「だけどな、爺さん……あのメリローをそんな目で見るもんじゃないぜ」

佐々原：ミストレスが駄目なのはなんとなくわかるけど、メリローも駄目なの？

辰巳：「それはどういう意味かね？」

ＫＰ／チェス：「あの人はなぁ、預言者なんだ」

辰巳：「預言者？　ワシは占い師と聞いていたが……どういう預言をするというのだね？」

ＫＰ：すると、チェスは酔いが回ってきたのか、ぶつぶつと独り言のようにつぶやき始める。

さやか：おおっ、いいですね。さあ、どんどん飲んで、どんどんつぶやいてください！

ＫＰ／チェス：「あの人は……オレたちが真っ暗な海の船底で見る、わけがわからないけどすごい夢を言葉にしてくれるはずなんだ。どんなすごいことでも言葉にできなきゃ、伝わらないからな」

京：それって、私が薬を飲んでみた悪夢のことでしょうか？

ＫＰ／チェス：「もちろん、ミストレスはすごい方だよ……でも、あの方の言葉はオレたちの頭には難し過ぎる」

辰巳：んんっ、ここでミストレスの名前が出るとは、意外な展開。

ＫＰ：「けれど、預言者の言葉なら、バカなオレたちにもわかるんだ……だって、預言者ってのは、神様の気持ちをオレたちに伝えてくれる御ご仁じんのことだろう？」と、ここまでつぶやいたところで、チェスはテーブルに突っ伏してうたた寝を始めてしまう。

京：これは思った以上に重要な情報が得られましたね。

さやか：「ミストレスはすごい方」というのが気になりますね。もしかして、ボスをたらして、フィッシュターク団を乗っ取っていたりするのでしょうか。

辰巳：ぶっちゃけた推理をすると、クトゥルフの毒電波をフィッシュターク団の連中にも理解できるような言葉に変換してくれる存在が預言者――つまり、メリローってことになるのかな。

佐々原：薬を飲ませて、クトゥルフの毒電波を受信させていたのかも。

辰巳：しかし、なんでメリローにはそんな素質があったのだろうか……？

京：南洋の島の出身だそうですから、深きものの血が特別に濃いのかも。

辰巳：ふーむ、なるほど。それはありえるな。彼女のベールは深きものへの変身を恐れているからなのかもしれん。

ＫＰ／チェス：「準備は整った……もうすぐ、預言者がオレたちに神様の言葉を伝えてくれる……そうしたら、世界はなにもかも変わっちまうんだ……むにゃむにゃ」

全員：準備は整ったぁ～～～っ!?







オーウェル下宿に迫る影




　チェスの不穏な発言を聞いた探索者たちは、酔いつぶれたチェスを置いて、すぐさま辻馬車をつかまえた。

　そして、辰巳先生の〈信用〉とチップを使い、〈運転（馬車）〉の名手である京に御者を交代させてもらい、オーウェル夫人の下宿へと急行する。




ＫＰ：さて、せっかく留守番をしていた佐々原には、ここで〈目星〉か〈聞き耳〉のどちらか好きな方をさせてあげよう。

佐々原：どちらも成功率30％と同じなので、ここは〈目星〉にさせてもらいます。

さやか：失敗したら、どうなっちゃうの？

京：奇襲に気づけないとかかな……。

佐々原：大丈夫、失敗なんてありえない！　コロコロ……よっしゃ、成功です！

全員：おお～～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：食事会を終えて、だいぶ夜が更けてきた頃、君が二階の居間から外を警戒していると、路地の影に不審な馬車が停まっていることに気づく。どうも、物陰からこちらを監視しているかのようだ。

佐々原：まずい、もうこっちに来ています。裏口からこっそりと――。

京：でも、この建物、裏口なんてなさそうだよ。

ＫＰ：それどころか正面以外、窓さえないからね。

佐々原：だったら、窓から屋根に登って、建物から建物へと逃げれば。

ＫＰ：〈登攀〉と〈跳躍〉に自信があればいいけど、一人で逃げる気なの？

辰巳：メリローやオーウェル夫人にそれをやらせるのは無理だろう。

佐々原：まあ、ボクも〈登攀〉と〈跳躍〉は基本成功率しかないんですけどね。

さやか：それでどうして屋根から逃げるとか言えたんですか。

佐々原：とりあえず、寝ている下宿のみんなを起こして、これからの相談をしたいのですが。

ＫＰ：いいだろう。では、下宿のみんなは佐々原が懸念していたことが現実になったことを知り、青い顔をしながらも、君の指示に従うことにする。オーウェル夫人いわく、ここは治安が悪いので周りの住人もよその厄介ごとには無関心だという。すなわち、この下宿の人間だけでどうにか対処しなければならないということだ。

京：私たちはまだ到着できませんか？

ＫＰ：そうだね、〈運転（馬車）〉に成功したら、このあと外の連中が動く前に到着できることにしてあげよう。

京：ここは重要です。ダイスに気合いを入れて～っと、コロコロ……やった、成功です。

ＫＰ：では、ガス灯が夜霧をほのかに照らすロンドンの街路を、京の馬車はものすごい勢いで走り抜け、下宿へと到着した。もう、〈目星〉をする必要もなく、下宿の周りに身なりの悪い男たちが集まっているのがわかる。とりあえず、君たちの馬車がやってきても様子を見ているだけだが……かなり不穏な雰囲気だね。

佐々原：「みんな、来てくれたか！」

辰巳：しかし、合流できたのはいいが、ここからどうするかだな。

京：なんとかしてメリローを逃がさないと。

ＫＰ：せっかく下宿の間取り図を用意したんだから、いろいろ作戦を立ててちょうだい。

全員：うう～～～～ん。




　いろいろ思案した結果、下宿まで乗ってきた馬車をそのまま借りて、京がスコットランド・ヤードに救援を求めに行き、残った探索者たちは、下宿に籠ろう城じょうして時間を稼ぐという作戦となった。

　近道や舗装の良い街路を案内するため、京の馬車には〈ナビゲート〉が得意な佐々原が同乗する。

　下宿に残ったのは、さやかちゃんと辰巳先生、そして、メリローをはじめとする下宿のＮＰＣたちだ。

　ＮＰＣたちの安全を考え、探索者が一階で警戒しつつ待機。ＮＰＣたちには、いざというとき少しでも時間を稼げるようにと、三階のメリローの部屋に籠城してもらうことにした。




ＫＰ：下宿からスコットランド・ヤードまでは馬車を飛ばして15分くらいだ。『クトゥルフ・バイ・ガスライト』には「馬車チェイス・ルール」というルールがあるので、それに従って追っ手から逃れられるか処理していこう。

京：それって成功率より20以上悪い目で失敗すると、馬車が壊れることもある恐ろしいルールですよね。

ＫＰ：ゲームの便宜上、馬車と下宿のイベントは同時進行させていく。どちらも５ラウンドが経過したら状況が一段落する。馬車チームはスコットランド・ヤードに到着するし、もしも馬車チームが無事に救援を呼ぶことができていれば、下宿チームにはすぐに救援がやってくるだろう。

辰巳：つまり、実際のゲーム時間では、馬車チームの方が下宿チームより、少し先行していることになるのかな。

ＫＰ：まあそうだね。あと、スコットランド・ヤードから下宿に戻るのに必要なラウンドはゼロと考えてもらっていいよ。ここはリアリティは気にせず、ゲーム的に処理していこう。

京：うーん、とにかく、私たちがスコットランド・ヤードに到着するまで……辰巳先生たちには、５ラウンドの間、なんとか下宿で時間稼ぎをしてもらうということですね。

ＫＰ：それは最良の展開だった場合だけどね。京の出目が悪くて馬車が転倒したりした場合、時間をロスすることもあるだろう。そうなると、下宿チームが持ちこたえなければならないラウンドが増えるので注意すること。

佐々原：ボクらがスコットランド・ヤードに到着したときには、下宿は襲撃されて、すでにメリローがさらわれているという展開もありえるのか……。

ＫＰ：では、そろそろ始めようか。

京：こちらにも敵を引きつけたいので、私は頭にベールをかぶって、メリローの変装をして馬車に乗り込みますね。コロコロ……〈変装〉は失敗しています。

辰巳：とはいえ、敵としては、馬車で出ていく者を追跡しないわけにもいかないだろう。

ＫＰ：メリローに変装したつもりの京と、佐々原が馬車に乗り込むと、路地に停めてあった馬車は二台とも追跡を始める。それぞれの馬車には御者と二人の男が乗っている。そいつらはやけに猫背で、まるで跳ねるような奇妙な足取りで馬車に乗り込んでいく。

佐々原：ううっ、こいつら深きものですよ。それが合計で六人……捕まったらおしまいですね。




○１ラウンド目




ＫＰ：まずは佐々原の〈ナビゲート〉からだな。成功すれば走りやすい道に誘導することができて、京の〈運転（馬車）〉に＋10％の修正が付くよ。

京：私の〈運転（馬車）〉の成功率は65％なので＋10％もらえると75％。それなら20以上悪い目で失敗することはそうそうなくなるのでありがたいですね。

佐々原：このへんは地元だから楽勝ですよ。ボクの〈ナビゲート〉は50％。コロコロ……ううっ、失敗。

京：な～に、私が成功させればいいのです……って、よく考えたらメリローのふりをしているのに、馬車なんか運転してたら、正体バレバレですね。コロコロ……やった、成功です。

ＫＰ：了解。逃走する側が〈運転（馬車）〉に成功しているとき、追跡する馬車の御者が運転に失敗してしまうと、車間距離が広がってしまう。この距離が広がると、馬車に飛び移ったり、拳銃などで攻撃するときのロールに大きなペナルティーが付くんだ。さらに、もっと距離が広がると相手を見失ってしまい、追跡ができなくなってしまう。

全員：失敗しろ～！

ＫＰ：ふふん、こいつらだって〈運転（馬車）〉は60％ある。京には負けないぞ。コロコロ……うっ、失敗。コロコロ……ううっ、また失敗。

全員：わ～～～い！（パチパチ）

ＫＰ：いきなり車間距離が広がってしまった。これでは、〈跳躍〉で京の馬車に飛び移ろうって気にはなれないな。失敗したら、馬車から落ちて大ダメージの上、追跡からもリタイアだからね。

辰巳：普通は飛び移ろうとは思わないだろ！













ＫＰ：そこはそれ、こいつらぴょんぴょん跳ねるのが好きな血族の人たちなので〈跳躍〉は得意なのですよ（笑）。

佐々原：深きもの、恐るべし！




　一方、下宿で籠城するさやかちゃんと辰巳先生は、京たちを送り出したあと、外に通じる扉にバリケードをするのだが、その途中で、三階でおとなしくしていてくれと言ったはずのオーウェル夫人が下りてきて、物置をゴソゴソとあさっているのに気づく。




辰巳：「オーウェル夫人、なにをされているんですか。危ないので隠れていてください」

ＫＰ／夫人：「あんな無法者に、私の下宿を好き勝手されてたまるものですか」

辰巳：んっ……なにか奥の手でもあるのだろうか。夫人の扱いにオロオロしながらも、期待する目で見守ろう。

ＫＰ：すると、彼女は物置の奥から油紙で包まれた細長いものを取り出す。

辰巳：「それはなんなのですか？」

ＫＰ／夫人：「私の旦那が上海でアメリカ人から手に入れたライフルよ。こいつで追っ払ってやるわ！」

さやか：おお～っ、そんなものがあったとは。もしかして、オーウェル夫人は意外とライフルの名手だったり？

ＫＰ：いや、今日、初めて撃つといった感じだね。おぼつかない様子で弾を込めている。

辰巳：「そんなものご婦人が使うのは危ないですぞ。ワシによこしなさい」と、なんとか手放させることはできないものだろうか。

ＫＰ：では、〈言いくるめ〉をどうぞ。

辰巳：うーむ、〈言いくるめ〉は苦手だ。コロコロ……駄目だ、失敗した。

ＫＰ：〈言いくるめ〉に失敗してしまうと、すぐにライフルを渡すようなことはない。自立心の強い未亡人でもあるオーウェル夫人は、自分の力で撃退しようとしている……が、さすがにそこまで言われれば、このラウンドでは無理でも、次のラウンドにはあきらめてくれるだろう。

さやか：では、辰巳先生がオーウェル夫人の相手をしている間、私が外を警戒しています。

ＫＰ：すると、馬車を追跡しに行った以外の連中は、下宿の方に近づいてくる。そして、扉をガタガタと乱暴に開けようとするが、それが無理だとわかると、バリケードの薄い窓ガラスをたたき破る――といったところで、こちらの行動は終了だな。




○２ラウンド目




ＫＰ：次のラウンド、馬車は舗装の悪い道に突入するため、〈運転（馬車）〉にマイナス10％のペナルティーが付く。

京：そ、それは危険です。馬車が事故を起こす確率が高くなります！

佐々原：な～に、ボクの〈ナビゲート〉でペナルティーを相殺させますよ。コロコロ……ぎゃあ、また失敗！

さやか：佐々原さ～～ん！（泣）

京：ということは、私の〈運転（馬車）〉の成功率は55％です。

ＫＰ：事故れ～、事故れ～～。

京：コロコロ……よしっ、ペナルティーがあっても成功です！

全員：わ～～～～～い！（パチパチ）




　一方、追跡する馬車は片方が成功。片方が失敗。差を詰めるどころか、逆に引き離される結果となった。今日のキーパーのダイス目はどうにもさえない。




ＫＰ：このラウンド、オーウェル夫人は渋々ながら、辰巳先生にライフルを預けることにする。かなり長いこと手入れはされていないようだけど、「Winchester Model 1886」というアメリカ製のライフルだね。アメリカ人らしい合理的で高性能なライフルだ。

辰巳：手入れされていなかったようだが……これは撃てるのだろうか？

ＫＰ：さあ、どうでしょうか。撃ってみればわかるでしょう（実は、このライフルは射撃するときの出目が60以上だった場合、簡単に故障してしまう状態だった。〈機械修理〉で故障しにくくすることも可能だったが、すでに敵は侵入してきていたこともあって、辰巳先生はとりあえず撃ってみることにしたようだ）。

さやか：私は階段につながる扉の前で待機して、そこから先は行かせないようにしています。

ＫＰ：外の連中はとうとう窓を破って侵入してきた。着古されたセーターと毛糸の帽子という、船乗りのような身なりだが、やけに目がギョロリとしていて唇が薄い。どことなく魚やカエルのような感じがするが……まだ、見た者を〈正気度〉ロールをさせるほどの異様さではないな。

さやか＆辰巳：ホッ……よかった。

ＫＰ：ちなみに、入ってきたのは三人だ。一人は棍棒。一人はナイフ。そして、最後の一人は素手だね。さて、次のラウンドから下宿チームは乱戦になるぞ～！




○３ラウンド目




佐々原：今度こそ、今度こそ、〈ナビゲート〉に成功させる。コロコロ……なっ、「00」だとっ!?

全員：こらぁ～～～っ！

ＫＰ：あはははっ、では、佐々原のひどい道案内のせいで、京は〈運転（馬車）〉にマイナス10％のペナルティーが付くぞ。

京：さっきの悪路地帯は通り抜けたってことでいいんですよね。だったら成功率はさっきと同じ55％。今度も成功させます。コロコロ……うっ、「68」で失敗。

さやか：ええ～～っ!?

京：でも、20以上の差で失敗はしていないので事故は起きません。

ＫＰ：よし、ここで成功させて、車間距離をゼロとできれば、そっちの馬車に〈跳躍〉で乗り移れる！

全員：失敗しろ～、失敗しろ～！

ＫＰ：コロコロ……うっ、また失敗。コロコロ……なんだと、こいつも失敗か！

佐々原：やっぱり、今日のキーパーは出目が悪いですね！

ＫＰ：佐々原に言われたくないわ！




　京の馬車のスピードが遅くなった絶好のチャンスだったというのに、結局、差を詰められないままであった。




ＫＰ：窓からぞろぞろと入り込んできた荒くれ者の船乗りたちは、君たちに攻撃を仕掛けてくる。こちらのＤＥＸは全員13だけど？

さやか：私はＤＥＸ15ですから、部屋に入ってきたところを攻撃させてもらいます。まずはナイフを持った敵を倒した方がよいでしょうか？

京：ナイフは貫通するからね。命中率がわからないとなんとも言えないけど、見た目だけなら一番危険な相手だと思うな。

さやか：ふっふっふっ……この日のために、ややこしい〈バリツ〉のルールを勉強しておいたのです。ホームズ直伝の〈バリツ〉で、ナイフ男のナイフを二本の指で「ピシィッ！」とつまみ取ります！

全員：おお～～～っ！（笑）

ＫＰ：……うん、それは可能だね。では、ロンドンならではの〈バリツ〉のロールをどうぞ！

さやか：「バリツ・ナイフ取り！」と、コロコロ……成功です。

ＫＰ：では、男が突き出していたナイフを、さやかちゃんは二本の指でつまみ取った。男は「う、動かねえ……なんだ、この女は!?」と、びびっている。

さやか：これぞ東洋の神秘バリツ。そして、そのまま顔面に膝蹴りをします。「必殺、バリツ・キック！」

佐々原：えっ、さやかちゃん。いま、ナイフを止めたでしょ？

ＫＰ：いや、〈バリツ〉を成功させた者は、続けて素手の攻撃ができるのだ。これが〈バリツ〉の真の恐ろしさ。

佐々原：ええ～～～～っ、なんですかそれ。コンボ攻撃なんて強過ぎだよ！

京：でも、あのホームズの〈バリツ〉だからね。その強さには説得力あるかと。

辰巳：うーむ、やっぱり〈バリツ〉はすごいなぁ。

ＫＰ：『クトゥルフ・バイ・ガスライト』をやるなら、一度は習得してみたい技能だよね（笑）。

さやか：コロコロ……〈マーシャルアーツ〉と〈キック〉の両方に成功して、ダメージは２Ｄ６＋１Ｄ４です。コロコロ……11ポイントのダメージ！

ＫＰ：なんか久しぶりに、さやかちゃんのキックの威力を体感するな。では、男は「ぶっしゅ～～っ」と、鼻血を噴き出しながら大きくのけぞった。一撃で耐久力の半分を失ったので、ショックによって、男が意識不明になるか［ＣＯＮ×５］のロールをしよう。コロコロ……成功。幸か不幸か、意識は保っている。

さやか：でも、ナイフはつまんだまま離しませんけどね～。

ＫＰ：ううっ、気絶しておいた方がよかったかも。

辰巳：ワシのＤＥＸは10なので、先に敵の行動だな。

ＫＰ：ナイフ男は、ナイフをつかまれているため攻撃ができない。武器さえ手放せば自由になるのだが……うん、ここはナイフにこだわっている場合じゃない。ナイフを手放して、〈こぶし〉で殴りかかるぞ！

さやか：「いいでしょう。来なさ～い！」

ＫＰ：命中率は基本値の50％。コロコロ……くそっ、外れた。

さやか：「どうしました。足元がふらついてますよ！」って、取り上げたナイフをヒラヒラさせてます。

ＫＰ：続けて、辰巳先生に棍棒男が、てんびん棒のようなモノで殴りかかってくる。コロコロ……おっ、命中したぞ。

辰巳：ワシはライフルを撃つつもりだったから〈回避〉はできん。さあ、ダメージをよこせ！

ＫＰ：ダメージは１Ｄ８＋１Ｄ４で――

佐々原：そ、それは痛い！

ＫＰ：コロコロ……６ポイントのダメージ。どうだ!?

辰巳：それはワシもショックによる意識不明の可能性があるな。しかし、いまのワシは左手が正常で、まだＣＯＮが14もある、最強状態。成功率は70％だ。コロコロ……「66」で成功！

全員：おお～～～っ！（パチパチ）

辰巳：ふう……現代日本のワシだったら気絶していたな（笑）。

ＫＰ：最後に素手男の〈こぶし〉だけど……まずは、物騒なライフルを持っている辰巳先生から殴ろうかな。

辰巳：なっ、さやかちゃんの方がよっぽど物騒だろう！

ＫＰ：見た目は麗しの美少女だからねぇ。そっちは後回し。コロコロ……ちっ、また外したか。

辰巳：ようやくワシの番だな。たったいま、てんびん棒で大ダメージをくれた男に、ゼロ射程でライフルを発射。命中率が２倍になって50％。コロコロ……よしっ、当たったぞ！

全員：わ～～～い！（パチパチ）

ＫＰ：ぐぬぬ……では、ダメージをどうぞ。

辰巳：このライフルのダメージは２Ｄ６だ。コロコロ……８ポイントダメージ。どうだ!?

ＫＰ：くっ、またもやショックによる［ＣＯＮ×５］のロールだ。コロコロ……今度は失敗。男は肩を撃ち抜かれ、大きく後ろによろけると、そのまま窓から外に転げ落ちた。こいつはもう戦線離脱だね。

辰巳：まずはひと～りっ!!（笑）

ＫＰ：ちょ、調子に乗りおって……ぐぬぬ！



◆京のワンポイントご奉仕「バリツ」

　どうも、好きな格闘技はボクシングな、京です。

　さやかちゃんが使っている〈バリツ〉というのは、シャーロック・ホームズが小説内で使っている東洋の武術のことです。それがどんな武術なのかについては、シャーロキアンの間でも意見の分かれるところなので、ここで深くは申しません。おそらくは、柔道や空手のようなものっぽいですね。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のルールとしては、ざっくりと言えば〈組みつき〉をしたあと、続けて〈こぶし〉か〈キック〉か〈頭突き〉で攻撃できるという、かなり強力な技能です。

　運用としては、まず〈バリツ〉に成功すると、ダメージを与えることと、窒息をさせること以外の〈組みつき〉の効果をどれかを得られます。そのあと、続けて任意の素手攻撃の技能に成功すれば、その攻撃のダメージも与えられるというものです。

　しかも、ボクシングの達人であるホームズは、１ラウンドに〈こぶし〉で２回攻撃のできる特技を持っているので、〈バリツ〉をしたあと、さらに２回、〈こぶし〉で殴るという、実質１ラウンド３回の攻撃が可能という恐るべき格闘能力を持っております。でも、あのホームズのすることですから、誰も文句は言えませんよね。

　このキャンペーンでは、キーパーがおまけをして、さやかちゃんに〈バリツ〉を習得をさせていますが、普通の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を遊ぶのならば、この〈バリツ〉は強過ぎる技能なので、探索者に習得をさせることはあまりお勧めしませんよ。






○４ラウンド目




佐々原：こ～んどこそ、こ～んどこそは〈ナビゲート〉を成功させるから。

京：もう何も期待してないから。せめて、「00」だけは出さないで。

さやか：というか、佐々原さんに道案内してもらうのをやめたらどうですか？

佐々原：そうしたら、ボクが馬車に乗った意味がないじゃないか！

さやか：なにか意味があった……とでも？（笑）

ＫＰ：まあまあ、もしも敵が馬車に飛び移ってきた場合、佐々原がいなかったら、京がボコボコにされるという展開もあったから。

京：ふたを開けてみれば、私のドライビングテクニックでぶっちぎりだったわけですが。

佐々原：くっ……成功させればいいんだろ。成功させれば。コロコロ……まあ、失敗してるけどね！（泣）

ＫＰ：今日の佐々原の出目は、見ているこっちが悲しくなるほどひどいな。

さやか：出だしから正気度６ポイント減らされていましたしね。

京：とにかく、私が成功させれば何の問題もないのです。

ＫＰ：ちなみに、今回のロールは悪路のためマイナス10％の修正が付くからね。

さやか：そ、それはまずいですね。25％の確率で事故が起きますよ。

京：平気、平気。辰巳先生が待っているのですから、こんなところで足止めされるわけがありません。コロコロ……成功！

全員：おお～～～っ！（パチパチ）

佐々原：ボクのダイス運が、京ちゃんに吸い取られているような……。

ＫＰ：こ、こうなったら、〈跳躍〉でその馬車に飛び移ってやる。動いている馬車に飛び移るためには〈跳躍〉の２分の１。そして、車間距離が開いているので、さらに２分の１。すなわち、成功率は17％だ。

京：でも、それって失敗したら、落馬するんですよね？

ＫＰ：運が悪いと、馬車の車輪に踏みつぶされてあの世行きだな。

辰巳：17％じゃあ、分が悪過ぎるんじゃないのか？

ＫＰ：だが、このままスコットランド・ヤードにたどり着かせるわけにはいかないのだ。深きもの流・跳躍術を見せてやるぜ！　コロコロ……うーむ、失敗だ。

全員：あちゃ～～～！（笑）

ＫＰ：〈幸運〉ロールの方は、コロコロ……成功している。死ぬほどのダメージは受けなかったが、落下した男はゴロゴロと道路を転がって、あっという間に見えなくなってしまった。

京：うーふふふふっ！　あと１ラウンド、このまま駆け抜けますよ～！




　結局、敵の馬車は京との車間距離を縮められず、むしろ引き離されるばかり。

　久しぶりに探索者として復帰して、やたらと絶好調の京は誰にも止められない。

　キーパーとしては、せっかくの馬車チェイス・ルールを使用したシーンなのに楽勝ムードで「ぐぬぬ」だった。

　そして、籠城どころか、このまま襲撃者たちを全滅させる勢いの下宿チームだが……。




さやか：ナイフを手放した男に対して〈バリツ〉で転ばせます。

ＫＰ：ルール的には「対象を倒す」というやつだね。

さやか：コロコロ……やった、今度も成功です。

ＫＰ：では、さやかちゃんの絶妙な体さばきに翻弄され、男はぺたんと床に尻餅をついてしまった。次の行動は転んだままできる行動をするか、もしくは起き上がることくらいしかできなくなる。

さやか：転ばせてか～ら～の～、バリツ・かかと落とし！　コロコロ……あっ、今度は〈キック〉だけが成功です。〈マーシャルアーツ〉は失敗しました。

ＫＰ：じゃあ、ダメージは１Ｄ６＋１Ｄ４だけだね。

京：さっき、11ポイントもダメージを受けているし、それで十分かと……。

さやか：コロコロ……ダメージは少なくて、４ポイントですけど？

ＫＰ：……いや、それで十分に致命傷だ。さやかちゃんのかかとが、男の顔面に深々とめり込むと、あごが砕け、首が妙な角度に曲がった。男はゴボゴボと血を吐き出しながら「よげんを……よげんを……オレだちをあたらしいせかいへ……」とうめいて絶命する。自分の足で人を殺してしまったさやかちゃんは〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

さやか：ううっ、とうとう人を殺してしまった。コロコロ……成功です！

ＫＰ：だったら、正気度は減らない。

さやか：メリローさんや、辰巳先生たちを守るためです。気を強く持って、残りの男と向かい合いますよ。「さあ、こっちに来なさい！」

ＫＰ：いや、やっぱりゼロ射程でライフルを撃ってくる、ボロボロの辰巳先生から仕留めるのがセオリーだろう。最後の一人である男は〈こぶし〉で辰巳先生を攻撃。コロコロ……命中！

辰巳：うっ、それはまずい。ワシの残り耐久力は６しかないぞ。

ＫＰ：この男の〈こぶし〉にはダメージ・ボーナスが付くので、１Ｄ３＋１Ｄ４のダメージだ。

佐々原：最大値が出たら、辰巳先生が死んじゃう！

京：「馬車の手綱が切れた……なんて不吉な。まさか、辰巳先生が!?」

佐々原：いや、手綱を切っちゃあ駄目だから。切るなら、ブーツの紐とかにしておいて！（笑）

ＫＰ：よ～し、頑張って最大値を出しちゃうぞ～！　コロコロ……なっ、最低値の２ポイント!?

全員：わ～～～～い！（笑）

ＫＰ：ホント、今日はダイス目が最低だなぁ！（泣）

辰巳：とはいえ、ワシの残り耐久力は４になってしまったぞ。次のラウンド、攻撃されたら確実に気絶してしまう。ここは一気に仕留めさせてもらおう。ゼロ射程でライフル射撃。コロコロ……ちっ「64」で外れた。

ＫＰ：……おっと、「60」以上の出目が出たのならライフルに異常が起きるよ。

佐々原：もしかして、古いライフルだから暴発するとか!?

辰巳：そ、それはまずい。ここで暴発したら、ワシの命も吹っ飛ぶぞ。

ＫＰ：……（本当は故障して撃てなくなるだけだけど、ちょっとびびらせてあげようかな）ここで〈幸運〉をしてもらおうかな。失敗したらひどいことになるよ～。

辰巳：ワシのＰＯＷは、まだティンダロスの猟犬に吸われていないので14あるぞ。〈幸運〉の成功率は70％。

さやか：ロンドンの辰巳先生は強いですね～！（笑）

辰巳：コロコロ……よしっ、成功したぞ！

ＫＰ：しぶといねぇ。このライフルはずっと手入れされていなかったので故障しやすい状態になっていたが……幸運にも、弾詰まりを起こすだけで済んだ。次のラウンドで〈機械修理〉に成功すれば、すぐに撃てるようになる。

辰巳：このライフルは十分に働いてくれた。残りの敵は一人だけだから、あとはさやかちゃんに任せるとしよう。




○５ラウンド目




佐々原：コロコロ……〈ナビゲート〉は失敗です。京ちゃん、あとは頑張って……。

ＫＰ：ああっ、佐々原の心が完全に折れてしまっている。

京：あとは馬車さえ事故らねばなんとかなります。コロコロ……っと、成功しました。

ＫＰ：うう～ん、と言うことは、こちらがなにをやっても京の馬車を止めることは無理か。そうとわかれば、連中はスコットランド・ヤードの門前に行くのはごめんだから、Ｕターンして去って行くぞ。

さやか：あれっ、案外と潔いですね。

ＫＰ：〈跳躍〉が得意なくらいは深きものへの変身は進んでいるけど、まだ正気度が残っているからね。理性的な行動をするよ。

京：帰ってくれるのならそれで結構です。スコットランド・ヤードの前に馬車を乗り付けて、警官に助けを求めます。「下宿が強盗に襲われているんです。助けてください！」

ＫＰ：玄関の守衛をしていた警官ボビーは、親身に対応してくれるのだが、「賊は何人くらいなのですか？」とか「住所はどこですか」とか、しゃくし定規な対応をするため、やや動きが鈍い。

京：「そんなのんびりしている場合じゃないんですよ！　私が現場まで先導しますから！」

ＫＰ／警官：「しかし、地域によって担当する者も違いますし……」

佐々原：「場所はイースト・エンドのオーウェル夫人の下宿です！」

ＫＰ：そのとき、コート姿の若い男がスコットランド・ヤードの玄関から出てきた。がっちりと背が高く、金髪で、やや角張った顔立ちをしている。イケメンのアメフト選手みたいな感じだね。そんなイケメンは、佐々原の言った「オーウェル夫人の下宿」という言葉を聞くと「君、あの下宿でなにかあったのかね？」と尋ねてくる。

佐々原：「強盗に襲撃されているんです。すぐに警官を派遣してください！」

ＫＰ：すると、そのイケメンは「なんだって!?」と、驚いたような顔をして、呼び子を鳴らすと、すぐにボビーたちの陣頭指揮を執る。どうやら彼はライサンダーといって、スコットランド・ヤードの警部らしい。

佐々原：「ウチの下宿をご存じで……？」

ＫＰ／ライサンダー：「あそこには私の大切な人がいるのだ！」

京：はぁー、さすがは三大美女。スコットランド・ヤードにもファンがいるとは。

さやか：イケメン警部がファンなんて、うらやましいです。私が好かれるのは深きものばかりなのに……。

佐々原：……いや、もしかしてオーウェル夫人のファンなのかもよ（笑）。

ＫＰ：ライサンダーは集められるだけのボビーを馬車に乗せて、オーウェル夫人の下宿へと出動するけど。

京：馬車で先導をします。私も辰巳先生が心配ですから！

佐々原：せめて、帰り道くらいは道案内の〈ナビゲート〉をさせてください。名誉回復のチャンスを……。

ＫＰ：まあ、いいだろう。最後にロールをしてみな。

佐々原：コロコロ……やった、成功しました！　成功しましたよ！

全員：はいはい、よかったね（苦笑）。




　馬車チームがスコットランド・ヤードに到着したことで、下宿チームはホッと一安心。

　それどころか、このままさやかちゃんが、最後の一人も返り討ちにするのではという勢いだが……。




ＫＰ：一人はライフルで頭を撃ち抜かれて気絶。もう一人は、倒れたところをかかと落としをくらって無残に絶命……という状況で、残る男はさすがに青ざめて、下宿から逃げ出そうとする。

さやか：救援が来なくても、私たちだけでもどうにかなりましたね！

辰巳：いや、それはどうかと思うな。油断は禁物だ。

佐々原：そうそう、このキーパーはそんなに優しくないですよ。

ＫＰ：ふっふっふ、その通り。男が窓から外に出ようとしたとき、なにかにぶつかってしまう。いつのまにか窓の外に白っぽい壁が立ちはだかっている……いや、あれは壁などではない。それは窓の半分ほどもある巨大な赤ん坊の顔だった。「へぷー、へぷー」と鼻の詰まった鳴き声を上げて、腐った泥のような悪臭を漂わせながら、そいつは無理矢理に部屋の中に入ってくるのだ。そして、逃げようとした男は無残にもその巨体に押し潰されてしまう。

佐々原：それは、ボクが窓の外に見た化け物……。

ＫＰ：赤ん坊の顔の下に続く体はおぞましいものだった。ナメクジとも、サメともつかない細長い体に、指のないひれのような腕がついている。全身はヌルヌルとした粘液に包まれており、あちこちにテムズ川に流れる汚物が付着していた。そいつは上半身を下宿に突っ込ませると、「いあー、いあー！」と、まるで赤子がむずかるように吠ほえるのだった！　さあ、〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

辰巳：実を言うと、今回、ワシはまだ正気度が減っていなかったりして。コロコロ……ううっ、失敗。

さやか：私も同じく正気度は減っていないのです。コロコロ……うにゃっ、私も失敗です。

ＫＰ：あはははっ、やっぱり、ダイスの神様ってのは平等なんだねぇ。失敗した二人は正気度ポイントを１Ｄ10減らしてもらおうか。

辰巳：ここで狂気に陥るわけにはいかん。コロコロ……やった「１」だっ！

さやか：コロコロ……私は「３」です！

ＫＰ：なんだと～っ、どこまでも悪運の強いやつらめ！

辰巳：「こんな化け物が相手ではどうしようもない。奥の扉から撤退して、三階の部屋に立てこもろう」

さやか：「でも、それだと逃げ場がなくなってしまいますよ！」

辰巳：「いや……きっと、京くんたちがスコットランド・ヤードから助っ人を連れて戻ってきてくれる。それまで、なんとか時間を稼ぐのだ」

さやか：「そうですね、きっと京さんならやってくれるはず！」

ＫＰ：かわいそうに……佐々原はいないものとして扱われているな（笑）。




　さすがはベテランの探索者たちだけあって、正気さえ保っていれば、引き際は心得ている。

　巨大な化け物との直接対決は避けて、攻勢から素早く防御に転じ、籠城作戦に移行した。




ＫＰ：一方、スコットランド・ヤードを馬車で先導する京だけど……体長８メートルくらいはありそうな、巨大な細長いものが下宿の窓から頭を突っ込んでいる。ナメクジのような、サメのような、異様な怪物だ。これを目撃した探索者は〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

佐々原：ええ～～っ、ボクらも見てしまうの～!?

京：私の正気度は残り24です。ここで１Ｄ10は危険過ぎる……ロストはないけど第一話で引退もありえるかも。

佐々原：頼む、成功してくれ～。コロコロ……よしっ、成功です！

京：お次は私ですね。成功率は24％。コロコロ……やったぁ、成功！

ＫＰ：ほお、今日の京ちゃんは絶好調だね。成功したら１ポイントしか減らないよ。

京：なんとか正気を保っています。

佐々原：けど、あの化け物はどうするんですか!?

ＫＰ：スコットランド・ヤードのボビーたちも、四分の一くらいは、化け物を見て取り乱してしまっている。三階に立てこもる辰巳先生たちの耳にも、ボビーたちの絶叫が聞こえてくるよ。

辰巳：むむっ、てっきり警官たちがなんとかしてくれると思ったのだが……そうではないのか？

さやか：でも、ライフルは壊れちゃいましたし、たぶんあの化け物に〈バリツ〉は通用しないですよね。

ＫＰ：…………ところが、そんな騒ぎを鎮める、一発の銃声がロンドンの街に鳴り響く。

全員：おおっ!!

ＫＰ：「この化け物め！」と、ライサンダー警部の拳銃が火を噴いたのだ。無防備な背中を撃たれた化け物は「ぷぎゃーっ！」という身の毛もよだつような鳴き声を上げて、ずるずると道路の方に後ずさる。そして、外に出ると、ヘビのように鎌首を持ち上げ、涙と粘液を垂れ流しながら、ライサンダーを見下ろすのだが……。

佐々原：「ライサンダー警部、危ない！」

ＫＰ：佐々原の警告に冷静にうなずきながら、ライサンダーはその赤ん坊の頭部に向けてさらに発砲する。汚水と粘液と涙と血液が、道路に飛び散った。

京：拳銃は効いているようですか……？

ＫＰ：致命傷とまではいかずとも、十分に痛いようだね。もう一度、化け物は「ぷぎゃー！」と悲鳴を上げると、予想外のスピードでウナギが地面をはうように逃走していった。おそらくはテムズ川へと逃げようとしているのだろうが、あとを追いかけるかい……？

佐々原＆京：いえいえ、滅相もない！（ぷるぷる）

ＫＰ：ライサンダー警部も同意見のようだ。「あんな化け物よりも、下宿の安全を確認するのが先だ！」と、ボビーたちにあたりに残っている不審者や、下宿にいる負傷した強盗たちを逮捕するよう命じている。

さやか：なんだか頼りになる警部さんですね～。



◆京のワンポイントご奉仕「ロンドン警察事情」

　どうも、好きな警察の装備は警察手帳な、京です。

　ロンドンの警官――通称ボビーは、市民に対して、ずいぶんと穏やかな低姿勢で接していたそうです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフと帝国』に登場する昭和初期の警官は、高飛車な態度で「おいこら」と市民を呼び止めたりするので、おいこら警官なんて呼ばれていたそうですが……そのイメージとはだいぶ違いますね。

　もともと、ロンドンの人たちは、ヨーロッパ各地で警官が恐怖政治の先兵をしていたという悪いうわさや、警察設置のために増税されたとことから、ボビーに好意的ではありませんでした。

　だからこそ、ボビーは市民に好感を持たれるように苦心していたのです。

　ボビーは市民に不信感を与えないよう過度な武装を許されず、凶悪な犯罪者にも折り畳み式警棒一本で立ち向かわねばなりませんでした。しかも、警棒を抜いただけでも、上司に報告書を要求されたそうです。拳銃の携帯を許されるのは、警部からだったのです。

　冒頭で描写がありましたが、ボビーがモーニングコール代わりに市民を起こして回るなんてサービスをしていたのも、もしかすると、警察のイメージを良くするためだったのかも。

　しかも、そんなボビーの給料はあまり高いものではなく、制服や装備品は支給ではなくレンタルというセコさでしたが……貧困に苦しむロンドンでは、報われることの少ない仕事とわかっていても志願者は多かったそうです。『クトゥルフ・バイ・ガスライト』をプレイするとき、ボビーに会ったら皆さんは優しくしてあげてくださいね。









メリローのベールがめくられる




ＫＰ：かくして、京の決死行と、さやかちゃんたちの防衛によって、フィッシュターク団の襲撃を撃退することができたのだった。もっと馬車のシーンを盛り上げたかったのになぁ……。

さやか：ホッ……なんとか助かったみたいですね。

ＫＰ：そして、一階に下りてきたメリローは、ボビーたちに事後処理を命じているライサンダー警部に気づくと「ライサンダー！」と言って、うれしそうに抱きつくのであった。

さやか：あららっ、佐々原さん、残念でした。メリローさんには素敵な恋人がいるみたい（笑）。

京：スコットランド・ヤードにそんな素敵な人がいるなら、さやかちゃんなんかに頼らなくてもよかったのに。

さやか：なんかとはなんですか！　私、しっかりと下宿を守り抜きましたよ！

ＫＰ：メリローとしては、ライサンダー警部の迷惑になるので、彼に相談したくなかったようだ。

京：「そんなことは気にすることはないんじゃないですか。恋人がピンチと聞いた途端、ライサンダー警部はテキパキと指揮を執って、ここに駆け付けてくれたんですから」と、ライサンダー警部のことを持ち上げておきます。ここで恩を売っておけば、今後もいろいろ助けてくれるかも（笑）。

ＫＰ：すると、それを聞いたライサンダー警部は「君たち、なにか誤解をしていないかい？」と、戸惑った顔をする。

さやか：「ごまかさなくてもいいんですよ。とってもお似合いですから」

ＫＰ／ライサンダー：「いや……この人は、恋人などではなく、私の実の母親なんだが」

全員：母親～～～～っ!?

さやか：そんなの計算が合わないですよ。ライサンダー警部って、いくつくらいなんですか？

ＫＰ：見たところ三十歳くらいかな。

さやか：メリローさんは？

ＫＰ：同じく、外見は三十歳くらいだ。ただ、ライサンダーは「母は若く見られるからね」と、笑っている。

さやか：若く見られる……って、限度がありますよ。「失礼ですけど、メリローさん……おいくつなんですか？」

ＫＰ：メリローは照れくさそうに「もう、六十を過ぎたお婆ちゃんよ」と答える。

佐々原：なんと……びっくり。

ＫＰ：そんなメリローは君たちの勇気ある行動に感謝して、改めてお礼を述べる。そのとき、彼女は失礼のないように、これまでずっとかぶっていたベールを脱いでから頭を下げる。

京：こ、これは、最後の最後で恐怖イベント……？

ＫＰ：顔を上げた彼女の顔は、やはり三大異国美女に数えられるだけある、エキゾチックな魅力を秘めた美しい女性だが……その瞳の中心にある瞳どう孔こうは、ひょうたんを縦にしたような奇妙な形をしている。

さやか：……メリローさんは、これを隠していたの？

ＫＰ：それはまるで両生類を彷彿とさせるような目であった。そして、その瞳孔の形は……なんと、あの巨大な赤ん坊の化け物と同じ形をしていたのだった！　さあ、最後の〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

京：うう～ん、最後にひとオチ来ましたねぇ。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：成功したら正気度は減らない。

京：コロコロ……失敗です～！（泣）

ＫＰ：まあ、この〈正気度〉ロールは最後の最後で「ゾクリ」とさせるためのものだから、正気度は１Ｄ３ポイントしか減らないよ。

京：それでも十分に痛いですよ。コロコロ……「２」で、残り正気度は21。なんとか20台で終えられました。

辰巳：やはり、メリローさんは深きものの血族だったということか……。

さやか：だとすると、ライサンダー警部もそうだっていうことでしょうか？

ＫＰ／ライサンダー：「ボクも実は四十過ぎだけど、みんなには三十くらいにしか見えないと言われるねぇ」

さやか：ゾゾ～～～ッ！　こんな人が警部で、スコットランド・ヤードは大丈夫なんでしょうか？

京：たぶん、自分の出生に気づいていないタイプの深きものなのでしょう。でも、いずれは自分の呪われた血に気づいて、海が恋しくなるという……。

ＫＰ：まあ、それはまた別のお話で……さて、フィッシュターク団に狙われる謎の美女メリローを守り通した探索者たちは、１Ｄ10ポイントの正気度を獲得する。今回は〈正気度〉ロールが少なめなので、ボーナスとかはありません。




　さやか：シナリオ終了時67ポイント＋獲得３ポイント＝合計70ポイント（開始時から±０ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時69ポイント＋獲得６ポイント＝合計75ポイント（開始時から＋５ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時67ポイント＋獲得６ポイント＝合計73ポイント（開始時から＋８ポイント）

　京　　：シナリオ終了時21ポイント＋獲得６ポイント＝合計27ポイント（開始時からマイナス３ポイント）




　導入のシナリオなので〈正気度〉ロールは甘めであり、探索者の〈正気度〉ロールの出目もさえていたため、うっかりメリローのジンをなめてしまった京だけが赤字という結果となった。

　今回、いいところなしだった佐々原だけど、悪運だけは強い。〈製作（料理）〉が経験ロールで90％を超えたため、シナリオ終了直前に正気度を９ポイントも獲得した。それがなかったら佐々原も赤字で終わるところだった。




京：いまさらですけど、やっぱり正気度30ってきついです。〈正気度〉ロールに成功する気がしません！

佐々原：そりゃあそうでしょう。

辰巳：しかし、いまいちスッキリと終わらなかったな。結局、ミストレスとはいったい何者だったんだ？

ＫＰ：今回のシーズンはキャンペーンシナリオとなっているので、それは次回以降に明かされるでしょう。おっと、忘れてた。メリローはみんなの活躍に感謝して、ずっと編んでいたレースをるるいえ堂にプレゼントしてくれる。「できたらレースを大切にしてくれる人の手に渡ってくれれば」と、彼女は言っているな。

さやか：はい、大切にお預かりします。

ＫＰ：そして、このレースはキャンペーン冒頭のプレリュードへとつながり、そして、次回のシナリオの舞台は現代日本へと戻るのであった。

全員：ええ～～～っ!?

さやか：まさか、ロンドンの私たちが現代日本に行くんじゃないですよね。

ＫＰ：いやいや、もちろん、いつもの現代日本の探索者をプレイしてもらうよ。だけど、事件の方は、今回の事件と深いつながりを持っている。

京：時を越えたキャンペーンというわけですか。

ＫＰ：その通りだ。では、ひとまずはロンドンの探索者でのプレイ、皆さんお疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～！








第一話終了・京みやこちゃんとの反省会




京：今日は、19世紀のロンドンの雰囲気たっぷりのシナリオでしたね。まさか、るるいえ堂のメンバーで『クトゥルフ・バイ・ガスライト』をプレイすることになるとは……。

ＫＰ：『クトゥルフ・バイ・ガスライト』の発売は、ボクの念願だったからね。多少、無理をしてでも遊んでみたかった。

京：まさかと言えば、また京をプレイすることになるとは思いませんでした。

ＫＰ：ヴィクトリアンメイドの本場に来たのだから、京には活躍してもらいたかった。

京：あまりメイドらしいことはしていませんでしたけどね……（苦笑）。

ＫＰ：でも、今日は、やけにテンション高かったよね。

京：おとなしめの睦むつみだとちょっとやりにくいようなことでも、京だったら平気でできるので、ぐいぐいと突っ込んでいきました。

ＫＰ：京だと、「なにをしても仕方がない」みたいな空気がこの卓にはあるよね。

京：それは主に正気度ゼロになったあと、キーパーが演じたＮＰＣの京のせいではないかと……。

ＫＰ：まあ、それはその通りだと思うけど。

京：最初は下層階級ということで、どのようにプレイしたらいいのか迷いましたけど、シナリオで活躍の場が設定されていたのはうれしかったです。

ＫＰ：うん、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』では、探索者作成時に社会階級が明確に決定されるけど、これは現代日本にはない要素だったね。

京：普通に考えると、別々の社会階級の探索者のいるパーティーはプレイしにくそうですけど？

ＫＰ：確かに、時代性を厳密に考えるのならば、それぞれの社会階級の探索者やＮＰＣが一緒にいる場面の方が少なそうだ。公道とかでなければ、同じ空気を吸うことはないくらいハッキリと生活空間は分かれていたんじゃないのかな。

京：うーん、だったら探索者の社会階級は統一した方が無難なのかもですね。

ＫＰ：それは簡単で効果的な解決方法の一つだろう。もちろん、堅苦しく考えずに、きちんとした身なりをすれば下層階級の探索者も社交界に紛れ込めるとか、紳士が怪しい店に出入りしても社交界で悪いうわさが流されるようなことはないとしたっていい。すべてはキーパーが決めることだ。

京：そうやって考えると、今回のシナリオは社会階級の扱いにやや厳しめでしたね。辰たつ巳み先生はドックで大変な目に遭ってましたし……。

ＫＰ：今回、せっかく下層階級の京がいるのだから、その立場だからこそ活躍できる場面を、キーパーの方から意識して用意をした。華やかなロンドンばかりではなく、ちょっと泥臭い雰囲気を出したかったのでちょうど良かったね。

京：なるほど、なるほど。

ＫＰ：ただ、毎回、探索者の設定を見てからシナリオを作るというわけにもいかないだろうから、社会階級については普段はそこまで厳密に考えずに、ここぞという印象づけたい場面のときだけ演出として利用するくらいでいいんじゃないかな。

京：ドックみたいな露骨に物騒なところに行くときには、下層階級の方がなじみやすいとかですね。

ＫＰ：あとは金持ちの集まる社交界に参加するときなんかは、どのようにして下層階級の探索者を紛れ込ませるか、みんなで知恵を絞るのも楽しいだろう。

京：メイドが〈変装〉と〈エチケット〉で切り抜けるのは楽しそうですね。

ＫＰ：下層階級の女性を一流のレディに仕立て上げる、ミュージカルの『マイ・フェア・レディ』みたいな展開もありだね。

京：それって、佐々原さんのプレイヤーが大好きなシチュエーションですね。

ＫＰ：ホント、佐々原はそういうの大好きだよね～。

京：けど、次回は現代日本に戻るんですね。

ＫＰ：いろいろ考えた結果、そのようにすることにした。どうしてなのかはキャンペーンシナリオすべてをプレイしてからのお楽しみだ。

京：キャンペーンなので、シナリオについてはいろいろ突っ込んだ話はできませんね。

ＫＰ：今回のシナリオはキャンペーンではおなじみの事件のはじまりと、ＮＰＣたちの顔見せ的な第一話だったからねぇ。

京：あと、当時ならではのいろいろなネタを挟んで、ロンドンの空気を紹介するところに重点を置いていたみたいですね。

ＫＰ：序盤から中盤はロンドン探索、クライマックスは馬車チェイスと下宿籠城戦の同時進行という構成にしていた。ボクの想定だとロンドン探索はプレイ時間的にはもっと短くするつもりだったのだけど……みんな、やけに技能ロールに成功しないから、ちょっともたついたところがあったな。

京：いや、作りたての探索者ならあんなものですよ。

ＫＰ：確かにおっしゃる通り。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』はキャラクターがあまり成長するようなＴＲＰＧではないけど、それでもさすがに18本もシナリオをクリアしている探索者となれば、かなり技能が成長していることがわかったな。

京：いつもの調子でやっていると、思いの外、技能の成功率が低くて焦ることがありましたね。

ＫＰ：辰巳先生とかは得意分野にガッツリと技能ポイントを入れているから、要所要所では成功してくれるのだけど、ちょっとした〈言いくるめ〉とか〈心理学〉で失敗することが多かった気がする。

京：下宿の人たちから信頼をされるのに、ずいぶんと時間がかかりましたねぇ。

ＫＰ：最後は、佐々原の〈製作（料理）〉に頼ることになるという……（笑）。

京：佐々原さんは、あのときくらいしか活躍してなかったかも（笑）。

ＫＰ：なんだか、妙にダイス目が悪かったね。ボクのダイスもそうだったけど。

京：馬車チェイスのときに、そっちのダイス目がさえていたら、私たちが大変でしたよ！

ＫＰ：正直、馬車が事故ったり、深きものの追っ手が〈跳躍〉で飛び移ってきたりして、チェイスどころではなくなる展開も想定していた。

京：そんなことになったら、もうおしまいじゃないですか！

ＫＰ：いやいや、そこからが探索者の知恵の出しどころだろう。佐々原が囮になっている隙に、京がテムズ川沿いの路地を隠れ進みながら、スコットランド・ヤードを目指すとか……そういう緊迫感のある展開も欲しかったんだけどね。当然、下宿組はなかなか増援が来なくて、巨大な赤ん坊に三階にまで追い詰められるという……。

京：でも、あのときは私の〈操縦（馬車）〉は成功しまくってましたからね。

ＫＰ：まあ、探索者がうまくやって、ダイス運にも恵まれたのなら、すんなりと事件が解決されるというのもＴＲＰＧならではだろう。盛り上げるために、なんでもかんでも探索者をひどい目に遭わせればいいわけではないからね。

京：まあ、あまり盛り上がらないのもなんですが、たまにはこういうのもうれしいですよ。

ＫＰ：ラッティングのときから、なんか嫌な予感がしていたんだよなぁ～。ホント、ボクのダイス目が悪かった。




　探索者を分断させて、二つの場面を同時に処理、進行させるという、ちょっと珍しい展開を組み込んだ第一話だったけど、探索者の運と、ボクの不運のおかげで、割とあっさり切り抜けたようだ。

　その代わり、ロンドン市内での探索の方は、ドタバタと大変だったようだけどね。

　とりあえず、みんなにはロンドンの雰囲気を味わってもらえたようだから、キャンペーンの第一話としては成功と考えていいだろう。




　さて、このキャンペーンを開始するに当たって、大好きなシャーロック・ホームズを封印したボクだけど……やはりどうしても、このネタを捨てきれずにいた。

　そこで、ホームズ本人は登場させずに、小説内の設定などをシナリオに借用させてもらうことにしたんだ。

　勘の良い人ならば気づいたろうけど、第一話のタイトルは『シャーロック・ホームズの事件簿』収録の短編小説「覆面の下宿人」からいただいており、登場する重要ＮＰＣ、メリローの姿や名前も、同じく作品の登場人物から借りている。

　もっとも「覆面の下宿人」はそこまで広く知られている作品ではないせいか、さすがの辰巳先生のプレイヤーも気づいてはいなかったようだね。

　そこで、第二話では、もっと有名な短編小説を元ネタにするとしよう。

　ただ、今度の舞台は現代日本だから、ＮＰＣではなくシナリオ内の謎として、ネタを借りようかな。

　ミステリーが好きな人ならば、誰もが知っている超有名なトリックだから、たぶん訓練された探索者たちならば、瞬時に気づいてくれることだろう。

　ただし、この謎はトリックに気づいてからが本番だ。

　謎を解いてから、どのように対処するかいろいろと考える余地があるから、きっと探索者も楽しみながら悩んでくれるはず。

　そして、第一話ではいつもより大増量マシマシで登場した、ロンドンの深きものたちだけど……第二話でも、やはり探索者たちに関わってくる予定だ。

『るるいえばけーしょん』では、悪名高きダゴン秘密教団を登場させた。

　けれど、実は日本にだって深きものと関わりの深い組織があって、現代日本で暗躍するカルト集団を扱ったソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフカルト・ナウ』でも紹介されている。

　せっかくだから、今回はそちらの設定を利用させてもらって、同じく『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフカルト・ナウ』に掲載されている、ボクが書いた短編シナリオ「血は海の水よりも濃くて」の設定も流用させてもらおうかな。

　このシナリオに登場するＮＰＣは、実はボクのお気に入りだったりするんだよね。




　第二話では、時代は現代日本に戻るけど、これはキャンペーンの番外編とかにするつもりはない。

　第一話の事件に深く関わり、さらに最終話のロンドンのシナリオへとつながる、重要なシナリオにするつもりだ。

　シナリオごとに探索者がチェンジするという、これまであまりなかったキャンペーンだからこその実験的なネタを組み込んでみようと思っているのだけど……さて、うまくはまるかどうか？

　それはこの本を読み終えてのお楽しみだ。



















小さな依頼人




ＫＰ：今回のシナリオの舞台は、おなじみの現代日本へと戻ることになります。

睦むつみ：いつもの探索者たちでやるってことですね。

ＫＰ：前回の話でメリローからもらったアンティークレースを、佐さ々さ原はらが智とも美み姉さんにプレゼントしてから（冒頭のプレリュードを参照）、三か月ほどが経過。夏休みシーズンが到来したころからシナリオはスタートだ。

佐々原：夏休み……海水浴……つまり、水着ということですね！

ＫＰ：その通りだねっ！

睦：また、読者サービスのイラストの話ですか。

ＫＰ：ええ、そうですよ。それがなにか？

辰たつ巳み：そんなことより、今回は「幕間の経験ロール」をしていいのか？

ＫＰ：『るるいえぐりもあーる』の第三話から、また半年以上が経過しているので、経験ロールを５回させてあげましょう。

睦：となると、新学期を迎えているはずですが……例によって、私たちは進級していないんですね？

ＫＰ：わかっているのなら、いちいち話題にしないの。気づかぬふりをしていなさい。

さやか：今回のお勧めの技能とかありますか？

ＫＰ：うん、いろいろとあるよ。えーと、〈医学〉と〈投擲〉と〈こぶし〉と〈回避〉と――。

さやか：投げたり、殴ったり、かわしたり……って、もはや悪い予感しかしません！（泣）

ＫＰ：――最後に〈ウォーターシュート〉がお勧め技能だ。

全員：なんだって～!?（笑）

佐々原：〈ウォーターシュート〉なら、ボクにお任せ！

さやか：それって『るるいえはいすくーる』で、ショゴス抑制剤を撃ったときに使った技能ですよね。

辰巳：ということは……今回もショゴスが出てくるというのか？

さやか：ショゴスはやめて～～っ！（泣）

ＫＰ：おっと、そうだ、忘れてた。佐々原は前のシナリオで、辰巳先生に対して疑心暗鬼になるという不定の狂気に陥っているから、その治療をしてもらわないといけないぞ。

佐々原：そ、そういえばそうでしたっけ……一回、ロンドン編を挟んだから、すっかり忘れてました。




　結果、佐々原は療養所での治療を受けて、正気度を３ポイント回復。

　一方、他の探索者たちはキーパーのお勧めに従って、それぞれ経験ロールをしていった。

　辰巳先生は順調に〈回避〉を成長させ、睦ちゃんも以前通っていたという空手道場に再入門して〈こぶし〉を少しだけ成長させる。ただ、さやかちゃんの方はダイス運に恵まれず、なにも成長することはできなかった。




さやか：この夏は、なにをしてもうまくいかないので「あ～つ～い～」って文句を言いながら、だらーっとるるいえ堂の店番をしています。

睦：るるいえ堂って、クーラーついてないの？

さやか：そんな贅沢なものはありません。扇風機だけです。

睦：よくこれまで耐えられたね……。

辰巳：以前は、コガネさんが寝ていた長持ちから、冷気が下りてきていたのだろう（笑）。

さやか：そうそう、おかげで涼しかったんですよね～（笑）。

ＫＰ：コガネもこの暑さには参っているね。イタクァの加護を失ってから、寒さと暑さにはすっかり弱くなっており、「函館の夏の方が涼しかったです～」とか言って、さやかちゃんと一緒にぐてっとしている。

辰巳：すっかりコガネさんが残念な感じの人に……。

ＫＰ：彼女はいつも和服だし、温暖化やらヒートアイランドやらで、いまの日本の夏の暑さは厳しかろう。

佐々原：ボクも遊びに来ていますよ。「むったん、プールに行こう！」

睦：いつの間にか、私がるるいえ堂にいることになってる……。

辰巳：じゃあ、ワシもいることにしようかな。

ＫＰ：そんなふうに夏休みの昼下がり、暑い中、なぜかみんな仲良くるるいえ堂に集っていると……そこに意外なお客さんがやってくる。『るるいえあんてぃーく』や『るるいえばけーしょん』で、　蜘く蛛もの神アトラック＝ナチャに狙われた少女、唯ゆい花かだね。

佐々原：おおっと、唯花ちゃんが登場ですよ。「今日は一人で来たの？」

ＫＰ：うむ、どうやら一人で来たらしい。

さやか：唯花ちゃんって、まだ小学生五年生でしたよね。そんなの危ないんじゃあ？

ＫＰ：唯花の住まいは、東京都の西部にある奥多摩なので、るるいえ堂まで気軽に来られる距離ではない。電車やバスを乗り継いで、片道二時間はかかるな。

さやか：「どうしたの、唯花ちゃん？　電話をくれれば迎えに行ったのに……」

ＫＰ／唯花：「今日はさやかちゃんにお願いがあってきたの！」

さやか：「私にお願い？」

佐々原：「よ～し、ボクも唯花ちゃんのお願いを聞いちゃうぞ～！」って、張り切ってます。

ＫＰ：すると、唯花はじ～っと佐々原を見つめてから、「佐々原さんは出て行ってください。さやかちゃんだけに話したいの」と、ぐいぐいと背中を押して、るるいえ堂から追い出そうとする。

佐々原：ガ～ン！　なんでっ!?




　ショックを受ける佐々原だったが、唯花の相談というのは、どうも彼には聞かれたくない内容のものらしい。

　そこで、さやかちゃんは佐々原にアイスの買い出しを頼むと、るるいえ堂の二階でこっそりと唯花の相談を受けることにするのだが……最近、百ゆ合り百ゆ合りな疑惑のある睦ちゃんは、そんな二人のことが気になるらしく、その会話を盗み聞きしている。

　一方、辰巳先生はそんな睦ちゃんにあきれながら、コガネと一緒に店番をしていた。




ＫＰ：唯花の相談というのは……どうも、最近、智美の様子がおかしいというのだ。

さやか：智美さんって、佐々原さんの幼なじみのお姉さんですよね。

佐々原：そうそう、あと唯花ちゃんの家のハウスキーパーをしているはず。

ＫＰ：唯花の両親は亡くなっており、祖父に育てられたのだが……そんな祖父も『るるいえあんてぃーく』の第一話で亡くなり、現在、祖父の甥おいという遠い親戚が彼女の後見人として財産管理をしている。そして、以前から祖父の世話をしていた住み込みのハウスキーパーの智美が、そのまま唯花の母親代わりとして一緒に暮らしているのだ。

さやか：「様子がおかしいって、どんなふうに？」

ＫＰ：ここ一か月くらい、やけに智美の機嫌が良い――というか、浮かれている感じなのだという。

さやか：それはいいことなのでは？

ＫＰ：「もしかして、智美さんに恋人とか出来たのかも……」と、唯花は複雑な表情をしている。

辰巳：なるほど。唯花ちゃんとしては、智美さんが取られたような気持ちなのかもしれん。

ＫＰ／唯花：「まさか、智美さんの恋人って、佐々原さんとかじゃないですよね？」

さやか：「あははははっ、それはないと思うよ～」って、即否定します（笑）。

ＫＰ／唯花：「だったらいいんだけど……」

佐々原：おっと、これはまさかヤキモチを焼いているとか？

さやか：そうなんでしょうか？

ＫＰ：いや、単純に智美の相手に佐々原では頼りないと思っているだけのようだけど。

佐々原：ボクは頼りがいあるってば！　邪神とか退散させちゃうくらい頼りがいあるよ！

ＫＰ：「さやかちゃんって、探偵さんなんでしょう。なんで智美さんの機嫌が良いのか、原因を調べてくれませんか？」と、唯花はブタさんの貯金箱を差し出した。どうやらこれが依頼料らしい。

佐々原：ブタさん貯金箱での依頼は、探偵モノのお約束ですねぇ～。

辰巳：しかし、それはプライバシーの侵害ではないのだろうか。

さやか：でも、探偵としては当たり前の仕事かと。

辰巳：まあ、それはそうだが……。

さやか：「わかりました。この女子高生探偵さやかに任せてちょうだい！」と、その依頼を引き受けることにします。でも、ブタさん貯金箱は「事件が解決してからでいいからね」と、唯花ちゃんに返しておきますよ。




　このシリーズにしては、珍しくほんわかした導入に探索者たちは戸惑いを覚えつつも、まずは唯花を奥多摩の家に送り届けるついでに智美本人の様子を見に行くことにした。

　ちなみに、唯花ちゃんには内緒にしておくように言われていたが、なんかいろいろ面倒だからと、さやかちゃんはなんとなく他の探索者たちに依頼内容については伝えてしまっていた。

　智美と会って話をしてみると、唯花の言う通りやけにご機嫌であり、特にヘアスタイルを意識しているようだ。

　これは本当に彼氏でも出来たのではないかと、野次馬根性に火がついたさやかちゃんは、憧れの探偵をまねて、翌日から唯花の家を張り込みすることにする。

　そして、そんなさやかちゃんに付き合う、実に暇な――いや、積極的な探索者たちであった。

　さやかちゃんの狙い通り、智美は夏期講習を受講している学習塾に唯花を送り届けると、やけにおしゃれをして外出をする。前もって確認した話では、今日の予定は、ホームヘルパーの会合があるということだったが、見たところとてもそんな感じではない。

　「やっぱりデートだ」と、テンションの上がるさやかちゃんに付き合って、探索者たちは智美の尾行を続け……到着したのは、若者たちでごった返す山手線の原宿駅であった。




ＫＰ：ただ、智美は若者の多い竹下通りではなく、小じゃれた表参道をウィンドウショッピングしたり、ランチを食べたりしている。（ここで〈心理学〉かな。コロコロ……辰巳先生と佐々原が成功したか）一見、彼女の行動は唯花がいない合間に息抜きを楽しんでいるようにも見えるが、どこか不自然で、まるで自分の姿を誰かに見せつけているかのようである気がするな。

佐々原：……まるで、ナンパ待ちをしているような？

辰巳：もしくは、読者モデルとかにスカウトされるのを待っているのかもしれん。

佐々原：イタタタッ、智美姉さんの見てはいけないところを見てしまった（笑）。

辰巳：うーむ、こうしていてもらちがあかないな。もう彼女に声を掛けてしまわないか？

さやか：でも、唯花ちゃんには依頼は秘密にしてくれと言われてるんですが……。

辰巳：いや、そこは偶然出会ったといって、なにをしているのか探りを入れてみるんだよ。

さやか：なるほど……。

佐々原：では、ここはボクが声を掛けてきましょう。

さやか：ふーん、だったら、私はニマニマしながらむったんと一緒に二人の様子を見てます。

睦：「タマ兄には、智美さんみたいなしっかりした人がお似合いだと思うんだけどなぁ」

さやか：「でも、智美さんの気持ちはどうなのかなぁ？」と、楽しく女子トークしていますね。

辰巳：ふと、冷静になると……いったい、ワシはここでなにをしているのだろうな？

佐々原：「おや、素敵な人がいると思ったら……智美姉さんじゃないか。驚いたなぁ。見違えちゃったよ」と、ちょっとキザに声を掛けます。

ＫＰ：ふむ、そのつかみの一言がすんなり出てくるかどうか〈言いくるめ〉をしてもらおうか。

佐々原：〈言いくるめ〉は苦手なんですよ。コロコロ……失敗。「見違えたちゃったった」って、嚙んじゃいます。

ＫＰ：そこまでひどくはないけど、智美のハートをつかむほどではなかったようだ。彼女は意外なところで出会ったことに驚きながらも、佐々原のキザなせりふに「こんなところでどうしたの、環たまき？」と、クスクスと笑っている。

佐々原：「ちょっと近くの出版社に用事があったんだ」と、ボクも同じ席に着いて、自然に会話を続けます。「智美姉さんは、今日、仕事の会合があったんだっけ？」

ＫＰ／智美：「え、ええ、それはもう終わったから、ちょっとぶらぶらしてたの」

さやか：うそをついてますよ。怪しい……。

佐々原：「ボクもこのあとは暇なんだけど……よかったら、買い物に付き合ってくれない？」

ＫＰ：すると、智美はちょっと考えたあとで、「ええ、いいわよ。たまには、環に服でも買ってあげるわ」

佐々原：「えっ、そんな悪いよ」

ＫＰ：「いいから、いいから。ちょっとした臨時収入があったの。ここはお姉さんに任せなさい」と、智美は佐々原をリードして、しゃれたブティックへと連れて行く。佐々原は見た目はまあまあイケメンで、なにより背が高いので、たいていの服は似合う。智美は、そんな佐々原をいろいろコーディネイトするのを楽しんでいるようだ。

睦：なんだか、二人がいい雰囲気に……。

さやか：けど、智美さんはなんのために原宿に来ていたのでしょう？

辰巳：うーむ、さっぱりわからん。まさか本当にナンパ待ちだったのか？

佐々原：臨時収入というのが気になります。智美さんの服装を見て、不自然に豪華なところとかありませんか。妙な男に貢がれて、服装やアクセサリーが派手になっているとか、そういうところをチェックしたいです。

ＫＰ：だったら、〈アイデア〉をロールしてくれ。

佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：服装に不自然さはない。ただ、ヘアスタイルはやけに決まっている気がする。

さやか：そういえば、昨日も髪のことを気にしていましたね。

佐々原：ここはズバリと突っ込んでしまいましょう。「智美姉さん、今日のヘアスタイルいい感じだね」って、智美姉さんってどんな髪型なんですか？

睦：『るるいえあんてぃーく』の第一話から登場しているのに、これまでイラスト化されたことないんだよね（笑）。

ＫＰ：彼女はむったんと似た感じのボブカットだよ。

佐々原：なっ、なんですと？　なんでそれを早く言わないですか!?

さやか：どうしたんですか、いきなり。

辰巳：こいつはボブカット大好き人間だから（笑）。

さやか：はあ……そうなんですか。だから、むったんのことも大好きなんですね。

佐々原：ボブカットなのに、なぜイラスト化されていないのか。もっと智美姉さんには活躍をしてもらわねば！

睦：このリプレイでＮＰＣが活躍するって、つまりひどい目に遭うってことだからね。

佐々原：そ、それは困るなぁ。

ＫＰ：話を戻すけど、ヘアスタイルのことを褒められると、〈心理学〉をするまでもなく智美が上機嫌になったのがわかる。「そ、そうかな……あんまり意識してなかったけど、そんなに似合ってる？」

佐々原：もしかして、モデルでもしているのかな。「他の誰かにも、そのヘアスタイルを褒められたりしたの？」と、尋ねてみます。

さやか：ここはもっとヤキモチを焼いているように言った方がいいですよ！（笑）

ＫＰ：智美は少し迷ってから、「環だから話すんだけど、実は内緒で妙な仕事を頼まれているのよ」

佐々原：「妙な仕事？」

ＫＰ：「こういう人からなんだけどね」と、智美は名刺を出す（実際に名刺を渡す）。
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佐々原：ボブカット組合!?　なにこれっ、すぐに入会しないと！（笑）

ＫＰ：その名刺の矢や部べ健たけ夫おという人物は、ボブカットの推進活動をしているらしい。そこで、ボブカットの似合う女性に流行の発信地である原宿を歩いて、その素晴らしさを世に広めてもらいたいと、依頼されたのだそうな。

さやか：なんですか、それは!?

佐々原：とてもいいことだと思います！（笑）

睦：むーっ、キーパー、それ真面目に言ってます？　それともギャグですか？

ＫＰ：真面目だよ。じゃなければ、わざわざ名刺をデザインして、印刷してきたりしないよ。

睦：むむむ～～～っ、真面目だとしたら、いったいこれってどんなシナリオなの？

佐々原：「仕事というと、それでお給料がもらえるの？」

ＫＰ／智美：「毎日というわけではないけど、唯花ちゃんが学習塾に行っている日の昼間だけ引き受けているの。昼前から三時くらいまで、このへんでぶらぶらしているだけで、時給はなんと三千円！」

さやか：すごいっ、むったんもやったら!?

睦：私の年収は四万円だから……三日で、一年分のお小遣いが稼げちゃう！

佐々原：むったんなら、絶対にボブカット組合からスカウトされるよ。

辰巳：おまえ、智美さんの前で、よくそんなことが言えるな……。

佐々原：いまのはプレイヤー発言ですから！

さやか：やっぱり、佐々原さんと智美さんをくっつけるのはやめた方がよさそうですねぇ。

睦：ともかく、そのボブカット組合というのは怪し過ぎますね。この名刺の連絡先を調べておきたいところです。

ＫＰ：まだ名刺の情報は共有されていないからね。

睦：むっ、つい一緒にいる気持ちでした。失礼。

辰巳：うーむ、もしかして、これって「赤毛トリック」なんじゃないのか？

さやか：なんですか、それは？

睦：シャーロック・ホームズの短編「赤毛組合」のトリックのことだね。今回のシーズンのタイトルは『るるいえがすらいと』だから、ここでホームズネタを入れてくるのは考えられるかと（※プレイヤーには「智美姉さんと赤毛組合」というシナリオタイトルは伏せられている）。

さやか：その「赤毛組合」というのは……？

辰巳：有名なトリックなのだけど――（辰巳先生から、後述のワンポイントスケッチの解説がされる）

さやか：――なるほど、ということは、智美さんが外出している間に、唯花ちゃんの屋敷に忍び込んでいる人がいるかもしれないということですね。

辰巳：唯花ちゃんが学習塾に行っている日にしかこの仕事を受けていないというのも、家に誰もいない時間を作りたいからだろう。

佐々原：とりあえず、こんな妙な仕事は怪し過ぎるので、智美姉さんのいないところでみんなの携帯電話に連絡をして、情報共有をしておきますね。あと名刺の写真をメールで送っておきます。

ＫＰ：ちょっと待て。どういう口実で、名刺の写真を撮るんだ？

佐々原：ボブカット組合なんて素晴らしい組織は、ボクも興味津々ですから連絡先を控えておかないと！

ＫＰ：うーむ、すごい説得力だ。まあ、いいだろう。

さやか：それを聞いたら、すぐにでも唯花ちゃんの家に戻って、現場を押さえたいですね。いま何時くらいなんですか？

ＫＰ：佐々原とデートをしていてずいぶん時間がたったから、そろそろ依頼されていた仕事の時間が終わる頃だ。

辰巳：となると、もしも推理通りに犯人が屋敷に忍び込んでいたとしても、引き上げている可能性が高いな。

さやか：それでもすぐに行けばすれ違うことくらいはできるかも。

睦：私は、この名刺の住所とかを確認しておきたいです。

辰巳：住所は実在しているのだろうか。ネットの地図で調べてみよう。

ＫＰ：実在の住所のようだけど、そこにボブカット組合があるのかまでは確認できなかった。あと、ボブカット組合に関する情報は、ネットでは見つからないね。

辰巳：実際に訪ねてみるしかないかな。

ＫＰ：表参道から、名刺の住所にある元麻布は、タクシーで十分ちょっとの距離だね。

辰巳：なら、智美さんは佐々原に任せて、ワシはそちらを確認しておくか。

睦：私はどうしようかな。万が一、犯人と遭遇したときのために、さやかちゃんの援軍に行った方がいいかな。

さやか：私は電車で帰って、地元についたら原付バイクで唯花ちゃんの家に行こうと思ってますので、一人でいいですよ。バイクだったら、犯人とすれ違っても追跡することもできますしね。

睦：さやかちゃん、バイクなんか乗れるの？

さやか：探索者を作成したときに、ちゃんと〈運転（オートバイ）〉を25％にしてあります。ベスパでの移動は、探偵の基本ですからね！

ＫＰ：松田優作の『探偵物語』だね。

睦：だったら、私は辰巳先生と一緒にボブカット組合の方に行こうかな。



◆むったんのワンポイントスケッチ「赤毛組合」

　どうも、好きなホームズの短編は「まだらの紐」な日ひ野の睦むつみこと、むったんです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』と直接関係はありませんが、辰巳先生の言っている「赤毛トリック」というのは、『シャーロック・ホームズの冒険』に収録されている「赤毛組合」という短編で使用されている、とても有名なトリックのことです。ちなみに、本によっては「赤毛連盟」と翻訳されていることもあります。

　ここから先は「赤毛組合」のネタバレになるので気をつけてください。

　この短編の犯人は、赤毛の人だけが勤められるやけに好条件な仕事をでっちあげて、狙った家の赤毛の住人を外で長時間働かせます。そして、住人が留守をしている隙に、犯人は留守の家に忍び込みます。実は、その家の立地条件が、大きな犯罪の前準備をするのに適しており、犯人は邪魔な住人にしばらく留守をしてもらいたかったのです。

　まったく事件と関係ない不思議な出来事から導き出される、意外な真相が秀逸なトリックで、ホームズの短編の代表作の一つと言えるでしょう。






　さやかちゃんの探偵業に付き合う形で、探索者たちはそれぞれ分散行動をすることにした。

　とはいえ、佐々原はただ智美とデートを続けるだけだ。これまで、いろいろな女性ＮＰＣと関わってきた佐々原であるが、キャンペーン中、もっともいい雰囲気でイチャイチャしており、プレイヤーたちから「もう結婚しちゃえ！」という声が飛び交った。

　そんな佐々原がデートをしている一方で、辰巳先生と睦ちゃんは、名刺にあった住所を訪ねてみる。

　すると、案の定、ボブカット組合なんてものは影も形も見つからなかった。こちらの発信番号がわからないようにしてから、名刺にあった矢部なる人物の携帯番号に電話を掛けてみると、電話口に出たのは「熊くま部べ」という別人であった。ただこちらが探っていることを気づかれないよう、間違い電話だとうそをついて、電話はすぐに切ってしまう。




睦：むーっ、偽の住所に、偽の名前となれば、もうこれは完全にクロですね。

辰巳：となると、ますます赤毛トリックである可能性が高いな。唯花ちゃんの家に向かっている、さやかちゃんに注意するよう、メールで現状報告だけは入れておこう。

ＫＰ：タイミング的には、さやかちゃんの行動が最後になるから、名刺が偽物であるという情報を得てから、ベスパで奥多摩の屋敷に向かうことになるな。

さやか：実は、まだ免許取りたてなので安全運転で向かいますよ～。

ＫＰ：ふむ……では、〈幸運〉でもロールしてもらおうかな。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：了解した。唯花の屋敷は公道から脇道に入った、やや奥まったところにあるのだけど、さやかちゃんはその脇道から出てくる乗用車を目撃する。あの脇道は屋敷で行き止まりになっているので、普通の車が通ることはない。

さやか：怪しい！　すれ違うときに、車のナンバーと運転手の顔をチェックします。

ＫＰ：速度的にほんの瞬間のことなので、ナンバーを記憶するためには〈アイデア〉。顔を見るには〈目星〉をそれぞれロールしてもらおうかな。

さやか：〈アイデア〉は、コロコロ……成功。〈目星〉は、コロコロ……こっちも成功です！

ＫＰ：まずナンバーは記憶できる。「わ」ナンバーなことからレンタカーであることがわかるね。そして、運転手なのだけど……これはちょっとギョッとさせられる。その人物の顔は、焼けただれたように茶色っぽく変色をしていて、頭髪がまったくないのだ。

さやか：ええっ!?　それってゾンビみたいな……？

ＫＰ：そんな感じもする。少なくとも普通の容姿の人間ではない。

睦：食屍鬼でしょうか？

辰巳：こんな手の込んだことをするから、てっきり人間の仕業かと思ったのだが……う～む？

さやか：すぐにＵターンをして追跡をしますよ！

ＫＰ：相手に気づかれないように尾行するのなら〈運転（オートバイ）〉か〈追跡〉をしてもらおうかな。失敗した場合、相手が〈目星〉に成功すると、尾行に気づかれてしまうからね。

辰巳：相手が人間ではない可能性を考えると、ここは深追いは避けた方が――。

さやか：いえっ、せっかくのチャンスですので、ベスパで追いかけます。〈運転（オートバイ）〉ですね。コロコロ……やった、成功しました！

辰巳：すごいな、さやかちゃん。さっきから全部のロールに成功させてるぞ。

さやか：だって私、女子高生探偵ですから！（ビシッ）

ＫＰ：その車は国道４１１号線を都心方面に一時間ほど上っていき、八王子にある平凡なシティホテルの地下駐車場へとそのまま入っていった。

さやか：あれっ、ホテルに入っていきましたよ。

佐々原：あんな顔でホテルに泊まれば目立ちそうですね。聞き込みしてみればいいかも。

さやか：……いや、もしかしてあれは変装用のマスクなのかも。私はしばらく張り込みを続けているので、皆さんこちらに戻ってきてくれませんか。

佐々原：了解。ボクは智美姉さんを駅まで送ってから、さやかちゃんと合流しますね。







待ち伏せ大作戦




　探偵の雰囲気を楽しんでいるさやかちゃんは、その後も、あんぱんと牛乳を片手にホテルで張り込みを続けた。

　すると、問題のレンタカーが外出するのを目撃するが、乗っているのは普通の中年男で、行き先も近所のファミリーレストランで食事したり、コンビニで雑誌を購入したりと当たり前のものであった。

　例の焼けただれた男と、この男の複数犯なのか？

　それとも、さやかちゃんの推理通り、あれは変装だったのか？

　結論が出ないまま時間ばかりが過ぎて、また智美がボブカット組合の仕事に出掛ける日がやってきた。

　留守となった唯花の屋敷を見張ることは確定していたのだが、どのように探索者を配置するかで悩むことになる。




佐々原：智美姉さんをボディーガードしなくていいのでしょうか？

辰巳：ホテルのレンタカーの動きを見たかぎり、単独犯のような気がするんだよな。智美さんを犯人たちが見張っている可能性は低いのではないだろうか？

ＫＰ：じゃあ、全員で屋敷を見張るのかな？

さやか：私はホテルの張り込みを続けたいんですよね。万が一、犯人が二人だった場合、どちらも逃がしたくはないので見張っていたいです。

睦：ちょっと慎重過ぎる気もするけど……その方が安心かな？

さやか：そっちでトラブルがあって、もしも、ホテルから焼けただれた男か中年男が逃げようとしても、どちらも顔はわかっているので尾行するなり、捕まえるなりできるでしょう。

佐々原：だとすると、戦力的にホテルにも二人置いた方がいいのかな？

さやか：いやいや、一人で十分ですよ。たぶん、犯人は一人だけだと思いますから。ここにいるのは用心のため。

睦：まとめると、さやかちゃんがホテルで張り込み。私たちは三人で屋敷を監視ということですね。

辰巳：唯花ちゃんに事情を話して、屋敷の中で待ち伏せさせてもらった方が楽のような……。

さやか：それは私の方から話をしておきますよ。智美さんのことを調べていたら、悪いヤツらにだまされているかもしれないからって。

ＫＰ：ふむ……断る理由もないから、屋敷の鍵くらいなら貸してくれるだろう。具体的に屋敷のどの部屋に隠れるのか宣言してもらおうかな。もしも、犯人の目当ての部屋に隠れられたら、そいつがコソコソと何を探しているのか目撃できるかもしれないよ。

辰巳：どんな部屋があるんだ？

ＫＰ：部屋数は多くて、智美や唯花の私室、キッチンや書斎などがあるけど……。

睦：私は智美さんの部屋に隠れていようかな。

辰巳：ここは素直に金目のものがありそうな部屋にしておこう。

ＫＰ：それだと金庫のある書斎だね。以前、辰巳先生がティンダロスの猟犬にＰＯＷを吸い取られた因縁の部屋だ。

辰巳：くっ、あれさえなければ……ワシのＰＯＷは……。

佐々原：ボクは唯花ちゃんの部屋で待ち伏せしています。

さやか：変なことしないでくださいよ。

佐々原：なっ、タンスをあさったり、ベッドでくんかくんかしたりなんかしないよ。ボクは紳士だからね！（笑）

睦：正直、そんなことされたらどん引きだからね。




　唯花が学習塾に行き、智美がボブカット組合の仕事に出掛けたところで、まず動きがあったのは、さやかちゃんが張り込んでいたホテルだった。

　出てきたのは、焼けただれた男ではなく中年男。この時点で、やはり焼けただれた顔は変装用マスクだと確信する。そんなさやかちゃんからの連絡を受けた屋敷の探索者たちは、それぞれの配置について待ち伏せをする。




ＫＰ：屋敷の前に車が停まった気配がした。それからしばらくすると、一階でガチャガチャという金属音がして、どこかの窓がカラカラと開く音が聞こえてくる。

辰巳：まっとうにピッキングをしているな。

睦：普通の人間っぽい行動をしてくれると、ホッとします（笑）。

ＫＰ：屋敷の中を誰かの足音が聞こえてくるが……書斎の前を――

辰巳：（ごくり）

ＫＰ：――通り過ぎて、二階へと上がっていく。

辰巳：うむむ……そっちは頼んだぞ。

ＫＰ：そして、智美の部屋の前を――

睦：むむ～～～っ？

ＫＰ：――また、通り過ぎて、さらに唯花の部屋の前も通り過ぎる。向かったのは、唯花の両親の部屋だね。

佐々原：そんな部屋があったんですか？

睦：『るるいえあんてぃーく』の第一話で、みんなを集めて話をした部屋ですね。でも、あそこになにがあるっていうんだろう？

ＫＰ：金目のものはないね。唯花の祖父が、亡くなった息子夫婦を悼んで、生前のままに保存してあった寝室だ。珍しいものといったら、移動式の書棚くらいなものかな。

佐々原：ロックが掛かっていて、暗証番号がわからないと開けられないんですよね。

睦：む～っ、私、ちょっと〈忍び歩き〉で、いったいなにをしているのか様子を見てきます。二人は階段のあたりで離れて待機していてもらえますか？

辰巳＆佐々原：了解。

ＫＰ：じゃあ、〈忍び歩き〉をどうぞ。例によって失敗すると、相手の〈聞き耳〉や〈目星〉によって気づかれる可能性があるからね。

睦：〈忍び歩き〉は46％と、ちょっとだけ得意なのです。コロコロ……成功しました！

ＫＰ：睦ちゃんは音を立てずに、物音のする唯花の両親の部屋の扉を少しだけ開き、中の様子をうかがうことができる。部屋では焼けただれた顔の男が、移動式本棚の前に座り込んで、工具を使ってゴソゴソとなにかをしている。

睦：その焼けただれた顔というのは、〈目星〉とかでマスクかどうか見破れませんか？

ＫＰ：うむ、いいだろう。〈目星〉をどうぞ。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：よくよく見れば、それはおもちゃ屋で売っているゾンビのマスクであることがわかるね。

睦：あんなマスクをするようなやつが、正気度ゼロの魔道士のわけがないので、もう怖くはありません。辰巳先生とタマ兄をこっそりと呼んで、入口を固めてしまいましょう。

佐々原：なにが目的なのか、やつの行動をここで見届けます？

辰巳：いや、留守中の家に不法侵入なんて完全にクロなのだから、三人で捕まえて尋問してしまわないか？

ＫＰ：たとえ三人がかりでも『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で戦闘をすれば、運が悪ければ死亡することがあるのを忘れないように。

睦：いや、こっちが三人で脅せば、戦闘なんかにはならないでしょう。よし、踏み込みましょう！

辰巳：「こらっ、なにをしている！」と、三人同時に部屋に入ろう。

ＫＰ：すると、男は飛び上がるほど驚いてから、君たちと向き合う。やはり、その異様な顔はラバーマスクをかぶっているだけのようだね。

佐々原：「動くな、おとなしくしろ！」

睦：最近鍛えている、隙のない見事な〈こぶし〉の構えで牽制しますよ。

ＫＰ：いや、男はすぐに廊下へ逃げ出そうとするよ。

辰巳：なんだと、入口はワシらでふさいでいるのだぞ？

ＫＰ：もちろん、この状況で逃げるのは至難の業だ。君たち三人のＤＥＸすべてに対して、犯人のＤＥＸの対抗表のロールで成功させる必要がある。まあ、やけになって、ほんのわずかなチャンスに賭けた行動と思ってくれ。

佐々原：ば～か～め～。ボクのＤＥＸは人類最速の18だ。

ＫＰ：じゃあ、まずは佐々原からワンアクション、好きな行動をしていいよ。

佐々原：「動くなといったはずだ！」と、軽くパンチしてやりましょう。命中率は57％です。コロコロ……あっ、命中した。ダメージは１Ｄ３＋１Ｄ４で、コロコロ……おおっ、最大の「７」が出ました。こっちに向かって来るところ、カウンターが見事に命中。顔面にこぶしがヒットしました！













睦：タマ兄って、ＳＴＲは低いのに、ダメージボーナスがあるんだ。

佐々原：ＳＴＲが低い代わりに、ボクのＳＩＺは17だからね。貧弱さは体格でカバーしているんだ。

ＫＰ：耐久力に７ポイントのダメージだと［ＣＯＮ×５］に成功しないと意識不明になる可能性があるな。コロコロ……うわっ、意識不明になった。バタンキュ～。

全員：わ～～～い！（パチパチ）

佐々原：思いの外、クリーンヒットしてしまいました。殴った自分が一番驚いています（笑）。

睦：マスクを脱がせてみますけど……？

ＫＰ：予想通り、ホテルからレンタカーでファミレスやコンビニに行っていた中年男だね。

睦：だったら、さやかちゃんに、犯人は捕まえたことと、犯人は一人だったっぽいよってメールをしておきますね。

さやか：そのメールを見たら、すぐにベスパで唯花ちゃんの家に向かいます。ブロロロ～。




　これまで数々の宇宙的恐怖と相対してきた探索者にとって、ケチな空き巣など敵ではなかったようだ。

　空き巣が持っていた免許証によると、本名は熊くま部べ陸りく夫お。住所は山口県潮しお泊どまり市とわかった。

　探索者たちは熊部を尋問するため、縛り上げてから〈医学〉によって意識を取り戻させるのだが……この空き巣、案外とくせ者であった。




ＫＰ：「オレはなにもしゃべるつもりはない。文句があるなら警察にでもなんでも突き出せばよいだろう……けどな、いまのうちに、メリローのレースを渡した方が身のためだぞ。この次に来るのは、オレほどおとなしいやつじゃないだろうからな」と、開き直っている。どうもこのふてぶてしい態度からして、素人ではないようだね。

睦：むむ～っ、狙いはメリローのレース？　なんで？

ＫＰ：そのことについては貝のように口を閉ざす。絶対に白状するつもりはなさそうだ。

辰巳：ふーむ、誰かに雇われた、プロの泥棒といったところかな。

佐々原：「この本棚にメリローのレースがあると思ったのか？」

ＫＰ／熊部：「あと調べてないのはここだけだからな。本棚なんかに面倒な鍵をつけやがって……ぶつぶつ」

佐々原：ボクは『るるいえあんてぃーく』の件で本棚の暗証番号を知っているはずなので、開けてみますけど。

ＫＰ：本棚は開くけど、そこにはレースなんかないよ。それを見て、熊部は「じゃあ、どこに隠したんだ……あのアマぁ～」と、ガッカリしているようだ。

さやか：どういうつもりでメリローのレースを探しているのか、なにか手掛かりになるようなものは持っていないのでしょうか？

ＫＰ：ちゃんと男の所持品をリストアップしてあるので、よく調べてみてくれ（リストを渡す）。




……………………

●熊部陸夫の所持品




　財布（現金十万円、免許証など）、携帯電話、ピッキング用具一式、デジタルカメラ、メリローのレースの一部がプリントアウトされた紙

……………………




さやか：（リストを見て即座に）デジタルカメラのメモリーを確認します！

ＫＰ：デジタルカメラのメモリーには、たくさんのレースの写真が記録されている。それらのレースは、すべてこの屋敷にあるものだね。智美が趣味で部屋に飾っているものが、大小にかかわらず片っ端から撮影されている。

さやか：この人、メリローのレースを探しているんですよね。じゃあ、このプリントアウトされたメリローのレースの写真はどこで手に入れたのでしょう？

ＫＰ：この写真は、智美のブログの写真のようだね。彼女は趣味のレースについてのブログを持っていて、そこにメリローのレースの一部をアップで撮影した写真も載っている。ただ気になるのは、ブログではメリローのレースとは呼んでいなく、友人からもらった貴重なアンティークレースとしか紹介されていない。

佐々原：そのブログを見て、あれは高価なレースだと思って盗みに来たとか？

ＫＰ：いや、いくらアンティークレースと言っても、十万円くらいの価値しかないよ。

睦：こんな手の込んだことをして盗み出そうとするのは不自然ですね。智美さんへの給料の方が高くつきそう。

辰巳：デジタルカメラの写真は、依頼主にメリローのレースかどうかを確認してもらうための記録なのかもしれん。

ＫＰ：鋭いね。確かに、ブログの写真にはレースの一部しか映っていないため、素人目には屋敷にたくさんあるレースのどれが同じものであるかは、なかなか判別がつかないだろう。

さやか：あれ……ちょっと待ってください。なんか、おかしくないですか。あのレースがメリローさんの編んだものだということは、私たち以外に知っている人はいないはずですよね。

佐々原：そういえば……。

ＫＰ：さやかちゃんの言う通り、メリローのレースについての昔話は、るるいえ堂にだけ伝わっているものだ。だから、普通に考えれば、外部の人間ではブログの写真を見てメリローのレースだと特定できないはずだ。

さやか：けれど、熊部はメリローのレースって言ってましたよね？

辰巳：たぶん、そこまで重要なキーワードだと知らずに口を滑らせたのだろう。

佐々原：ということは、あれがメリローさんの編んだレースだと知っている人が、この現代にいるということ？

ＫＰ：昔話によると、あのレースはメリローが個人的にるるいえ堂にプレゼントしたもので、広く知られているものではないはずだ。あと、メリロー自身もレースで歴史に名を残すような職人ではない。

さやか：つまり、普通は、熊部があのレースをメリローさんのものだと知る方法はないということですね。

佐々原：前回、予言者だとか言って、深きものたちはメリローさんをさらいに来ていたんだよね。

辰巳：あの連中の目的と、メリローのレースがなにか関係しているのだろうか？

佐々原：実は、なにかの儀式にメリローさんの汗のにおいが必要で、レースに残った移り香が狙いなのかも。

辰巳：百年も経ってるんだぞ。それはどうだろうか？

睦：ようやく、この事件も第一話のロンドンの話とのつながりが出てきたようですね。ボブカット組合とか出てきたときには、いったいどんなシナリオかと思いましたが……。

さやか：とにかく、この人はただの泥棒ではないってことはわかりました。警察に突き出す前に、どうにかして依頼主のことをしゃべってもらわないといけませんね！

ＫＰ：……拷問とかはやめてね。いくら泥棒とはいえ、人道的に扱ってちょうだい。

睦：あと残っているのは……そうそう、携帯電話の着信や発信の履歴を調べてませんでしたっけ。

ＫＰ：携帯電話を調べられそうになると「やめろ、プライバシーの侵害だぞ！」と、熊部は急に暴れ出すぞ。

さやか：「どうやら重要な情報があるようですね～（ニヤ～リ）」

睦：まあ、何を言われたって、平気で履歴を見るんですけどね（笑）。

ＫＰ：あまり携帯電話は使っていないようで、着信も発信も少ないのだけど……ちょっと気になる発信履歴があるな。「女帝」という名前の人物の携帯電話に、一週間に一度くらいのペースで定期的に電話をしているようだ。

睦：「この女帝というのは誰なんですか？」

ＫＰ：「知らねえなぁ。さっさと警察に突き出したらどうだ！」と、シラを切る（ここで〈心理学〉を、コロコロ……辰巳先生と佐々原が成功か）。辰巳先生と佐々原は、女帝の名前を聞いて、熊部の顔色が青ざめたことに気づく。どうやら、その人のことをかなり恐れているようだな。

辰巳：女帝ということは……ヤクザの女親分とかなのだろうか？

佐々原：うーん、ヤクザを相手にするのは気が進まないですねぇ。

睦：この女帝の番号に電話をしてみます？

辰巳：いや……下手に電話をして、万が一、こちらの動きがバレるとまずい。向こうは、智美さんのことも、この屋敷のことも知っているのだから、ここは熊部がヘマをしたことを気づかせないまま、もっと調査を進めたいな。

佐々原：週に一度しか女帝への連絡をしていないというのなら、しばらく時間的猶予はありそうですしね。




　とはいえ、プロの泥棒である熊部からは、まっとうな方法では情報は聞き出せそうにない。

　では、どのように情報を集めるか？

　探索者のアイデア次第でなんでもできるのが『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の魅力だけれども、それが思いつかないとゲームが停滞してしまうことになる。ただ、もはや誰も『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の初心者とはいわせないプレイヤーたちが相手だったので、ボクはしばし静観することにした。

　ただ、そのせいでゲーム全体のバランスを悪くしてしまうのだけど……それについては、あとの反省会で。




さやか：（長考の末）うう～ん、この熊部がプロの泥棒なら、前科があるかもしれません。新聞記事とかで調べられないでしょうか？

ＫＰ：おおっ、鋭いね。図書館で新聞のバックナンバーを調べれば見つかるかもしれない。

佐々原：いまのうちに、ボクは智美姉さんにメリローのレースを返してもらうよう頼んでおこうかな。

睦：でも、どういう口実で？

佐々原：泥棒まで入っているんですから、もうありのままに伝えてしまっていいんじゃないですか？

辰巳：しかし、ボブカット組合のことを信じている智美さんに「あれはうそでした」と伝えるのは、いたたまれない気持ちになるな。

睦：むむ～～っ、ボブカットを褒められてあんなにうれしそうにしていましたからねぇ。

さやか：智美さんにこの真実を伝えるのは残酷過ぎます！

佐々原：ボブカット組合のことは話さなくても、メリローのレースは別の客に予約されていた商品で、間違って売ってしまったから返してほしいって説明したらどうかな？

睦：プレゼントをしたレースを返してくれっていうの？　それもひどい話のような。

佐々原：でも、レースを持っていると危ないことは事実なんだし……。

辰巳：こちらで、この事件の切り札となるだろうレースを確保しておくのは、ワシも賛成だな。

ＫＰ：まあ、佐々原と智美の仲なら、たぶんそのくらいのお願いはどうということはないだろう。あとで埋め合わせをしてあげればよいのだ。

佐々原：じゃあ、急いでレースを回収してきます。

辰巳：その間、ワシらはさやかちゃんと一緒に図書館で調べものかな……。

佐々原：〈図書館〉はボクも得意なのでそちらに行きたいのですが……さすがにレースの回収を人任せにするわけにはいかないので、あとはお願いします。

さやか：熊部の前科については〈図書館〉が得意な辰巳先生に調べてもらって、私は潮泊市について調べてみましょうか。「潮泊市で女帝と言えば」とか、「潮泊市には有名なレースコレクターがいるか」とか、そういったことを調べられますか？

ＫＰ：潮泊市というキーワードがあるのなら可能だね。

睦：私もさやかちゃんと同じことを調べるよ。二人で〈図書館〉をロールすれば、どっちかが成功するでしょう。

ＫＰ：佐々原は智美からレースの回収。他の人は図書館に行くわけだね。了解した。

睦：……でも、熊部はどうしましょうか。警察に突き出します？

辰巳：警察に引き渡してしまうと、そこから依頼主の方に情報が漏れそうな気がするな。

ＫＰ：逮捕されても、身内か弁護士に連絡することは許されるから、その可能性は非常に高いだろうね。

佐々原：じゃあ、このまま縛り上げておきますか。

さやか：そんなことしたら、今度は私たちが監禁罪で捕まっちゃいませんか？

睦：どうせこのあとの展開次第では、警察には手に負えない事件になっていく気もするけど……。

ＫＰ：熊部の扱いについては、ぶっちゃけ、あまり気にしないでいいよ。何もしゃべらない代わりに、監禁されていてもおとなしくしている。警察に突き出されてもいいとは言っているが、現状を維持して、君たちが取引に応じてくれるのを待つのもいいと思っているのだろう。

佐々原：じゃあ、縛り上げて、ボクの車に閉じ込めておきましょう。

ＫＰ：だったら、熊部は時々「メリローのレースを渡せ～」とつぶやくけど、たいていは置物のように静かにしている。




　熊部についてはキーパーから「気にするな」とお墨付きが出たので、佐々原は、何も知らずにいまもボブカットの素晴らしさを広めようと、原宿を練り歩いている智美に連絡する。

　彼女の話によると、メリローのレースは業者に頼んで額装をしてもらっている最中なのだという。どうりで屋敷になかったわけだ。

　佐々原は当初の作戦通り、レースを予約した顧客との交渉が済むまで返してほしいとお願いをすると、ボブカット組合のおかげで上機嫌の智美は、その頼みを快く承諾してくれた。

　佐々原はすぐに智美と合流をして、メリローのレースの回収に成功。ただ、妙な連中にだまされていることを知らない智美の笑顔があまりに痛々しくて、佐々原は心を痛めることになる。

　一方、図書館チームの方であるが――




辰巳＆さやか：〈図書館〉ロールをします。コロコロ……成功。

睦：コロコロ……私は失敗ですが、さやかちゃんが成功しているので大丈夫。

ＫＰ：過去の新聞に熊部陸夫の名前がないか調べていた辰巳先生はこんな記事を発見する（記事を渡す）。




……………………

●六年前の新聞記事




高級住宅専門の空き巣、暴力団組員の男を逮捕　山口県警




　山口県防府市内の一戸建てから金品を盗んだとして、山口県警は星せい龍りゅう会かいの暴力団員、熊田陸夫容疑者（25）を住居侵入と窃盗の疑いで逮捕した。

　山口県警によると、熊田容疑者は防府市を中心に山口県内で十件以上の空き巣を繰り返していたとみられ、警察では余罪の確認を進めている。熊田容疑者は容疑について黙秘を続けているという。

……………………




辰巳：星龍会……やはり、あいつはヤクザだったのか。

さやか：（記事を見て）青龍会かと思ったら、スタードラゴンで星龍会なんですね。

佐々原：スタードラゴンって、強そうなドラゴンだなぁ（笑）。

睦：この星龍会というのは、どんな暴力団なんでしょうね。やっぱり山口県のヤクザなのかなぁ？

ＫＰ：一方、さやかちゃんの方だけど、潮泊市全般について調べていても、女帝やレースコレクターといった情報は出てこない。ちなみに、潮泊市というのは架空の市なのだけど、東京の図書館では、潮泊市に関する文献が少な過ぎるという気がするね。

さやか：地元の図書館に行かないと駄目なのかな？

ＫＰ：ただし、タイミング的にはちょっとギリギリだけど、さっき辰巳先生が発見した記事の「星龍会」というキーワードを小耳に挟めば、文献の中にそんな名前があったことを思い出せる。

さやか：えっ、どれどれっ!?

ＫＰ：読み終えた本をひっくり返すと、こんな情報が手に入るよ（資料を渡す）。




……………………

●星龍会




　星龍会は、山口県の潮泊市を拠点としている暴力団組織である。

　収入源は、地元の飲食店や風俗店などからのみかじめ料。または、テキ屋や小規模の賭博会などで稼いでいる。

　戦前のことであるが、潮泊市に進出を試みた大阪の暴力団組織と抗争を起こしたことがあった。

　そのときには、大阪側に多くの犠牲者が出たといわれ、それ以来、星龍会の縄張りはその筋の人間にとっては不可侵なものとされてきた。

……………………




さやか：ずいぶんと怖そうな人たちですね……。

睦：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で、暴力団と敵対するのは嫌だなぁ。

佐々原：うまくすれば、拳銃とかゲットできるかも！

睦：その前に、その拳銃で撃たれるってことだからね……。

辰巳：しかし、一気に情報が出てきたな。これは本気で潮泊市に行くことを考えるべきか……？

さやか：東京の図書館では本が少ないと言われましたし、地元に行けば、女帝のこともわかるのかな？

佐々原：地元に人に聞けば、「このへんで女帝と言えば、星龍会の女親分のことさ」とか教えてもらえるかも。

睦：む～っ、潮泊市に行く前に、そろそろ女帝の携帯番号に電話してみません？

辰巳：そうだな。万が一のときに〈言いくるめ〉の得意なさやかちゃんに電話してもらおう。

さやか：なんか怖いですねぇ……電話越しに呪文とか飛んでこないでしょうか？

睦：…………たぶん大丈夫。

さやか：たぶん、なんですか!?

佐々原：怪しい詠唱が始まったら、すぐに電話を切ればいいんだよ。

辰巳：いきなり向こうだって呪文をかけてきたりしないだろう。

さやか：じゃあ、こちらの番号が出ないようにして、女帝の番号にかけてみます。いつでも切れる準備をしていますからね！

ＫＰ：……では、ちょっとしてから相手は出るね。「もしもし、黒沼ですが……？」と、女性の声だ。

さやか：すぐに切ります！

全員：切った～～～っ!?（笑）

さやか：なんか怖かったので、切っちゃいました！

辰巳：しかし、黒沼とは……また、新しい名前が出てきたな。

さやか：〈図書館〉で潮泊市のことを調べたとき、その名前については情報は出てこなかったんですよね。

ＫＰ：ん～～～、そうだねぇ。さっき潮泊市について調べたさやかちゃんと睦ちゃんは、サービスで〈経理〉をロールしてみてもいいよ。

睦：むむっ、〈経理〉は得意なのです。コロコロ……残念、失敗。

さやか：コロコロ……私も失敗です～。

ＫＰ：じゃあ、現時点で黒沼という女性についての情報は出てこないな（成功していれば、潮泊市の企業について詳しい情報が得られていたということで、黒沼という人物の名も浮上した）。







いざ潮泊市へ




　いろいろ考え、迷った末に、もはや敵の本拠地で調査するしかないと判断した探索者たちは、一路、山口県潮泊市へと向こうことを決意した。

　大きなお荷物である熊部だったが、なぜか免許証にあった住所のことを尋ねられると、急に潮泊市には行きたくないといった素振りを見せる。もしも、地元に家族がいれば、泣き落としに利用できるかもしれないと考え、探索者たちは熊部も潮泊市に連れて行くことにするのだった。




ＫＰ：縛り上げた熊部を連れて、東京から山口まで延々と車で移動するわけだが……途中で仮眠休憩を挟みながら、15時間くらいかけて、ようやく山口県の潮泊市に到着した。東京を夕方に出発して、翌日の昼前に到着するといった感じかな。

佐々原：もう運転でヘトヘトですよ……。

辰巳：よく知らない土地に来たら、地元の新聞社を訪ねるのがセオリーだな。星龍会に、黒沼という重要人物がいないのか聞いておきたい。

ＫＰ：新聞社で地方紙のバックナンバーを閲覧させてもらうにしても、暴力団に詳しい記者に話を聞くにしても、よそから来た探索者は、まず受付で〈信用〉に成功してもらわないと話が始まらない。

睦：辰巳先生、お願いします！

辰巳：うむ、新聞社はワシが行くとして……他のみんなはどうする？

さやか：東京ではわからなかったような情報も、こっちの図書館なら見つかるかも。この潮泊市の歴史とかについて、なにか気になることはないか調べてみます。魚人伝説とかあるかも（笑）。

睦：私も、さやかちゃんの〈図書館〉をサポートするね。

佐々原：じゃあ、ボクは地元の名士に、黒沼という人はいないかとか、図書館で調べてみようかな。

ＫＰ：了解した。では、まずは新聞社に向かった辰巳先生の〈信用〉ロールをどうぞ。

辰巳：〈信用〉は92％あるから楽勝だ。コロコロ……うっ、「95」だと。失敗した！

ＫＰ：ありゃりゃ、それは意外な展開。たぶん、辰巳先生は油断して、つい失礼な態度を取ったのだろう。

佐々原：「ワシは天下の辰巳だぞ！」と、顔パスくらいの勢いで受付を通ろうとしたとか？（笑）

さやか：山口県までは、辰巳先生の高名も届いてなかったということですね。

ＫＰ：まあ、門前払いということもないだろうけど、なんやかんやと言い訳されて、目当ての情報を得られるところまでたどり着けなかったという感じかな？

辰巳：「どうもあの新聞社とは相性が悪いらしい……困ったものだな」




　一方、さやかちゃんたちの〈図書館〉だが、佐々原はロールに成功するのだが、黒沼という人物の情報は得られなかった（この黒沼は地元の有力者ではあるが、表舞台には立たない人物のため、残念ながら図書館では情報は得られないのだ）。

　そして、さやかちゃんと睦ちゃんはロールに失敗して、結局、図書館チームは空振りという結果に終わった。




睦：むーっ、今日は移動で疲れているでしょうし……早めに休んで、明日、気を取り直して再調査しますか。

佐々原：明日の予定はどうしますか？

辰巳：熊部の実家に行かないとな。こいつをずっと連れ回すのも面倒だし。

さやか：私は図書館ではなく、地元の人たちに聞き込みをしてみたいと思います。そっちの方が星龍会とかの情報が聞けそうですしね。

辰巳：女子高生に、暴力団関係の聞き込みをやらせるのは気が引けるな……。

佐々原：といっても、ボクたちの中で、一番荒事に強いのはさやかちゃんですけどね。

さやか：そんな怪しいところには行きませんから大丈夫ですよ。

睦：念のため、私もついていきます。なんとなく、熊部の実家に行くのは気が進まないので。

辰巳：……確かに、どう転んでも修羅場を見せられそうな予感がするなぁ（笑）。




　そして、翌朝。佐々原の車で、免許証にあった熊部の住所を訪ねてみると、そこは平凡なトマト農家であり、善良そうな年老いた母親が暮らしていた。

　佐々原が取材のふりをして熊部陸夫のことを尋ねてみると、母親の口からは「あのろくでなしのヤクザ者」と文句ばかりが飛び出す。畑仕事を手伝いながら、遠回しにいろいろ聞いてみるが、結局、熊部が星龍会のチンピラであることと、星龍会の親分は黒沼という名前ではないことしかわからなかった。

　情報収集を終えたところで、佐々原は辰巳先生と相談をして、熊部陸夫を母親に対面させることにする。

　解放しても依頼主に連絡をしないというという条件で、今回の空き巣の件は見逃してやると提案したのだ。

　ところが、感動の親子対面……なんてことにはならず、「この親不孝者！」と、息子にトマトを投げつける母親。「なんでワシがこんなことを……」と、辰巳先生は嫌々ながら二人の仲裁に入る。

　そんな修羅場の末、さすがに熊部陸夫も観念をして、星龍会と縁を切ることを母親と探索者に誓うのであった。




睦：むーっ、予想通り、そちらは修羅場でしたねぇ。あんな駄目な大人たちの姿を女子高生が見たら、将来に絶望してしまいますよ。

辰巳：なんだか、すごい苦労をさせられたのに、結局、たいした情報は得られなかった。成果は、あの大荷物の厄介払いができただけか。

ＫＰ：でも、監禁をしていた熊部のことは、警察にも突き出しにくい状況だったから、この決着はすべて丸く収まるベストな選択だったと思うよ。

さやか：そうですよ。熊部のお母さんも息子が改心して喜んでます。辰巳先生、グッジョブです。

ＫＰ：では、少し時間を戻して、辰巳先生たちが熊部の実家にいるころ、さやかちゃんたちはどうするのかな？

さやか：近くに港とかないんですか？

ＫＰ：えーと、海は近くにあるだろうから、小規模な漁港ならあるだろうね。

さやか：だったら、漁港に行って、漁師さんとかに聞き込みをします。

睦：なんで漁港に……？

さやか：あれっ、深きものといえば、港にいるものじゃないんですか？

佐々原：日本の漁港で深きものが働いていたら嫌だよっ！

ＫＰ：そもそも、どこから深きものが出てきたの？

さやか：メリローのレースの昔話に出てきていたからですけど。

ＫＰ：……なるほど、そういえばそうか。

さやか：あの話に出てきた悪者たちも港にいたから、きっといまメリローのレースを狙っているやつらも港にいるに違いありません。

睦：行ってみたら、ロンドンのドックみたいな港だったら嫌だなぁ……（笑）。

ＫＰ：大丈夫、港はそんな怪しいところではない。ごく普通の小さな漁港だ。午前中だけど、もう仕事は一段落しているようだな。船の手入れや、掃除をしている人がチラホラといるだけだ。

辰巳：このあたりで水揚げされる魚はなんだろうな？

佐々原：山口県と言えばふぐでは？

さやか：いいですね、ふぐ。食べたいです！

辰巳：ちなみに、このあたりでは「ふぐ」ではなく「ふく」と呼ぶそうな。

佐々原：けど、いまは夏ですよ。

ＫＰ：聞いた話では、夏ふぐといって、夏でもふぐはおいしく食べられるそうだよ。

さやか：じゃあ、ふぐを食べに来た観光客っぽい感じで、港にいる人に声をかけてみます。

ＫＰ：どんなふうに尋ねるの？

さやか：そうですねぇ……「あの～、私たち観光客でいろいろ歩き回って、おいしいお店を探しているんですけど……このあたりで近寄らない方がいい場所とかあります？」

ＫＰ：近寄らない方がって、いちおう、ここは現代日本だからね。法治国家だからね？

さやか：いやいや、そうじゃなくて。女の子たちだけでは行かない方がいいような危ない繁華街とか、ヤクザのたまり場とかを教えてもらおうかと。

ＫＰ：駅前に小さな繁華街はあるけど、君たちが心配するほど物騒なところではないみたいだよ。

さやか：うーん、さりげなく星龍会がいそうなところを聞きたかったのですが。

睦：もう、ぶっちゃけて聞いてみたら？

さやか：そうだね。「なんかこのへんには星龍会とか、怖い人がいるから気をつけろと言われたんですが……」

ＫＰ：すると、漁港のおじさんはギョッとした顔をして「……そりゃあ、この町にも怖い連中はいるけどさぁ。まともに暮らしていたら関わるようなことはないから安心しなよ」

さやか：「そうなんですか……ところで、おじさんはこのあたりで女帝と呼ばれている人とかご存じないですか？」

睦：さらにぶっちゃけてきたね、さやかちゃん！

さやか：なんか、警戒していたほど、この町が星龍会に牛耳られているって感じでもないので。

ＫＰ：んー、そうだねぇ（どうもプレイ時間がかかり過ぎているなぁ。ここはちょっと展開を早めるか）。さやかちゃんが〈幸運〉に成功したら、このおじさんは女帝について知っていることにしようか。

さやか：ここは大事かも。コロコロ……やった、成功しました！

ＫＰ：では、運良く、このおじさんは地元の情報通だったようだ。

さやか：情報通のおじさん、私、大好きです！（笑）

ＫＰ：「この町で女帝と言えば……そりゃあ、ワタツミ興産の大株主の黒沼さんのことだろうな」と、割とあっさりと教えてくれる。

全員：黒沼、キタ――――――ッ!!

ＫＰ：ワタツミ興産というのは、貿易、製鉄、建設、製薬など、さまざまな業種のグループ企業を取り仕切る、全国規模とまではいかないけど、山口県のある中国地方ではそれなりに名の知られた会社だね。

さやか：それで、その黒沼さんというのはどういう方なんですか？

ＫＰ：うーんと、そこから先は、なにか言いにくいことらしく、あまり話したがらないようだ。

佐々原：たらすんだ、さやかちゃん！（笑）

さやか：あれはロンドンのさやかだけの技です。それにもう〝男たらし〟は懲りました！

ＫＰ：たらさなくても、なんか適当な理由をつけて〈言いくるめ〉すれば話してくれるかもよ。

さやか：うーん、そうですねぇ。「私たち観光旅行しながら、自由研究で潮泊市のことを調べているんで、この町の有名人のこととか教えてもらいたいんですよ～」と、〈言いくるめ〉させてください。

ＫＰ：うん、それならいいだろう。

さやか：コロコロ……成功しました！

ＫＰ：おじさんも、かわいい女子高生のさやかちゃんに頼まれて断り切れなくなったようで、言いにくそうに教えてくれる。女帝――黒くろ沼ぬま翠みどりがどうしてワタツミ興産の大株主になっているか、その理由なんだけど、どうも彼女はワタツミ興産の創立者、沼ぬま田た忠ちゅう次じ郎ろうの妾めかけの子であるといううわさがあるそうな。ワタツミ興産の経営は、いまは忠次郎の本筋の孫とひ孫にあたる人物が取り仕切っているそうだけど、創立者の血筋ということで、彼女は会社の経営に対しても大きな影響力を持っているそうな。

睦：本筋にひ孫がいるということは、黒沼さんはかなりの年配の方？

ＫＰ／おじさん：「本人を見たことはないし、はっきりとは知らないけど、八十歳近いんじゃないのかなぁ？」

さやか：んんっ？　私が電話したときに出た黒沼さんは、そんなお婆ちゃんでしたか？

ＫＰ：いや、普通の大人の女性っぽかったね。老いは感じられなかったよ。

さやか：……どういうことでしょう？

佐々原：メリローさんも……そんな感じだったよね。見た目は三大異国美女なのに、実は六十過ぎだったとか。

辰巳：少しずつ、ロンドンの事件と共通点が見えてきたな……。




　なお、その日の夜、佐々原と辰巳先生は大人だけで駅前の繁華街をぶらぶらとして、星龍会と黒沼翠についてのつながりについて情報収集を試みた。

　すると、案の定、黒沼が影響力を持つワタツミ興産と星龍会は裏でつながっていることが判明する。表向きはカタギの会社であるワタツミ興産であるが、戦後まもない頃には、汚い仕事を星龍会に任せていたこともあったのだという。もっとも、いまはほとんど縁が切れているらしいが……。




辰巳：黒沼翠と星龍会は、まだつながっていたということなのかな。

さやか：女帝なんて呼ばれている人ですからね。ただ者じゃないですよ。

辰巳：智美さんのブログでメリローのレースの存在に気づいた女帝が、星龍会からプロの泥棒である熊部を借りて、レースを盗み出そうとしていた――という推理で間違いはないだろう。

睦：けど、その動機がさっぱり見えてこないのが困りましたね。調べ方が悪いのかなぁ？

佐々原：女帝はアンティークレースのコレクターだったりとか？

睦：そんな平和な真相ならいいんだけど……そういえば、今日はまだ一度も〈正気度〉ロールをしてませんね。

さやか：今回はサービスシナリオなんですよ、きっと。

睦：むむ～っ、私たちが事件を解決するのに正しいルートを進んでいるのか心配になってきました。

佐々原：ええっ、まさか潮泊市に来たのは間違い!?

ＫＰ：いやいや、大丈夫だから。今回はホームズの「赤毛組合」をリスペクトしたミステリーシナリオだから〈正気度〉ロールは少なめなんだ。

さやか：ほら、やっぱり〈正気度〉ロールなんてないんですよ！

ＫＰ：もちろん、クライマックスにはきちんと大物を用意してあるけどね。

全員：ええ～～～～っ、いらな～い!!

ＫＰ：そんなこと言っても、駄目っ！（笑）

睦：となると、ここはいよいよ女帝と連絡をつけて、メリローのレースについて取引をする時期が来たということでしょうか？

佐々原：智美姉さんにはボクから謝るので、このレースを渡して、もうおしまいにしてしまいたいですね。

さやか：けど、そうすることでなにかよくないことが起きたりしないでしょうか？

辰巳：それは十分に考えられるが……しかし、このレースにそんな力があるのだろうか。改めて、レースをよ～く調べてみたいのだが？

ＫＰ：材質などは普通のものだけど、模様はやけに繊細で細かいね。熟練の職人だからこそ成せる神業という感じだが……ここで、レースを見た人たちは〈クトゥルフ神話〉をロールしてもいいよ。

睦：むむっ、〈クトゥルフ神話〉ですか。これは一気に事件の真相にたどり着くチャンスですよ！

さやか：これを成功させて、情報を得てから女帝と会いたいですね。コロコロ……うにゃあ、失敗です～。

佐々原＆睦：コロコロ……失敗です。

辰巳：ここはワシがなんとか成功させねば。コロコロ……くっ、駄目だ。失敗。

佐々原：〈クトゥルフ神話〉をさせられたってことは、やっぱりこれにはよからぬパワーがあるのでしょうか!?

睦：探索者にはわからないことだけど、プレイヤーにはわかってしまったから簡単には渡せなくなったね。







あなたたちのことは知っているわ




　翌朝、いよいよ意を決した探索者たちは、この事件の首謀者とおぼしき女帝と連絡をつけることにした。

　例によって、交渉担当は〈言いくるめ〉が得意な女子高生探偵さやかちゃんである。




さやか：熊部の携帯電話を使って女帝に電話してみます。「もしもし？」

ＫＰ：すると、中年女性の声で「あなた、どなた？」と、けげんそうに尋ねてくる。

さやか：「名乗ることはできませんが……あのレースの持ち主の知り合いとだけ伝えておきます」

ＫＰ／女帝：「どうして私に電話を？」

さやか：「あなたがメリローのレースを探していることはわかっています。そこで、あのレースのことでお話ができたらと思っているのですが？」と、かまを掛けてみます。

ＫＰ／女帝：「……あら、まだ交渉の余地があるというの？　素敵、話のわかる子は好きよ」

さやか：「は、はい……私も話のできる方が相手だと助かります。実はもう潮泊市に来ているのですけど、どこかでお会いできませんか？」

ＫＰ／女帝：「だったら話が早いわね。私の屋敷に招待するわ」

さやか：「あ、あなたのホームグラウンドに行くのは、ちょっと……せめて、どこかのお店とか――」

ＫＰ／女帝：「だったら、駅の近くにある『料亭わたつみ』ではどうかしら？」

さやか：「完全にあなたの息のかかっている店じゃないですか～（泣）」

ＫＰ／女帝：「あら、せっかくおいしいものをごちそうしてあげようと思ったのに。それならあなたが場所を指定してちょうだい」




　予想通りくせ者の女帝であったが、探索者は人目の多い駅前の喫茶店で話し合いをすることになった。

　いつでも逃走できるように、佐々原と睦ちゃんは喫茶店の前でアイドリングさせた車に待機。交渉はさやかちゃんと辰巳先生が受け持つことにした。

　なお、メリローのレースはいざというときの人質として、外にいる佐々原たちが所持している。

　もしも、さやかちゃんからの定期連絡が途絶えたら、仲間がレースを燃やす手はずだと脅すつもりらしい。

　相変わらず用心深い探索者たちであるが、『るるいえぐりもあーる』でカール・スタンフォードと対峙したときのように、動画をネット生配信しないだけまだマシといったところか。




ＫＰ：待ち合わせ時間となって、外で待機している佐々原たちは、喫茶店の前に二台の車がやってきたのに気づく。一台は黒塗りのリンカーン。もう一台は、スモークガラスのせいで中が見えないワゴンだ。

佐々原：ず、ずいぶん来たな……完全にヤクザだよ、あれは。

ＫＰ：リンカーンの運転席から背広姿の地味な男が降りて、後ろのドアを開ける。すると、白いサマードレスに、同じく白のつばの広い帽子をかぶった、いかにもお金持ちのマダムといった感じの美しい女性が降りてきた。

睦：むーっ、あれが女帝ですね……。

ＫＰ：その女性と運転手が喫茶店に入ると、今度はワゴンの方からアロハシャツにジーパン、頭は五分刈りというラフな男たちが三人ほど降りてきて、喫茶店の入口周辺でぶらぶらとし始める。

佐々原：なにかあったときのボディーガードかな。向こうも万全の態勢で来ているな……とりあえず、入口に見張りがいることをメールで伝えておきます。

さやか：逃げるときは入口からではなく、窓から飛び出せってことですね。

辰巳：そんなことにならないように祈るばかりだ……。

佐々原：大丈夫。「スタイリ～ッシュ！」と叫べば、なんとかなるはず！（笑）



◆むったんのワンポイントスケッチ「技能ロールの裏効用」

　どうも、好きな薬はアスピリンな、むったんです。

　メリローのレースを調べたとき、キーパーから〈クトゥルフ神話〉でロールをするよう指示されたことで、タマ兄はレースが宇宙的恐怖に関わるものであると感じたようです。

　もちろん、探索者はロールに失敗しているので、あくまでプレイヤー情報としてですが、どのようなロールを指示するかによって、調べているものの正体をおぼろげながらに感じさせるというのは、キーパーの裏技として活用できるテクニックです。

　特に〈クトゥルフ神話〉はめったにロールしないので効果的です。ロールをさせられる前は、メリローのレースを取引材料として女帝に渡すことも考えていましたが、〈クトゥルフ神話〉をさせられるような品物だとなると、下手に渡すのは危険だと思えてきますよね。

　このように、慣れたプレイヤーならば、キーパーがどんなロールを指示したのかということも調べたいものの正体を探るヒントとして考えます。そんなプレイヤーの習性を利用すれば、キーパーの方からいろいろな情報をスマートに提供できることでしょう。

　これは〈クトゥルフ神話〉に限りません。例えば、皆さんが寂れた港町の住人に出会って、いきなり〈生物学〉のロールを指示されたら……その人は、人間ではない可能性も想定しておいた方がよいでしょうね。






　さて、いよいよ女帝との交渉が始まった。

　やはり、探索者が調べた通り、彼女の正体はワタツミ興産の大株主の黒沼翠であった。

　彼女の父親である沼田忠次郎は１９４５年に七十五歳で亡くなっているので、計算では彼女の年齢は七十歳を超えているはず……しかし、その見た目は、どう見ても五十を越えているとは思えない美しいマダムであった。この時点でも怪しさ満点だったが、さらに探索者を驚かす発言が女帝から飛び出した。




ＫＰ：彼女は辰巳先生とさやかちゃんを見ると、かなり驚いたような顔をしている。

さやか：えっ、どうしてでしょう？

睦：辰巳先生のことを知っているのなら、まだわかるけど……？

ＫＰ：「あなた、るるいえ堂の樋ひ口ぐちさやかさんね。そして、辰巳先生……ご高名はかねがね。初めまして、黒沼翠です」と、上品にあいさつをして、背広姿の男と一緒に席に着く。どうやら隣の男は秘書のようなものらしい。

さやか：「な、なんで私のことをご存じなんですか……？」

ＫＰ／女帝：「今日、こうして会えたのは偶然だけど……あなたたちのことは前から興味を持っていたのよ」

さやか：「どうしてですか？」

ＫＰ／女帝：「皆さんのことを知ったきっかけは、スカイツリーでの騒動のときに、ネットにアップされたカール・スタンフォードとのやりとりを見たから」

辰巳：あれを見られていたのか……！

さやか：「けど、あの動画に私は出ていなかったはず」

ＫＰ／女帝：「あそこに映っていた辰巳先生の姿を見てから、私はあなたたちのことをいろいろ調べさせてもらったの。そうしたら、入いる滑すべり村村民消失事件、『氷ひ川かわ丸まる』沈没事件、函館歴史資料館落石事件……いくつもの不可解な事件に、皆さんが巻き込まれていると知ったわ」

睦：そこまで調べられているなんて！

ＫＰ：彼女の語る事件は警察沙汰になって、報道もされたものばかりだね。

さやか：本当はもっとたくさん警察沙汰にはできないような事件に遭っているんですけどね～（苦笑）。

ＫＰ：女帝は言葉を続ける。「それでわかったの……あなたたちは、私と同じく宇宙的恐怖に関わってしまった人たちだということをね。そう……あのアーミテッジ博士や、シュリュズベリイ博士のように……」

辰巳：ワシらが探索者だと気づいているということか!?

睦：むーっ、これは予想外の展開ですね。

ＫＰ／女帝：「宇宙的恐怖からは簡単に逃れられはしない……どれだけ時間がたとうとも、まるで昨日のことであったかのように、突然、恐怖はよみがえるもの。あなたたちも、そうした恐ろしい運命にとらわれてしまった人たちなのでしょう。こうしてここで出会えたのも、もしかすると偶然などではないのかもしれません」

辰巳：「うむむ……そこまでおっしゃるあなたが星龍会を使ってまで求めるメリローのレースとは……やはり、あれもまた宇宙的恐怖に関わるものなのでしょうか？」

ＫＰ／女帝：「あのレースは『深み州す照てる』を完成させるのに必要なものらしいの」

辰巳：「その『深州照』というのは？」

ＫＰ／女帝：「実は、私もよくはわからないのです。ただ、すべてを可能とする大いなる力だと、私の父から言い伝えられているものです」

さやか：「お父さんというと……沼田忠次郎さんのことですか？」

ＫＰ：「さすがね。そのことを知っている人はもうあまりいないはずなのに」と、女帝は素直に感嘆している。

辰巳：「その言い伝えをもう少し詳しくお教えいただけませんか？」

ＫＰ：すると、女帝は秘書に命じてノートパソコンを取り出すと、直筆の古びた手記をスキャンした画像を見せてくれる（資料を渡す）。




……………………

●おおよそ百年前の沼田忠次郎の手記




　鱶ふか島じまの洞窟には、流れ者が住み着いている。

　恩義ある者から、その保護を任されたが、特別、手間のかかるようなことはなかった。

　ただ、流れ者は「深州照（みすてる）」を完成しなければならないと言い続けていた。

　そのためには、メリローのレース（儀式に必要な紋様なのか？）が必要だというのだ。

「深州照」はすべてを可能とする大いなる力だというが、私はそのような夢物語に興味はない。

　レースはこちらで探してやると言い含めて、流れ者はそのまま住まわせている。

　きっと、いまでもやつはメリローのレースが届くのを待っていることだろう。

……………………




ＫＰ：この手記には、メリローのレースに似た模様の簡単なスケッチも描かれている。

さやか：これがあったから、女帝はメリローのレースのことを知っていたんですね。そして、智美さんのブログでそのレースのありかがわかって、星龍会の熊部に盗ませようとしたと……。

佐々原：じゃあ、この流れ者ってのは、いったい何者なんだろう？

辰巳：こいつこそ、前回のロンドンの事件に関わったやつなのかもしれないな。

睦：フィッシュターク団でしたっけ。その生き残りが、ロンドンから日本にまで流れ着いたのかも。

さやか：それはありそうですね……もしかしたら、あの人たちが狙っていたのって、メリローさん本人ではなくてレースの方だったのかな？

佐々原：メリローさんから神託をもらうのが目的みたいだったけど、このレースが神託の代わりになるのかもね。

辰巳：「しかし、この手記は百年前の話ですよね。その流れ者とやらが、まだ生きているとは思えませんが」

ＫＰ／女帝：「いいえ、流れ者はまだ生きています」

辰巳：「ええっ、あなたは会ったことがあるのですか？」

ＫＰ：「会ったことはありません。ですが、あの島に行ったとき、確かにそのただならぬ気配を感じたのです。百年を経ても、そいつはまだあの島で生きているのです！」と、女帝はやや強い口調で語る（ここで〈心理学〉ロールだな。コロコロ……辰巳先生は成功か）。彼女はその流れ者に対して、畏怖を感じているようだね。

辰巳：「ふ～む、気配ですか……」

さやか：「黒沼さんは、この深州照というものがなんなのか知っているんですか？」

ＫＰ／女帝：「私もその手記に書かれたことしか知らないわ」

さやか：「すべてを可能とする大いなる力なんてものを……信じてらっしゃる？」

ＫＰ／女帝：「あなたたちも、この世界には人知を超えた力があることは知っているはずよ。そして、いまの私はどんな小さな可能性であっても、そんな奇跡の力を手に入れたいの」

さやか：「私たちが見てきた力は、奇跡なんてものではありませんでした。あんなものに頼っても、誰も幸せになんかなりませんよ」

辰巳：「あなたは、いったいなぜそのような力を欲しているのですか？」

ＫＰ：その問い掛けに対して、女帝は少し迷ったような顔をするが……やがて意を決したように、今度は秘書のカバンからカルテを取り出す。「辰巳先生は医学にも精通してらっしゃるから、この意味がおわかりでしょう？」

辰巳：「拝見させてもらいます」

さやか：私も横で見ています。

ＫＰ：そのカルテは、共通した奇病にかかった複数の患者に関するものだ。皮膚や骨格が変化して、まるで魚のような姿となってしまう恐ろしい病――いわゆる、インスマス面と呼ばれる症状に関する、かなり詳細で専門的なカルテだね。このカルテによると、インスマス面は遺伝病であるようだが、その急激な肉体の変化は現代医学……いや、生物学的にもありえないものだと結論づけられている。カルテには、インスマス面に変化した患者の写真まで添えられており、それはとても元は人間だったとは思えぬ、見るもおぞましい姿だ。

辰巳：「こ、このような研究をされているとは……」

ＫＰ：このカルテを読んだ二人は〈正気度〉ロールだ。そして、深きもののことをより深く理解したため〈クトゥルフ神話〉が＋１％される。

さやか＆辰巳：や～め～てぇ～！（泣）

ＫＰ：今回、ちっとも〈正気度〉ロールをしてないだろう。文句を言うんじゃない。

さやか＆辰巳：コロコロ……〈正気度〉ロールは成功。

ＫＰ：ちっ、だったら正気度は減らないよ。

辰巳：しかし、〈クトゥルフ神話〉が増えるので、正気度上限が減って、そのぶん正気度が１ポイント削られてしまうのだ。

さやか：あっ、そうか……私も正気度上限ギリギリまで正気度があるので減ってしまいますね。

佐々原：正気度の上限ギリギリまでとか、なにを贅沢なことで文句を言ってるんですか。

辰巳：そうはいっても、ワシらの正気度上限は68になってしまったんだぞ！

睦：むむ～～っ、それはちょっとつらいですねぇ。

辰巳：ここまで来ると〈クトゥルフ神話〉の増加による正気度上限の低下がジワジワと効いてくるんだよな（泣）。

ＫＰ：「私はこの奇病の治療法を探しているのです。しかし、ご覧になっておわかりのように、現代医学ではなすすべもなく……もはや、深州照のような超常的な力にでも頼るしかないのです」と、女帝は涙を浮かべながら語る。

さやか：「でも、どうしてそうまでして……もしかして、ご親族の方にこの病気の方が？」

ＫＰ：そう問われると、女帝は人が変わったように冷たい表情をして「そこから先を知りたいというのなら、あなたはもっとおぞましいものを見ることとなるでしょう……その覚悟はあって？」と、尋ねる。

さやか：「い、いいえ……すみません。もう大丈夫です」

佐々原：映画『風の谷のナウシカ』のクシャナが言ってた「わが夫となる者はさらにおぞましきものを見るだろう」みたいな？

睦：たぶん、女帝も深きものへの変化をしているんじゃないのかな。体にウロコが生えているとか……。

辰巳：本当は、自分のためにインスマス面の治療法を探しているといったところか。

さやか：けど、そのこと自体は悪いことではないですよね？

辰巳：問題は、おそらく……というか絶対に、深州照とやらの力でインスマス面は治らないだろうってことだな。

睦：地球原産の神様とかが「願いを一つかなえてやろう」とか言って出てきたら、治るんじゃないですか？

辰巳：そんな展開になるとはとても思えないな……しかし、女帝だって、宇宙的恐怖を知る者なら、そのくらいのことはわかりそうなものだが。

ＫＰ：女帝もそんな夢みたいな力だとは思っていないが、藁わらにもすがる思いなのだろう。

辰巳：う～む、しかしなぁ～。

さやか：とりあえず、ここですぐにレースを渡してしまうって選択肢はないと思いますが。

佐々原：深州照の力でやばい神様とかが復活するとか、そういう可能性も大いにあるよね。

ＫＰ：君たちの心配はごもっともだ。女帝だって宇宙的恐怖の恐ろしさは理解している。そこでこれまで多くの怪事件を切り抜けてきたエキスパートである君たちに提案があるようだ。

さやか：「な、なんでしょう？」

ＫＰ／女帝：「もしも、深州照が私の望むような力でなかった場合、あなたたちの判断でそれを封印してもらっても結構です。むしろ、流れ者と対峙するとき、あなたたちが一緒であれば心強いと思っているわ」

辰巳：「それはワシらが一緒に流れ者に会いに行って、深州照の正体を見極めるということですか？」

ＫＰ／女帝：「ええ、その通りです。ですから、深州照の正体がわかるまで、メリローのレースを貸していただけないでしょうか？」

さやか：それだったらいいかも……？

睦：むむむ～～～～～っ？

辰巳：「もしも、ワシらがあなたにレースを渡さないとしたら……どうされるつもりですか？」

ＫＰ／女帝：「あなたたちとは敵対したいとは思っていません。ですが、そのような残念なことになりましたら、こちらもそれなりの対応をすることになるでしょう。ここにいない佐々原さんや、日野さん……辰巳先生のところには安あん針じん塚づかさんというかわいらしい方や、るるいえ堂にはコガネさんという方が住まわれていましたね？」と、唐突に、君たちの身内について語り出す。

佐々原：身辺調査をされてる！

ＫＰ：あのカール・スタンフォードと渡り合った探索者だからね。女帝だって興味を持つよ。

辰巳：いつでも、ワシらの身内を人質にできるということか……暴力団とつながりを持っているだけあるな。

ＫＰ：女帝としては気は進まないようだけど、どうしてもレースを渡さないというのなら、そのような汚い手段を取るしかないだろう。もちろん、彼女自身は手を汚すつもりはないが。

辰巳：うむむむむっ……!!

佐々原：これでレースを燃やして「はい、おしまい」というわけにはいかなくなりましたね。

辰巳：それなら、まだワシらですべてを見届ける方が得策か？

さやか：「……他のみんなとも相談をしたいので、答えは明日まで待ってもらっていいですか？」

ＫＰ／女帝：「いい返事を待っているわ」



◆むったんのワンポイントスケッチ「ワタツミ興産」

　どうも、好きな女王はシーラ・ラパーナな、むったんです。

　カール・スタンフォードとはまた違った方向性で、非常にやりにくい交渉相手だった女帝――黒沼翠ですが、彼女とワタツミ興産については、現代日本のカルト集団を扱ったソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフカルト・ナウ』に詳しく紹介されています。カール・スタンフォードや、佐比売党のときにも参考資料とされた、このシリーズではもう定番のソースブックですね。

　ワタツミ興産は深きものに深く関わっている日本独自の組織ですが、もう完全にあっち側に行っちゃっているインスマスの住人に比べればかなりマシな部類で、宇宙的恐怖について理解しているのは、黒沼翠をはじめとしてごく少数の人たちだけです。その本拠地はソースブックではＹ県と地名が伏せられていますが、このキャンペーンでは山口県にあると設定しているようですね。

　これから私たちが向かおうとしている鱶島は、同ソースブックに掲載されている短編シナリオ「血は海の水よりも濃くて」の舞台にもなっている島で、登場するＮＰＣたちも共通しています。このリプレイでは、さほどシナリオのネタバレはしていませんが、もしも近々「血は海の水よりも濃くて」をプレイする予定のある方で、ちょっとでもネタバレするのは嫌という方は、ここから先はプレイしたあとで読んだ方がよいかもしれません。









マッド・ドクターの秘密兵器




　宇宙的恐怖が人の幸福を生み出すことはないことを十二分に承知しているベテランの探索者たちは、悩んだ末、深州照の正体を自分たちで見極めるという選択肢を選ぶ。

　そして翌日、メリローのレースをいつでも燃やせるような小道具などの準備を整えてから、女帝がチャーターした船で、流れ者が住むという鱶島に向かうことにしたのだった。




ＫＰ：潮泊市の港から小一時間ほど離れたところにある、瀬戸内海にぽつりと浮かぶ島……それが鱶島だ。ここはワタツミグループが所有している島で、定住している島民はいない。島にある「鱶ふか来き宮みや」という、沼田家に古くから伝わっている歴史ある日本家屋の維持管理のため、管理人が定期的にやってくるだけだ。ただ、いまこの島には女帝と懇意にしている医者が長期滞在しているらしい。

さやか：その鱶来宮というところに、流れ者は住んでいるんですか？

ＫＰ：いや、手記にあったように、いまでも流れ者は島の断崖にある海底洞窟の奥にいるらしい。

さやか：でも、女帝は会ったことないんですよね。

ＫＰ：彼女は数年前に洞窟の入口まで行ったことがあったそうだが、そのとき恐ろしい宇宙的な気配を感じて、それだけで逃げ帰ってしまったのだという。

佐々原：……そんなところに、ボクらを連れて行く気なんですか。

ＫＰ：むしろ、君たちがいて心強いと思っているようだね。

佐々原：ボクら、そんなに強くないからね！　豆腐メンタルだから！




　探索者たちは鱶島の小さな船着き場から、島へと上陸する。伝統的日本家屋の鱶来宮は、沼田家にとって神を祭る神聖な場所でもあり、一番の奥座敷には神床という神様を祭る専用の部屋があるほどだ。

　もっとも、女帝はそんな神様のことなど気にもしていないようで、洞窟に行く前に、探索者たちに船旅の疲れを癒すように告げて、鱶来宮にある自分の部屋にこもってしまった。




ＫＰ：そうそう、君たちのために女帝は水着を用意してくれているから着替えておくように。

佐々原：来ましたね、読者サービス！（笑）

さやか：……どんな水着なんですか？

ＫＰ：それはイラストレーターの狐印さんが、きっと素敵なデザインをしてくれることだろうさ（にっこり）。

睦：ホント、読者サービスのためだけの水着なんですね～（笑）。

ＫＰ：ルール的には水着を着ないで海底洞窟に行く場合、〈水泳〉や〈回避〉などの運動系の技能にペナルティーがつくことになる。反面、水着だからって防御力が下がるようなルールはないからね。ぶっちゃけ着ないと損だよ。

さやか：わかりました！　着ますよ。着ますってば！













ＫＰ：うむ、素直でよろしい。ところで、君たちが水着を選んでいると、裏口から汚れた白衣を着た、背の低いぎょろ目の中年男が入ってくる。

さやか：「ど、どなた……？」

ＫＰ：男は「皆さん初めまして。医者の四しの宮みや波は照てるといいます」と、あいさつをする。頭頂部だけがはげて、残った髪もボサボサ。黄色い歯をむき出しにして笑う、お世辞にも美男子とは呼べない男だな。

辰巳：「初めまして、辰巳です」と、あいさつはしておこう。

ＫＰ：「おお、辰巳先生、おうわさはかねがね……例の奇病についてはご存じかと思いますが、私はマダムからその治療法についての研究を任されている者です」と、いかにも卑屈な感じであいさつをする。

辰巳：「もしや、あのカルテを書いたのは……？」

ＫＰ：「ええ、あれは私の研究成果です。いかがでしたでしょうか。高名な辰巳先生のご意見をいただけましたら」と、四宮は辰巳先生にニヤリと笑いかける。ちなみに彼は黒沼翠のことを「マダム」と呼ぶ癖があるようだ。

辰巳：「意見と言われても……ワシは専門家ではないので、なんとも」

ＫＰ：「……そうですか。時間があれば、いろいろお話もうかがいたかったのですが」と、四宮は一通りのあいさつを終えると、ちらりと女帝のいる部屋の方を見てから、君たちに真面目な顔で向かい合うと「皆さん、なにとぞマダムのことをよろしくお願いいたします」と、頭を下げる。

辰巳：「それは流れ者から、黒沼さんを守ってくれということですか？」

ＫＰ：「ええ、その通りです。危険だと止めたのですが、私ごときの言葉はあの方には届かぬようで」と、四宮は苦渋に満ちた顔をする。四宮の話によると、女帝は例の奇病の治療法を見つけ出すことに異常なまでに執着しているようだ。傘下の製薬会社を私的に利用して治療方法を模索することや、四宮のような医学者への研究援助は当然として、沼田忠次郎の残した怪しげな手記の精査や、もっとオカルトまがいなことまで、いくつものプロジェクトを同時に進行しているらしい。そのうちの一つが、深州照という未知の力を完成させることのできるメリローのレースの捜索だったそうな。

佐々原：その捜索網に、智美姉さんのブログの写真が引っかかってしまったってことか。

さやか：「四宮さんは、洞窟にいる流れ者についてなにかご存じではないんですか？」

ＫＰ／四宮：「私も見たことはありませんが……皆さんも薄々は感じられているように、おそらくはこの世の常識から逸脱した化け物であることは間違いないでしょう」

佐々原：どんどん行くのが嫌になるなぁ。

ＫＰ：そんな不安げな君たちに対して、四宮はもったいぶった様子で「……私の研究成果が、何かの役に立つかも知れません」と、医療カバンから薬瓶を取り出す。

睦：「むむ～っ、それはなんですか？」

ＫＰ：これぞ四宮波照の秘密兵器だ。ババ～～ン！（資料を渡す）

全員：秘密兵器～～～～っ!?（笑）




……………………

●四宮波照の秘密兵器




○大型獣用筋弛緩剤（ＰＯＴ20）×３

　ＣＯＮの抵抗表に失敗すると、のろのろとしか動けなくなる。成功してもＤＥＸがマイナス１Ｄ６されて、これは累積する。ＤＥＸが３以下になれば、のろのろとした動きしかできなくなる。




○サンプルＤ（ＰＯＴ30）×３

　四宮が研究の過程で発見した、ある種の生物にのみ劇的に効果を現す毒薬。

　化学構造が非常に不安定なため、揺することは厳禁。〈回避〉などの運動系のロールをしたあと、〈薬学〉か〈幸運〉に成功すれば問題ないが、失敗するとＰＯＴとダメージが半減する。

　ある種の生物は、ＣＯＮの抵抗表に失敗すると耐久力に30ポイントのダメージが入る。たとえ成功をしても１Ｄ30ポイントのダメージが入る。

……………………




睦：なにこれ……30ポイントのダメージとか、いったい何と戦わせられるの!?（泣）

さやか：ＰＯＴって、前も教えてもらった気がしますが。なんでしたっけ？

ＫＰ：毒が効きやすいかどうかの強さを表す数値だよ。この毒をくらったものは、ＰＯＴ30に対するＣＯＮの抵抗表のロールをして、もしも失敗したら、もろに毒が効果を現したこととなる。

佐々原：でも、ＰＯＴの抵抗に成功しても１Ｄ30ポイントのダメージって、これ無茶苦茶強くないですか？

辰巳：そのくらいのクリーチャーが出てくるということだろうな……まさか、ダゴンが相手じゃないだろうな。

睦：さすがにダゴンは島の洞窟にいないと思いますが……いやっ、いないと信じたい！

ＫＰ：四宮の予想では、流れ者というのは、彼が研究する「ある種の生物」に近い性質を持っているのではないかということだ。

さやか：この薬は、ニーソックスに染みこませて〈キック〉で使えますか？

ＫＰ：使えないよ！　これは注射器などで体内に取り込ませなければ効果を発揮しない。

さやか：えぇ～～～っ、がっかり！

辰巳：注射器というのは、どんな技能でロールをするんだ？

ＫＰ：それは〈注射器〉技能だよ。もちろん、辰巳先生は持っているよね？

辰巳：持っているか、そんなもん！

ＫＰ：おやおや、四宮波照は持っているんだけどねぇ。

辰巳：知るかっ！

ＫＰ：まあ、〈注射器〉を持っていないのなら、〈こぶし〉でも代用できるんだけどね。

辰巳：たくっ、それを先に言え……。

睦：となると、私の空手パンチが火を噴くときが来たということでしょうか。

ＫＰ：ちなみに、注射器が命中したあとで、さらに連続して〈医学〉に成功すると、太い血管のある効果的な場所に注射ができたということでＰＯＴが＋１Ｄ20される。

辰巳：なんと……だったら、ワシが打った方がいいのか？

佐々原：「さっき、体内に取り込ませると言いましたけど、口の中に入れても効果を発揮しますか？」

ＫＰ／四宮：「経口でも効果は出ると思いますが……どうやって口の中に入れるつもりで？」

佐々原：そりゃあ、ウォーターシュートとか、ウォーターシュートとか……ウォーターシュートとかですよ！

ＫＰ／四宮：「水鉄砲のことですか？　そういえば、なぜか物置に誰かの忘れ物の水鉄砲が二丁ありますが――」

睦：あるんだ！（笑）

ＫＰ／四宮：「しかし、あんなもの、よっぽどうまく狙わなければ当たらないでしょう」

佐々原：「ふっふっふっ、幸いなことに、ここにウォーターシュート射撃の名人がいるわけですよ」

さやか：ここでウォーターシュートが役立つとは……佐々原さん、責任重大ですよ。

佐々原：ボクの〈ウォーターシュート〉の命中率は52％もあります。キーパー、これってゼロ距離で射撃したら命中率は２倍になるんですよね。

ＫＰ：相手に殴られるくらいの至近距離まで接近すればね。

佐々原：やった、これならめったなことでは外しませんよ。

睦：むむ～っ、命中率を考えるのならタマ兄。ＰＯＴを高めて効果を強くするなら〈医学〉が得意な辰巳先生……これは、どの薬品をどのように分配するかが勝利への鍵となりそうですね。







流れ者の洞窟へ




　いろいろ考えた結果、辰巳先生は一撃必殺の可能性のある「大型獣用筋弛緩剤」を四宮に借りた大型注射器に入れて三本分、すべて装備。

　命中率の高い佐々原は「サンプルＤ」をウォーターシュート二丁に入れて、両方とも装備した。薬品を入れるのに手間がかかるため、事実上、ウォーターシュートは一発撃ったら使い捨てである。

　そして、〈こぶし〉が得意な睦ちゃんは、残り一発分の「サンプルＤ」を注射器に入れて装備した。

　ＤＥＸ18を誇る佐々原が脅威の命中率のウォーターシュートによって、速攻で勝負を決めるという、なかなかに考え抜かれた作戦であったが……最大の問題は、佐々原の正気が保つかどうかであろう。




ＫＰ：君たちが準備を終えた頃、女帝が自室から出てくる。彼女も着替えを済ませており、全身が覆われたダイビングスーツ姿になっている。スーツ越しにも、彼女の抜群のスタイルがうかがわれるね。

佐々原：でも、七十歳のお婆ちゃんなんでしょ～。

ＫＰ：ちなみに、彼女のスーツのベルトには妙なスプレー缶のようなものがぶら下がっているのだけど、これがなんなのかを知りたければ〈知識〉の５分の１のロールをどうぞ。

さやか＆睦：コロコロ……成功！

ＫＰ：ほほう、珍しく女子高生二人が成功したのか。君たちはどこで知識を得たのか知らないけど、このスプレー缶のようなものが閃光手榴弾であることがわかるね。

さやか：手榴弾!?　そんなもの洞窟で爆発させないでください！

ＫＰ：いやいや、これは閃光手榴弾というのは目つぶし用だから、爆発力はほぼゼロだ。具体的に効果を説明すると、対象に向けて〈投擲〉に成功すれば１Ｄ３＋１ラウンド、失敗しても１ラウンド、相手の運動系の技能ロールを５分の１にする効果がある。もちろん、投げる前に、味方は目を保護する必要があるよ。

睦：こんなオモシロアイテムまで用意されているとは……もう、ガチンコ戦闘する展開しか見えませんね。

ＫＰ：何を言ってるんだ。きっと、深州照がすべての望みをかなえてくれてハッピーエンドになるよ。

睦：そんなこと誰が信じると思うんですか……？




　かくして、探索者と女帝は、鱶来宮の裏手から海へと通じる石の階段を降りていく。

　そして、島の外周部、潮が引いた岩場をまわって、ようやく流れ者が住むという洞窟へとたどり着いた。満ち潮になれば沈んでしまうような洞窟に、まともな人間が暮らしているはずがない。探索者はあえて口には出さなかったが、この先に深きものか、それに類するものが潜んでいるのはもはや明らかであった。




ＫＰ：波が入り込んでくる洞窟内を膝まで水に浸かって、君たちは奥へと進んでいく。やがて外からの光が届かないところまで来ると、なにやら奥から異様に生臭いにおいが漂ってくる。さらに、そのにおいのする方からは、波の動きとは異なるタイミングで「ごぼん……ごぼん……」という、水が大きく泡立つような音が聞こえてくるのだ。

さやか：「や……やっぱり帰りましょう。駄目ですよ、この洞窟はっ！」

ＫＰ：女帝も、前に来たときはここで引き返したらしいね。ただ、今回は深州照のために一人でも先に進む覚悟だ。レースを渡してくれるのなら、さやかちゃんたちはここで引き返したってかまわないけど……？

辰巳：……いや、ここまで来たんだ。最後まで見届けるぞ。

ＫＰ：了解した。では、さらに五メートルほど細い洞窟を通り抜けると、急に開けた空洞に出る。そこは円形の自然のプールのようで、天井は波で深く削られた岩がギザギザになっている。ただし、壁は案外となめらかで、そこには釘かなにかで引っかいたような模様がびっしりと描かれている。ここで〈アイデア〉をどうぞ。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功。

ＫＰ：君たちは、これらの紋様がメリローのレースにそっくりであることがわかる。おそらく、沼田忠次郎はこの壁の紋様をスケッチして手記に残したのだろう。

辰巳：「いったいこれはなんなんだ……？」

ＫＰ：そんな壁の紋様に気を取られている間にも、水面には「ごぼん……ごぼん……」と、人の頭くらいある大きな泡が絶えず浮かび上がっている。そのたびに生臭さが強まり、これが異臭の原因であることは明白だ。

佐々原：「水の中になにかがいるのか……？」

ＫＰ：やがて、その泡がピタリと止まったかと思うと、今度はプールの中央……その水の底から、なにか白っぽい巨大なものが浮かび上がってくる。それは老人とも、赤ん坊とも見て取れる、ふやけてしわだらけの巨大な丸い顔だ。ゆっくりと水しぶきを立てることなく、ぬもぉっとプールから現れた顔の下は、サメのような体に、アザラシのようなヒレを持つという異形の姿……それは『るるいえはいすくーる』の第一話、プール開きのときに遭遇したクトゥルフの寵ちょう愛あいを受けしものを彷彿とさせる化け物だ。ただ、その怪物の頭には大きく深い古傷があり、白くブヨブヨとした脳が少しむき出しになっている。

佐々原：これって、前回のロンドンにも現れたやつですよね……あれって、どうやって倒したんでしたっけ？

睦：メリローさんの息子のライサンダー警部が拳銃で頭を撃ち抜いて、そのままテムズ川に逃げたはず。もしかしたら、この怪物って、タマ兄の下宿を襲ったやつと同じ個体!?

辰巳：どうりでメリローのレースのことを知っていたはずだ……。

さやか：これで全部がつながりましたね。

ＫＰ：君たちの推理は正しい。ただし、こいつは百年を経て、さらに大きく成長している。この巨体では、あの細い洞窟を通れないのではないかと思うほどだ。

佐々原：だからずっとここに棲んでいたのか！

ＫＰ：クトゥルフの寵愛を受けしものは「ぶぷー、ぶぷー」と、鼻とエラから生臭い息を吐き出しながら、君たちを濁った目で見下ろしている。その目には知性らしきものが宿ってはいるが、その精神はわれわれとはまったく異質であると本能的に察することができる。さあ、みんな気合いを入れて〈正気度〉ロールをしてくれ！

佐々原：ボク、こいつは苦手なんですよ～！（泣）

さやか：コロコロ……成功です！

辰巳：今回、正気度は減っていない。このまま黒字で終えてやる。コロコロ……成功！

佐々原：ボクの正気度は51。半々で成功する。コロコロ……やった、成功です！

睦：むむ～～っ、この流れって、いつもの私だけ失敗するってやつ？

佐々原：大丈夫、むったんは成功するよ！

睦：私の正気度は47。コロコロ……むはっ、成功です～～～っ！

全員：ばんざ～い！（笑）

ＫＰ：今回は〈正気度〉ロール少なめなのに、クライマックスで全員成功なんて盛り上がらないよ！

さやか：大丈夫、私たちは超盛り上がってますから。ばんざ～い、ばんざ～い！（笑）

ＫＰ：もっとも、成功しても１Ｄ４ポイントの正気度を喪失するからね。

佐々原：ぐぬぬ、１Ｄ４とは……思ったより減りますね。




　さやかちゃんは２ポイント喪失して、現在正気度66。

　辰巳先生は最大値である４ポイントを喪失して、現在正気度64。

　佐々原も最大値の４ポイントを喪失して、現在正気度47。

　睦ちゃんは２ポイントを喪失して、現在正気度45。

　ロールの結果、誰も狂気に陥ることはなかった。キーパーとしてはがっかりだ。




辰巳：もう、この化け物は絶対駄目だろ。いきなりサンプルＤを撃ち込んでやりたいくらいだが……。

睦：女帝はどんな感じなんですか？

ＫＰ：もちろん、彼女は驚いてはいるものの……気丈な態度は崩していない。

さやか：この人……もしかして、正気度がゼロの人？

ＫＰ：「メリローのレースを持ってきたわ。深州照とはいったいなんなの。教えてちょうだい！」と、クトゥルフの寵愛を受けしものに呼び掛けるが……えーと、いまメリローのレースを持っているのは誰だっけ。

さやか：私が預かっています。













ＫＰ：じゃあ、さやかちゃんに、持ってきたメリローのレースを化け物に見せるようにうながすけど？

さやか：これって、見せちゃっていいのでしょうか……？

睦：ここまで来て、見せないというのは無理なんじゃないかな？

ＫＰ：そりゃあ、女帝だって怒るだろうね。

さやか：わかりました。「これがメリローのレースです」って、レースを広げて見せます。

ＫＰ：すると、化け物は濁った目をこぼれ落ちそうなほどに見開いてレースを凝視すると、興奮したようにガリガリとヒレの先についたかぎ爪で洞窟の岩肌を引っかき始める。

佐々原：ちょっ、洞窟を崩す気じゃないでしょうね！

ＫＰ：岩は削れているけど、洞窟を崩せるほどパワフルじゃないよ。

睦：その化け物は、深州照についてはなにも教えてくれないんですか？

ＫＰ：女帝もそのことで焦れている様子だ。必死の表情で「さあ、約束は守ったわ。奇跡を起こしてちょうだい。私をこの呪いから解放して！」と訴えている。

さやか：……この人、本当に私たちをわなにかけるつもりはなかったんですね。そうなると、なんだかかわいそうな気がしてきました。

ＫＰ：化け物は女帝の必死の訴えにも上の空で、ごぼごぼと泡を吹き出しながら、何かしゃべっている。それは日本語ではなく英語らしいのだが、非常に聞き取りにくいので、みんなは〈ほかの言語（英語）〉をロールしてくれ。

さやか：コロコロ……失敗です。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功！

さやか：ええっ、わからないのは私だけ？　「みんな、あれはなに言ってるの。教えて、教えて!?（泣）」

ＫＰ：「みすとぉれる、いってた……メリローのよげん。レースがあれば……なんでもできる。ママにもあえる。ママ、レジー、ママ、いあいあ！　いあいあ！」と、化け物はうわごとのように繰り返している。

佐々原：レジーって誰でしたっけ。どこかで聞いたような……？

睦：ロンドンのテムズ川にいた泥ひばりたちが話していた、かわいそうな娼婦の名前だったかと。おそらく、この化け物はそのレジーの子供なんじゃないでしょうか。

佐々原：ママに会えるというのは、どういうこと？

睦：さあ……よくわからないけど、それが深州照の力なのかなぁ？

辰巳：うーむ、もしかすると沼田忠次郎の記した深州照というのは、「ミストレスが言っていた力」を省略したか、聞き間違えたものなのかもしれないな。

さやか：みすてる……みすてれる……ミストレス？

佐々原：ミストレスがこの化け物に「レースがあれば、すごい力が得られてママに会えるよ」って教えてくれた――ということですか。フィッシュターク団だけでなく、こんな化け物まで手なずけるなんて、ますますミストレスの正体がわからなくなってきましたね。いったい何者なんだろう？

睦：そもそも、その力の正体も、まだわからないままだしね……。

ＫＰ：さらに化け物は「あと……オーウェルのいえ、つぶす。いたかったから、つぶす」と、呪いをかけるようにうめくが……そのとき、なぜか化け物は佐々原の方にぴたりと視線を合わせると、首をかしげるようにしてから、ずるずると迫ってくる。

佐々原：なんでボクのことを!?

睦：オーウェルの家って、ロンドンのタマ兄の下宿のことだよね。

ＫＰ：ここで、みんな〈アイデア〉のロールをどうぞ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：成功した人は、なぜかこの化け物は佐々原に関心――というか、嫌悪感を抱いていることがわかる。こんな恐ろしいモノに狙われていることに気づいた佐々原は、さらに〈正気度〉ロールだ（笑）。

佐々原：なんでですかーっ！　コロコロ……よしっ、成功しました！

ＫＰ：ちっ……じゃあ、正気度は減らない（今回、本当にみんな正気度を減らさないなぁ）。

睦：これって、もしかしてロンドンにいたタマ兄のご先祖様と勘違いしているとか？

さやか：なるほど、そういうことですか！

佐々原：くそっ、けれど、むったんが攻撃されるくらいなら、ボクがヘイトを集めた方がマシだ！

さやか：あれっ、なんか佐々原さんが格好いいですよ？　どうしたんでしょうか（笑）。

佐々原：いつだって、ボクは格好いいよ！

睦：女帝は化け物の言っていることを理解しているのでしょうか？

ＫＰ：彼女も英語は理解できるようだ。「ねえ、何を言っているのよ。深州照は奇跡を起こせるんでしょう。私をこの呪われた血から解放してちょうだい！」と、焦ったように英語で訴えている。

辰巳：「黒沼さん、深州照とはあなたが求めるような力ではないのかもしれません」

ＫＰ：化け物は必死に訴える女帝を見下ろすと、なにかを理解したように首をグラリグラリと揺らすと、どこか蔑さげすむように「いあいあ、それならママに、私を産まないでって頼んだら？」と、顔を醜くゆがめながら答える。

佐々原：それは黒沼さんのお母さんに「自分を産むな」と、頼め……ってこと？　どうやって？

ＫＰ：さあ、それが深州照の力なのかもしれない……ただ、その途端、女帝はこれまで見せたこともないほどに感情をむき出しにして、「母のことを口にするな！」と、激高する。

辰巳：まあ、女帝が怒るのも無理はあるまい。

ＫＰ：だが、もはや、化け物は女帝のことなど、完全に無視をしている。そして、壁を引っかきながら「ころす、みんなころす。あいつら、なにもしらないうちに、いきなりころす」と、泡を吐きながら、呪じゅ詛そめいたうめき声を漏らし続けるのだった。

さやか：あいつら……って、誰のこと？　なにもしないうちに……って、どういう意味？

辰巳：うーむ、もしかすると、深州照とは過去に干渉する力なのかも知れないな。

睦：じゃあ、「あいつら」というのは、百年前のオーウェル下宿にいる探索者たちのこと？　それをどうにかして殺すつもりなの？

さやか：そんなことされたら、歴史が変わっちゃいますよ！

佐々原：もういい、こんなやつ。みんなでやってしまいましょう！　でないと、昔のボクが殺される！

睦：むーっ、私もそれでいいような気がしてきました。

ＫＰ：……では、君たちが臨戦態勢に入ろうとしたとき、さっきまで憑つかれたように洞窟の壁を引っかいていた化け物が、その手をピタリと止める。

佐々原：向こうもやる気になったってこと……？

ＫＰ：その直後、空洞内に変化が起きる。壁面に描かれたメリローのレースをまねたような紋様から、もやもやと黒い霧のようなものが染み出してくるのだ。それと同時に、どこからか妙な音が聞こえてくる。それは雑踏のざわめき、獣のうなり声、波飛沫や地鳴、ありとあらゆる種類の音が混ざり合ったノイズのようなものだ。

辰巳：「なんだ……何が起きている？」

睦：もしかして、壁を引っかいていたのって、あの紋様を完成させるためだったとか!?

佐々原：しまった。メリローのレースに力があるんじゃなくて、この模様さえわかれば力が得られるのか!?

ＫＰ：その通りのようだ。洞窟の壁面に描かれていた紋様は大切な部分が欠けていた……だが、君たちが運んできたメリローのレースを目にして、欠けた部分を書き足すことができたのだ。

睦：百年前のフィッシュターク団の狙いも、このレースだったんでしょうか。

ＫＰ：ぶっちゃけてしまうと、大いなるもののテレパシーを受信できるほど感受性の高いメリローは、その神託を無意識のうちにレースという形で具現化していたんだ。

辰巳：クトゥルフ神話の小説にも、そんな毒電波を絵とか彫刻とか音楽で表現する芸術家がいるからな。

ＫＰ：さあ、百年の時を経て届いた預言者メリローの神託のおかげで、ようやく儀式が完成しようとしているぞ。化け物は母親との再会と、そしてオーウェル夫人の下宿にいる者たちを皆殺しにすることを望んでいる！

さやか：そんなことはさせません。その前に、私たちが倒す！

ＫＰ：女帝も憎しみをもって、閃光手榴弾を化け物に投げつけようとしているが……もしも、〈投擲〉が得意な探索者がいるのなら、そちらに託してもよいと思っているよ。ちなみに、ここからは戦闘ラウンドで行動を処理していくので、慎重に行動宣言をしていってくれ。




　ここで、さやかちゃんは女帝から閃光手榴弾を受け取り、〈投擲〉に挑戦することにする。

　注射器とこぶしで攻撃する辰巳先生と睦ちゃんは、化け物に接近戦を挑む。

　化け物に狙われてはいるものの、ウォーターシュートで遠距離からも攻撃できる佐々原であったが、ゼロ距離射撃で命中率を２倍にするために、迷うことなく接近戦を選択した。これは勇気ある決断だ。




ＫＰ：自分が狙われるとわかっているのだから、ここは〈回避〉に集中するという手もあるよ？

佐々原：な～に、こちらがやられる前に、サンプルＤでやってやりますよっ！

睦：タマ兄、格好いい～～っ！（パチパチ）

佐々原：それに、ボクの耐久力は17もありますから、一撃は耐えられるかと。

辰巳：大丈夫か。たぶん４Ｄ６くらいのダメージが来そうだが。

佐々原：…………だ、大丈夫ですよ。きっと、さやかちゃんが閃光手榴弾で動きを封じてくれます！

ＫＰ：では、ＤＥＸ順に処理をしていこう。このラウンドは、君たちがいきなり攻撃を仕掛ける形になるので、化け物は行動できない。

佐々原：ＤＥＸ18でウォーターシュートがゼロ距離になるところまで接近します。

ＫＰ：了解した。佐々原は移動するだけでおしまいだね。次は、さやかちゃんの閃光手榴弾だな。

さやか：私の〈投擲〉の成功率は65％です。コロコロ……やった、成功！

辰巳＆佐々原＆睦：わ～～～～い！（パチパチ）

ＫＰ：では、１Ｄ３＋１ラウンドの間、化け物の肉体的な行動は５分の１でロールすることになる。

さやか：ここが重要ですね。最大値出ろ～！　コロコロ……「２」プラス１で、３ラウンドです。

辰巳：うむっ、それだけあれば十分だろう。３ラウンドたっても倒せていなかったら、おそらく四宮の秘密兵器が尽きて、こちらの攻撃手段がなくなっている。

睦：それだけは避けたい展開ですね……。

ＫＰ：接近戦用の武器しか持っていない辰巳先生と睦ちゃんは、このラウンドは相手に接近しておしまいだね。

辰巳＆睦：了解。

ＫＰ：では、いよいよ、次のラウンドからこちらも攻撃するようになるのでガチンコ勝負だ。まずは佐々原からだ。

佐々原：命中率は99％あるので楽勝ですよ。

睦：そう言って、「00」とか出して、ウォーターシュートを壊さないでよ？

佐々原：大丈夫です。コロコロ……成功しました。口に中に毒薬をぶち込んでやりました！

ＫＰ：じゃあ、こちらのＰＯＴ抵抗だ。サンプルＤを飲ませたのでＰＯＴは30。化け物のＣＯＮは35なので――

睦：むはっ、35もあるんですか!?

辰巳：普通の手段ではとても殺せそうにない相手だな。

ＫＰ：サンプルＤに抵抗できる成功率は75％だ。ここはオープンダイスで、コロコロ……よしっ、成功した。

佐々原：ちっ……けど、成功しても１Ｄ30ポイントのダメージですからね。

さやか：さくっと「30」を出しちゃってください！　お願いしますよ！

佐々原：任せといて！　コロコロ……な、なんだと……「２」が出ました（泣）。

さやか＆辰巳＆睦：えええ～～～～～～～っ!?

ＫＰ：あはははははははっ、じゃあ、２ポイントのダメージを受けた。ちなみに、毒の場合は装甲は無視されるから安心してくれ。それにしても「２」はないよな。あはははははっ！

佐々原：なんで……なんで、よりにもよって、こんな低い目が……!?

さやか：やっぱり、佐々原さんになんか任せていられません。こうなったら、私も空手キックで援護します。

ＫＰ：さやかちゃんはＤＥＸ15の順番で、化け物に接近しておしまいだね。次は、睦ちゃんだ。

睦：注射器を構えて、夏休みに道場で鍛えた正拳突き！　コロコロ……〈こぶし〉が成功しました。いちおう、〈医学〉もロールしますね。コロコロ……こちらは失敗です。

ＫＰ：では、再度、ＰＯＴに対する対抗表のロール。成功率はさっきと同じく75％だ。

全員：失敗しろ～～～っ!!

ＫＰ：コロコロ……「34」だって。あはは、楽勝で成功してますけど？

睦：けれど、まだ私には１Ｄ30があります。コロコロ……むむ～っ、「10」かぁ。ちょっと低めでした。

さやか：それでも佐々原さんの５倍の破壊力だよ！

ＫＰ：当然、そのくらいでは死なないな。辰巳先生と化け物のＤＥＸは同じ10なんだけど……まあ、こちらは目くらましをされている状態なので、辰巳先生、お先にどうぞ。

辰巳：大型獣用筋弛緩剤を注射してやる。まずは〈こぶし〉だ。コロコロ……よしっ、成功したぞ。続いて〈医学〉は、コロコロ……こちらも成功！

ＫＰ：ならば、効果的に相手の静脈に大型獣用筋弛緩剤がぶち込まれたようだ。ＰＯＴが＋１Ｄ20されるよ。

辰巳：コロコロ……「７」かぁ。低いな。ＰＯＴは27になったぞ。

ＫＰ：それだと抵抗の成功率は90％。コロコロ……成功した。

辰巳：うむむっ、しかし、１Ｄ６ポイント、ＤＥＸを減らせるんだったよな。コロコロ……「４」だから、そっちのＤＥＸは６になったぞ。

さやか：あとちょっとで動きを封じられそうですね。

ＫＰ：よ～し、いよいよ化け物の攻撃の順番がやってきたな！

さやか：まだ、そっちは目が見えませんからね！

ＫＰ：化け物のかぎ爪の命中率は65％。５分の１にすると……13％か。厳しいなぁ。

全員：外れろ～～～っ！

ＫＰ：では、当たったらどうにかなっちゃいそうな攻撃が……当然のように、佐々原を目掛けて飛んでくる。

佐々原：やっぱり来たか！

ＫＰ：ここも容赦なくオープンダイスで。コロコロ……「42」か。目が見えない化け物のヒレのかぎ爪が、佐々原のすぐ頭上を横切って、壁面を深々と削り取った。あの破壊力は……さやかちゃんの空手キックを超えていそうだ。

佐々原：ぞぞぞ～～～っ！

ＫＰ：では、３ラウンド目。次のラウンドからは、化け物は目が見えるようになるぞ～！

佐々原：このラウンドで決着をつけます。サンプルＤ、発射！　コロコロ……成功しています。

ＫＰ：ＰＯＴ抵抗は、コロコロ……またまた成功。なんかダイス目の調子が良いなぁ！

全員：ぶーぶーぶー！

佐々原：すでに合計12ポイントもダメージをくらっているんだから、いくらなんでもそろそろ倒せるはず。頼む、高めが出てくれ。コロコロ……なぁっ、今度は「６」です。

さやか＆辰巳＆睦：えええ～～～～～～～～～～～っ!?

佐々原：さっきの３倍のダメージを与えましたけど、化け物は死にましたか？（泣笑）

ＫＰ：いや、ちっとも。ぴんぴんしてるよ（笑）。

辰巳：なんてこった……３Ｄ30の合計が18とは……ありえないな。

睦：これでサンプルＤはおしまいだから、ダメージを与える手段がなくなりましたよ（泣）。

辰巳：こうなったら、大型獣用筋弛緩剤で動きを封じて、洞窟から逃げ出した方がいいのかもしれないな。ところで、女帝はどうしているのだろうか？

ＫＰ：ああ、彼女は君たちに戦うのを任せて、さっさと逃げようとしているよ。

さやか：うーん、邪魔をしないでいてくれるだけありがたいですが……。




　この状況、キーパーとしても困ったものであった。

　クトゥルフの寵愛を受けしものは、耐久力が33ポイント、装甲は５ポイントの、まさしく化け物だ。

　しかし、サンプルＤなどを上手に活用すれば、かなりの確率で倒せるよう設定していたつもりだった。

　なにしろ、クトゥルフの寵愛を受けしものは、実はクライマックスの前座にすぎない。ここで探索者に逃走されても、なんとかする方法はあったが、締まらない終わり方になってしまうような気がする。

　ボクが「どうしたものやら」と思っていると……ここで動いたのは、われらがヒロインさやかちゃんだった！




さやか：とにかく、このラウンドはまだ相手は目が見えないのですから、駄目元で空手キックをしてみますよ！

辰巳：こいつには装甲がありそうだから、大ダメージを与えないと駄目っぽいが……。

さやか：大ダメージを与えるのは得意なので、大丈夫です（笑）。

睦：頼もしいなぁ、さやかちゃんは。

ＫＰ：……では、空手キックをどうぞ（敵の装甲は５ポイントもあるから焼け石に水だよなぁ）。

さやか：〈バリツ〉じゃなくて、〈マーシャルアーツ〉プラス〈キック〉で攻撃。コロコロ……成功！

全員：わ～～～～～い！

さやか：２Ｄ６＋１Ｄ４ポイントのダメージ。いっきますよ～！　コロコロ……どっか～んと「15」です！

ＫＰ：えええ～～～～～～～～っ!?　どうしてそんなダメージが出るの！

さやか：「６」と「５」と「４」で合計15ポイント。ほぼ、最大の出目です（笑）。

睦：むむむ～～っ、ここでそのダイス目を出せるところが、さやかちゃんのすごいところだよね。

佐々原：さやかちゃん、マジ主人公！

さやか：キーパー、化け物はどんな感じですか？　死にましたか、死にましたか？

ＫＰ：まだ死んでないよ。

辰巳：うーむ、装甲がかなりあるのだろうか？

ＫＰ：いや……効いてはいるようだよ。さやかちゃんの蹴りが命中すると、身もだえして苦しんでいる（これで残り耐久力は５ポイントか……もしかしたら、このまま倒せるかも？）。

睦：殴っても効くようなら、私も〈こぶし〉で攻撃してみます。コロコロ……む～っ、外れです～。

ＫＰ：そうそう何度も成功するものか。

辰巳：次はワシの大型獣用筋弛緩剤だが……まずは〈こぶし〉に成功させないといけないのが難関なんだよなぁ。コロコロ……おおっ、またも成功したぞ！




　辰巳先生は、続けて〈医学〉も成功させて、化け物に効果的に大型獣用筋弛緩剤を投与した。しかし、ＰＯＴの抵抗表のロールはまたも成功したため、化け物のＤＥＸを１Ｄ６ポイント下げる効果のみ発揮する。




辰巳：コロコロ……よしっ、「４」が出た。これで化け物のＤＥＸは２になった。

さやか：やりましたね。これでもうのろのろとしか動けないんですよね!?

ＫＰ：確かに、大型獣用筋弛緩剤によって体の自由は奪われ、もはやひれについたかぎ爪で攻撃することはできない。化け物はよだれを垂らしながら、ぐったりとしまりのない顔をするが……のどの奥で、ぶぢゅぶぢゅとなにか唱えているようだ。

睦：ここで、まさかの呪文……!?

ＫＰ：それはみんなの知っているどこの国の言葉でもなく、異界に向けて呼びかけているかのようだった――といったところで、このラウンドの化け物の行動は終了だ。このラウンドは君たちを殴るつもりだったが、動けなくなったので行動はキャンセルされる。なにやら詠唱の準備を始めているが、実質的な効果は発生しない。

辰巳：これはもう逃げた方がよいかもしれないな……。

さやか：でも、そうしたら深州照が完成して、ロンドンの探索者たちが殺されてしまうかも。

佐々原：そうなったら、この第二話はどうなってしまうのでしょう？

睦：メリローからレースは渡されないのだから、この話そのものがなくなってしまうとか？

佐々原：そもそも、現代にボクらが産まれてくるのかどうかもわからないですよ。

全員：うう～～～～～～～～ん。

さやか：やっぱり、ここでこの化け物をどうにかしないといけない気がします。さっきの空手キックも効いていたようですし、もう一度、全員で攻撃してみませんか？

ＫＰ：まあ、残りの耐久力は、あとわずかっぽいことだけは教えてあげよう。

辰巳：相手の装甲がわからないとなんとも言えないが……さやかちゃんの爆発的な破壊力に賭けてみるか。

佐々原：なら、まずはボクからですね。熊部を一撃で倒した〈こぶし〉で殴ります。コロコロ……おっ、成功しましたよ。ダメージは１Ｄ３＋１Ｄ４です。コロコロ……「４」ですが、どうでしょうか？

ＫＰ：……たった４ポイントでは、やつの分厚い鮫肌に阻まれてしまい、ダメージを与えることができないな。

佐々原：うう～ん、駄目だったか。装甲は５ポイントくらいなのかなぁ。

睦：それだと、私たちの〈こぶし〉じゃあダメージを入れるのはほとんど無理だよ……。

ＫＰ：見上げるほどの巨大な化け物を、素手で殴ってどうにかしようと思う方がおかしいのでは？

佐々原：でも、さやかちゃんなら……さやかちゃんなら、なんとかしてくれる！

ＫＰ：……まあ、さっきくらいのバカげたダメージが出たら、なんとかなるだろうけどね。

さやか：出ます。出してみせます！

辰巳＆佐々原＆睦：頑張って～～っ！

さやか：けれど、まずは〈キック〉と〈マーシャルアーツ〉を成功させなくては。ダイスに気合いを入れて～っと、コロコロ……よしっ、空手キック、成功です！

ＫＰ：ほう、まずは第一歩は踏み出せたね。しかし、ここからが難所だ。

さやか：皆さんのパワーを集結させてください！

辰巳＆佐々原＆睦：高め出ろ～、高め出ろ～！（みんなで怪しい儀式を始める）

さやか：行きます！　コロコロ……わっ、これはいい目が出ましたよ。

睦：「６」と「４」と……「４」ということは！

さやか：14ポイントのダメージです！　さっきより１ポイント低くなっちゃったけど……どうですか!?

辰巳：いやいやいや、十分な破壊力だろう。これで駄目だったら、もうワシらはおしまいだ！

ＫＰ：う～ん、さやかちゃんは、いつもうそみたいな出目を出してくるよなぁ。

睦：１Ｄ30より、よっぽど頼りになりますね（笑）。

ＫＰ：では……さやかちゃんの空手キックは、化け物の急所に的確にヒットして、重要な器官を破裂させた。化け物は生臭い体液をエラと口から噴き出すと、そのままゆっくりと空洞の水たまりの中に沈んでいくのだった。

全員：やったぁぁ～～～～っ、大勝利!!







遠く遠くのどこからか聞こえる呼び声




ＫＰ：化け物が水底に沈んでからも、洞窟の壁面に刻まれた紋様から染み出すようにあふれる黒い霧は一向に消える様子がない。そして、地球上のありとあらゆる音が混ざり合ったノイズも聞こえ続けている。

さやか：ええ～っ、まだ終わってないの～？

佐々原：洞窟を爆破させないと駄目とか？

さやか：女帝は閃光手榴弾の他に、もっとすごいダイナマイトとか持ってないんですか？

ＫＰ：女帝はもう洞窟から逃げてしまっているよ。ぶっちゃけ、クトゥルフの寵愛を受けしものを撃破し、深州照という謎の秘儀を阻止したところで、このシナリオにおいて、君たちがやるべきことは終わっている。

睦：はあ……なんだか含みのある言い方ですね。

佐々原：……もしかして、化け物を倒すよりも、もっとベストな選択肢があったとか？

さやか：秘密兵器があるので倒すものだと思ってましたが。

辰巳：いや、あいつは倒せるのなら、倒してしまって正解だろう。

ＫＰ：そんな君たちの耳に、どこからか声が聞こえてくる。この黒い霧の奥、遠く遠くのどこからか……無数のノイズに混ざっていながらも、なぜかその声だけは聞き分けることができる。それは助けを求めてるような声だ。

辰巳：その声はどんなことを言っているんだ？

ＫＰ：ノイズに紛れて、内容まではわからない。ただ、意志だけははっきりと伝わってくる。この宇宙的恐怖の中にあって、とても小さいがそれでも唯一の光とさえ思える、人間の黄金の精神のような……そんな声だ。

辰巳：なんだそりゃあ？

ＫＰ：この黒い霧は超常的なものであり、足を踏み入れれば、どこかに迷い込むような感覚がする。ここで、その声に興味を持って霧の中に入るか、それとも洞窟を出るか、探索者たちにはいま決断をしてもらいたい。

辰巳：どういうことなんだ。まだ、シナリオは続くのか？

さやか：助けを求めている人がいるのなら、さやかとしては行ってしまいそうですね。

睦：私は、最後まですべて見届けないと気持ちがモヤモヤするので行ってみます。

佐々原：むったんが行くのなら、当然、ボクも行きますよ！

辰巳：誰かが行くというのなら、全員で行くしかないだろう。分散行動はありえない。

ＫＰ：ほう……全員で黒い霧の中に足を踏み入れるでいいのかな？

全員：いいです。

ＫＰ：了解した。その霧の中に足を踏み入れると、途端にさっきまでの洞窟とは比べものにならない広い場所を歩いているような感覚がする。

睦：声のした方向に向かいますよ。

ＫＰ：足元は固い土のようで、あちこちにぽつりぽつりと枯れた立木が影となって浮かんでいる。数メートル先も見えない霧の中、時折、人影のようなものとすれ違う。それはうめき声を上げさまよい続ける亡者のようであったり、甲冑に身を包み勇ましく行進をする戦士であったりする。

辰巳：なんなんだ、ここは。

さやか：まさか地獄とかじゃないですよね……。

ＫＰ：ここでみんなは〈オカルト〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……成功したのはボクだけですね。

ＫＰ：佐々原はここがリンボ――日本語では辺へん獄ごくと呼ばれる場所なのではないかと気づく。ここでのリンボは、神学的なものではなく『クトゥルフ・ダークエイジ』の解釈を採用している。この世とあの世、それどころかあらゆる界と界が接する場所……それがリンボなのだ。この超常的な空間に迷い込んだ探索者は、自動的にマジック・ポイントを３点失い、さらに〈正気度〉ロールをすることになる。

さやか＆辰巳＆睦：コロコロ……成功。

佐々原：コロコロ……ボクだけ失敗です。

ＫＰ：成功したら正気度は減らない。失敗した人は１Ｄ４ポイント減る。

佐々原：コロコロ……よかった、「１」が出ました。残り正気度は46です。

ＫＰ：生者が立ち入るべきではないリンボに漂うただならぬ気配におびえながら、君たちはやがてあの声の聞こえてきたところにやってきた……そこに君たちが見たものは！

全員：ゴクリ。

ＫＰ：――といったところで、今日のゲームはおしまいだ。皆さん、お疲れ様でした！

全員：ええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?

辰巳：とんでもなく中途半端なところで終わったな！

ＫＰ：そんなわけで、次回につづく！




　いきなり終了してしまった第二話だが、これはいかなる意図からなのか……プレイヤーたちは、ゲーム終了後もしばらく今後の展開について語り合っていたけど、すべては第三話を読めばわかるだろう。



◆むったんのワンポイントスケッチ「クトゥルフ・ダークエイジ」

　どうも、好きな騎士はガヴェイン卿な、むったんです。

『クトゥルフ・ダークエイジ』（新紀元社刊）は、10世紀のヨーロッパを生きる探索者をプレイすることのできるルールブックです。必要最小限のルールは記されているので、『クトゥルフ・ダークエイジ』一冊でもプレイは可能です。

　この時代のヨーロッパは暗黒時代と呼ばれていて、とても殺伐とした感じです。リアルな中世の雰囲気を楽しむにはもってこいのルールブックですが、あまり細かいことにはこだわらずに、全身鎧で身を固めた騎士が、ドラゴン退治をする感覚で、宇宙的恐怖のクリーチャーに立ち向かうといった派手な楽しみ方もできます。

　かなり強い探索者を作成できたり、『クトゥルフ・ダークエイジ』独自の呪文もたくさんあったりするので、普通の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』とはまったく違った雰囲気のゲームを楽しめると思いますよ。










第二話終了・睦むつみちゃんとの反省会




睦：今回のゲームは〈正気度〉ロールが少なめでしたね。なにか特別な意図があってのことだったんですか？

ＫＰ：狙ってそうしたわけじゃないんだけどね……今回、ホームズの『赤毛組合』のネタを組み込みたかったせいで、序盤は宇宙的恐怖と関係の薄い地味な展開になってしまったかもしれない。

睦：ボブカット組合なんてふざけたものが登場したときには、どこまでが本気なのかと思いました。

ＫＰ：本気も、本気。シナリオの本筋だからね。

睦：でも、あれが赤毛トリックだってことはすぐにバレてしまいましたよ？

ＫＰ：ＴＲＰＧでは、トリックなんてわかりやすいくらいでちょうど良い。謎は解けなきゃあ意味がないからね。

睦：それにしても、バレバレだったような……。

ＫＰ：今回のトリックは、バレたら解決というものではなく、それからどのように対処するかの方がメインだったからね。智とも美みに知らせるべきかどうか、屋敷に来る犯人をどうするのか、そのへんのところでいろいろ考えてもらいたかった。

睦：確かに、犯人を待ち伏せするのはドキドキしましたね。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では、あまりないシチュエーションですし……。

ＫＰ：探索者って、いつもは待ち伏せをされている方だからね（笑）。

睦：クリーチャーを待ち伏せするくらいなら、さっさと逃げてますよ。

ＫＰ：いちおう、自分たちが待ち伏せしているのは、本当は恐ろしい相手なのかもという可能性をわずかでも残すため、ゾンビのマスクで変装しているという小細工もしておいた。睦ちゃんとさやかちゃんは、すごくそのことを気にしていたみたいだね。

睦：そうですね。最後まで、危険な魔術師なのではと疑ってました。

ＫＰ：有名な赤毛トリックをパクるようなセコイことをする犯人が、魔術師だったり、クリーチャーだったりするわけがないので、序盤で〈正気度〉ロールをさせるようなショッキングな事件は起こしにくかったんだ。

睦：それにしては、ずいぶんと赤毛トリック絡みのイベントでプレイ時間を使いましたね……。

ＫＰ：それは反省点だねぇ。智美を尾行したり、佐々原がデートに誘ったりと、丁寧にみんなの行動を拾っていったら時間ばかりかかってしまった。

睦：智美さんがちょっとかわいいところを見せたり、それなのに実は利用されていただけで哀れみを誘ったりと、あまり本筋と関係のないところでプレイヤーが盛り上がっていましたね。

ＫＰ：佐々原を釣るために、智美さんをボブカットにした効果が狙い通りにハマってたよな。

睦：さやかちゃんはホテルを張り込みしたり、ノリノリで探偵をしていましたね。

ＫＰ：序盤なのに、割と分散行動をしていることが多かったのもプレイ時間が長くなった原因だな。

睦：振り返ってみれば、シナリオの導入部でしかない事件なのに、事務所の住所を尋ねたり、尾行したり、張り込みしたり、探索者全員かなり本気で下調べとかしてましたからねぇ。

ＫＰ：赤毛トリックがバレバレなんだから、さっさと唯花の屋敷で待ち伏せしても展開は同じだったんだけど。

睦：さっきも言ったように、待ち伏せするのなら相手の正体はできるだけ調べてからやりたいです。待ち伏せしていたのが魔術師だったりしたら、返り討ちに遭うかもしれないじゃないですか。

ＫＰ：そりゃあ、そうだね。

睦：せっかく捕まえた熊くま部べがやけに口が固かったのも、話が思うように進まなかった原因かと。

ＫＰ：熊部の口の固さは、逆にあいつが素人の泥棒ではなく、しかも、裏切ったら恐ろしい女帝の指示で動いているということを推理させるものだったんだけどね。

睦：そんな序盤に比べて、潮しお泊どまり市に行ってからは、一気に話が進んだような……あれは、プレイ時間が足りなくなって急いでいたんですか？

ＫＰ：そういうわけではないけど、まあ、プレイに時間がかかり過ぎているなぁとは思っていた。睦ちゃんが気づくほど露骨に展開を急いでたかなぁ？

睦：ちょっとそんな気がしますね。

ＫＰ：それは失敗だったな。急かすつもりは無かったけど、もっとテンポ良く進めようとは思っていた。

睦：私は、東京で時間をかけ過ぎてしまったせいなのかなとか思ってました。

ＫＰ：うーん、今回はそれほどでもなかったのだけど……探索者の地元で事件が発生して、その真相を確かめに現地へ出向くという、ゲームの舞台が二段構えとなるシナリオは、いつ移動するかタイミングを見極めることが難しいよね。そこでゲームの時間配分が想定と狂ってしまうこともある。

睦：地元での調査が不十分で、敵の本拠地についてから準備不足で不利な展開となるのは避けたいですからね。ただ、プレイヤーと探索者には、どこまで調べれば大丈夫なのかわからないので、なかなか移動する決心がつかないんですよ。

ＫＰ：その不安を抱えたまま本拠地に向かうというのも、舞台を二段構えにするシナリオの魅力だけど……プレイ時間が長くなりがちなのが最大の欠点だな。

睦：泊まりがけでゲームをするときとか、体力の続く限り、いくらでも長くプレイできるという環境ですと、舞台がガラッと変わるシナリオって、スケールが大きく感じられて、手応えもあるし、面白いんですけどね。

ＫＰ：確かに、序盤、ボクからの誘導が少なめだったから、東京での調査に時間を取られ過ぎたかな。おかげで、潮泊市に着いてからはやや駆け足になって、全体のバランスが悪くなってしまったようだ。

睦：女帝に連絡をする前にも、悩みましたからねぇ。

ＫＰ：実際には、東京にいるときから、いつでも女帝とは電話で話ができる状態だったんだけどね。まあ、そこは潮泊市で情報を収集してから電話をするという流れで正解だとは思うけど。

睦：しゃれの通じない危険人物とコンタクトするのは警戒してしまいますよ。下手にこちらの存在がバレたら、こっちが追い詰められる側になることもありますから。

ＫＰ：本当は避けられるはずの虎の尾を踏むことになるかもしれないからね。

睦：以前、別の探索者で「血は海の水よりも濃くて」をプレイしたとき、女帝は無闇に触れてはいけないような怖いイメージがあったので警戒してしまいました。

ＫＰ：『クトゥルフカルト・ナウ』が発売される前に、テストプレイに協力してもらったときだよね。ボクは、ああいう怖いおばさんのＮＰＣが好きだから、ロールプレイに自然と力が入って演出過多になるんだよね。

睦：それだから、接触しないとどうしても話が進展しないというギリギリまでは、なるべくコンタクトはしたくなかったんです。

ＫＰ：さっきの地元から敵の本拠地に移動するタイミングの話も同じことだけど、踏み込んでいいのかどうかわからないところに一歩前に進むときのハラハラ感が『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の醍醐味ともいえるので、そこはおおいに迷ってもらっていいと思う。

睦：ただ、あまり迷って、時間ばかりかかってしまうのも問題ですからねぇ。

ＫＰ：うーん、プレイヤーを飽きさせないタイミングで、なおかつハラハラ感を阻害しないちょうど良いさじ加減で、キーパーが誘導できれば理想なんだろうけど……なかなか、毎度うまくいくとは限らないからなぁ。

睦：洞窟の怪物は、第一話に登場した怪物で、レジーの子供だったんですか？

ＫＰ：うん、そうだよ。第一話では、あの怪物はメリロー自身を誘拐して、禁断の知識のもととなるレースを編ませようとしたのだが、それは失敗してしまった。大けがを負って、日本にまで流れ着いたあと、メリローのレースを手に入れればなんでもできるという言葉を信じて、あの洞窟でずっとそれを求め続けてきたんだ。

睦：そうそう、クライマックスもすごいところで途切れましたけど……あれは予定通りだったんですか。まさか、プレイ時間が足りなくなってカットしたとか？

ＫＰ：いやいや、それはない。最初からあの予定だった。リンボを抜けた先になにがあるのか……それは、第三話のシナリオで明らかにされるだろう。




　さて、19世紀末のロンドンと現代日本という二つの舞台を股にかけるキャンペーンも、次回が最終話。

　この話で、すべてをまとめなければならない。

　実際には、第二話のシナリオを書いているときに、第三話についてもあらすじは完成させておいた。そうでないと、第二話であんな終わらせ方はできないからね。

　第一話では、当時のロンドンの雰囲気についての紹介に比重を置いたシナリオとした。いまの日本では考えられない娯楽であるラッティングのシーンなどは、悪趣味ながら、探索者たちには好評だったようだ。

　そして、次の第三話では、雰囲気がわかったところで、今度は当時の有名人と出会えるイベントを用意することを心がけていた。

　『クトゥルフ・バイガスライト』には、実在、非実在を合わせて、多くの有名人たちが紹介されている。これを利用しない手はないよね。

　『るるいえばーすでい』では、当時の有名人として江戸川乱歩やハチ公を登場させたけど、『るるいえがすらいと』では誰を登場させるのか、ボクは少しだけ迷った。

　前にも書いたシャーロック・ホームズをはじめとして、19世紀末には魅力的な創作上の人物がたくさんいる。ドラキュラ伯爵、フランケンシュタイン博士、ジキル博士とハイド氏、ネモ船長、ヘルシング教授など、誰もが知っている有名人ばかりで、ホントに目移りしちゃうよ。

　誰を登場させても、シナリオの重要ＮＰＣとして不足のない人物だけど……キャンペーンの最終回に登場してもらうにはキャラクターがアクが強過ぎる気もする。

　いろいろ伏線を回収しないといけないのに、ドラキュラ伯爵なんて大物が登場したりしたら、なんか細かいことがすべて吹き飛んでしまいそうだよね。

　実は、ボクもギリギリまで第三話にジキル博士とハイド氏をシナリオに組み込めないかと迷っていたのだけど、それを断念したのは、やはりキャラクターのアクが強過ぎるという理由からだった。

　第三話では、第一話で登場したＮＰＣたちとも絡むことになるので、これ以上、個性の強いＮＰＣを増やすと、探索者たちの存在感が薄くなる危険性がある。

　あくまでＮＰＣはゲームを盛り上げる存在だ。それが探索者たちを霞かすませてしまうようでは意味がないよね。

　今回のようなキャンペーンではなく、一話完結のシナリオなら、どーんと有名ＮＰＣを主軸に置いて、探索者はそんな人物に関わる事件に挑むという展開もいいだろう。きっと、クトゥルフ神話に関わる大物を登場させるのと同じくらい盛り上がってくれるはずだ。

　ただ、今回はすでにいろいろなＮＰＣがそろっているので、ドラキュラ伯爵やフランケンシュタイン博士ほどはアクの強くない御方に登場をしてもらうことにした。

　では、ボクが迷った結果、いったいどんな有名人を登場させたのかは、第三話を読んで確認してもらおう。






















再びロンドンの探索者たち




ＫＰ：えーと、第三話では、第二話のことは忘れて、舞台は19世紀末のロンドンに戻ります。

佐さ々さ原はら：ちょっ、あのあとボクらはどうなったんですか!?

ＫＰ：いずれわかるはずだから、気にしない、気にしない。

佐々原：気になりますよ！

ＫＰ：（華麗にスルーして）前回の事件から、約一か月が経過した。とはいえ、謎の妖婦ミストレスの正体が気になる探索者は、彼女について調査を継続していてもいいよ。彼女の美しさに魅了されている辰たつ巳み先生は、特にそうだろうね。

辰巳：ワシはまだその状態なのか！

ＫＰ：シナリオの間にも、ミストレスの調査をしていたという探索者は、治安の悪いドックでうわさ話を収集するか、るるいえ堂に売られてきたキネトスコープの出どころを時間をかけて調査するか、どちらかの行動を選べるよ。

さやか：もちろん調査しますけど……私はるるいえ堂つながりで、キネトスコープのことを調べようかな。

京みやこ：ドックに行くのなら、下層階級の私が適任ですかね？

辰巳：ワシもミストレスのうわさを集めに、ドックに行くか。

佐々原：じゃあ、残ったボクは、さやかちゃんのお供をするということで……。

ＫＰ：ここでは、うわさ話を聞き漏らさないようにする〈聞き耳〉か、いろいろな人から話を聞き出すための〈言いくるめ〉のどちらかを成功すれば情報が得られる。

辰巳＆京：〈聞き耳〉で、コロコロ……失敗。

ＫＰ：ありゃりゃ、二人とも失敗だと、ドックの方では情報は得られない。さやかちゃんたちはどうかな？

さやか：キネトスコープの製造元に当たって、〈言いくるめ〉でいろいろ情報を得ようと、〝たらし〟ます！（笑）

佐々原：たらすんだ！（笑）

さやか：三大異国美女の名にかけて、流し目をしながら、どんな話だって聞き出しちゃいます。＋30％の修正がついて、私の〈言いくるめ〉は75％です。コロコロ……にゃっ、失敗!?

佐々原：その〝男たらし〟って、成功したことあるの？（笑）

さやか：なんでっ、なんで成功しないの～!?（泣）

ＫＰ：ミストレスのキネトスコープを製造した職人に会うことはできたけど、いくらかわいくても、さやかちゃんのような小娘に興味はないようだ。依頼主のプライベートを守るため、そのことについて話すつもりはないらしい。

佐々原：しょうがないな……じゃあ、ボクが30％しかないけど〈聞き耳〉で、職人たちの立ち話をこっそりと聞いてみますね。コロコロ……やった、成功してます！

ＫＰ：さやかちゃんがトボトボと退散したあと、佐々原は職人たちの雑談をこっそり立ち聞きすることができる。その会話内容によると、あのキネトスコープは裕福な客が個人で楽しむために特注したものらしい。

佐々原：ほうほう、それは誰なのか言っていませんか？

ＫＰ：君は、職人がぽつりと漏らした名前を聞き逃さなかった。その人物とは、かの有名な作家、Ｈ・Ｇ・ウェルズだという。

佐々原：Ｈ・Ｇ・ウェルズ、キタ―――――――ッ!!（笑）

辰巳：なんと……予想外の大物が出てきたな。あのＨ・Ｇ・ウェルズとミストレスに、どんなつながりが……？

ＫＰ：職人の会話によると、彼はミストレスと懇意にしていたようだね。

さやか：辰巳先生に恋のライバル登場ですよ！

佐々原：いくら辰巳先生でも、ウェルズ先生じゃあ分が悪いんじゃないかなぁ（笑）。

京：なにを言ってるんですか。辰巳先生の方がよっぽど魅力的です。でも、他の女性を見ることは、この私が許しませんけどね！

ＫＰ：作家志望である佐々原は、ここで〈知識〉をロールしていいよ。

佐々原：作家同士でなにか知っているのかな。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：意外かもしれないけど、Ｈ・Ｇ・ウェルズって割と女性関係が派手だったようだね。当時にしては、性に開放的な考え方をもっていたんだ。

佐々原：へえ、そうだったんですかぁ。

さやか：もしかしたら、Ｈ・Ｇ・ウェルズからミストレスの情報を得られるかも。

ＫＰ：ただ、１９００年当時、Ｈ・Ｇ・ウェルズはロンドンの南東、ブリテン島の東のはずれにあるケント州のサンドゲイトに新居を構えたばかりだ。ロンドンからは汽車を乗り継いで半日かかるね。

佐々原：うーん、ちょっと遠いですね。いまのところ、この情報は保留かなぁ。



◆京のワンポイントご奉仕「Ｈ・Ｇ・ウェルズ」

　どうも、好きなＨ・Ｇ・ウェルズの作品は「宇宙戦争」な、京です。

　Ｈ・Ｇ・ウェルズは「タイムマシン」「宇宙戦争」「透明人間」といった、その後のＳＦに大きな影響を与えた作品を数々発表した、とても有名な作家です。

　いつも未来のことを考え、戦争の根絶を目指す社会活動にも積極的でした。

　ちなみに「宇宙戦争」に登場する、タコのような姿の火星人は『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ マレウス・モンストロルム』でもデータが紹介されているんですよ。






　聞き込みの帰り道、さやかちゃんと佐々原はテムズ川を運行する定期船に乗った。

　ロンドン市内に隣接する魔窟であるドック……たくさんの船が停泊している港を船上から眺めていると、二人はそこに意外な人物を目撃した。それは第一話で探索者たちを助けてくれた、イケメン警部のライサンダーである。

　ところが、遠目で見ても彼の服装はヨレヨレで、かなりやつれている様子。

　さやかちゃんと佐々原は、そんなライサンダー警部の変容を奇妙に思うが、船はそのまま通り過ぎてしまう。




ＫＰ：ここからシナリオの本編となる。さやかちゃんたちが船上でライサンダー警部を目撃した日、辰巳先生はるるいえ堂からすぐ近くのヴィクターの研究所にいる。スコットランド・ヤードのレストレード警部から依頼を受けていた、指紋照合装置の検分をする予定なのだ。

辰巳：おお、そんなことがあったな。すっかり忘れていた。

京：当然、私もお供していますよ～。

ＫＰ：研究所といっても、佐々原の下宿と変わりないくらいの広さの三階建ての建物の一階部分を、小さな工房のようにしているだけなんだけどね。ショーンという若い見習いと二人で切り盛りをしていて、発明だけでは食っていけないので、町のなんでも修理屋さんといった感じで、こまごまとした仕事も受け付けている。

辰巳：それで、装置はちゃんと出来ているのだろうか？

ＫＰ：基本構造は小さな机にはめ込まれたガラス板に、指紋を採集したシートを二枚置いて、それを下から照らすことで透かして見るといった単純な仕組みの機械だ。ただ、新製法で作られたゆがみの少ない板ガラスを、最新の揺らぎの少ない光源である電球を組み合わせたところが素晴らしい。ランプに照らして見るよりも、目は疲れないし、精度もはるかに向上している。

辰巳：「ほうほう、これはなかなかのものだな」

ＫＰ：彼は発明家に必要なひらめきはないようだけど、最新の技術を巧みに利用して、改良していく能力は高い。エジソンへのリスペクトと思い込みが激しいところを除けば、とても優秀な電気技師だね。

佐々原：天才ではなく職人だから、一パーセントのひらめきを持つ、エジソンに憧れているのかな。

辰巳：好奇心で聞くのだが、研究所には他にどんな発明品があるのだろうか？

ＫＰ：ほとんどが何に使うのかわからないガラクタばかりだね。ただ、エジソンが発明して、商品となった品々がコレクションされている。

辰巳：ほう、エジソンの発明品か……どんなものがあるのだろう？

ＫＰ：辰巳先生が興味を持てば、ヴィクターはうれしそうに説明をしてくれるよ。まずは、最近、るるいえ堂に入荷したキネトスコープに触発されて、思わず購入してしまったキネトグラフを自慢げに見せる。

京：なんですか、それは？

ＫＰ：キネトスコープに組み込む映像の方を撮影するための機械だね。いわば、キネトグラフがカメラで、キネトスコープがテレビみたいなものだ。もっとも、キネトグラフで撮影した映像を、キネトスコープにセットするのは素人には無理で、この不便さもまたリュミエール兄弟の映写機に敗北した原因だろう。

京：「面白そう。ちょっと撮影してみてください！」

ＫＰ：フィルムは高価だし、現像も大変だから、そんな簡単に試し撮りなんかできないよ。ヴィクターは自分が世紀の大発明をしたときに、その様子を撮影するつもりだと夢を語っている。

辰巳：ふーむ、このキネトグラフのことは覚えておいた方がよさそうだな。あとで使いそうな気がする。

ＫＰ：あと、彼はエジソンの試作品の電球をコレクションしている。さまざまなフィラメント（電球の発光する部分のこと）を使用した電球が保存されており、自慢の逸品は日本の竹から作ったというフィラメントと、あと幻の白金フィラメントだ。「この白金フィラメントは素晴らしく安定した光を発してくれるのだけど、材料費が高価なためお蔵入りになってしまった不遇の品なんだ」と、いとおしそうに電球をなでている。

辰巳：フィラメントコレクターとは、世の中、いろいろなマニアがいるものだなぁ……（苦笑）。




　ヴィクターのコレクションを見ているうちに、レストレード警部が研究所にやってきたので、いよいよ今後の犯罪捜査に大いに飛躍させるであろう新技術、指紋照合装置の検分を開始することにした。




ＫＰ：ありがたいことに、レストレード警部も装置の出来については満足しているようだ。そして、一通り試したあとで「この装置は使えそうですね。ところで、辰巳先生、ちょっと変わったものがあるのですが見ていただけますか？」と、小さな包みを取り出す。

辰巳：なんだろうか。包みを開けてみよう。

京：私も横からのぞいてます。

ＫＰ：中には小さな肉の塊が入っているね。「原形は留めていませんが、これは切断された人間の指のようなんですよ。おそらく馬車の車輪にでも巻き込まれたのでしょう」

京：「そ、そんなもの持ってこないでくださいよ！」

ＫＰ：「決然とした性格」の特徴を持つ辰巳先生は〈正気度〉ロールはしなくて大丈夫。京は〈正気度〉ロールをしてくれ。

京：正気度27しかないのに……コロコロ……よかった、成功しています。

ＫＰ：成功していれば、正気度は減らない。

辰巳：ふむ、ワシは死体くらい病院で見慣れているからな。「この指がどうかしたのですか？」

ＫＰ：レストレード警部は、こうした損傷した遺体からでも指紋は採集できるものなのか興味があるようだ。

辰巳：なるほど、表皮さえ残っていれば部分指紋の採集は可能だと思うが……この状態ではどうだろうか？

ＫＰ：肉塊をよく調べるのなら、辰巳先生は〈医学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功した。

ＫＰ：よくよく調べてみると、辰巳先生はこの肉塊の異常さに気づかされる。これは間違いなく白人の成人男性の親指なのだが、損傷の仕方がおかしいのだ。この指はくるりときれいに裏返っており、そのため内側に表皮があり、外側に肉が露出してしまっている。しかも、筋肉や神経、血管はまったく傷ついていない。医者である辰巳先生だからこそ、これが常識ではありえない損傷であることを理解してしまい――〈正気度〉ロールだ！

辰巳：くっ……恐ろしいことに気づいてしまった。コロコロ……しかも、失敗！

ＫＰ：失敗すると、正気度を１Ｄ３ポイント喪失します。

辰巳：コロコロ……「２」か。残り正気度は73になってしまったが……この指はいったいなんなのだ？

京：なにか未知のパワーで切断された指なのかも。

ＫＰ：ちなみに、さっき〈医学〉で成功しているので、指を復元することは可能だよ。表皮は完全な状態で残っており、良好な指紋が採取できる。

辰巳：では、レストレード警部に見せるとしよう。「やや奇妙な損傷状態の指でしたが、このように復元すれば指紋の採集は可能ですぞ」

ＫＰ：レストレード警部は感心して、これまで採集してきたサンプルの指紋との照合をしているね。「なるほど、辰巳先生の指紋とも違うし、当然、私の指紋とも違う……んんっ、これは？」

辰巳：「どうかされましたか？」

ＫＰ／レストレード：「いや……この切断された指の指紋が、このサンプルとそっくりのようなのです」

辰巳：「そんなバカな。いったい誰の指紋ですか？」

ＫＰ：それはヴィクターから採取した指紋のサンプルだね。辰巳先生が見ても、二つはそっくり同じに見える。

辰巳：ヴィクターの指は……もちろん、あるんだよな？

ＫＰ：「なにを疑っているんですか。全部そろっていますよ」と、ヴィクターは手を開いて見せてくれる。

佐々原：もしかして、ヴィクターの双子の指紋とか？

ＫＰ：たとえ一卵性双生児であっても、指紋は微妙に異なるはずだ。ただ、19世紀末を生きるレストレード警部は、この結果に非常に不満そうな顔をしている。「辰巳先生、同じ指紋を持つ者はこの世に存在しないという話だったはずでは……これはどういうことですか？」

辰巳：「いや、学説によれば、それは事実のはずなのです。いったいどういうわけでこんなことが……」

ＫＰ：「なんてことだ……せっかく、新捜査方法として導入間近だったというのに、これでは一からやり直しだ」と、レストレード警部は頭を抱えているね。ちなみに、史実だと来年の１９０１年にスコットランド・ヤードに指紋を利用した捜査が導入される予定だった。

京：このままだと歴史が変わっちゃう！

辰巳：「この件については、ワシの方でもう少し調査をさせてもらえませんか。指紋捜査法は将来有望な技術です。きっと、これにもなにかわけがあるはずです」

ＫＰ／レストレード：「そういうことでしたら、この件は辰巳先生にお任せいたしましょう」

さやか：あのぉ、そろそろ私たちも研究室に合流していいですか。レストレード警部に、ドックで見掛けたライサンダー警部の様子が変だったことを聞きたいのですが。

ＫＰ：ああ、いいよ。

佐々原：だったら、ボクは下宿に戻って、メリローさんにライサンダー警部のことを聞いてこようかな。息子なんだから、なにか事情を知っているかも。

さやか：じゃあ、そちらはよろしくお願いします。私は研究所で辰巳先生がレストレード警部が会う予定だったことを思い出して、顔を出したことにします。

ＫＰ：すると、レストレード警部は指紋のシートをにらみつけて、渋い顔をしているところだね。

さやか：ちょっとあいさつをしてから、尋ねてみます。「実はドックでライサンダー警部を見掛けたのですが、なにか様子が変だったような気がするのですが……どうかしたのでしょうか？」

ＫＰ：（ここは〈心理学〉だな。コロコロ……おや、みんな失敗している。珍しいな）「そうかね。ライサンダー警部は事情があってスコットランド・ヤードを休職しているので、しばらく会っていないのだが」と、答える。

さやか：ん……いま、キーパーがダイスをロールした気がするのですが、あれはなんだったのでしょう？

辰巳：もしかして、〈心理学〉にみんな失敗したのかもな（笑）。

さやか：「休職ですか……」って、レストレード警部に不審なところがないのでは、これ以上は突っ込んだ質問はしにくいですね。

辰巳：うーむ、まあ、佐々原がメリローさんからなにか情報を仕入れてくれるだろう。

ＫＰ：君たちがライサンダー警部のことを気にしていると、レストレード警部はふと思いついたように、辰巳先生に尋ねてくる。「そこまでライサンダー警部のことが気掛かりということでしたら……辰巳先生、明日、お時間は取れますか？」

辰巳：「はあ、まあ大丈夫かと思いますが」

ＫＰ：「でしたら、ユニヴァーシティ・カレッジ病院にご足労をいただけませんでしょうか。ちょっと見ていただきたい遺体があるんです」と、検視の依頼をする。これまで辰巳先生は、非公式だけどスコットランド・ヤードの依頼を受けて検視の協力をしてきているので、さほど不自然な話ではない。

辰巳：「わかりました。明日の午前中にうかがいましょう」

ＫＰ：といったところで、オーウェル夫人の下宿に場面を移そうか。

佐々原：よ～し、またボクの料理の腕を振るっちゃうぞ～！




　前回の事件で下宿の住人から信頼を得ている佐々原は、得意の〈製作（料理）〉で日本料理の食事会を開く。

　そんな和やかな席でメリローにライサンダー警部のことを尋ねると、やはりなにか心配事があるらしい。

　佐々原は食事を終えたあと、さっそくメリローを探索者たちが待つるるいえ堂へと連れて来た。




ＫＰ：メリローによると、最近、ライサンダー警部の様子がおかしいそうだ。なにかふさぎ込んでいるようで、あるときなど、メリローに対して「母さんは、ロンドンに来るべきじゃなかった。いや、そもそも父さんと出会うべきではなかったんだ」と、厳しい口調で言ってきたという。

さやか：この前は、親孝行の息子さんに見えましたけど……メリローさんの旦那さんって、どんな人でしたっけ？

ＫＰ：これは初めての情報だったかな。ライサンダー警部の父は商船の船乗りで、その後、イギリス王立海軍に入隊。ただ、不幸にもライサンダー警部が産まれた年に、アロー戦争で戦死したらしい。

さやか：船乗りだったんですか。メリローさんとの出会いは？

ＫＰ：メリローは南洋にある小さな諸島の出身なのだけど、彼女の暮らしていた島は、他の島の部族との争いによって全滅してしまったんだ。その時、たまたま未来の旦那が乗っていた商船が立ち寄り、そのまま飢え死にするくらいならばと、まだ幼かったメリローをロンドンに連れてきたらしい。その後、美しく成長したメリローは命の恩人である旦那と年の差婚をしたのだった。

辰巳：「その南洋にある諸島というのは……？」

ＫＰ：いわゆる、ポナペらしいね。

辰巳：ポナペ！（笑）

京：ポナペと言えば深きもの。やっぱり、彼女は深きものの血を引いているんでしょうねぇ。

さやか：「話を戻して、ライサンダー警部の様子がおかしくなったのに、なにかきっかけとかなかったんですか？」

ＫＰ：きっかけというわけではないのだけど、変わったことと言えば、ライサンダー警部は二週間くらい前、突然、東洋人の美女を連れてきたそうな。

佐々原：ロンドンに東洋人の美女なんて、さやかちゃんの他にはミストレスしかいませんけど（笑）。

さやか：あー、まあ、それは……その……（〝たらし〟が失敗ばかりして、すっかり自信がなくなっている）。

ＫＰ：メリローの話では、ライサンダー警部はその美女のことをミストレスと呼んでいたらしい。

全員：ミストレス、キタ―――――――ッ!!

ＫＰ：ライサンダー警部はそんな彼女にレースをプレゼントしたいと言って、メリローに注文を受けさせたそうな。

さやか：「もしかして、それはこの前いただいたレースと同じ図柄のものとか？」

ＫＰ：図柄の指定はなかったらしい。ただ、ミストレスは望むデザインのイメージだけを伝えたそうな。内容としては、時間と角度、高い場所にあるものについて語っていた気がするのだが――

さやか：「なんですか、その怪しい注文は。芸術的過ぎて意味がわかりません！」

ＫＰ：メリローも、どんな注文を受けたかはなぜか記憶があいまいらしい。ただ、その注文を受けたあと、メリローは妙に創作意欲が湧いて、寝食を忘れてレース編みに没頭したそうな。おかげで一週間という驚くべき短時間でレースを仕上げることができたんだ。

さやか：「そのレースはいまどこに!?」

ＫＰ：数日前にライサンダー警部に渡してしまったらしいよ。

辰巳：レースを受け取って、ライサンダー警部はうれしそうでしたか？

ＫＰ：「ふふふっ……よぉ～し、これさえあれば……」と、たいへん喜んでいたそうだよ（笑）。

辰巳：その喜び方は駄目なやつだ！（笑）

さやか：私の知っているライサンダー警部とはまるで別人のようです。いったいなにがあったんでしょう？

京：レースを作ってもらう前から、ライサンダー警部の様子はおかしかったみたいだし……フィッシュターク団を裏で操っていたみたいに、ミストレスがまたなにかよからぬことを吹き込んでいるんじゃないのかなぁ？

佐々原：「さすがは三大異国美女のナンバーワン。フィッシュターク団、辰巳先生、Ｈ・Ｇ・ウェルズに続いて、イケメンのライサンダー警部まで籠ろう絡らくするとは……（笑）」

京：「辰巳先生がなにをされたですって？　聞き捨てなりませんね！（笑）」

辰巳：「いや、ワシはただ美しいモノに興味があるだけだから……ゴニョゴニョ」




　息子を心配するメリローは、第一話でもお世話になったさやかちゃんに、彼の身辺調査を依頼する。

　異国三大美女ナンバーワンのミストレスに興味もあるさやかちゃんは、快くその依頼を引き受けるのだった。







ライサンダー警部と不審な遺体




　佐々原はヴィクターの親指は義指なのではと疑っており、翌朝、彼の研究所に立ち寄り、親指を実際に触ってよく確認をする。しかし、念入りに調べても変わったところはなく、妙な目で見られるだけの結果となった。

　その後、佐々原はさやかちゃんと合流して、スコットランド・ヤードに向かい、ライサンダー警部に関する情報収集を試みる。しかし、いろいろ知っていそうな警部から、道路整理をしている口の軽そうな警官ボビーにまで尋ねて回るのだが、二人ともことごとくロールに失敗して、なにも情報を得ることはできなかった。

　仕方ないので、メリローにライサンダー警部の下宿の住所を聞いて、直接、訪問をするが、そこでも彼はずっと部屋を留守にしているということしかわからなかった。

　いろいろ動き回ったのに、ほとんど空振りの結果に終わり、さやかちゃんと佐々原はガッカリ。

　一方、辰巳先生と京の二人は、レストレード警部に会うためユニヴァーシティ・カレッジ病院にやってきていた。




ＫＰ：ユニヴァーシティ・カレッジ病院は、その名の通りロンドンの名門大学ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン内にある大学病院だ。敷地内を歩いているとき、辰巳先生と京は〈目星〉がロールできる。

辰巳＆京：コロコロ……失敗。

ＫＰ：じゃあ、なにも気づかなかった（成功していれば、気になるポスターに気づいたはずだった）。

京：うーん、なにか重要な情報が通り過ぎていったような……。

ＫＰ：さて、病院で待っていたレストレード警部は、そのまま地下の死体安置室へと案内してくれる。いまロンドンは冬なので、地下室は凍えるような寒さだが……死体を保存するにはちょうど良いだろう。すでに板張りの台には、成人男性の遺体が横たわっている。彼を見たら〈アイデア〉ができるよ。

辰巳＆京：コロコロ……失敗。

ＫＰ：じゃあ、なにも気づかなかった（成功していれば、この男が佐々原の下宿を襲撃して逮捕されたフィッシュターク団の一員であることがわかった）。

京：さっきからロールが失敗続き……大丈夫なのかなぁ？

辰巳：「このご遺体はどなたですか……？」と、レストレード警部に尋ねてみよう。

ＫＰ：レストレード警部は「とりあえず先入観を持たずに、死因を診ていただきたいのですが」と、お願いする（ここで〈心理学〉だな。コロコロ……コロコロ……なんだ、二人とも失敗か）。

京：〈心理学〉まで失敗しているようですよ！（泣）

辰巳：な～に、ワシの目的は検視だ。このロールにさえ成功すればよい。コロコロ……よしっ、成功！

ＫＰ：よかったねぇ。この遺体だけど、後頭部に重度の損傷がある。かなり強い力で、堅い平面に打ち付けたといった感じだ。しかも、それは複数回であることが推測される。

辰巳：……壁や机に何度もぶつけられたといった感じかな？

ＫＰ：それでほぼ間違いないかと思うね。さらに、辰巳先生は〈医学〉か〈人類学〉の好きな方をどうぞ。

辰巳：当然、〈医学〉でロールするぞ。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：この遺体には非常に変わった特徴が見られるね。まず、のどに四センチほどの膜に覆われた穴が開いており、検査針を通してみると、なんとそれは気管にまでつながっているのだ。頭蓋骨もやや変形しており、カエルのように飛び出した大きな目が印象的だが、成人にもかかわらず、歯は鋭い牙のようなものに生え替わりつつある。まるで人間と魚の中間にあるかのような姿……〈医学〉に成功をした辰巳先生は、この遺体は人類とは別種の生き物であるのではという恐ろしい考えになってしまい、〈正気度〉ロールだ！

辰巳：そ、それは「決然とした性格」でなんとかならんのか？

ＫＰ：これは医者として初めての体験だから無理だね。

辰巳：「こ、これはなんとおぞましい……こいつは何者なんだ……」と、コロコロ……成功！

ＫＰ：成功しても１ポイント喪失。さらに、人類と異なる未知の種をじっくりと検視したことで〈クトゥルフ神話〉を＋１％させてあげましょう。

辰巳：くっ……現在正気度は72。

ＫＰ：そうそう〈医学〉をしたあとで〈目星〉もしてみてくれる？

辰巳：コロコロ……駄目だ、そっちは失敗した。

京：私もしてみていいですか？

ＫＰ：まあ、いろいろ死体を調べてみるというのならいいだろう。

京：辰巳先生の助手ですから……コロコロ……ごめんなさい、私も失敗です。

ＫＰ：じゃあ、なにも気づかなかった（ホント、よく失敗するなぁ）。

辰巳：うむむ……ともあれ、いまの魚っぽい特徴に関する発見はぼかして、レストレード警部には死因だけを説明しておこう。「この後頭部の傷によりますと――」

ＫＰ：辰巳先生の所見を聞くと、レストレード警部は露骨にがっかりしたような顔をしている。「やはり、そうですか……間違いはないんですよね。なにか持病があったとか、そういうことはありませんか？」

辰巳：「遺伝的な変質はあるようですが、死因とは関係ないと思われます……しかし、この遺体とライサンダー警部の休職がどう関係しているというのですか？」

ＫＰ：そこは〈信用〉のロールをしてもらおう。

辰巳：コロコロ……うわっ、89％もあるのに、失敗した！

ＫＰ／レストレード：「……申し訳ないのですが、それはお話しできません」

辰巳：ここまで来て、それはないだろう！　〈正気度〉ロールまでさせておいて！（泣）

京：大事な情報をポロポロ取り落としている～！

ＫＰ／レストレード：「後頭部の傷以外に死因が見つからないとなると、これ以上のことは辰巳先生といえどお話しすることは……」

辰巳：ふーむ、つまり、後頭部の傷が死因だとすると、ライサンダー警部が犯人になってしまうとか……そういう感じなのかもな。だから、ワシに別の死因がないか検視をさせたのでは？

ＫＰ：さすがにそこまでわかっているのならば、ロールをするまでもなく、昨日からのレストレード警部の態度からしてそんな気がしてきたね。

京：ライサンダー警部は殺人の嫌疑で、スコットランド・ヤードを休職しているってことですか。

佐々原：どおりでスコットランド・ヤードの同僚たちも話したがらないわけですね。

京：ぶっちゃけ、この男ってフィッシュターク団と同じ、深きものですよね？

ＫＰ：探索者は深きものという存在は知らないが、馬車での追跡劇で京を襲ってきた、フィッシュターク団の連中にとてもよく似ているね。こんな独特の顔つきの人間は、そうそう出会えるものではない。

辰巳：こいつも、もしかするとフィッシュターク団の一員なのかもしれないな。問題は、こいつとライサンダー警部の関係だが……うむむ。

さやか：これがライサンダー警部の様子が変な理由なのでしょうか？

佐々原：ライサンダー警部はミストレスとも関わっているみたいだし、それだけじゃないんじゃないかな？




　どうもダイス運に見放されている探索者たちは、本腰を入れて夜も調査を続行することにした。

　まず、佐々原はガス灯の下で、ライサンダー警部の下宿を張り込みしたのだが……。




ＫＰ：佐々原は〈目星〉か〈聞き耳〉をしていいよ。

佐々原：コロコロ……〈目星〉で成功です。

ＫＰ：確信を持って言えるのだけど、今晩、ライサンダー警部が帰ってくることはなかった。

佐々原：ちっ、無駄足だったか。じゃあ、もう下宿の家捜しをするしか――。

京：いくらなんでも、まだ早いよっ！（笑）




　続いて、京は警官たちが立ち寄るような、やや質の悪いパブを訪ねて、マスターや客たちからライサンダー警部に関する情報をさらに得ようとする。




京：来たのはいいけど、よく考えたら〈言いくるめ〉は苦手なんですよね……。

ＫＰ：おまけして、〈聞き耳〉か〈幸運〉でもロールをさせてあげよう。

京：ＰＯＷ６の私は〈幸運〉は30％しかないので、なんと〈聞き耳〉の方が１％だけ成功率が高い。

佐々原：泣けるなぁ……京ちゃんは。

京：ここはなんとか成功させたい！　コロコロ……やった、なんか久しぶりにロールに成功しましたよ。

ＫＰ：では、たまたま警官たちがライサンダー警部のうわさをしているのを小耳に挟むことができる。ここからちょっと一人芝居が始まります。

京：わーい、パチパチパチ（笑）。

ＫＰ／警官Ａ：「そういえば、ライサンダー警部が休職しているけど……その理由ってのが、取り調べ中、容疑者を殴り殺したせいらしいんだよ」

ＫＰ／警官Ｂ：「そんなわけないだろ。あの人は温厚な紳士だぜ。いくら相手が犯罪者だからってさぁ」

ＫＰ／警官Ａ：「いや、だからこそ、レストレード警部も頭を痛めて、なにかの間違いじゃないかって調査をしているんだってさ」

ＫＰ／警官Ｂ：「けど、あのライサンダー警部がそんなことするなんて、オレにはどうしても信じられないなぁ」

辰巳：取り調べ中に容疑者を殴り殺したのか……それは大問題だな。

さやか：メリローさんも深きものの血筋のようですし……フィッシュターク団の取り調べ中に、そのことを指摘されて頭に血が上ったのかも。

京：「いずれ、おまえの母親もオレみたいになるんだゲコォ」とか言われて、キレちゃったのかな？

ＫＰ：ゲコォ……って、カエルかっ！（笑）

辰巳：うーむ、どうやらその線が濃厚なような気がしてきたな。しかし、そうなるとライサンダー警部の容疑はますます深まるばかりで、なんとも困ったものだな。




　さやかちゃんは、レストレード警部からヴィクターと同じ指紋を持つ謎の指が発見されたという場所を教えてもらい、そこに他の遺留品がないかを見て回ることにした。




ＫＰ：そこはロンドン市内の大通りの交差点なのだけど、遺留品を捜すのならば、〈目星〉をどうぞ。

さやか：うふふ、〈目星〉は得意なのです。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：怪しい肉塊はもちろんだけど、それ以外に不審なものも落ちてはいないようだね。

さやか：うーん、じゃあ、聞き込みをしてみます。この通りでいつも仕事をしている物売りの人とかはいませんか？

ＫＰ：だったら、夜も更けてきたというのに、甘い匂いを漂わせながら栗を焼いている物売りがいる。ロンドンっ子は焼き栗が大好きで、冬の定番のおやつなのだ。日本での焼き芋と同じ感覚だね。

さやか：じゃあ、ちょっと焼き栗を買ってから、このへんで妙なことがなかったか聞いてみます。

ＫＰ／栗売り：「そうだなぁ……妙なことといえば、この前、誰もいないところから大声が聞こえたことがあったな。空耳とは思えないほどハッキリ聞こえたのに、振り返ってみるとそこには誰もいなかったんだ」

佐々原：それは……もしや、透明人間？　今回、キーパーは、Ｈ・Ｇ・ウェルズのネタを入れてきたのかな？

さやか：「どんなことを叫んでいたんですか？」

ＫＰ／栗売り：「『たいへんだ、ショーン！』って、聞こえたなぁ」

さやか：ショーンって、ヴィクターさんのところにいる見習いの人ですよね!?

佐々原：いったい何を発明したんだ、ヴィクター！（笑）

さやか：「それ以外になにか……または、別の日にも聞こえたことがあるとか？」

ＫＰ：そういうことはないようだね。後にも先にも、それっきりらしい。

さやか：うう～ん、なんかすごい情報を手に入れたような気がしますが、まだ何も見えてきませんね。ヴィクターに、ライサンダー警部に、Ｈ・Ｇ・ウェルズに、ミストレス……ロンドンには怪しい人が多過ぎます！（笑）




　ミストレスに個人的な関心のある辰巳先生は、プレイヤーは知っていても、探索者はよく知らないであろうＨ・Ｇ・ウェルズについてもっと調べてみようと、文壇の人々が集まるようなクラブを訪問することにした。




ＫＰ：辰巳先生は〈信用〉に成功すれば、知り合いからそんなクラブを紹介してもらえることにしよう。

辰巳：コロコロ……成功した。

ＫＰ：では、ロンドン市内にある高級クラブ。そこは記者や編集者、作家や評論家といった文壇の人間たちが集う場所だ。この独特な雰囲気になじめるかどうかは〈エチケット〉をどうぞ。

辰巳：そんなものは習得していない。

京：私も一緒に行けばよかったですね。でも、基本成功率は５％ありますよ。

辰巳：コロコロ……駄目だ、失敗している。

ＫＰ：とはいえ、〈信用〉で成功しているので、追い出されるようなことはない。ただ、周りからちょっと浮いてる気がして居心地が悪いね。

辰巳：まあ、Ｈ・Ｇ・ウェルズについての話題を振ってみよう。「最近、彼はどうなんでしょう？」

ＫＰ：この時期、Ｈ・Ｇ・ウェルズは『タイムマシン』『透明人間』『宇宙戦争』『モロー博士の島』という、いまとなっても色あせない数々の傑作を、なんとたった三年の間に立て続けに発表をしている。ただ、彼はそのまま文壇での地位を確立することよりも、もっと先進的な思想や社会活動に関心を向けていたようだ。

京：三年でそれだけのタイトルを発表したというのはすごいですね！

ＫＰ：で、最近のことだけど、ちょうどＨ・Ｇ・ウェルズはサンドゲイトからロンドンに来ており、明日、ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドンで講演をするという話を教えてもらえるよ。その題目は「Look to the Future／未来に目を向けよ」だそうな。

辰巳：略すと、ＬＴＦ。『るるいえぐりもあーる』の時にも出てきたフレーズだな。

京：その講演をする人は、本当にＨ・Ｇ・ウェルズなのでしょうか……？

ＫＰ：ちなみに、ユニヴァーシティ・カレッジの近辺にはポスターがたくさん貼られているらしいよ。

佐々原：もしかして、ユニヴァーシティ・カレッジ病院に行ったとき、辰巳先生たちが失敗した〈目星〉ってそれだったのでは（笑）。

辰巳：かもしれん……なんか、いろいろ遠回りをしているようだなぁ。







Ｈ・Ｇ・ウェルズの意外な素顔




　翌朝、探索者たちはるるいえ堂にて合流して、それぞれの得た情報を交換する。




さやか：私の手に入れてきた、「たいへんだ、ショーン！」という声が聞こえたという情報はすごい重要だと思うんですよね。これでヴィクターが急に怪しくなってきました。

京：発明家だから、透明人間になる薬とか、Ｈ・Ｇ・ウェルズに関係するなにかを開発しているのかなぁ？

辰巳：「Ｈ・Ｇ・ウェルズと言えば、今日、ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドンで彼が講演をするらしいぞ」

さやか：「それはぜひとも聞いてみたいですね！」

ＫＰ：ただ、人気作家であるＨ・Ｇ・ウェルズの講演は大人気なので、前もって申請をしている学生か、もしくは招待状のある人しか入ることはできないよ。

佐々原：夏目金之助（夏目漱石）なら招待状くらいどうにかなるのでは？

ＫＰ：するどいね。実は、夏目金之助はユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドンの聴講生をしていたことがあり、この講演会にも招待をされている。

佐々原：じゃあ、夏目金之助に「どうせ、夏目とウェルズさんとでは作風が違うからさぁ、席譲ってくれない？」と、お願いをしましょう。

ＫＰ：確かに、夏目漱石とＨ・Ｇ・ウェルズでは、作風は大違いだけどね……まあ、佐々原にはいつも日本食を振る舞ってもらっているから譲ってあげよう。ただし、この招待状で入れるのは二人までだ。

さやか：私は一人で来ている学生を〝たらし〟て同席させてもらうつもりです（笑）。

京：私は下層市民だから、講演会に出席するのは身分的に難しいかな。外で待っていますよ。

辰巳：あと、さやかちゃんには、ついでに病院にある遺体について、医者ではなく探偵としての視点から調べてもらいたい。具体的にはワシらが失敗した〈目星〉をロールしてもらいたいのだ。




　こうして、探索者たちはユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドンへと向かうが、講演の前にさやかちゃんは遺体安置室で、例の遺体と対面する。そこで探偵視点で〈目星〉をロールしてみたところ、遺体の脇の下に隠すように小さなタコのタトゥーがされているのを発見する。このタトゥーから、遺体がフィッシュターク団の一員であることが確定したが……正直、探索者はともかく、プレイヤーはほぼ確信していたことなので、いまさらであった。

　そうこうしているうちに、講演会が始まる時間となり、探索者たちは会場へと向かう。

　途中、さやかちゃんは一人で来ているさえない男に声をかけて、パートナーとして同席させてもらうことにした。




ＫＰ：いよいよ講演が始まろうとしているが……講堂に入れない京にも、ちゃんとイベントがあるのだ。

京：えっ、そうなんですか。私は仕方ないので、講演が終わるまで大学構内をぶらぶらしていますけど――

ＫＰ：すると、紙束を持った青年がとてもあわてたように講堂に向かって走っている。

佐々原：これはぶつかってしまい、プリントを拾い集めるイベントですよ！

京：じゃあ、いつでもぶつかって来いって感じで、隙だらけで歩いてます（笑）。

ＫＰ：ボクもラノベ作家の端くれ……メイド服の巨乳眼鏡っ子にそんなことをされては、ラッキースケベイベントを発生させるしかあるまい。焦って走っていた青年は、うっかり京にぶつかってしまい、「むぎゅ」と胸の間に顔を埋める。ついでに、もにゅもにゅと胸を揉んで「なんだ……この柔らかい感触は？」とか言ってるけど（笑）。

京：「なにをするんですか！」って、フライパンで殴りますよ。

佐々原：京ちゃん、すぐ暴力を振るうヒロインは嫌われるよ？

京：大丈夫、このリプレイのヒロインはさやかちゃんだから。

辰巳：ウチのヒロインに蹴られると、主人公は普通に死んじゃうなぁ（笑）。

ＫＰ：じゃあ、青年はフライパンで殴られて、持っている紙をばらまいた。

京：「ああっ、大変。拾うの手伝いますから！」って、ついでに中身を読んでみますよ。

ＫＰ：どうやら、Ｈ・Ｇ・ウェルズの講演に関する補足資料のようなもののようだね。ちょっと難しい内容なので、パッと読んだだけでは理解できない。ただ、妙なのは、それらの紙に書かれた文字は活字印刷ではなく、手書きっぽいものなんだ。

京：まさか、これをみんな手書きで書いたのでしょうか……？

ＫＰ：京は〈知識〉をどうぞ。

京：あまり得意ではないのですが。コロコロ……よかった、成功しています。

ＫＰ：これは謄とう写しゃ版ばん――俗に、ガリ版と呼ばれる技術によって印刷されたプリントであるとわかる。ちなみに、このガリ版を発明したのも、かのトーマス・エジソンだったりする。

さやか：ガリ版って、なんですか？

ＫＰ：そうか、さやかちゃんはガリ版を知らない世代か……。

佐々原：ボクも名前しか知らないです。

京：私も現物は見たことがないですね。

ＫＰ：まあ、ボクくらいが学校でガリ版を見てきた最後の世代かもしれないなぁ。

京：「これはウェルズさんの講演で使うプリントですか？　よかったら、持っていくの手伝いましょうか？」

ＫＰ：すると、その青年はちょっと迷った顔をするけど、京に手伝ってもらうことにした。プリントを拾い集めて、講堂にいる人たちに配ってほしいというのだ。招待状を見せて講堂に入ると、青年は「ボクは右側の座席の人に配るから、君は左側の座席をよろしく頼む。もうすぐ講演開始の時間なので急いでくれ」と言っている。

京：「わかりました！」

辰巳：「んんっ……なんで京くんがプリントを配っているんだ？」

京：プリントを配り終わったら、隅っこに立って、何食わぬ顔で講演を聴いていましょう。

ＫＰ：いやいや、事はそう簡単にはいかない。プリントを配っていた青年は、関係者らしき人に呼び止められて、なにかもめているようだ。

京：なにをもめているのでしょう？

ＫＰ：どうも、彼は講演会に無断でプリントを配っていたらしい。なにやら言い争っていた青年だが、やがてダッシュで講堂から逃げていく。

京：ええっ!?　だったら、私も逃げますよ！

ＫＰ：無事に逃げ切れるか［ＤＥＸ×５］のロールでもしてもらおうかな。

辰巳：「京くん……今度は逃げ出したぞ。本当になにをしているんだ（笑）」

京：コロコロ……ううっ、失敗。どてっと転びました。私、どうなっちゃうんでしょう？

ＫＰ：では、京は係員に捕まって、別室へと連行されていくのだった……。

辰巳：うーむ、とりあえず、京くんの配っていたプリントを読んでみよう。

ＫＰ：やはり、今回の講演に関するもののようだね。ただ、その内容はＨ・Ｇ・ウェルズの主張に対して批判的なものに読み取れるようだが……と、そうしているうちに、もう講演が始まってしまうけど？

辰巳：しょうがない。プリントはあとにして、まずはＨ・Ｇ・ウェルズの様子と講演内容に集中しよう。

ＫＰ：当時、Ｈ・Ｇ・ウェルズは、技術を進歩させることによって過酷な労働から市民を解放して、一部の資本家に集中している富を再分配する必要があると思っていたようだ。

辰巳：それはつまり社会主義ということか？

ＫＰ：そうだね。このあたりは非常にややこしいので、ここでは、Ｈ・Ｇ・ウェルズは社会主義の掲げる理想である、平等で平和な社会像に共感を持っていたようだ――くらいの理解をしておいてもらえればいいです。

さやか：「なんだか難しい話ですねぇ。タイムマシンとか、透明人間とか、もっと夢のある話をしてくれるかと思っていました」

ＫＰ：Ｈ・Ｇ・ウェルズは慣れた調子で自説を語っているのだけど、そこにヤジが飛ぶね。

さやか：おや、どんな人が文句を言っているんですか？

ＫＰ：身なりの良い、インテリっぽい中年の男だ。

辰巳：つまり資本主義で得をしている人物ということか。

ＫＰ：彼はＨ・Ｇ・ウェルズの発言に対して「社会主義の実現を求めるというなら、いますぐあなたは自分の屋敷と召使いを手放したらどうだ!?」と、ヤジを飛ばす（ここで〈心理学〉だな。コロコロ……辰巳先生と佐々原が成功か）。えーと、辰巳先生と佐々原は、そんなヤジに対してＨ・Ｇ・ウェルズは平静を装っているが、内心では「痛いところを突かれた」と思っていることがわかるね。

佐々原：Ｈ・Ｇ・ウェルズはどう切り返すのでしょう？

ＫＰ：彼は堂々とした態度で「もちろん、立法によって社会主義が実現されれば、私は屋敷を手放して、国家に家賃を払おう。そして、科学の進歩が人間を家事から解放すれば、召使いも不要となる。だがしかし、その理想が実現されていないいま、それらを手放すことになんの意味があるのだろうか？」と、返答するのだけど、ヤジはさらにしつこく飛ばされているね。

佐々原：そのヤジって、このプリントに書かれてあることなんでしょうか？

ＫＰ：その通りだ。Ｈ・Ｇ・ウェルズの講演内容に合わせて、それに対する批判が記されている。

さやか：こんなふうに講演の邪魔をするのは許せませんね。その人に「さっきから偉そうなことを言ってますけど、全部このプリントに書いてあることの受け売りじゃないですか！」と、種明かしをして黙らせようとします。

ＫＰ：じゃあ、〈言いくるめ〉をしてもらおうかな？

さやか：これは〝たらし〟は使えませんよね。コロコロ……それでも成功しています。ほらっ、〝たらし〟をしなければちゃんと成功するんですよ！（笑）

ＫＰ：すると、ヤジを飛ばしていた男は恥ずかしそうに黙り込んでしまう。さやかちゃんのおかげで、この後の講演はつつがなく終わるのだけど、いまいちＨ・Ｇ・ウェルズの調子がさえなかったことは否めまい。

さやか：うーん、誰かがＨ・Ｇ・ウェルズをおとしめようとしたのでしょうか？

佐々原：講演内容って、事前に知らされているものなのですかね。

ＫＰ：少なくとも、この講演はＨ・Ｇ・ウェルズ本人以外に内容を知る者はいないはずだ。そう考えると、このプリントは奇妙だね。まるで講演内容を事前に知っていたかのように、彼の自説に対して的確に批判をしている。

辰巳：講演の草稿を盗み読みした透明人間がいるのかもな……。

佐々原：それとも、タイムマシンで事前に講演を聴いてきたのかも！

さやか：なるほど～、どっちもありそうな話ですね。

辰巳：ミストレスの件もあるし、Ｈ・Ｇ・ウェルズに話を聞きに行きたいところだな。会えるのだろうか？

ＫＰ：今頃は構内にある控え室で、大学の関係者などとあいさつでも交わしているだろう。ここで〈エチケット〉の２倍でロールをしてもらおうかな。

京：〈エチケット〉なら、私にお任せ……なのですが、私はいまどうなっているのでしょう？

ＫＰ：ああ、こっぴどく叱られるけど、プリントを配るのを手伝っただけだと相手も納得してくれて釈放されたよ。

京：では、急いで辰巳先生と合流して、〈エチケット〉をロールします。コロコロ……成功です！

ＫＰ：こういう場で目上の人物に取り次いでもらうには、使いの者に自分の名刺を渡して、相手の意向を確認してもらうのが一般的だ。しかし、その名刺の裏に会いたい理由など一言添えておくと、こちらの意志を伝えることができる。具体的には、名刺越しに〈言いくるめ〉などが可能となる。

佐々原：ヤジから助けてあげたことと、プリントのことで話があると書いておけばいいんじゃないのかな？

さやか：私も名刺を持っているんですかね？

ＫＰ：そりゃあ、探偵なんだから持っているだろう。

佐々原：役職のところには「異国美女第三位」って書いてあるんだね！（笑）

さやか：……私はどういう精神状態のときに、こんな恥ずかしい名刺を作ってしまったのでしょうか。

辰巳：じゃあ、ワシとさやかちゃんの名刺の裏に、あの誹謗中傷のあったプリントについて一言書いて、面会を申し込むことにしよう。



◆京のワンポイントご奉仕「謄写版」

　どうも、好きなキーボードのボタンは「Alt」な、京です。

　謄写版というのは、ガリ版という呼び名で親しまれた印刷法で、まだワープロが普及していなかった頃、学校などで、一クラス分、数十枚くらいの少数のプリントを作成するときに重宝されていました。

　印刷用の原紙に直接手書きをして、それがそのまま印刷されるのが特徴ですね。

　コピー機とワープロが普及するとすぐに姿を消したので、世代によって知っている人と知らない人がきっぱりと分かれるでしょう。学校でよく使われていたので、子供時代の記憶として、原紙に文字を書き込むガリガリという音や、独特のインクのにおいなどを懐かしむ人は多いはずです。






　お偉いさんとの会談は辰巳先生たちに任せて、京は佐々原と一緒に、自分を見捨てて講堂から逃げ出した例の青年を探すことにする。

　そして、ようやく青年を見つけて、当てずっぽうでヴィクターの名前を出してみたところ、あのプリントの出どころが彼であることを白状させることができた。金で依頼をされて、あのプリントを講堂で配ったのだという。




佐々原：ヴィクターは初めて会ったとき、Ｈ・Ｇ・ウェルズのことを三文作家とか言ってましたし、ガリ版はエジソンの発明品だそうですから、状況証拠として彼がプリントを印刷したことは間違いないのでは？

京：ギュンギュンとヴィクターが怪しくなってきました。

ＫＰ：じゃあ、一方、名刺を提出した辰巳先生とさやかちゃんだけど……さやかちゃんは〈言いくるめ〉の２倍でロールしていいよ。

さやか：２倍なら楽勝です。コロコロ……はい、成功しました。

ＫＰ：すると、使いの者が来て、首をかしげながら「よくわかりませんが、ミスター・ウェルズはお会いになるそうです」と、彼が休んでいる応接室へと案内してくれる。

さやか：「よくわからない」って、どういう意味ですか!?（笑）

ＫＰ：いや、なんでも講演のヤジのせいでＨ・Ｇ・ウェルズはかなり不機嫌で、「しばらく一人にしてくれ」と大学の関係者たちを部屋から追い出したくらいなのだそうな。それなのに、なぜ君たちなんかとの面会を許可したのか、いまいち理解できないらしい。

京：そりゃあ、日本から来た、見ず知らずの医者や探偵と面会するとか言い出したら妙に思いますよね。

辰巳：ふむ、あのプリントの件を一言添えたのは、やはり正解だったようだな。京くん、グッジョブだ！

ＫＰ：さて、君たちはＨ・Ｇ・ウェルズのいる応接間に案内される。部屋では、不機嫌そうな顔をしたＨ・Ｇ・ウェルズがイギリスらしく紅茶を一人で飲んでいる。

さやか：「初めまして、樋口さやかです……」

ＫＰ：さやかちゃんは［ＡＰＰ×５］でロールをしてくれるかな。

さやか：ロンドンの私はＡＰＰ18ですから90％です。コロコロ……「03」で大成功！（笑）

ＫＰ：すると、Ｈ・Ｇ・ウェルズは立ち上がって「おお、私のジャンヌ・ダルク。さきほどの勇ましい言葉には感銘を受けたよ」と、急に機嫌良くなって、さやかちゃんの手をぎゅっと握って感謝を表している。

さやか：あれれっ、すごい歓迎してくれてる!?

辰巳：じゃあ、ワシは用事を思い出したので、あとは二人きりで……（笑）。

さやか：一人にしないで～！

ＫＰ：Ｈ・Ｇ・ウェルズはかなり女性関係が派手だったようだから、三大異国美女であるさやかちゃんを見れば、好意的にもなるというものだろう（笑）。

さやか：なんだか、初めて三大異国美女であることが役立った気がします。

辰巳：「実は今日の講演の席に、このような不審な印刷物が配られていたので、ご報告にうかがったのですが？」と、例のプリントを見せてみよう。

ＫＰ：Ｈ・Ｇ・ウェルズは「これは妙だな。まるで私の講演内容をわかっていたかのようだ」と、首をかしげる。

さやか：「別の場所で同じ講演をしたとか、講演内容の原稿を盗まれたとかしたのではないのですか？」

ＫＰ：いや、今日の講演については、今朝になって頭の中でまとめたものだそうな。原稿にもしていないらしい。

辰巳：となると、犯人は透明人間ではなく、タイムマシンのようなものを使って未来を予知した……か。

佐々原：でも、たとえ未来をのぞき見して講演内容を知っていたとしても、最初にヤジを入れた途端、その後の内容が変わってしまうのでは？

京：そこまで突っ込んで考えると、ヨグ＝ソトース様がやってきちゃうから（笑）。

ＫＰ：そうそう、気にしないでくれ。

さやか：「ところで……ウェルズ先生はとても素敵な方なだけあって、ロンドンでうわさのあのミストレスともお付き合いされていたそうですね？」

ＫＰ／ウェルズ：「ああ、彼女との関係はもう終わっているから心配しなくてもいいよ」

さやか：「いや、そういうことじゃなくて……実は、私もミストレスと同じく三大異国美女とか呼ばれてまして、個人的に彼女のことが気になっているんですよ。よかったら、どんな女性なのか教えていただけませんか？」

ＫＰ：「うーん、彼女は美人なのだが、なんというか付き合いにくい女性でね――」と、ここで長ぜりふが始まる。

さやか：どうぞどうぞ、いくらでも聞きますので。




……………………

●Ｈ・Ｇ・ウェルズの発言




　彼女はとても魅力的で、なにより頭が良かった。私が驚くほどにね。

　そして、彼女には、どこか私の思想を誘導しているようなところがあったんだ。

　まるで一流の演奏家が、物言わぬ楽器から天上のメロディーを奏でようとするかのように、私の頭の中のイメージを言葉として紡がせようとしていた気がする。

　彼女の言葉、仕草、香り、肌の触感、すべてがインスピレーションの宝物庫だった。

　彼女はまるで年老いた教師のように、よく私に言っていた。

『大衆にわかる言葉で伝えなさい、バーティー』

　実は、彼女はすべてを――文字通り、すべてを知っていて、それを大衆が理解できる言葉に変換するためだけに、私を利用しているのではないだろうか？

　やがて、私はそんな彼女が恐ろしく思えてきて、距離を置くようにしたんだ。

……………………




ＫＰ：ちなみにバーティというのは、親しい人間だけが使うウェルズの愛称だ。

佐々原：ミストレスとは何年くらい前に付き合ってたんでしょうね。

ＫＰ：五年くらい前だそうだよ。

佐々原：じゃあ、「タイムマシン」も「透明人間」も「宇宙戦争」もミストレスのおかげなんだっ！（笑）

ＫＰ：Ｈ・Ｇ・ウェルズのファンに怒られるようなことは言わないでくれ！（笑）

京：でも、ミストレスがインスピレーションを与えていたのは間違いないんでしょうね。

さやか：「ミストレスさんと付き合いだしたきっかけは？」

ＫＰ：「彼女の方から言い寄ってきたんだ」と、自慢げに語っている。ただ、どうもミストレスのことは印象ばかりが先立って、細かいことになるといまいち覚えていないようだ。これはよその人からすれば、ちょっと不自然な気がするけど、彼はあまり気にしていないようだ。昔の女より「未来に目を向けよ」という主義らしい。

辰巳：正体を隠すため、記憶を曇らせたりすることができるのかなぁ？

さやか：Ｈ・Ｇ・ウェルズと会えたのは良かったし、いまのも面白い話だとは思いますけど……いまいちライサンダー警部や、裏返った親指の事件を解決する手掛かりにならなかったですね。

佐々原：ねえねえ、ヴィクターはＨ・Ｇ・ウェルズのことを一方的に嫌っているみたいだけど、Ｈ・Ｇ・ウェルズの方はヴィクターを知っているのか聞いてほしいな。

さやか：そうですね。「あのぉ、ウェルズ先生は発明家のヴィクターさんという方をご存じですか？」

ＫＰ：「ああ、知っているよ」と、あっさり答える。

全員：おお～～～～～～～～～っ！

ＫＰ／ウェルズ：「彼はとんでもなく迷惑な男だよ。私がタイムマシンを書き終えたくらいの頃、未発表の創作メモを見たいと言って付きまとってきてね。無視を続けていたら、とうとう書斎にまで忍び込んできて、警察沙汰になったくらいだ」

辰巳：「ほうほう、それでなにか盗まれたとか……？」

ＫＰ／ウェルズ：「いや、創作メモを見られたくらいで、特に被害はなかったんだがね」

辰巳：「どのようなメモだったのですか？」

ＫＰ／ウェルズ：「さあ、恥ずかしながらあまり覚えていないのだよ。あの頃は、ちょうどさっき話題に上ったミストレスに熱を上げていたときだったものでね」

佐々原：……つまり、メリローのレースのときみたいに、ミストレスは天才であるＨ・Ｇ・ウェルズにインスピレーションを与えて、タイムマシンの知識を人間に理解できるものに言語化させた。そして、技術力のあるヴィクターには、それを実際に製造させようとしたのかな。

京：ウェルズは禁断の知識の翻訳担当。ヴィクターは製作担当ってことだね。

佐々原：インスピレーションが降りてくる天才で、発明家でもあるエジソンに任せれば一人で済むのにね（笑）。

ＫＰ：エジソンは、いまアメリカにいるから。

さやか：うーん、辻褄は合う気がしますけど……まだ、はっきりと確信はできませんね。ライサンダー警部の事件とはどんどん離れていく気がしますが、そろそろヴィクターを問い詰めましょうか？

辰巳：肝心のライサンダー警部と会えないのではなぁ。行けるところから行っておくか。







霧の中での襲撃




ＫＰ：ユニヴァーシティ・カレッジの帰り、そのままヴィクターの研究所に寄るわけだね。すでに霧深いロンドンの街路は暗くなっており、ガス灯に明かりがポツリポツリと灯されていく。ところが、通りに面したヴィクターの研究所には、まだ明かりがついていない。

さやか：おや、留守でしょうか。

ＫＰ：いや、留守だとしたら、木戸が閉められておらず、大きなガラス窓がむき出しのままなのはおかしい。当時、ガラス窓は非常に高価であり、店を閉めるのなら必ず木戸や格子を閉めるはずだ。どのくらい高価かというと、食い詰めた浮浪児が冬を越すために、わざとガラス窓を割って逮捕されて、少年院のようなところに収容されるというエピソードもあるくらいだよ。

佐々原：それはおかしいですね。入口の鍵は開いてますか？

ＫＰ：開いているよ。近づいても人の気配はないな。

さやか：「ヴィクターさ～ん、いるんですか～。いないんですか～。開けっ放しは物騒ですよ～！」って、声をかけながら中に入ってみます。

佐々原：「暗いなぁ。おっ、白金フィラメントの電球があるぞ。これを使わせてもらおうかな……（笑）」

辰巳：ひどいヤツだな！（笑）

ＫＰ：ちゃんと普通の電球もあるよ。まだまだオイルランプが主流の時代だが、さすがは発明家の家だね。

佐々原：じゃあ、明かりをつけますよ。

ＫＰ：感激するほど明るい電球の光で部屋が照らし出されると、君たちはギョッとする。研究室の奥には、壁にもたれるようにしてヴィクターの助手のショーンが床に座っているのだが……なんと、彼の頭頂部は三等分に切り分けられ、チューリップの花のように押し広げられているのだ！

佐々原：たいへんだ、ショーン！（笑）

ＫＰ：さあ、〈正気度〉ロールをしてくれ！




　〈正気度〉ロールの結果、京だけが失敗。正気度ポイントを１喪失して、現在正気度が26となる。




佐々原：……これって死体が裏返っている最中なんじゃないの？

京：これからミチミチと頭から裂けて、裏返っていくの？　そんなのは嫌過ぎる！

ＫＰ：ボク好みの素敵な発想だけど、そんなことはないから（笑）。

辰巳：ともかく、死体を調べてみよう。

ＫＰ：切り口はきれいなもので、なにか専用の器具を使って開頭したのではないかと思うほどだ。間違いなく、生きたまま頭を切り開かれているというのに、なぜかショーンはこの上なく恍惚とした表情を浮かべている。

辰巳：「なぜ、このような顔をしているんだ？」

ＫＰ：そして、頭の中には脳が見当たらないのだが――

佐々原：ミ＝ゴの仕業か!?

ＫＰ：いや、よく見てみると、脳が非常に小さくなっているのだ。辰巳先生は〈医学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功しているぞ。

ＫＰ：これは外的要因というより、脳そのものの機能が退行して、萎縮してしまったのではないかと推測できる。こんな小さな脳では、精神活動はおろか、複雑な人体の機能を維持さえできないだろう。このような人類の尊厳を冒瀆するような未知の症状に気づいた辰巳先生は〈正気度〉ロールをどうぞ。

辰巳：今回の〈医学〉はいろいろ嫌なことに気づかせてくれるな。コロコロ……よしっ、成功だ。

ＫＰ：では、正気度ポイントは喪失しない。

さやか：「いったいなんで頭を開いたりしたのでしょうか？」

京：どうして恍惚とした顔をしているのかも謎ですね。

辰巳：わからん……多くの事件が起きているのに、なかなかつながってこないな。

さやか：……そうだ、キネトグラフはどうなっています？

ＫＰ：さすがは、さやかちゃんだね。いいところに目をつけた。キネトグラフにはなにかが撮影された形跡がある。

さやか：これってすぐには見られないんですよね？

ＫＰ：非常に不便な撮影機器だからね。フィルムを現像して、機械技師に頼んでキネトスコープに組み込んでもらわねばならない。

さやか：とりあえず、フィルムだけ回収しておきましょう。あと、研究資料とかありませんか？

ＫＰ：それはあるけど、あまり整理されていないので調べるのには時間がかかるね。

さやか：スコットランド・ヤードを呼ぶ前に、設計図とか、研究ノートとか、目ぼしいものをゲットしておきます。

京：そうだ、講演会で配られたプリントを印刷したガリ版はありませんか？

ＫＰ：うん、それもあるね。しかも、インクは乾いておらず、セットされた原紙は例のＨ・Ｇ・ウェルズへの非難が記されたプリントと同じものだ。

佐々原：あれっ……てっきり、未来のヴィクターがプリントを持ってきたと思ったのに、この場で印刷したんだ。じゃあ、現代のヴィクターが未来を見て来て、ここに戻ってプリントを印刷したのかな？

さやか：どのタイミングで「たいへんだ、ショーン！」というセリフを叫んだのかも気になりますよね。




　探索者たちはヴィクターがタイムマシンを開発していたという前提で、いろいろと推測をする。

『バック・トゥ・ザ・フューチャー』や『STEINS;GATE』が好きなプレイヤーたちなので、こうした時間移動ネタは盛り上がるのだけど、難点はいくら考えてもキリがないことだね。タイムマシンがあればなんでもできるし、同時にタイムパラドックスも気になるものだ。

　ＳＦマインドは満載だけど、あまり決め手とならない妄想話をしばらく続けたあと、さやかちゃんと辰巳先生はスコットランド・ヤードのレストレード警部にショーンの死を通報。佐々原と京はこっそり持ち出した資料を、るるいえ堂で調べることにした。




ＫＰ：じゃあ、辰巳先生は〈信用〉のロールをしてもらえますか？

辰巳：ワシの〈信用〉は89％あるから。コロコロ……あれっ、失敗したぁぁ!?

さやか：辰巳先生～～っ！（泣）

ＫＰ：あはははは、いろいろ証拠品とか持ち出したりしてやましいところのある辰巳先生は、レストレード警部に何か隠し事があるのではないかと疑われてしまったようだ。もちろん逮捕されることはないけど、一晩たっぷり事情聴取を受けることになってしまう。さやかちゃんの方は先に解放されるけど、しばらくロンドンから出ないようにと注意を受けるよ。

辰巳：とほほ……みんな、あとは頼む。なんだか今日はダイス目が悪いなぁ。

ＫＰ：辰巳先生がレストレード警部に絞られている頃、るるいえ堂のシーンに移そう。

佐々原：ボクと京ちゃんで、ヴィクターの研究所から回収した資料を調べています。

ＫＰ：資料は多いので、必要な情報を探し出すには〈図書館〉に成功する必要があることにしようか。

佐々原：ボクは作家なので〈図書館〉は得意。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：研究資料からして、ヴィクターは時間を移動する装置の開発を進めていたことがわかるね。

佐々原：タイムマシン、キタ―――――――――――――ッ!!

京：ようやくただの妄想から、確信に変わりましたね。

ＫＰ：佐々原は〈機械修理〉をしてみていいよ。

佐々原：〈機械修理〉は京ちゃんの仕事なんですけどね。コロコロ……あれっ、成功した！

ＫＰ：では、佐々原はタイムマシンの図面の肝心な部分が空白で、これがまだ完成に至っていないことがわかる。

佐々原：あれ……まだ完成していないのか？

ＫＰ：うん、重要な心臓部がすっぽりと抜けているといった感じだね。

佐々原：この部分のインスピレーションを求めて、Ｈ・Ｇ・ウェルズの家に忍び込んだりしたのかなぁ？

ＫＰ：この図面は数か月以内に書かれたものだから、それだとちょっと時期が合わないね。さて、図面をにらんでいるうちに、もう深夜の二時くらいになっている。そろそろ、さやかちゃんも戻ってきていいよ。

さやか：「たいへんです。辰巳先生がスコットランド・ヤードに連行されてしまいました～！」

京：「ええっ、なんでそんなことに!?（笑）」




　翌日の早朝。京はスコットランド・ヤードに辰巳先生を迎えに行こうとするのだが、〈幸運〉ロールに失敗したせいで辻馬車が見つからない。そこで、仕方なく徒歩で向かうことにした。

　一方、徹夜の取り調べを受けた辰巳先生は――




ＫＰ：じゃあ、釈放されるかどうか辰巳先生は〈信用〉をどうぞ。

辰巳：「だから、ワシはなにもやっていないというのに」と、コロコロ……「89」。ギリギリ成功（笑）。

全員：危な～～～い！（笑）

ＫＰ：なんなんだろうね、その危ういダイス目は。とはいえ、成功はしているので、レストレード警部はまだ半分疑っているような顔で、辰巳先生を釈放してくれる。

辰巳：「ふう、ひどい目に遭った……と、誰も迎えには来てくれていないのか。仕方ない、一人で帰るか……」

ＫＰ：早朝、エンドウ豆のスープのような濃い霧に包まれたロンドンの街を、辰巳先生がトボトボと一人で歩いていると……〈聞き耳〉をしてもらえるかな？

辰巳：コロコロ……うわっ、今度は「00」だ。大失敗！（泣）

ＫＰ：あははは、徹夜明けで、よほどぼんやりとしていたのだろうね。辰巳先生は背後からポンと肩をたたかれるまで、誰かが近づいてきていることに気づけなかった。

辰巳：「うわっ」と、振り向くぞ。

ＫＰ：後ろに立っていたのは、みんなが探しているヴィクターだ。

さやか：ええっ、ここでヴィクター登場!?

ＫＰ：彼は肩に手を置いたままで、辰巳先生に自分の親指を見せつけるようにして、「ほら……親指はちゃんとありますよ。こんなに立派な親指がありますよ！」と、ヒステリックに叫び出す。その途端、親指はニョロニョロと長くなり、まるでムチのように辰巳先生の首に絡みつくのだ！

辰巳：そんなことをされる前に逃げるぞ！

ＫＰ：さっき、不意打ちを受けないかを決めるロールのとき「00」を出しているから、一回、無条件で攻撃をさせてもらおう。命中率は50％。コロコロ……「03」で楽々と命中（笑）。

京：うわ～っ、辰巳先生～～っ！

ＫＰ：まあ、貫通はしないし、ダメージは１Ｄ４しかないから安心してくれ。コロコロ……おっ、最大値の「４」が出た。しかも、この親指のムチは黒く変色をして、辰巳先生の首にしっかりと絡みつき窒息させようとしているぞ。

辰巳：残り耐久力は８になった……これはまずい……。

ＫＰ：おっと、そうだ。変形した指を見て〈正気度〉ロールもしてくれるかな。

辰巳：もう、踏んだり蹴ったりだっ！　なんでワシがこんな目に!?

ＫＰ：〈信用〉に失敗したり、〈聞き耳〉で「00」を出したりしたからとしか言いようがないですな。

辰巳：コロコロ……よしっ、〈正気度〉ロールは成功！

ＫＰ：ちっ……だったら、正気度は減らないよ。ここからは戦闘ラウンドで処理をしていこう。

京：では、そこに颯爽と京登場！

ＫＰ：いや、到着できるかどうか、京はまず［ＤＥＸ×１］でロールをしてくれ。

京：ええ～っ、コロコロ……失敗しました。

ＫＰ：では、まだ到着できない。どうやら、京はゆっくりと歩いているようだね。次は２倍、その次は３倍でロールをさせてあげるから。

京：私のＤＥＸは14なので、最悪でも６ラウンド目には到着できるかと……。

辰巳：その前にワシが死んじゃうよ！（泣）




　次、辰巳先生の手番では窒息させられないよう、ＳＴＲに対する抵抗表のロールで親指を引きはがすことに挑戦。なんとか成功した。

　指を外されたヴィクターは、再度、辰巳先生を捕らえようとするが、この攻撃は外れてしまう。




ＫＰ：第２ラウンド。ＤＥＸの一番早い京からだ。

京：２ラウンド目なので今度は［ＤＥＸ×２］です。成功率は28％。コロコロ……すみません、失敗しました！

辰巳：ワシの番か。「なんでワシを狙うんだ!?」と叫びながら、ロンドンの霧の中に紛れるように逃げよう。

ＫＰ：「私の親指があるとかないとか、みんなで疑って……ほらっ、あるでしょう？　ちゃんと立派な親指があるでしょう!?」と、ヴィクターは錯乱したようにわめいている。

辰巳：むむっ、完全に正気を失っているか……。

佐々原：けど、いつの時点で親指があんなふうになったんだろう。ずっと前からあんな感じだったのかな？

ＫＰ：ともかく、逃げるのならば〈隠れる〉か、ヴィクターのＤＥＸ８に対する抵抗表のロールを二度連続で成功してもらおうか。

辰巳：〈隠れる〉は10％しかないから、成功率60％のＤＥＸを二度ロールする方がマシだな。コロコロ……うっ、一度目で失敗。

ＫＰ：辰巳先生はヴィクターの追跡を引き離せない。そして、ヴィクターの番は親指ムチの攻撃だ。コロコロ……あはは、また命中。ダメージは、コロコロ……今度は「２」だ。そして、またも首を絞めて窒息させようとする。

辰巳：うぐぐぐっ……残りの耐久力は６。そろそろ気絶しそうだ。













ＫＰ：では、第３ラウンド。京ちゃんからだ。

京：ここは登場しなくてはまずいですね。［ＤＥＸ×３］で成功率は42％。コロコロ……やった、ようやく成功しました。「ああっ、辰巳先生が襲われている！　あれは黒いムチだわ。間違いない！」

ＫＰ：いや、どう見ても異様な動きをしている触手だからね。〈正気度〉ロールだよ。

京：やっぱりやるんですね。コロコロ……やった、「01」で成功です。これ正気度が回復したりしません？（笑）

ＫＰ：するわけないだろう。まあ、ここで京はすぐに行動していいよ。

京：〈小さな棍棒〉扱いのフライパンで攻撃しますよ～！

ＫＰ：それ、これまで一度も敵に当たったことないやつだろう？

京：根拠はありませんが、ロンドンならば命中するはず！　コロコロ……あれぇ、外れました～（泣）。




　このあと、まだ《萎縮》をくらっていないおかげでＣＯＮが14もあるロンドンの辰巳先生ならば、しばらく窒息に耐えられることに気づき、ムチを引きはがすより、京と二人がかりでヴィクターを殴り倒すことにした。

　ところが、なかなか攻撃は当たらず、じわじわと辰巳先生は窒息しそうになっていく。

　戦闘担当のさやかちゃんと佐々原は、その場にいないことを悔しく思いながら、見守ることしかできない。

　そろそろ窒息の危険性が出てきたところで、ようやく京のフライパンがヒット。さらに、辰巳先生の〈キック〉が５ポイントのダメージを与え、とうとうヴィクターは気絶する。発明家なので、そんなに耐久力は高くないのだ。




辰巳：ようやく気絶してくれたか……助かった……。

ＫＰ：安心するのはまだ早い。親指のムチはヴィクターの手から千切れて、独立して締め付けてくるぞ！

全員：なんだって～～～～～～～!?

ＫＰ：このラウンドの窒息攻撃への抵抗は［ＣＯＮ×６］でロールするので、辰巳先生の成功率は84％だね。

辰巳：これに失敗すると、かなりの確率で気絶するか……下手すれば死んでしまうな。

さやか：ええ～～～っ、辰巳先生、頑張ってください！

辰巳：こんなところで死ねるか。コロコロ……よしっ、成功したぞ！

全員：やったぁぁっ!!

ＫＰ：いやぁ、さすがは辰巳先生。体を張って盛り上げてくれるねぇ。

京：私も手伝いますので、二人がかりで引きはがしましょう。二人のＳＴＲを合計すれば楽勝ですよ。




　こうして引きはがされた黒いムチ状のなにかは案外とヌルヌルしており、京の手からウナギのように抜け出すと、ロンドンの下水道へと逃げていった。




辰巳：ふう……レストレード警部には、いまのヴィクターを見せて、こいつは精巧な義指をつけていたとでも報告すれば指紋の実用性については立証できるだろう。

京：指のないヴィクターさえ確保すれば、こっちのもんですね。

辰巳：ようやくこれで、いくつも抱えてる問題を一つ解決できたな。



◆京のワンポイントご奉仕「窒息」

　どうも、好きな負傷のスポット・ルールは「落下」な、京です。

　ここで使用されている窒息は『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』62ページの「負傷のスポット・ルール」で解説をされています。探索者は息を吸えない状態になると、まず［ＣＯＮ×10］のロールをします。このロールは窒息状態が続いている間、戦闘ラウンドごとに倍数が１ずつ減らされていきます。つまり２ラウンド目ならば［ＣＯＮ×９］、３ラウンド目なら［ＣＯＮ×８］となるわけですね。

　このロールに失敗したら大変です。探索者は呼吸器や脳に深刻なダメージを受けたとして、その後、毎ラウンド、耐久力を１Ｄ６ポイント失っていきます。

　辰巳先生はＣＯＮが14と高めだったので、最初の数ラウンドは耐えられましたが、ＣＯＮの低い探索者にとっては非常に危険な攻撃だったと言えるでしょう。









キネトスコープをのぞいてみれば




　その後、辰巳先生たちは、るるいえ堂まで気絶するヴィクターを運んで、さやかちゃんたちと合流をした。

　そして、ヴィクターの目を覚まさせ尋問を試みるのだが……残念ながら、彼の正気度はゼロとなっており、親指を失ったことで攻撃性は失ったものの、機械いじりにしか興味を持たない人間となってしまっていた。

　探索者たちはそんな彼の性質を利用して、キネトグラフのフィルムを現像させ、キネトスコープに組み込ませることにした。常人を超えるスピードで作業をするヴィクターのおかげで、すぐにフィルムは鑑賞が可能となった。




さやか：いったいなにが撮影されているんでしょうね？

佐々原：オカルト好きの血が騒ぐので、ボクが見てみるよ。この映像からインスピレーションを得て、『時をかける少女』とか、ボクが先に書いちゃうもんね（笑）。

京：Ｈ・Ｇ・ウェルズの『タイムマシン』から一気に時代が進んだね（笑）。

ＫＰ：さて、苦労してセットした映像だけど、実際には一分間程度の内容だ。それはヴィクターの研究室の映像で、奥に机くらいの大きさの妙な装置が見える。当然、モノクロで音声も収録はされていない。

佐々原：「あれが図面にあったタイムマシンなのか……？」

ＫＰ：やがて、画面には「音声実験に引き続き、物体実験」と書かれた小さな黒板を掲げたヴィクターが現れる。そして、黒板の文字を消すと、今度は装置の操作を始める。やがて、装置が光り出すのだが……そのとき、突然、驚いたようにヴィクターは手を引っ込め――（大げさに口をパクパクさせる）

辰巳：（ボクの口の動きを読んで）ああ、「たいへんだ、ショーン！」って言ってるのか。

さやか：この実験が失敗したせいで、ヴィクターの指はタイムマシンで過去に飛ばされて、ついでに裏返ってしまったのかな？

ＫＰ：映像はさらに続く。親指を押さえてつらそうにしているヴィクターに、黒い扇で顔を半分隠した、美しい東洋人の美女が優雅に近づいてくるのだ。

佐々原：ミストレス、キタ――――――――ッ！

京：うわっ、やっぱり……（ミストレスの正体を確信したらしい）。

ＫＰ：その美女は、ヴィクターの失った指の傷口を優しく咥くわえる。すると、さっきまで痛がっていたヴィクターは恍惚の表情を浮かべて、へなへなとそこに座り込んでしまう。そして、美女が口を離したあと、なぜかヴィクターのなくなったはずの指が元に戻っているのだ。

辰巳：ここであのムチのような指を植え付けられたということか……。

ＫＰ：さらに、美女は佐々原の方――すなわち、撮影をするキネトグラフの方へと妖艶な笑みを浮かべながら近づいてくる……。

京：これは危険かも……。

ＫＰ：どんどん、どんどん近づいて、アップになった美女がすっと脇を通り抜けるようにしたとき、佐々原はその黒い扇の奥に隠されている彼女の本性を垣間見た気がする。〈アイデア〉をしてくれ。

佐々原：こ、これは失敗した方がよいような気が……。

辰巳：失敗して良いロールなどない！（笑）

佐々原：コロコロ……成功ですけど……？

ＫＰ：佐々原は彼女の美しい外見の奥底に、明らかに人間とは違うモノを感じ取る。それは人間と異なる精神であり、人間を超えた知性である。この映像を見た上、さらに美女の正体を垣間見た佐々原は正気度を１Ｄ６＋１ポイント喪失する！

佐々原：き、きついなぁ。コロコロ……４ポイント減って、残り69になりましたぁ（泣）。

ＫＰ：あれを見て、狂気に陥らなかっただけマシだよ。

佐々原：「辰巳先生、ミストレスらしき人物が写ってますよ」

辰巳：「それは見たいな！（笑）」

京：「やめてください、辰巳先生！（笑）」

さやか：……そろそろ真面目にライサンダー警部を捜した方がよいのでは。あの人もミストレスと通じていたみたいですし、このままだとヴィクターの二の舞になるかもしれません。

佐々原：ミストレスとライサンダー警部って、なんかつながってたっけ？

京：ライサンダー警部の紹介で、メリローさんからレースを受け取ったりしてたでしょ？

佐々原：ああ、そうだったっけ。すっかり忘れてた。じゃあ、もしかすると、そのレースがこのタイムマシンの図面の空白部分にピッタリとはまるのかもね。時間とか、角度とか、妙な注文だったらしいし。

ＫＰ：（すっかり忘れていたくせに、こういうひらめきはすごいな）

さやか：前回のシナリオでも、メリローのレースが怪しい儀式の鍵になっていましたものね。

京：そういえば、さっきの映像にあった装置はヴィクターの研究室に残っているんですか？

ＫＰ：いや、それが影も形もないね。どうやら誰かが持ち出したようだ。

全員：なんだって～～～～～～～～～っ!?




　その後、辰巳先生は完全に正気を失っているヴィクターをレストレード警部に預けて、ついでに指紋の有用性について説くことに成功した。これで歴史通り、スコットランド・ヤードでは指紋鑑定が採用されることだろう。

　未来の犯罪捜査が大きく後退することは、阻止することができたというわけだ。

　もっとも、禁断の技術の産物であるタイムマシンが消えたことで、状況はもっと大変なことになっている。

　探索者たちは、唯一の手掛かりであるライサンダー警部の下宿を家捜したいと考え、レストレード警部から下宿の捜査の許可をもらおうと試みる。




さやか：「このキネトグラフの映像を見てもらえばわかるのですが、ショーンの殺人事件と、ヴィクターの指がなくなったのには、ミストレスという女性が関わっているようなのです」

ＫＰ／レストレード：「ミストレス……もしかして、あのドック界隈で話題になっている妖婦のことかね」

さやか：「えっ、レストレード警部はミストレスのことをご存じだったのですか？」

ＫＰ：「彼女はドックの荒くれ船乗りたちにも一目置かれている女性だ。どんな組織ともつるむことのなかった、南太平洋とロンドンで暗躍する密輸団でさえ、彼女にはまるで子犬のように従っているらしい。ロンドンの裏社会から姿を消したモリアーティ教授が犯罪界のナポレオンならば、彼女は犯罪界のマリア・テレジアだとささやかれるほどだよ」と、レストレード警部は渋い顔で語る。

京：三大異国美女だけでなく、そんなうわさまであったとは……。

ＫＰ：情報通でないと知らない彼女の裏の顔だけど、導入でドックの調査に成功すると得られる情報だった。

さやか：レストレード警部がミストレスのことを怪しいと思っているのなら、話が早いです。「実は、ライサンダー警部の様子がおかしくなった頃、ミストレスと一緒にいたらしいのです。ライサンダー警部の下宿を調べてみたら、ミストレスにつながる手掛かりが見つかるかも……きっと、彼女がすべての黒幕なんですよ」

ＫＰ：ふむ……その内容ならば、別に〝たらし〟たり、〈言いくるめ〉をしなくても、レストレード警部は納得してくれるね。「よしわかった。この私も下宿に同行して、大家に話をつけてやろう」

さやか：「ありがとうございます！」




ＫＰ：さて、ライサンダー警部の部屋に来たわけだが、かなり荒れているね。片付けられてない上に、壊された写真立てや額縁、ジンなどの強い酒瓶が転がっている。

京：写真立てには、どんな写真が入っているんですか？

ＫＰ：メリローとライサンダー警部の写っている写真だね。

京：母親の血筋の秘密を知ってしまい、激高して壊した……といったところかな？




　探索者たちは、日記や手紙や魔道書など、手掛かりになるものはないかとライサンダー警部の部屋をあさりまくる。

　一度、探索者に部屋の侵入を許したら、もはや住人のプライバシーもへったくれもないのだ。




ＫＰ：さやかちゃんは、日記ではないけど、いろいろな雑事を書き留めておく手帳を発見するね。その最後のページには、ドックの住所が三か所ほど記されている。これを見たら、〈ナビゲート〉をロールしていいよ。

さやか：コロコロ……あれっ、「06」が出たので成功してます！

佐々原：〈ナビゲート〉は、ボクの担当なのに……（泣）。

さやか：佐々原さんは、第一話でさんざん〈ナビゲート〉に失敗したじゃないですか！

ＫＰ：さやかちゃんには、これらの住所がテムズ川沿い、ドックの近くにある貸倉庫であることがわかるね。




　せっかく踏み込んだライサンダー警部の部屋だったが、さやかちゃんの見つけた手帳以外に目ぼしい情報は得られなかった。そこで、さっそく手帳に記されていた住所を、下から順番に訪ねてみることにする。上から順番に片付けていかないところが、実に探索者らしい小賢しさだ。




ＫＰ：では、君たちはライサンダー警部の手帳にあった貸倉庫のうち……最後の行に記されていたところへと向かった。全員、〈アイデア〉か〈電気修理〉をどうぞ。

京以外：コロコロ……成功です。

ＫＰ：あの倉庫には、この時代には珍しいことに電線が引かれてあることに気づく。先進的な工場とかでないと電力を使うようなことはないので、これはちょっと妙だね。

さやか：これはいきなり大当たりなのではないでしょうか？

辰巳：うむむっ、そうかもしれん。

佐々原：けど、実は前の二軒の貸倉庫では、対ミストレス用の武器が手に入る予定だったのかも……それをいきなり最後の倉庫から攻めたせいで、攻略が失敗してしまったり。

京：一軒目でミストレスシールドを手に入れて、二軒目でミストレススレイヤーを手に入れるみたいな？（笑）

辰巳：そんな昔のファンタジーゲームみたいなことあるか！　。

ＫＰ：現状、絶対に相手には気づかれないだろうという場所から倉庫を見張っているけど、どうする？

京：潜入系ならお任せください。〈隠れる〉も〈忍び歩き〉も70％あります！

さやか：あの電線を切っちゃいたいですね！

佐々原：うん、きっとあの電線に雷を落として、１・21ジゴワットの電力を得るつもりに違いない！（笑）

京：『バック・トゥ・ザ・フューチャー』じゃないんだから（笑）。

ＫＰ：電線を……切るのか（それをやられると困るなぁ）。

京：いくらなんでも、中も確認しないでいきなり切るのは良くないかと。もし、普通に誰かが作業とかしてたら迷惑かけちゃうよ。ここは私が偵察をしてきます。

ＫＰ：（ホッ……良識のある探索者たちでよかった）じゃあ、京が一人で偵察に行くんだね。

さやか：京さんって、なんかはかないから心配です。特に正気度とか……大丈夫なんですか？

辰巳：しかし、〈正気度〉ロールは、ワシらが一緒にいてもどうにもサポートできるものではないからなぁ。

京：大丈夫、大丈夫、気づかれなければいいんですよ。〈忍び歩き〉で中の様子がわかるところまで近づきます。

さやか：気をつけてくださいね～。

京：抜き足、差し足、〈忍び歩き〉。コロコロ……ありゃっ、失敗した！（笑）

さやか：京さ～～～～～ん！（泣）

ＫＰ：この倉庫は木造の安普請なので、のぞけるような節穴がたくさんあるけど……どうする？　。

京：京としては忍び歩きをしているつもりなので、そのまま平気で倉庫をのぞき込みますけど。

さやか：京さんが死んじゃう！

佐々原：さすがに〈忍び歩き〉に一度失敗したからといって、即死イベントはないでしょう。

辰巳：たぶん、最後に〈幸運〉くらいはさせてくれると思う。

京：私の〈幸運〉は30％しか成功しないんですけどね（苦笑）。

ＫＰ：さて、京ちゃんが節穴から中をのぞくと、倉庫内はガランとしている。ただ、その中央には机くらいの大きさの奇妙な装置が置かれていて、ライサンダー警部が忙しげにそれをいじっている。

京：大当たりです。その奇妙な装置というのは佐々原さんが言っていた、映像にあった装置ですか？

ＫＰ：それに間違いないようだ。そして、そんなライサンダー警部に指示を出しているのは、なんとさっきレストレード警部に引き渡したはずのヴィクターだ。

さやか：ええっ、ヴィクターが!?

京：親指はあるんですか。じっと観察してますけど？

ＫＰ：ちゃんと親指はあるね。

京：……もしかして、ミストレスが変身しているのかな？　ライサンダー警部の様子はどうですか？

ＫＰ：かなり憔悴した顔をしているが、ひとときも休むことなく、ヴィクターの指示に従って装置の調整らしきことを続けているね。

京：とりあえず、みんなに「中にライサンダー警部がいる」というサインを送りますけど――。

ＫＰ：おっと、その前に、京が中をのぞいていると、いままでライサンダー警部に指示を出していたヴィクターがぐるりと首を巡らせて、こちらを見つめる。そして、足音を立てずに、それでいて風のような素早さで京がのぞいている節穴の方に駆け寄り、顔をピタリと押しつける。板壁越しに目と目が合ったような感じだね。

京：こ、怖いっ!!

ＫＰ：ヴィクターの瞳の奥に見えるのは、人の想像すら及ばぬはるかな宇宙の深淵。その無慈悲なまでの広大さは、一目見ただけで人間の脆弱な魂を凍てつかせる。さあ、〈正気度〉ロールだ！　気合いを入れてロールしてくれ！

京：ど、どのくらい減らされるんでしょう。コロコロ……ううっ、失敗です（泣）。

ＫＰ：失敗した場合は１Ｄ20ポイントの正気度喪失だ！

全員：ええ～～～～～～～～～っ!?

京：目を見ただけで、これだけ減らされるなんて、これは本物ですよ……。ちなみに、私の現在正気度は26です。

辰巳：最悪でもゼロにはならないが……なんてひどい。

京：とにかく「１」を出せばよいのです。コロコロ……「６」でした！

さやか：いや、「６」なら全然オッケーですよ！

京：５ポイント以上減ったので〈アイデア〉をします。コロコロ……〈アイデア〉は失敗したけど、現在正気度の20％を失ったので不定の狂気にはなりますね。

佐々原：６ポイントの喪失で不定の狂気になっちゃうんだ……切ないなぁ。

ＫＰ：ここでの狂気の内容はシナリオで設定されている。君はあのタイムマシンこそが産業革命に続いて、人類を新たなる高みへと歩ませる大発明だと思い込んでしまうのだ。これまでの経緯はすべて忘れて、君は倉庫内で行なわれていることは、なんでも肯定してしまう。

京：「みんな～、すごいよ～！　世紀の瞬間ですよ～！」って、辰巳先生たちのところに走って戻ります。

さやか：「京さん、中はどうなっていたんですか？」

京：「ライサンダー警部とね、ヴィクターさんがね、素晴らしい発明をしているの！」

さやか：「人がいるんじゃないですか。なんで大声を上げているんですか！」

京：「だって、あれは人類を新しいステージに飛躍させる素晴らしいモノなのよ！　素敵じゃない！」って、ウキウキした顔をしてます。

辰巳：「いかん、また悪い病気が出たな」

ＫＰ：そんなことをしていると、突如、倉庫につながっている電線からバチバチと火花が散った。いかにもなにかの実験が始まったという感じだな。

佐々原：しまった、１・21ジゴワットの電力を得てしまったか！（笑）

全員：チャーラーラーチャラー、チャラチャチャーララー♪（『バック・トゥ・ザ・フューチャー』のテーマソングをみんなで歌い出す）

ＫＰ：そのテーマを聞くと、なんだか盛り上がってくるな。さて、ここからは戦闘ラウンドで処理をしていこうか！







大乱戦の４ラウンド




○１ラウンド目




さやか：もう、中で悪いことをやっているのはわかったんだから、電線を切りたいな～。

京：下手に切ろうとしたら、きっと感電すると思うよ？

ＫＰ：少なくとも２Ｄ８＋スタンのダメージだね。

さやか：そんなの死んじゃう！　やっぱりやめておきます。

辰巳：まずは、京くんに〈精神分析〉するのが先決かなぁ？

佐々原：ボクたちは先に突入してもいいんだけど、入ってなにをする？　タイムマシンを壊す？

京：説得するかとなにかして、ライサンダー警部を止めればいいんじゃないの。

さやか：それで行きましょう。

佐々原：じゃあ、まずボクがＤＥＸ18で突入します。「やめるんだ、ライサンダー警部。その装置は危険過ぎる！」

ＫＰ：すると、ライサンダー警部は知った顔が飛び込んできたことに驚いて「頼む、もう少しだけ待ってくれ。もうすぐすべてが終わる。私もこの世からいなくなるから……」と、病んだ目つきで懇願してくる。

佐々原：この世からいなくなる……って、やっぱり、ライサンダー警部は自分が深きものの血筋であることに耐えられなくなって、タイムマシンで過去に戻って、両親を結婚させないようにするつもりなんじゃないかな。

京：『バック・トゥ・ザ・フューチャー』の逆パターンだね。呪われた血を引いた自分ごと、歴史から消えてしまおうというつもりなんでしょう。

佐々原：やりたいことはなんとなく理解できるのだけど……この場合、なんて説得したらいいのだろう？

ＫＰ：それについては、次のラウンドにしてもらおう。このラウンドは倉庫に突入したところでおしまいだ。

さやか：では、続けて、ＤＥＸ15で私も突入して……これで行動はおしまいですね。

京：私の番ですが、こちらにやってくる辰巳先生に駆け寄って、「さあさあ、一緒に偉大なる発明が完成する世紀の瞬間に立ち会いましょう！」と、ワクワクしながら手を引っ張ってます。

辰巳：「京くん、落ち着きたまえ！　君の言う発明は人類の手には余るものだ」と、〈精神分析〉をしよう。〈精神分析〉は89％あるが……。

さやか：今日の辰巳先生のダイス目を見ていると、その成功率でも安心できませんね。

辰巳：まったくだ。コロコロ……よし、大丈夫。成功してる。




○２ラウンド目




佐々原：じゃあ、ＤＥＸ18のボクが――

ＫＰ：いや、さっきはすでに手番が終わっていたので突入してきた君たちに対する行動はしなかったが、まずはＤＥＸ19でヴィクターが行動をするのだ。

全員：ＤＥＸ19!?

ＫＰ：君たちが突入してくると、ヴィクターはどこからか黒い扇を出して、顔を半分隠す。その途端、ヴィクターは美しい東洋系の美女――みんながずっと捜していた、あの異国三大美女筆頭のミストレスへと変身するのだ！













全員：出た～～～～っ!!

ＫＰ：ミストレスはさやかちゃんには見向きもせずに、佐々原の方に黒い扇越しにチラリと流し目を送る。その目は爛々と燃えるように輝いて見えるのだが……さあ、佐々原はＰＯＷに対する抵抗表ロールをしてくれ。

佐々原：コロコロ……もしも、ミストレスのＰＯＷが17だったら成功していますけど？

ＫＰ：残念、ミストレスのＰＯＷは17なんてありきたりな数値ではない。君は彼女の流し目を見た途端、もう彼女の言葉に逆らえなくなってしまい、どんな命令にでも従うようになってしまう。

佐々原：げげっ、まずい……自殺しろとか言われたらどうしよう……。

ＫＰ：そんなつまらないことは言わないよ。ミストレスは魅惑的な声色で「そこのあなた。隣にいる小娘が実験の邪魔をしないようにしてちょうだい」と、お願いをしてくる。さて、ＤＥＸ18の佐々原の手番だ。

佐々原：「邪魔をさせるな」というのなら、さやかちゃんに〈組みつき〉かな。これなら基本成功率しかないし。

ＫＰ：まあ、いいだろう。ちなみに、自分の意志に反する行動なので、成功率は２分の１になる。

佐々原：ほっ……だったら成功しないから、安心してね。コロコロ……あれぇっ、「13」で成功！（笑）

さやか：なにやってるんですか～～～っ！（泣）

ＫＰ：どうしてこういうときに成功させるかねぇ（苦笑）。

佐々原：さやかちゃんをぎゅ～っと抱きしめて、自由を奪います。

ＫＰ：それは〈組みつき〉における、「相手をしっかりと押さえ込んで動けなくする」というオプションを選ぶということだな。

佐々原：「ダメージを与えろ」とは言われていないので、それでもいいですよね？

ＫＰ：ああ、いいよ。だったら、続けて、さやかちゃんのＳＴＲに対する抵抗表ロールだな。

佐々原：非力なボクはＳＴＲは８しかないからね。さやかちゃんのＳＴＲは12だから、４負けていて……成功率は30％。さらに、ボクの意志に反する行動なので２分の１にすると、成功率はたったの15％。

京：それなら、さすがに成功しないね。

佐々原：これに失敗して、さやかちゃんにふりほどかれれば問題なし。完璧な計算。コロコロ……「03」！

さやか：ちょっと～、なんてことするんですか～!!（泣）

ＫＰ：あははははっ、それだと佐々原の方から手放さないかぎり、さやかちゃんはなにもできず、押さえられたままとなってしまう。

さやか：私は抵抗とかできないんですか？

ＫＰ：残念ながらできない。ただ、佐々原からもなにもできないから、周りの探索者が佐々原を引きはがすとか、蹴り飛ばすとかはできるよ。

佐々原：「ごめん、さやかちゃん。ボクも好きでやってるわけじゃないんだ！」って、ずっとハグしています（笑）。

さやか：……行動できないので、ウジ虫を見るような目で佐々原さんを見ています（ものすごく冷ややかに）。

ＫＰ：了解した（ううっ、さやかちゃんのプレイヤーがすごい怖い顔をしてるよ……）。

京：さやかちゃんが行動不能なので、次は私の番ですね。倉庫に突入しておしまいですか？

ＫＰ：いや、京は倉庫の近くまで来ていたので、突入してから行動もしていいよ。

京：といっても、この状況……どうしたものやら。佐々原さんを引きはがすにはどうすればよいですか？

ＫＰ：〈組みつき〉に成功する必要があるね。あとはぶん殴るとか。

京：組みつくくらいなら、フライパンで殴った方が早いかな？

辰巳：しかし、佐々原は無駄に耐久力が高いからなぁ。

京：本当だ……17もある。なんか、二人は無視して、ライサンダー警部を止めた方がよい気がしてきました。

ＫＰ：だったら、うまく言葉で〈言いくるめ〉るか、それとも物理的に邪魔をするかだね。

京：どっちも苦手だなぁ。タイムマシンを壊すのは……？

ＫＰ：昔の装置なので、いまの精密機械と違って頑丈そうだね。やみくもに壊そうとしても大変だぞ。

京：うう～ん、どうしよう。タイムマシンに乗ってみようかな。面白そうだし。

辰巳：それは本当にただ面白いだけだろう（笑）。

京：ですよね……なんかいまいちナイスアイデアが思いつかないので、こちらの手数を増やすため、やっぱりさやかちゃんを助けようとします。〈組みつき〉で、コロコロ……ううっ、失敗しました。

ＫＰ：さて、次はライサンダー警部の手番だな。彼がガチャガチャとスイッチをいじると、やがて装置が光り始め、次に黒煙を上げる。

佐々原：あれっ、壊れた？

ＫＰ：いや、それは煙というより、黒い霧のようなものだ。そして、その霧の向こうからは、大都市の雑踏や、獣の遠吠えなど、ありとあらゆる場所の音が聞こえてくる。

辰巳：むっ……タイムマシンが作動して、別の時間とつながってしまったか！

さやか：これって、第二話のクライマックス、洞窟で起きたのと同じ現象ですよね。

佐々原：もしかしたら、ここに現代日本の探索者がやって来るのでは？

さやか：佐々原さんに抱きしめられて「助けて～！」って、悲鳴を上げますよ！

ＫＰ：すると、霧の向こうから、なぜか日本語が聞こえてくる。「誰かが助けを求めているような気がする」とか「誰かが行くというのなら、全員で行くしかないだろう。分散行動はありえない」とか、そんな声だ。

佐々原：いよいよ、エターナルチャンピオンが登場する！

さやか：あの時の助けを求める声って、佐々原さんから助けてくれという意味だったんですね（笑）。

ＫＰ：このラウンドの装置の変化はここまでだ。

辰巳：うーむ、ワシの番か。佐々原は狂気に陥っているわけではないから〈精神分析〉は意味がないんだよな……ここはとりあえず佐々原のセクハラをやめさせよう。〈組みつき〉で、コロコロ……くっ、失敗した。



◆京のワンポイントご奉仕「魅惑」

　どうも、好きなプロボーズの言葉は「結婚しよう」な、京です。

　ミストレスが佐々原さんに使ったのは《魅惑》という恐ろしい呪文です。〈オカルト〉と〈クトゥルフ神話〉が50％以上ないと、たとえ魔道書で研究をしても習得できないという難解な呪文なのですが、その効果は絶大です。

　この呪文にかけられてＰＯＷの抵抗表ロールに負けた人間は、術者の言うことを何でも聞くようになってしまいます。なんと、それは自殺しろといった自身を破滅させる命令であってでもです。

　とはいえ、〈クトゥルフ神話〉が50％もあるＮＰＣなんてめったにいるわけもなく、この呪文の使い手は非常に珍しいはずですが、ミストレスの正体とはやっぱり……？






○３ラウンド目




ＫＰ：このラウンド、ＤＥＸ19でヴィクター改めミストレスの番だけど、彼女はうっとりとした表情で黒い霧を見つめている。「素晴らしい、これで人類は新しい高みに達するわ」

京：さっき、辰巳先生の〈精神分析〉で目が覚めたので「そんなのはまやかしよ！」と、叫びます。

ＫＰ：すると、ミストレスは京に対して「わかってないのね。これは人類の進歩なの。大いなるものの天啓を具現化できる希少な能力を持った者のみが、この世界を変えることができる。私はその橋渡しをするヘビ。あなたたちは、まだ生まれてもいない新しい世界を否定するの？　人間を信じていないの？」と、美しい声で語りかける。

さやか：アダムとイブに知恵の実を授けたヘビ……ということですか。

辰巳：なるほど。さすがはミストレス。美人だけあって、良いことを言うなぁ（笑）。

京：辰巳先生、しっかりしてください。「あなたに与えられなくても、人類は自分の力で進歩を成し遂げられます！」

ＫＰ：そんな京の言葉に、ミストレスはだだっ子に言い聞かせるような顔で「お願いだから、おとなしくしていてくれるかしら。この実験さえ成功すれば、すべては変わるのだから」と語りかける。しかし、このラウンドのミストレスの行動は、京との問答で消費することになる。

京：ほっ、よかった……いまの話によると、ここは実験を邪魔した方がいいのかなぁ？

ＫＰ：うん、ライサンダー警部の目的については、みんなの推理は正しい。彼は自身の呪われた血に気づいてしまい、タイムマシンを使って、自分自身の存在そのものを歴史から消すつもりだと理解してもらって結構だよ。

辰巳：自殺とかではなく、タイムマシンを使おうと思いつくとは、スケールの大きいやつだな！

ＫＰ：しかし、それは恐るべき禁忌であるタイムパラドックスにつながる。ライサンダー警部の暴挙が、いったいこの宇宙にいかなる影響を与えるのか……それは想像するだけでも、ヨグ＝ソトースと邂かい逅こうすることに匹敵するほど危険なことだ。

京：この宇宙がなくなってしまうかも！

ＫＰ：さて、そんな宇宙の危機に直面している状況で、お次はＤＥＸ18の佐々原だけど……。

佐々原：ボクはさやかちゃんをハグしています（笑）。

さやか：この人は……もういやっ！（泣）

ＫＰ：では、もう一人のＤＥＸ18の番だな――

佐々原：それはまさか!?

ＫＰ：お待ちどおさま。第二話のラストからやって来た、現代日本の佐々原が黒い霧の中から登場するのだ（佐々原のプレイヤーに、おなじみの現代日本の探索者シートを渡す）。

全員：現代探索者、キタ―――――――ッ!!（笑）

現代佐々原：リンボを抜けたら、ボクにそっくりなやつが、さやかちゃんにそっくりな子に乱暴をしている！

さやか：「助けて～！（笑）」

現代佐々原：なんて命知らずな……このあと現代さやかちゃんが来たら、あの佐々原は蹴り殺されてしまうぞ。

さやか：現代探索者はどのくらい状況が理解できるのでしょうかね？

ＫＰ：現代佐々原の視点では、リンボから抜けると、そこはがらんとした倉庫だった。そして、見るからに怪しい装置を病んだ目で必死に操作をしている、若い白人男性。それを取り囲む、非常に親近感を覚える日本人たち。ちょっと離れて、みんなを見守っている絶世の美女がいる……といった状況だな。ここで現代佐々原は〈クトゥルフ神話〉と〈アイデア〉をロールしてもいいよ。

現代佐々原：コロコロ……〈クトゥルフ神話〉は失敗。〈アイデア〉は、コロコロ……成功です。

ＫＰ：理屈はよくわからないけど、この装置が洞窟の「みすてる」と同様にリンボの門を創造しているような気がする。洞窟の儀式と、この装置の相互作用によって、二つの世界はつながってしまったのだ。そして、もう一つ大事なこととして、装置を止めたとしても黒い霧が残っているかぎり、すぐにリンボの門が閉じることはないはずだ。それは洞窟でクトゥルフの寵ちょう愛あいを受けし者が死んだあとも、黒い霧が残っていたことからも推測できる。つまり、装置を壊しても、現代に戻れなくなるということはないということだ。

辰巳：おまえのナイフでやつを刺してやれ！

現代佐々原：うーん、リンボの門を出た途端、いきなり見ず知らずのマッドサイエンティストらしき男を刺すというのは……。

辰巳：いや、ワシはあそこで美少女を押し倒している変態を刺せと言っているんだが（笑）。

現代佐々原：この時代の佐々原を刺したら、ボクが消えちゃう！（笑）

京：ご先祖様だとしたら、そうなるかもね（笑）。

現代佐々原：でも、目の前で女の子が襲われているのなら、ボクとしてはそれを助けますよ。それによく見たら、さやかちゃんより、この子の方がかわいい！

京：ロンドンのさやかちゃんの方がＡＰＰが１高いものね。

現代佐々原：そんなわけで、ロンドンの佐々原に〈組みつき〉をします。コロコロ……「01」で成功！　自分で押さえて、自分で引きはがす。なんというマッチポンプ（笑）。

ＫＰ：このあと、続けてＳＴＲの抵抗表ロールに成功すれば、今度は現代佐々原がロンドン佐々原をずっと押さえ続けることができる。もしくは、「対象を倒す」というオプションを選べば、次のラウンドでロンドン佐々原は自由に行動できるけど、抵抗表のロールをしなくても、さやかちゃんから引きはがすことだけは可能だ。

京：それがいいんじゃないのかな。どうせ、ロンドン佐々原さんは、すべての行動を２分の１でロールすることになっているんだし。あんなふうに、もう一度〈組みつき〉が決まることはないでしょう。

ＫＰ：そうなんだよね。《魅惑》をかけられても、普通はロールが成功しないから、まともな行動ができないはずなのに、無駄に成功させるからこんなに混乱することになるんだ。

現代佐々原：けど、自分で責任は取りましたから。じゃあ、佐々原を引きはがして、さやかちゃんを助けます。「大丈夫でしたか、お嬢さん？」

さやか：顔がそっくりなので、現代佐々原さんのことをうっかりビンタします（笑）。

現代佐々原：「いった～！　なんで!?（笑）」

さやか：次は私の番ですが、このラウンド、私は行動していいんですか？

ＫＰ：ああ、いいよ。便宜上、ＤＥＸが同じ場合、ロンドンの探索者の方が先に動くことにしよう。

さやか：「こんなふうで、異国三大美女のトップと争うことになるなんてね……」って、ミストレスを攻撃します。もう、男の人たちには任せていられません！

全員：おお～～～～～っ!!

さやか：ロンドンさやかのバリツ・キ―――――ック!!　コロコロ……やった、両方とも成功。〈バリツ〉の「対象の武器を取り上げる」のオプションで、ミストレスが持っている黒い扇を取り上げたいのですが可能ですか？

ＫＰ：ああ、できるよ。

さやか：この扇が怪しいんですよね。そして、〈キック〉のダメージは、コロコロ……「８」でした。

京：どうなんだろう……ミストレスに〈キック〉って通じるのかなぁ？

ＫＰ：さやかちゃんはミストレスを蹴った瞬間、妙な感じがする。いま蹴ったのは本当に人間だったのだろうか。奪い取ろうとした黒い扇の奥に見えるのは……いったいなんなのか？（ここで描写文を読み始める）




　ミストレスのしなやかな体は、むくむくと膨らんで、見上げるほどの巨大な肉の塊と化していった。

　もはや、それがもともと女性のようなモノであったという名残をかろうじて保っているにすぎない。

　腕のあるべきところには、醜くただれた黄灰色の触手がとぐろを巻いており、脇の下にはさらに小さな触手が何本も生え、それらはそれぞれ小さな鎌のようなものを持っている。

　そのような姿となっても変わらず深い知性と不思議な魅力を保ち続ける目の下にも、細かな触手が生えており、さらになんとおぞましいことか、顔の両頰がメリメリと裂け、二つの口が新たに現れた。

　黄色と黒のシルクの衣装を身にまとい、その怪物は君たちの知性そのものに口づけすることを望んでいる！




さやか：や、やっちゃった……蹴らない方がよかったのかなぁ。

辰巳：いや、こいつはいずれ正体を現しただろうから、さやかちゃんのせいではあるまい。

ＫＰ：さあ、とうとうその正体を現したミストレス――またの名を〝膨らんだ女〟に遭遇した探索者は〈正気度〉ロールだ！

さやか：コロコロ……ううっ、失敗しました。目の前で変身を見て、ガクガクブルブルしてます。

辰巳：コロコロ……よしっ、成功！

佐々原：コロコロ……ぎゃああっ、失敗だ。

ＫＰ：現代佐々原の方も〈正気度〉ロールをしてね。

現代佐々原：こっちのボクもやるのか。コロコロ……現代佐々原は成功です。

京：現在正気度は20。これはまた正気度ゼロになる可能性もあるかも……。

佐々原：現代京ちゃんが正気度ゼロになったのも第三話だったよね。

さやか：京さん、頑張って～！

京：大丈夫。そうそうゼロになってはいられない。成功させます。コロコロ……やったぁ！　成功！

全員：わ～～～～～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：成功した探索者は１Ｄ８ポイントの正気度喪失。失敗した探索者は１Ｄ20ポイントの正気度喪失だ。

さやか：１Ｄ20って、いつロールをしても緊張しますね。コロコロ……「９」です。うううっ、〈アイデア〉には成功したくない。コロコロ……成功しちゃいました。一時的狂気です～（泣）。

辰巳：ワシは１Ｄ８だな。コロコロ……「４」だ。５ポイント減らなかっただけ良しとしよう。

佐々原：１Ｄ20で、コロコロ……ぶはっ、「13」も減った！　現在正気度は高いので不定の狂気にはなりませんが、一時的狂気に陥る可能性はあります。〈アイデア〉は、コロコロ……成功してしまいました。

ＫＰ：おっと、変身したミストレスを見て〈正気度〉ロールに失敗した場合、そのショックで《魅惑》の効果は消し飛んでしまう。もう、ミストレスの命令は聞かなくてもいいよ。

現代佐々原：それは不幸中の幸い……では、現代の佐々原の正気度を減らします。こちらは１Ｄ８。コロコロ……こっちも「６」が出たので〈アイデア〉ロールです。コロコロ……ううっ、またも成功してしまいました。佐々原は二人とも一時的狂気です（泣）。

京：私は１Ｄ８で４ポイント減ったら、二つ目の不定の狂気に陥ります。コロコロ……「１」です。よかったぁ！

さやか：……ところで、彼女の黒い扇は取り上げられたということでよいのでしょうか？

ＫＰ：うーん、まあいいだろう。

さやか：よかった。せめてそのくらいの戦利品は欲しかったです。



◆京のワンポイントご奉仕「膨らんだ女」

　どうも、好きな軟体動物はウロコフネタマガイな、京です。

　千の姿を持つとされるニャルラトテップの化身の一つ、それがこの膨らんだ女です。

　その姿は人間に似ているような気がしないでもないといった触手だらけの怪物ですが、魔力を持った黒い扇の力でその正体を隠して、東洋系の美女であると思い込ませる能力を持っています。

　膨らんだ女の詳しいデータは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ マレウス・モンストロルム』に紹介されているので、そちらを参照してくださいね。他にもたくさんのニャルラトテップの化身が紹介されていて、とっても楽しいソースブックですよ。宣伝でした！






　さすがはニャルラトテップの化身、膨らんだ女が満を持して登場しただけあって、阿鼻叫喚の〈正気度〉ロールとなった。

　さやかちゃんはライバルのミストレスが怪物化したことにより、自分こそが異国三大美女のナンバーワンであるという妄想にとりつかれる。第二位にあるメリローに対しても暴言を吐くような、性格の悪い高飛車女になってしまったが、比較的、周りには害のない症状であった。

　ロンドン佐々原の方は女性恐怖症となり、これまで声をかけてきた女性の幻覚に悩まされ、役立たずとなる。

　現代佐々原の方は殺人衝動が高まり、怪しい装置を操っている男（ライサンダー警部）こそが、自分をこんなひどい場所に引き込んだ元凶であると思い込み、強い殺意を覚えるようになる。




現代佐々原：出ニャル（出オチのニャルラトテップバージョンのことらしい）なんて許せない。「やろう、ぶっころしてやる！」って、次の行動では、ライサンダー警部に向かっていきますよ！

京：私たちの手でライサンダー警部を殺したりしたら、メリローさんに申し訳なさ過ぎる！

辰巳：まったく、ロンドンの佐々原も、現代の佐々原も、どっちも困ったやつだな。

ＫＰ：さて、ロンドンさやかちゃんの攻撃が終わったので、次は現代さやかちゃんがいよいよ登場だね。

さやか：やっぱり、バリツには任せていられません。空手の奥義を見せてあげます！

ＫＰ：では、黒い霧を出ると、醜悪な怪物が触手をうねうねさせているので〈正気度〉ロールだ。

さやか：うにゃ～っ、出ニャルなんてひどいですよ～！（泣）




　しかし、さすがは歴戦の探索者、現代さやかちゃんだけあって、〈正気度〉ロールに成功。正気度を４ポイント喪失しただけで、狂気に陥ることはなかった。




ＫＰ：いま気づいたけど、さやかちゃんたちは冬のロンドンに、第二話のサービスシーン用の水着のままで登場しているんだね……。

佐々原：なんて破廉恥な姿！　けしからん、もっとやりなさい……って、いま、ボクは女性恐怖症だった。

辰巳：うーむ、正気度の低い睦むつみくんがロンドンに到着する前に、ミストレスをなんとかしてもらいたいものだな。

現代さやか：ホントですね。キーパー、この場にやってきた、現代のさやかはどのくらい状況を理解してよいものなのでしょうか？

ＫＰ：まあ、ぶっちゃけリアリティは気にせず、探索者同士のアイコンタクトで瞬時に通じ合ってしまっていいよ。正直、この状況はかなり追い詰められているから、ボクもそんなに厳しいことは言わない。

現代さやか：だったら、さっきひらめいたのですが……洞窟の儀式って、メリローのレースの模様が鍵だったじゃないですか。だったら、この装置にもレースに似た部分とか、部品とかありませんか？

佐々原：なるほど……ヴィクターの図面にあった空白部分に、メリローのレースが組み込まれているのかも！

京：うん、それはありそうだね！　ナイスアイデア、さやかちゃん！

ＫＰ：それを調べるには〈機械修理〉の２倍か、〈目星〉の１倍に成功する必要がある。ただし、この情報はとても重要なので、成功したかどうかは次のラウンドの頭にロールをしてもらおう。

辰巳：つまり、そのロールに成功しているかは、現時点ではわからないということだな。

現代さやか：わかりました。では、私は装置を調べて、〈目星〉でロールをする予定です。

京：次は私の番だけど……さやかちゃんにそっくりな子が「レース、レース」とか言っているので、私もピンと来て、一緒に装置にレースに似た部品がないかを調べます。私は〈機械修理〉でロールをする予定。

ＫＰ：次は……現代京ではなく、睦ちゃんか（笑）。

佐々原：次々とボクらにそっくりな探索者がやってくるのに、なぜか京ちゃんだけ違う女の子が来た！（笑）

さやか：そっちの世界の京さんはどうなっちゃったの!?（笑）

京：不安になることは言わないでください。ちゃんと幸せに暮らしているはずです！（笑）

ＫＰ：じゃあ、睦ちゃんは〈正気度〉ロールをどうぞ！

睦：出ニャルは覚悟しています。コロコロ……やった、成功です！

全員：おお～～～～～!!（パチパチ）

睦：成功しても１Ｄ８ポイント減るんですよね。コロコロ……むはっ、「１」です。ロンドンと現代、合わせて２ポイントしか減ってませんよ！（笑）

佐々原：いいなぁ～。ボクなんか合計19ポイントも減らされて、二人とも狂気に陥っているのに……（泣）。

睦：現代さやかちゃんが装置を調べているので、私も〈機械修理〉で一緒にレースを捜します。２倍でロールできるのなら、これでほぼ確実に見つけられるので、辰巳先生はタマ兄たちに〈精神分析〉をしてもらえますか？

現代佐々原：いまボクはナイフを抜いて、ライサンダー警部に攻撃する気満々ですから。

辰巳：これはいかん。あの別の時間からやってきた変態殺人鬼を止めなくては……って、さやかちゃんは大丈夫？

さやか：いまの私はミストレスが三大異国美女から脱落したことに勝ち誇って「私がロンドン一の美女よ～！　男どもはあがめなさい！」って、黒い扇を振り回して踊っているだけですので無害ですよ（笑）。

佐々原：ジュリアナ東京……古いようで、この時代では新しい！（笑）

辰巳：さすがは三大異国美女のさやかちゃん。九十年くらい時代を先取りしているな（笑）。

ＫＰ：さて、ライサンダー警部の行動だが、装置に群がる探索者たちに手を触れないように懇願する。「頼む……邪魔をしないでくれ……このタイムマシンだけが、私を呪われた血から解放してくれる手段なんだ」

現代さやか：「いけません。こんなもので幸せを手にすることはできません！」

ＫＰ：懇願が受け入れられないとなると、次のラウンドからは実力行使だな。では、ロンドンの辰巳先生の番です。

辰巳：ワシは佐々原に似た男が血走った目でナイフを抜いているので、そいつを落ち着かせるぞ。メリローさんから、息子のことは頼まれているのだから、ここで傷つけさせるわけにはいかん。コロコロ……成功だ。

現代佐々原：「はっ……てっきり、ボクはあいつがすべての元凶かと……ありがとう、辰巳先生によく似た人！」

現代辰巳：いよいよ、現代のワシの順番か……嫌だなぁ。

ＫＰ：では、出ニャルの〈正気度〉ロールをしてくれるかな？

現代辰巳：コロコロ……よしっ、成功だ！　しかし、１Ｄ８ポイントも減るのか。コロコロ……くっ、「７」だ。

ＫＰ：５ポイント以上減ったので、一時的狂気の可能性がありますな。

現代辰巳：コロコロ……〈アイデア〉は成功だ。一時的狂気に陥り、また〈クトゥルフ神話〉が増えて……もう32％にもなってしまったよ。とほほ。

ＫＰ：さて、どんな狂気に陥るのかな。コロコロ……ショックにより常軌を逸した行動をすることになるようです。

現代辰巳：状況がすでに常軌を逸しているというのに、さらに常軌を逸しろというのか。難しいことを言うなぁ。




　辰巳先生はちょっと迷った結果、周りに日本人しかいないことからして、ライサンダー警部こそが別世界から迷い込んできた犠牲者であると思い込み、セレファイスのクラネス王でさえ納得させたコーンウォールなまりの完璧なブリティッシュ・イングリッシュで、やたらと親身に話しかけることにした。

　狂気に陥りながらも、さりげなくライサンダー警部の邪魔をするという抜け目ない行動である。

　かくして、異様に長い第３ラウンドが終了して、いよいよ終局の第４ラウンドが始まった。




○４ラウンド目




ＫＰ：ＤＥＸ19のミストレスの行動だけど……自分がロンドン三大異国美女のトップだとうぬぼれるロンドンさやかちゃんをいとおしそうに触手で抱きしめる。命中率は85％だ。コロコロ……成功。

さやか：「おやおや、私の美貌を認めて、勝者への祝福の抱擁ですかぁ～？」

ＫＰ：ミストレスはさやかちゃんの頭頂部に熱いキスをする……というか、三つの口で咥える。すると、さやかちゃんの頭蓋骨をちょうど三等分に分けるように歯が食い込んだ。

さやか：それって、ショーンみたいになっちゃうってこと!?

ＫＰ：このラウンドは、嚙んだだけでおしまいだ。ただし、この抱擁はＳＴＲの抵抗表のロールによって振り払うことができる。これはみんなで協力できるよ。

現代佐々原：ロンドンの佐々原は女性恐怖症なので、破廉恥な格好をしたさやかちゃんたちを見てガクガクブルブルしています。そして、正気に戻った現代の佐々原ですが……ボクはＳＴＲ８しかないので、ライサンダー警部に話しかけている現代辰巳先生に〈精神分析〉をした方が効率がいいかな。「しっかりしてください、辰巳先生。その人は、きっとこの事件の元凶ですよ！」と、コロコロ……成功しました。

現代辰巳：うむ、これでワシは正気に戻ったので、ロンドンのさやかちゃんを助けにいけるな。

さやか：ロンドンの私の行動はミストレスに抱擁されているので、辰巳先生が手伝ってくれるまで待機ですね。

ＫＰ：じゃあ、このタイミングで装置にレースが組み込まれていないか調べていた現代さやかちゃん、京、睦ちゃんは〈目星〉か〈機械修理〉の２倍をロールしてもらおうか。

現代さやか＆京＆睦：コロコロ……成功！

佐々原：おお～～っ、全員成功！　ここに来て、ようやくボクらのダイス目が良くなってきたね（パチパチ）。

ＫＰ：では、見つかったものを説明しよう――君たちは、謎の装置の心臓部らしきところに、バスケットボールほどもある巨大な電球に似たモノが収められているのを発見する。その電球のフィラメントは非常に複雑な形状をしており、どこかメリローのレースの柄を彷彿とさせる。ちなみに、探索者には知りえぬことだけど、このフィラメントは高価な白金を使用した、ヴィクター特別仕様だ。

現代さやか：これを壊せば、きっと装置は止まって、実験は失敗するはずです！　そうしたら、きっとミストレスもあきれて帰ってくれて、ライサンダー警部も改心して、すべてはハッピーエンド！（笑）

京：さやかちゃんはポジティブでいいなぁ……でも、その展開には、私も大賛成です！

ＫＰ：この巨大電球をどうにかするには、二つの方法がある。装置から取り外すのならば、二つの接合部を分解しないといけないので〈電気修理〉の２倍か、〈機械修理〉の１倍に、二度成功する必要がある。

京：それは同じ人が連続して成功しないとダメなんですか？

ＫＰ：いいや、別々の人が成功させてもよいし、一人が２ラウンドかけて成功させてもよい。

京：睦がいるから、２ラウンドかければなんとかなりそうだけど……。

さやか：のんびりしていると、ロンドンのさやかの頭がチューリップにされちゃうかも！

京：だよね～。もう一つの方法は？

ＫＰ：物理的にダメージを与えて破壊する方法だ。ただ、この電球はかなり頑丈そうだ。耐久力は教えられないけど、人を蹴り殺すよりもちょっとたいへんそうだね。

京：……人の耐久力よりちょっと多いということは、耐久力20くらいかな？

ＫＰ：さあねぇ（ズバリ大正解である。おそるべきベテラン探索者の勘）。




　ここで探索者たちは長考に入った。

　装置にアプローチできる探索者の中で〈機械修理〉が得意なのは、睦ちゃんしかいない。

　しかし、さやかちゃんの空手キックと、睦ちゃんの空手パンチ、京のフライパンで合計20ポイントのダメージを出せるかどうかも、かなり厳しい賭けである。

　どちらにするべきか迷いに迷った結果、攻撃を命中させた上に、ダメージも高めを出さないといけない物理攻撃よりは、技能のロールのダイス目さえ良ければ一気に解決する電球の取り外しに賭けることにした。

　実を言えば、ボクがこのシナリオを作成したときには、ダブルライダーキックならぬ、ダブルさやかキックでタイムマシンを破壊する展開が熱くて面白そうだなぁ、と思っていたのが……そうそう予定通りにいかないのが『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の常というものだ。




現代さやか：では、睦ちゃんと……京さんによく似た人に目配せをして「今日は力尽くではなく、賢くいくわっ！」って、電球の接合部の分解に挑戦します。

辰巳：ここでさやかちゃんが成功してくれると、あとが楽なのだが……。

現代さやか：大丈夫、きちんと成功させますから。〈機械修理〉の成功率は基本の20％ですけどね。

佐々原：ちっとも信用できないよ！

現代さやか：コロコロ……ごめんなさい、失敗しました！　やっぱり、頭を使うのは苦手のようです～（泣）。

京：次は私ですけど……ここで失敗すると、空気がすごく悪くなりますよね。

さやか：私の頭がチューリップになっちゃう。

京：そんな光景を見たら、どれだけ私たちの正気度が削られることやら……。

辰巳：想像するだけでも、正気度が減りそうなくらいショッキングなシーンだな。

さやか：大丈夫。ここは京さんと、睦ちゃんが軽～く連続で成功させてくれればよいのです。お願いします！

京：私の〈機械修理〉はちょっとだけ得意なので35％です。気合いを入れて～、コロコロ……よしっ、成功！

全員：わ～～～～い！（パチパチ）

睦：ここで京が成功したのは大きいですよ。なにしろ、次の睦の〈機械修理〉の成功率は75％もあるのです！

佐々原：それなら楽勝だね！

睦：けど、油断は禁物。こちらのダイスにも気合いを入れて～、コロコロ……「19」です。二度連続成功!!

全員：わ～～～～～～～～～い！（パチパチ）

ＫＰ：はわ～っ、１ラウンドで成功させたかぁ。今日の京のダイス目はさえまくっているな～。

京：前半はいまいちでしたけど、後半のダイスは絶好調です！

ＫＰ：では、京と睦ちゃんの息の合った作業によって、二つの接合部は分解されて、巨大電球を装置から取り外すことに成功した。すると、明るく輝いていた白金フィラメントは光を失い、真っ黒に燃え尽きてしまう。

現代さやか：「あの二人の絶妙な息の合い方……まるで中の人が同じみたい！（笑）」

佐々原：中の人などいない！（笑）

京：「実験は失敗に終わりました。あきらめてここから去りなさい！」って、ミストレスだったモノに叫びます。

辰巳：勇気あるなぁ～。

ＫＰ：装置から巨大電球が取り外されたことでミストレスがどのような行動をするかは、次のラウンドのお楽しみということで……とりあえず、ロンドンのさやかちゃんが抱擁から抜け出せるかどうか、ＳＴＲの抵抗表のロールをしてもらおうか。

さやか：そ、そうでした……辰巳先生にも協力してもらって、コロコロ……ミストレスのＳＴＲが18だったら成功していますが、どうでしょうか？

ＫＰ：その程度では、この熱い抱擁はとてもふりほどけないな。

さやか：やっぱり～～～！（泣）







さよならロンドン




ＫＰ：では、第５ラウンドのＤＥＸ19でミストレスの行動だが……。

全員：ゴクリ…………。

ＫＰ：ヴィクターが魂を込めて製作した白金フィラメントが燃え尽きてしまうと、まるで遊び飽きたオモチャを捨てるようにさやかちゃんを手放した。

さやか：た、助かったの……？

ＫＰ：そして、スルスルと小さくなっていき、元のミストレスの姿と戻っていく。しかし、その姿を見ても、これまでのような美しさは感じられず、さっきの怪物と同じようなおぞましさしか感じない。

さやか：あっ、黒い扇がないせいなのかも。

ＫＰ：その通りだね。ミストレスは黒い扇によって、己のあふれんばかりの宇宙的な存在感を隠していたのだ。彼女の圧倒的なＰＯＷは、たとえ人間の姿をしていても隠しきれるものではないのだ。

さやか：いいもの手に入れちゃった。家宝にしようっと♪

ＫＰ：ミストレスは物憂げな表情で、燃え尽きた白金フィラメントを見つめると、このようにつぶやく。「こんなふうに失敗するなんて……これは、まだこの世界の角度には存在できないモノなのかしら。仕方ない……あなたたちには、もっと別の力を手に入れさせてあげる」

京：「な、なにを言ってるの……」

ＫＰ：すると、彼女はふと思いついたように「私、アメリカに行くわね」と、軽い口調で言い残し、その場から立ち去ろうとするけど……誰か追いかける？

佐々原：いいえ、触りたくもありません。

さやか：「ほほほっ、三大異国美女から脱落した負け犬が去って行くわ！」

京：「やめなさい！」って、さやかちゃんの口を押さえます！

ＫＰ：ライサンダー警部は未練たらしく、「待ってくれ……私を呪われた血から解放してくれるのではなかったのか……」と、ミストレスにすがりつこうとしている。

京：「目を覚ましてください、ライサンダー警部。こんなものに頼ってなんになるというのですか」

辰巳：ロンドンの辰巳としては、まだミストレスの魅力には引かれているのだろうか……？

ＫＰ：ああ、大丈夫。いまのミストレスには、なにも魅力を感じないよ。百年の恋も冷めたというやつだ。

辰巳：じゃあ、ライサンダー警部を説得しよう。「もしかすると、あなたは自分の血脈を呪っているのかもしれませんが……真に忌むべきは、人の心を失うことです」

ＫＰ／ライサンダー警部：「……私はフィッシュターク団の連中から聞いてしまったのです。いずれ、母や私も、彼らのようなおぞましい魚人へと変貌していく運命にあるのだと！」

辰巳：「だが、あなたが生まれていなければ、ワシらはひと月前に殺されていたでしょう」

佐々原：「これまであなたが警部として助けてきた人たちだってそうですよ」

辰巳：「あなたがここにいていけないなんてことは決してないのだ！」

ＫＰ：すると、ライサンダー警部はその言葉に感激したように、ポロポロと涙を流す。

京：さすがは辰巳先生。すばらしい説得でした！　京、感激です！（パチパチ）

ＫＰ／ライサンダー警部：「……ありがとうございます。ならば、私も自身の運命を受け入れ、与えられた命を精一杯生き抜くことにします」

さやか：「そうです、そうです。命に良いも悪いもないのです」

辰巳：「……けど、子供は作らない方がいいかも（ボソリ）」

京：台なしです！　いままでのこと全否定じゃないですか～!!

佐々原：……ちなみに、取り調べ中に容疑者を殺したという疑惑は？

ＫＰ：実際、フィッシュターク団に母親を侮辱されたので、怒りにまかせて殺しちゃったみたいだね。

全員：あちゃ～～～!!

ＫＰ：しかし、彼は警部としてきちんと責任は取るつもりのようだ。そして、罪を償ったあとは、メリローと一緒に静かに暮らすつもりだそうな。

さやか：お母さんを大事にしてあげてくださいね。




ＫＰ：さて、現代から来た探索者たちだけど、黒い霧が消える前にリンボの門を越えないと帰れなくなっちゃうぞ。

現代辰巳：「ここが過去のロンドンだというのなら、実に名残惜しいが……もう時間がないようだな」

現代佐々原：「これからアメリカで始まる、野球のワールドシリーズの歴代優勝チームの名前を教えてあげようか。スポーツ賭博をすれば大もうけできるよ（笑）」

睦：「そういうことはやめなさい！（笑）」

辰巳：「そういえば、未来では指紋捜査はどうなっているのだろうか？」

現代佐々原：「えっ、もう常識になってますよ」

辰巳：「そうか、よかった。苦労してスコットランド・ヤードに協力したかいがあったというものだ」

現代佐々原：「むしろ、指紋は時代遅れ。21世紀は、ＤＮＡ捜査の時代ですけどね（笑）」

さやか：私は寒そうな格好をしている現代のさやかに、本場のホームズ風コートと帽子をプレゼントします。

ＫＰ：現代では、ワシントン条約に引っかかるような動物の毛皮が使われていそうだな。

さやか：見る人が見れば、百年前のロンドン製だってわかるので大丈夫です。けど、ほぼ新品なんですけどね。

現代佐々原：じゃあ、最後に記念撮影だけ……。

京：「これがカメラ？　えっ、なにこれ。どういう仕組み？」

さやか：「ヴィクターさんが見たら腰を抜かしますね」













ＫＰ：では、記念撮影を終えて、ロンドン探索者に別れを告げた現代探索者たちは黒い霧の中に飛び込むわけだが……リンボの門を越えるために〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

現代佐々原：ハッピーエンドだったのに、帰り道もそれをやるの～!?（泣）




　ブーブーと不満を垂れる現代探索者であったが、さやかちゃんが２ポイント、辰巳先生が３ポイントの正気度を失う結果となった。




ＫＰ：では、後日談を語る前に、正気度の回復をしておこうか。

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：タイムマシンという禁断の知識を人類に授けて、世界を混沌に包み込もうというニャルラトテップの陰謀を阻止したロンドン探索者は１Ｄ20ポイントの正気度回復。その遺産を利用して、時空を超えようとしていたクトゥルフの寵愛を受けし者を倒し、さらにロンドンの探索者まで救った現代の探索者たちは２Ｄ10ポイントの正気度回復だ。

佐々原：２Ｄ10ポイント……これは気合いが入りますね！




　その結果は、以下の通りであるが……ロンドン探索者のダイス目がとにかくひどかったの一言である。

　なお、現代佐々原は２Ｄ10のダイス目が「17」だった上、〈運転（自動車）〉が90％を超えて、さらに10ポイントの正気度を獲得して、合計27ポイントも正気度を回復するという相変わらずの悪運の強さを発揮している。




○ロンドン組の正気度回復




　さやか：シナリオ終了時61ポイント＋獲得１ポイント＝合計62ポイント（開始時からマイナス８ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時68ポイント＋獲得２ポイント＝合計70ポイント（開始時からマイナス５ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時56ポイント＋獲得１ポイント＝合計57ポイント（開始時からマイナス16ポイント）

　京　　：シナリオ終了時19ポイント＋獲得６ポイント＝合計25ポイント（開始時からマイナス２ポイント）




○現代日本組の正気度回復




　さやか：シナリオ終了時62ポイント＋獲得６ポイント＝合計68ポイント（開始時からマイナス１ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時55ポイント＋獲得10ポイント＝合計65ポイント（開始時からマイナス４ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時50ポイント＋獲得17ポイント＝合計67ポイント（開始時から＋19ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時44ポイント＋獲得13ポイント＝合計57ポイント（開始時から＋10ポイント）




ＫＰ：さて、第七シーズンの後日談は、ロンドンのるるいえ堂を舞台とさせてもらおう。

さやか：正気に戻ってからは、恥ずかしくてずっと顔を隠しています。「私……あの時、なんであんなことを……」

辰巳：「おや、異国三大美女のトップのさやかちゃん、どうかしたのかい？（笑）」

さやか：「それはもう言わないでくださ～い！（泣）」

佐々原：異国三大美女トップの証の黒い扇はどうしたの？

さやか：あれは、るるいえ堂に大事に飾ってあります。きっと、この扇は百年後まで受け継がれることでしょう。

京：またすごいものが、るるいえ堂のコレクションに加えられたね（笑）。

佐々原：これって、絶対、なにか悪い事件を起こしそうだよね。

ＫＰ：その後、ライサンダー警部はスコットランド・ヤードを辞職したが、実刑を受けることはなかったようだ。そして、彼はメリローを連れて、すべてに寛容な新興国であるアメリカへ移住することを決意したらしい。

さやか：……なんか、ミストレスもアメリカに行くとか言ってましたけど。ちょっと気になりますね。

ＫＰ：なんでも、メリローの夫が船員時代に知り合った友人が顔役をしていた港町があり、そこならば静かに暮らせそうだというのだ。

辰巳：もしや、その町の名前とは……？

ＫＰ：アメリカの東海岸、アーカムの北にある、かのインスマスだね。

辰巳：うう～～～～ん、それでいいのだろうか？

京：けど、あそこなら、あの親子も変な目で見られるようなことはないかと……。

さやか：「何か困ったことがあったら、いつでも言ってください。ロンドンから駆け付けます」って、メリローさんには手紙で連絡を取り続けますね。

ＫＰ：うむ、向こうからもアメリカの美しい絵はがきで返事が来る。きっと、この文通はずっと続くことだろう。

さやか：それならひと安心です。アメリカの探索者に付きまとわれていたりしたら助けに行かないと（笑）。

ＫＰ：……さて、相変わらず霧に包まれたロンドンの朝。君たちがるるいえ堂で、アメリカに移住したライサンダー警部親子に思いをはせていると、慌てた顔でレストレード警部が飛び込んでくるのであった。

さやか：「おや、レストレード警部。また事件ですか？」

ＫＰ：「今朝の新聞を見たかね。大変なことになっているぞ！」と、レストレード警部は新聞を広げる。

辰巳：「いったい何事ですかな？」

ＫＰ：そこには、アメリカでマッキンリー大統領が暗殺されたという記事が大きく載っている。

さやか：マッキンリー大統領……って、誰でしたっけ？

ＫＰ：第一話で、最近、アメリカの景気が良いという話題で話しただろう。〝Four more years of the full dinner pail／たっぷりの弁当箱をもう四年間〟というスローガンで、マッキンリーが大統領選に勝利したって。

さやか：ああっ、いましたね。そんな人！

ＫＰ：このマッキンリー大統領が暗殺され、次にアメリカの舵を取るのは、副大統領のセオドア・ルーズベルト。第25代、26代の大統領を務めた有能な政治家だ。そして、そんな彼の従弟、フランクリン・ルーズベルトこそは、あのマンハッタン計画を進めた大統領でもあるのだが……そこになんらかの運命を感じるか否かは探索者次第だ。

さやか：マンハッタン計画って？

ＫＰ：アメリカによる、核開発計画のことだ。第二次世界大戦中のこの計画によって、忌まわしい核兵器が開発された。ミストレスがアメリカに去った直後、マッキンリー大統領暗殺という大事件が起き、帝国主義の強化へと国の舵取りが進められ、やがて世界を巻き込む大戦へと突き進んでいったのだ……。

京：それって、ロバート・ブロックの「尖塔の影」のネタですね。ニャルラトテップがマンハッタン計画に関わっていたという……。

ＫＰ：その通り。禁断の技術であるタイムマシンが引き起こすだろう混乱と、人類が核を手に入れたことによる悲劇……どちらが世界にとっての不幸だったのか？　それは神ならぬわれわれでは判断はつけられないことだね。

全員：うう～～～～～ん（苦い顔）。

ＫＰ：しかし、君たちの活躍で少なくともこの時代でのニャルラトテップの陰謀は阻止され、ロンドンにはひとときの平穏が訪れた。レストレード警部も「世界はどんどんきな臭くなっているが、スコットランド・ヤードと君たちがいれば、ロンドンの平和は安泰だ」と、言ってくれているよ。

さやか：「あと、シャーロック・ホームズとワトソン博士もいますよ！」

ＫＰ：その名前を出されると、彼をライバル視しているレストレード警部はちょっと微妙な顔をするなぁ。

さやか：私はホームズと会いたかったな～。

ＫＰ：ともあれ、これにて19世紀末のロンドンと現代日本を結んだ、時空を越えた第七シーズンも終了だ。皆さん、お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～!!








●第三話終了・みんなとの反省会




　シーズン終了後の打ち上げは、おでんのおいしいお店で開催された。大混乱のクライマックスがあとをひいて、なんかもう、みんなぐったりしていたね。




ＫＰ：予想以上に大変なキャンペーンのクライマックスになってしまったな。

京みやこ：現代とロンドンの探索者が入り交じって、大騒ぎでした。よくキーパーは処理できましたね。

辰たつ巳み：ワシらですら、わけがわからなくなっていたからな。リプレイになったとき、読者は文章であの状況を把握できるのだろうか……？

ＫＰ：だいたい、みんなが狂気に陥り過ぎなんだよ。想定としては手数が足りないところを、突如やってきた現代の探索者の手を借りてクリアというイメージだったのに……なんか混乱を増やしているだけみたいになってしまった。

佐さ々さ原はら：なにもかも、出ニャルがいけないんですよ！

辰巳：リンボを抜けたら、いきなりニャルラトテップがいるとか、もうありえないよな。シナリオを書いたやつは出てこい！　文句を言ってやる！（笑）

さやか：そうですよ。最後、京さんの中の人のダイス目がなければ、私の頭はチューリップになってしまうところでした。

ＫＰ：あの攻撃は、ＩＮＴを１Ｄ６ポイント吸い取るだけで即死効果はないんだけどね。そこまでボクもひどくない。

さやか：そんなに吸われたらバカになっちゃいます！

辰巳：ああ、それでショーンの脳は萎縮していたのか。

ＫＰ：ちゃんと伏線を張っているのですよ。

さやか：だからって、こちらにはなんの対策もできないのですが……。

佐々原：ところで、どうしてミストレスは、メリローさんやヴィクターを使ってタイムマシンを作ろうとしたんですか。自分で作ればいいのに。

ＫＰ：当然、ニャルラトテップであるミストレスも、知識としてはタイムマシンの原理を知っている。ただ、その知識を言葉にしても、愚かな人間にはとても理解できるものではないのだ。

京：高等数学を、九九も知らない幼稚園児に教えるようなものでしょうからね。

ＫＰ：その通りだ。ただし、大いなるクトゥルフからの毒電波を受信できるような、メリローやＨ・Ｇ・ウェルズといったある種の天才ならば、無意識のうちに得た知識をレースの模様や小説といった形で具現化することができる。だから、ミストレスはそんな天才たちが具現化したものと、ヴィクターという腕は確かなのにひらめきに恵まれない哀れな発明家を組み合わせて、人類にタイムマシンを授けようとしたのだ。

京：やっぱり、ミストレスはタイムマシンで世界に混沌を広めようとしていたんですか？

ＫＰ：ニャルラトテップはそういうの大好きだからね。もしも、タイムマシンが実用化されたら、タイムパラドックスが頻発して、宇宙は滅茶苦茶になったことだろう。もしかしたら、そのせいで宇宙の中心で居眠りしているアザトースが「やかましい！」って、目を覚ましてしまうかも（笑）。

京：お、恐ろしいことに……。

ＫＰ：それがニャルラトテップの真の目的だったのかもしれないね。

さやか：とにかく、タイムマシンは駄目ってことですね！




ＫＰ：さて、そろそろ恒例の『るるいえがすらいと』で印象に残ったシーンを語ってもらおうかな？

京：では、私から……えーと、第三話のクライマックス、京と睦むつみの〈機械修理〉のロールのダブル成功は印象的でした。

辰巳：あれが成功してなかったら、大変なことになっていたからな。

京：あと私は、久しぶりに京で活躍できたことがうれしかったですね。現代の方では、正直、ＮＰＣになってからの方が活躍していたので、もう一度、京をプレイして、いろいろできたのが良かったです。

さやか：京さんはロンドンで大活躍でしたよね。

京：下層階級だからできることをキーパーが用意してくれていたのもありがたかったです。第一話の馬車のチェイスシーンでも活躍できたし。

ＫＰ：そこはボクもちょっと気を遣ったところなので、そう言ってくれるとうれしいな。せっかく19世紀末のロンドンなのだから、下層階級という現代日本にはない視点からゲームを演出したかった。

佐々原：ドックとかは、現代人にとっては、ほとんどファンタジー世界でしたね。

京：あと、京だと女子高校生という縛りがないので、好き勝手できました。

辰巳：睦くんのときは縛っていたのか？　十分に自由に行動しているように見えたが（笑）。

京：いつでも女子高校生であることを忘れずにロールプレイしていますよ！

ＫＰ：お次は……佐々原、いってみようか。

佐々原：はい、ボクは第二話で智とも美み姉さんにスポットが当たって、かわいいところを見せてくれたりしたのが良かったですね。

ＫＰ：あそこで、智美がボブカット組合にだまされていることを、懸命に隠そうとしているのには、探索者たちの優しさを感じたね（笑）。

辰巳：まあ、バラしてもよかったのだが……。

さやか：そんなの駄目ですよ。智美さんがかわいそう過ぎます！

佐々原：あと、公約の「月がきれいですね」のセリフが言えなかったのが残念。アギフたんみたいな女の子が出てくれば……。

ＫＰ：メリローに言えばよかったんだよ（笑）。

佐々原：人妻じゃないですか！

ＫＰ：いや、君の大好きな未亡人だよ（佐々原は『めぞん一刻』の響子さんのファンである）。

佐々原：うう～ん、メリローさんはちょっかいを出せるような雰囲気の女性じゃなかったんですよね～。

ＫＰ：せっかく同じ下宿というシチュエーションまで用意してやったのになぁ。

さやか：次は私ですね。実は、印象的なシーンは二つあって、第一話の冒頭で佐々原さんが下宿にいると、窓の外に大きな赤ん坊の顔があるというのにはびっくりしました。

佐々原：あれ、ひどいよね。まだ、探索者たちが合流する前にホットスタート過ぎます！

京：いきなり狂気に陥ったしね（笑）。

佐々原：もう死ぬかと思いましたよ！

さやか：あと、もう一つは、ショーンの頭がチューリップみたいに開いているという描写ですね。

ＫＰ：そうなの？

さやか：なんだか、どんな状況なのかが一瞬で理解できて、怖い気持ちになりました。

京：あとちょっとでさやかちゃんもチューリップにされちゃいそうだったしね。

さやか：そして、残念だったのは、せっかく美少女設定を生かして異国三大美女ににしてくれたのに、ちっとも〈言いくるめ〉が成功しなくて〝たらせ〟なかったのが悔しくもあり……けど、ネタとしてはおいしくもあり……複雑な気分です。

佐々原：ボクは〝たらせ〟なくて、しょんぼりしているさやかちゃんには逆に萌もえたけど（笑）。

辰巳：さやかちゃんは男をたらそうとすると、呪われたように〈言いくるめ〉に失敗していたからなぁ。

さやか：でも、最後は三大異国美女ナンバーワンになりましたから！（笑）

ＫＰ：じゃあ、最後は辰巳先生どうぞ。

辰巳：個人的に好きなシーンは、第二話で捕まえた泥棒をトマト農家の実家に連れて行くのが良かったな。

京：母親がトマトを投げつけたりしたところですよね。あそこで、あの泥棒の人生背景とかが見えて、急にキャラクターが立ってきました。

ＫＰ：あー、でも、あのシーンはリプレイではダイジェストでお送りしているんですわー（笑）。

辰巳：なんだとっ!?（笑）

ＫＰ：だって、本筋とほとんど関係ないのに、無駄に長々とやっているんだもん。

辰巳：うむむ～～～～っ。

京：でも、ああいうどうでもいいところで、妙な設定が広がっていくのもＴＲＰＧらしくていいですよね。

辰巳：そうそう、第二話と言えば「赤毛連盟」のネタに最速で気づけたのも良かった。

佐々原：ボブカット組合のことを説明してもらった途端、あっという間にトリックを解いちゃった。

辰巳：万が一、あんな有名なネタにうっかり気づけなかったら、ワシは悔しくてどうにかなっていたことだろう。

ＫＰ：まあ、ホームズネタとしては定番のトリックなので、誰かがすぐに気づくだろうと思っていたけどね。

さやか：ホームズと言えば、せっかくのロンドンなのに本人が登場しなかったのは残念でした。

京：代わりに、レストレード警部は登場したでしょ？

さやか：うーん、レストレード警部じゃあ、ちょっと……。

京：ひどい！　私はレストレード警部、好きなのに。

ＫＰ：まあ、ホームズについては、いろいろ迷ったんだけどね。でも、ホームズネタはいろいろちりばめてあるんだよ。

辰巳：さっきの『赤毛組合』のトリックは、そのまんまだったな。

ＫＰ：あと、メリローは『覆面の下宿人』という短編に登場しているし、ヴィクターやライサンダーは『技師の親指』に登場している。もっとも、キャラクター像は変えているけどね。

辰巳：それは気づかなかったな。前に読んだはずなのだが、だいぶ忘れてしまっているようだ。

ＫＰ：ボク的にはライサンダーというと、アニメの『名探偵ホームズ』に登場したときのキャラ造形がとても印象深い。

さやか：私にとってホームズといえば、そっちの犬のホームズです！（笑）

京：えっ、さやかちゃんって、犬の方のイメージでホームズに会いたいって言ってたの？

さやか：そうですよ。

京：じゃあ、現物を見たら、ちょっとイメージが違うかもしれないよ。『クトゥルフ・バイ・ガスライト』で紹介されているホームズは、原作に忠実な変わり者のキャラクターだから。

さやか：えーっ、そうなんですか。ちなみに、レストレード警部も私の中ではずっと『名探偵ホームズ』に登場するブルドッグの姿でした（笑）。

京：なんてひどい！（泣）




ＫＰ：さて、今回はかなりイレギュラーな感じのキャンペーンだったけど、次の第八シーズンもあったら皆さんどうぞよろしくお願いします。では、ロンドンと現代日本での探索、本当にお疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～！








おわりに




　どうも、好きなＮＰＣは『療養所の悪魔（ホビージャパン刊）』掲載の「療養所にて」に登場するベティ・ルー・ブルトンの、内山靖二郎です。




　今回、探索者に19世紀のロンドンで活躍してもらうため、『クトゥルフ・バイ・ガスライト』だけでなく、いろいろな本を読んで当時のイメージを膨らませした。

　いつもは雑多な本から情報を集めて、ぐつぐつと煮込んでシナリオを作成しているのですが、今回はロンドンの描写をする際、大いに参考にさせてもらった本があるので、たまには参考資料の紹介をしておきましょう。この時代は、手に入る資料が豊富なのもうれしいですね。

　『ヴィクトリア時代 ロンドン路地裏の生活誌 上・下』は、当時は見向きもされていなかった路地裏で暮らしている貧しい人々に焦点を当てた貴重な資料です。探索者が狂信者を追って、怪しい路地裏に踏み込んだときに登場させるＮＰＣの資料として最適でしょう。

　『写真で見るヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活』はロンドンの平凡な風景写真が多く、キーパーが日常描写をする際にヴィジュアル面で役立ってくれます。

　『19世紀のロンドンはどんな匂いがしたのだろう』は19世紀ロンドンの生活風習に関する総まとめですね。かなり読み応えある本なので『クトゥルフ・バイ・ガスライト』だけでは物足りないという強者の方は挑戦をしてみてはいかがでしょう。

　そして、案外と人となりのわからなかったＨ・Ｇ・ウェルズを知るために『絶倫の人 小説Ｈ・Ｇ・ウェルズ』を参考にしましたが、これはなかなかの奇書でしたよ。

　では、皆さんのゲームが、正気度に満ちたものでありますように。

　またどこかでお会いしましょう。




　クトゥルフ・フタグン！


内山靖二郎
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名状しがたきイラストを描き続ける今日この頃。
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